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「うそつき」

　少女の非難めいた言葉は、喧けん噪そうの中でもしっかりと耳に届いた。

　だだっ広い市場には人があふれかえり、怪あやしげな商店同士が客を引きあっている。

　由来不明の木き彫ぼりの置物や明らかにご利益のなさそうな呪じゆ具ぐを並べる骨こつ董とう店てん、痩やせ細ほそった犬や兎うさぎを乱雑に吊つるして鉄板で色の悪い肉を焼いて演出する獣じゆう肉にく屋や、空へ向かって発はつ砲ぽうの実演をしている銃じゆう器き販はん売ばい店てん。どの店主も不衛生な埃ほこりまみれの格好をしていた。

　食べ物を扱あつかう店まで汚きたならしいのは、きっと中セ流ン平ト民ラ街ルの人間には我が慢まんならないだろう。

　耳に痛い音の数々。さまざまなにおいが混ざりすぎて鼻が麻ま痺ひするほどの悪あく臭しゆうが漂ただよっている。

　そんな地下貧民街アンダースラムの市場の隅すみに、銀ぎん髪ぱつ赤目の煤すすけた少年と、同じ特とく徴ちようの少女──しかしこちらは少年と違ちがってきちんと梳とかされた長い髪かみをリボンで結わえ二つの房ふさをたらし、まだマシな服に身を包んでいる──が向かいあっていた。

　髪色や目の色といった身体的特徴が似通っていても、二人の間に血の繋つながりはない。もっとも、周囲の者は誰だれ一人として、二人を血けつ縁えん関係だなどと思わないだろう。

　地下貧民街アンダースラムの人間は、誰もが、銀髪赤目なのだから。

　もちろん一年ごとに居住区域の入いれ替かえが行われるから、もともと中セ流ン平ト民ラ街ルに暮らしていた者が世帯年収で二百万円に届かず地下貧民街アンダースラムに落ちてくることもある。本来、銀髪赤目は格差制度導入当初から地下にいて、先せん祖ぞ代々地下で生きてきた人間だけが持つ特徴だ。しかし中セ流ン平ト民ラ街ルから落ちてきた人間も自ら髪を銀色に染め、赤のカラーコンタクトを着ける。下から上へ上がった人間が、差別を怖おそれて髪を染め、目の色をごまかすのと同じように、上から下へ落ちた者も逆の差別を怖れて出自を偽いつわるのである。

　結果的にすべての地下貧民街アンダースラム人は、それが生まれ持ってのものかどうかは別として、銀色の髪と赤い目という共通の性質を持っていた。

　少年を他の人間と明確に差別化するとすれば、むしろ強調されるべきは眼光だ。飢うえた獣けもの。あるいは達観した傭よう兵へい。何事も諦あきらめず、何者も受け入れない意思の光。

　少年は何もかもを拒きよ絶ぜつするような、とっつきにくい態度で、言った。

「あァ？　うそつきって言ったらお前だろーが」

「……一いつ緒しよにジジイの後を継つぐって約束したのに」

「ぐ……」

　少女の悲しそうな表情から目を逸そらし、少年──ジェイファは舌打ちした。

「ンな顔すんじゃねえよずりぃ奴やつだな。演技ってわかってても揺ゆらぐだろ！」

「揺らぐぐらいなら行かなくてもいいじゃん！」

　演技、という言葉に少女は反論しなかった。

　少女が演技や嘘うそを得意とすることは、二人の間で当然の認識だったから。

「うっせえ！　俺おれはずっと前から決めてたんだ。お前も、他の奴らも、誰一人理解しちゃくれなかったけどな」

「それは……」

　少女は何かを言いかけて、喉のど元もとまで上がりかかったものを飲み下すように、黙だまり込こんだ。

「約束ってのもジジイが勝手に手て前めえの願望を遺い書しよにしただけだろ。それにな──」

　乱暴な言葉遣づかいはそのままに、しかし、ジェイファの表情がふっと緩ゆるむ。

　少女の頭に不器用に手を置き、幼児に言い聞かせるみたくこう言った。

「俺おれは、お前を信用してんだよ、ティア。お前になら安心してコミュニティを任せられる」

「ジェイ……」

　少女の表情が緩む。

　その瞬しゆん間かんを逃のがさなかった。彼はとん、と少女の肩かたを押おす。不意をつかれて体勢を崩くずした少女に背を向けて、雑ざつ踏とうにまぎれるようにして走り出した。

「じゃあな」

　と、温かい声音と表情で、冷たい一言を残して。

「あっ、待って……ジェイ！　ジェイってば！」

　少女の制止にも立ち止まらなかった。

　鉄板の上で焼ける肉をかっさらって口に放り、露ろ店てんに並んだ上着をひっぺがして袋ふくろに詰つめ、渋しぶそうな果実をかすめ取る。流れるような手際で盗ぬすみを働きながら、市場の人ごみをするりするりと抜ぬけていく。店主以外は誰だれも咎とがめない。誰も彼を止めようとしない。奪うばわれるほうが悪い──ここはそんな世界だった。

　うそつき。少女の言葉をジェイファは心の中で繰くり返かえす。

　何をいまさら。さんざん罪を犯してきた彼にとってはいまさらすぎる言葉だ。

　当然、彼の心にその言葉は響ひびかない。

　たとえその言葉にどんな真意が秘められていようとも届かない。

　だから。




　中セ流ン平ト民ラ街ルに上がった頃ころには、「うそつき」の一言は完全に頭から消え去っていた。
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　冬ふゆ瀬せ皿めい次じには目下の悩なやみがあった。

　地下時代に略りやく奪だつや暴力の日々を過ごしてきた彼であるが、唯ゆい一いつ、苦手な分野がある。

　詐さ術じゆつや詐さ欺ぎといった、嘘うそを用いて人の心を操る犯罪だ。いまはどちらにせよ足を洗って法を遵じゆん守しゆしているから関係のない話ではある。しかし詐術の不得手の原因になっている、皿次自身の「ある性質」こそが悩みの種なのだった。

　もったいぶったが、べつに大それた話ではない。

　他人の心に疎うとい。他人が何を考えているのかいまいちわからん。ただそれだけ。

　善悪問わず人の心を理解することが詐術、詐欺の第一歩だ。だから他人の心の機き微びに鈍どん感かんどころではない皿次にはさっぱりな分野である。

　金や犯罪の絡からむどす黒い心だけならばある程度見極める自信はある。しかし日常生活における、ちょっとした言動の裏はまったくもって読み取れない。

　そのため、普ふ通つうの人間ならもしかしたら悩まないかもしれないことで、ここ最近ずっと悩んでいた。

　陽はる月つきのことだ。

　今月頭、十一月一日に皿次は冬瀬陽月と組んで、ダブルス・マネーのプロステージへ上がるべく仮面のペアと対戦した。最初は信条の違ちがいからぶつかりあい、共鳴どころか普通の交流さえおぼつかなかった皿次と陽月だが、どうにか互たがいに理解を深めて勝利をつかみ取った。

　その過か程ていで陽月は多少、皿次に心を開いたように思えたし、皿次もまた陽月のことを普通にかわいい……とも言えなくはない奴やつだなと見直していた。これはただの自己満足や勘かん違ちがいではないだろう。何故なら、皿次が安全装甲セーフテイ・アーマーを身に着けて、陽月がブレインリーダーを装備し、競技場と同じシステムの施ほどこされた訓練場で模も擬ぎ戦せんを行えば問題なく共鳴できるからだ。

　ウォーリアーとウィザードの息が合い、互いに心を許さなければ共鳴はできない。だから陽月も間ま違ちがいなく、皿次にある程度は心を許しているはずなのだ。

　にもかかわらず。

「心を許してる奴の顔……じゃねえよなぁ」

　隣となりを歩く陽月の変化に乏しい横顔を盗ぬすみ見みると、そんなつぶやきが漏もれてしまう。

　陽月は相変わらずクールというか、普ふ段だんあまり表情を変えない。べつに皿次を嫌きらっているような雰ふん囲い気きではないものの、もっと愛想が良くてもいいんじゃないかと思ってしまう。と同時に「それじゃあまるで俺があいつに優しくしてもらいてえみたいじゃないか」と自分の感情がこっぱずかしくて嫌いやになる……という無限循じゆん環かんに襲おそわれていた。

　陽月の感情がまったくもって理解できない。

　それが悩なやみだった。

「……？　どうしたの」

　陽はる月つきが首を傾かしげている。

　チャレンジマッチから三週間後。十一月二十三日、日曜日の早朝。陽月の提案で二人は街はずれの丘の上にある神社を目指していた。適当な私服を着こんで、こうして隣となりあって歩いてきたわけだ。

　そう、歩く位置も隣だ。険悪なときには彼女は皿次を置いてどんどん先に進んだりしていたのだが、いまでは鞄かばん一個分程度の距きよ離りを保っている。

「なんでもねえよ」

　皿めい次じはごまかした。

　陽月の内心が気になって仕方がない、なんて馬鹿正直に言えるわけがない。それはあまりにも女々しすぎる。

「なにか言いたいことがあるならはっきり言って。その、パートナーなんだし。わだかまりは早く解決したほうがいいと思うの」

「しつけえな。なんでもないっての！」

「そうやって抱かかえ込こまれて、のちのち大きな問題になったら困る。ヒヤリハットの法則って知ってる？　ひやりとしたりハッとした出来事の連なりが大事故に繋つながるの。ここできちんとつぶしておく必要がある」

「ぐ。お前ってやつは相変わらず……」

　融ゆう通ずうの利かない女だ。その頭の固さをこんな場面で発揮されるとは思わなかった。

　皿次が頑がんとして譲ゆずらないでいると、陽月は唇くちびるを引き結んだ。不満を露あらわにした顔で軽く皿次をにらみ、ぽつりとつぶやく。

「変なの」

　変はお前だろうが、と心の中だけで言い返した。

　チャレンジマッチに勝利した直後なんかは、表情や口調もやわらかかったはずだ。それなのに何故だかまた硬かたさが戻もどっている。それでいて明確に嫌きらわれているわけではないと、共鳴とはまた別の客観的事実から明らかなので、なおさらわけがわからないのである。

　客観的事実。陽月の鎖さ骨こつのラインから胸元にかけて、先月までなかったものが揺ゆれている。

「着けてるんだな、それ」

　視線でソレを示しながら声をかける。不満げな陽月へのフォローのつもりだった。

　皿次の視線を追って、陽月が胸元を見下ろした。そこには盾たてをモチーフにしたネックレスがぶらさがっている。銀細工の盾には二色の宝玉が埋うめ込こまれていた。

　陽月は銀盾のネックレスを優しく握にぎりしめ、うなずいた。

「こういうアクセサリ好きだから」

　このアクセサリは十一月の頭に皿めい次じがプレゼントした物だった。プロへのチャレンジマッチの勝利報ほう酬しゆうで買ったのである。

　太陽と月のピアスを常に身に着けている陽はる月つきはもしかしたらアクセサリの類が好きなのかもしれないと思ったのだ。そして「盾たて」は守りの象しよう徴ちようでもある。

　皿次はウォーリアーとして、ウィザードの陽月から何も奪うばわせない、守る生き方をしようと決めていた。その意思の表れでもあるのだ。

　もちろん言わねーけど。

　とにかく贈おくり物ものを忌き避ひせず身に着けているのだから、それほど皿次を嫌きらっているわけではないのだろう。

「……ねえ。皿次」

「ンだよ？」

　葛かつ藤とうの隙すき間まを縫ぬうようなタイミングで声をかけられて、思わずつっけんどんに返してしまう。

「もしかしてさっきから機き嫌げん悪い？　朝早くに起こしちゃったから、怒おこっているの？」

「はぁ？　なんで俺おれが怒るんだよ。だいたい今日の早起きには意味があるだろうが」

　無意味に叩たたき起おこされたらそりゃあ怒るだろうけど。

「ならいいのだけど。なんだか怖こわい顔で見られてる気がして」

「……悪かったな怖い顔で」

「そういう意味じゃなくて」

「じゃあどういう意味だよ」

「顔じゃなくて、態度が……ううん。なんでもない。皿次はもともとそういうタイプだもの」

　なんだか一人で納得している。

　本当にまったくもってよくわからない女だ。




　そうこうしているうちに二人は寄より辺べ神社に到とう着ちやくした。

　丘のふもとに赤い鳥居があり、長い長い石段が伸びている。

　陽月がなにを考えているのかはとりあえず頭の外へと追いやり、皿次は気を引ひき締しめた。これから仕事の思考に切きり替かえなければならない。

　石段を上りきると広い境内が迎えた。

　木こ枯がらしの吹く小高い丘の上。境内から街を見下ろすと、葉を落とした天然の樹木と、環かん境きよう保持という名目で緑化義務を課せられた個人法人の所有する人工樹とが織おり交まざり、茶と緑の不可思議な模も様ようを描えがいていた。

　境内にもちらほらと人工樹らしき樹木が見える。冬の近いこの季節でも青々とした葉を茂しげらせている樹がおそらくそれだ。

　人工樹とは製薬会社と大学、官公庁、農業組合の共同研究によって生み出された、「ものすごく簡単に大人になる樹木」だ。おまけに適度な水と害虫駆く除じよさえ欠かさなければどんな環かん境きよう下かでも葉を落とさない。一定以上の敷しき地ち面積を持つ者にはこの樹木の導入が求められ、敷地内の緑を保たなければならないのだ。環境対策と謳うたわれているが、利権をむさぼる奴やつらが中セ流ン平ト民ラ街ルにおける富ふ裕ゆう層そうから体てい良よく金を吸い取っているだけだろうと皿めい次じは穿うがった見方をしていた。

　境内の景色を眺ながめつつ、皿次たちは社やしろへと向かった。木造の古めかしい建物。太いつながたれ下がり、錆さびの少ない鐘かねが据すえつけられている。古ふる臭くさくはあるがきちんと手入れはされているようだった。

「……なんだこれ」

　社の前に箱型の機械が置かれている。読み取り装置らしい液えき晶しようパネル以外には特とく徴ちようのない無骨な箱だ。

「お賽さい銭せん箱ばこだけど。もしかして皿次、初めて？」

「そもそも神社なんて下にはねーよ」

「これは家庭用のバンクと同じシステムで、臨時バンクっていう、一時的にマネーの情報を保存できる機械を応用しているみたい。神様に祈き祷とうする前にここにマネーを振ふり込こむの」

「めんどくせぇシステムだな」

「やり方は教える。携けい帯たい複合端たん末まつにバンクの情報は登録してある？」

「ああ。最初に渡わたされたときに設定しといた」

「じゃあ、それをここにかざして」

　陽はる月つきが賽銭箱のセンサー部分に携帯複合端末をあてた。液晶に浮うかんだテンキーを細い指で華か麗れいに操作して、パスワードと投入金額を指定する。彼女にならって皿次も同じ操作をした。投入金額は五円。

「ったく中セ流ン平ト民ラ街ルはホントに平和だよな。ツールを使えば、この箱からいくらでも抜ぬき出だせるじゃねーか。こんな場所に放置しとくなんて、地下だったら考えられねえぞ」

「ぶつぶつ言わないの。神様に嫌きらわれるよ」

「いねえよそんな奴」

　吐はき捨すてるように言う。

　地下貧民街アンダースラム出身の皿次は現実の非情さをよく知っていた。本当に神様なんてものがいるなら地下はもっとマシな世界だし、地下のありさまが神様とやらの意思によると言うのならば祈るような相手じゃないってことだ。

　そんな厭えん世せい的てきな考えを遮しや断だんするように、陽月のチョップが頭に刺ささった。

「ってえな！　なんだよ！」

「手を合わせて。目を閉じて。ほら」

「……チッ」

　真面目な眼差しを向けられて、皿次は目を逸そらした。

　陽はる月つきにこういう顔をされると弱かった。

「わあったよ！　やりゃあいいんだろうがやりゃあ！」

　髪かみをくしゃくしゃにかきまぜる。やけくそだった。言われたとおりに両手を合わせ、目を閉じる。神様に祈るなんて何年ぶりだろうと、ふと思う。まだ両親が健在だった頃ころ、あるいは両親を失ってすぐの頃は毎日のように神様に祈っていたかもしれない。祈りなんて無む駄だなんだと悟さとったのはいつだったろう……祈る暇ひまがあったら市場に出向いて野菜を盗ぬすむか、他のコミュニティの情報集めに走ったほうがよほど建設的。いつの間にかそう考えるようになっていた。

　だけど。

　悟さとられない程度に細目を開けて、彼女の横顔を盗み見る。盗みをやめた皿めい次じが自分に許した唯ゆい一いつの「盗み」だ。右耳の三日月のピアス。彼女の一側面。彼女は静かに瞑めい目もくしていた。
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　こいつといまこうしていることそのものは無駄じゃない……と思ってやらなくもない。

　皿次はもう一度目を閉じた。今度こそ心の底から、おそらく陽月と同じ願いを唱える。

　──プロステージで勝ちまくって、天空高等民街ユートピアに行けますように。




「さて、と」

　祈りを終えて皿次は居住まいを正した。

　こんな早い時間に二人がこの寄より辺べ神社に立ち寄ったのには二つの理由があった。

　ひとつは必勝祈き願がん。

　現在の日本では宗教が急速に規き模ぼを縮小しており、数もそれほど残っていない。

　ほとんどの寺社が淘とう汰たされた中で、かろうじて現存している寄より辺べ神社には、大だい規き模ぼな合ごう祀しを経て、さまざまな神が集まっているらしい。学業成じよう就じゆや恋愛成就に留まらず、健康、出産、安全……そして必勝祈願まで対応していた。

　だが必勝祈願は「ついで」でしかない。

　大事なのは、もうひとつの訪問理由。

「で、寄辺兄妹ってのはどれだ？」

　皿めい次じは境内をひととおり眺ながめ回まわした。社やしろ、手水ちようず舎や、お守りや破は魔ま矢やの販はん売ばい窓口。現在ではライバルのいない独どく占せん市場──宗教とビジネスは一いつ緒しよくたにはできないだろうけど──のはずだが、寂さびれた境内を見るに、全然儲もうかっていないのは明らかだ。宗教法人が優ゆう遇ぐう措そ置ちを受けていた時代もあったらしいが、いまでは一いつ般ぱん企き業ぎようと扱あつかいにほとんど差がない。活動が必ずしも営利目的とは限らないとはいえ、宗教法人も活動費や従業員の生活費を稼かせがなければ生き残れない。

　おまけに緑化義務の対象にもなっている。維い持じ費ひは膨ぼう大だいだろう。

「販売所にいる巫み女こさん。あれが寄辺神み子こ。妹のほうね」

「なんかぼんやりした女だな」

「でも間ま違ちがいない。《依存体質の悪霊降ろしスピリチユアル・メデイアム》。ダブルス・マネーのウィザード」

「俺おれたちのプロデビュー戦の相手……か」

　視線に気づいたのか、寄辺神子もじっと二人を見つめていた。

　白びやく衣えと緋ひ袴ばかまの典型的な巫女装束に身を包んだ女。年齢は皿次たちと同じ十七歳らしい。一本に結われた黒くろ髪かみが馬の尾おのごとくしなやかに腰こし元もとまで流れ落ちていた。

　まるでふわふわと宙に浮ういているかのような、妙みように意思の乏とぼしい目をしている。とても他人を蹴け落おとして勝利をつかむことをよしとする戦せん闘とう競技の選手には見えない。

　もうひとつの用事とは、対戦相手の偵てい察さつだった。

　中セ流ン平ト民ラ街ルから天空高等民街ユートピアにかけて大流行中の戦闘競技、ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー、通つう称しようダブルス・マネー。皿次と陽はる月つきは十二月一日にこの競技のプロ選手としてデビューすることが決まっていた。

　ダブルス・マネーはウィザードとウォーリアーがペアを組み、魔ま術じゆつカードやスキル、体術を用いて敵を倒たおすことを目的とする競技だ。ウォーリアーは相方のウィザードを守りながら敵のウィザードを攻こう撃げきし、ウィザードは五枚の魔術カードを用いてウォーリアーを援えん護ごする。実力はもちろんのこと、対戦相手の綿密な研究や駆かけ引ひき感覚も要求されるのである。

　しかも試合には多額のマネーが動き、選手たちの勝利報ほう酬しゆうも大きい。

　この国において、貧びん乏ぼう人にんや稼かせぐ術を持たない者が実力で天空高等民街ユートピアに成り上がるほとんど唯ゆい一いつの方法とも言われていた。

　もちろん、皿めい次じたちも対戦相手のリサーチで手を抜ぬく気はない。

　そこで。こうして、先日発表されたデビュー戦の対戦相手──寄より辺べ神み子こ、寄辺恭きよう弥やの様子を探るべく、この寄辺神社までやってきたのである。

「兄のほうはいねえな。双ふた子ごなんだっけか」

「ええ。背せ丈たけも同じくらい……神子さんのほうが女性としては背が高いから。二人とも霊れい峰ほう学園の二年生で弓道部に所属してる。ウォーリアーは兄で、弓を扱あつかうスナイパー型ね」

「詳くわしいな」

「あらかじめ調べたの。勝率の高いペアだし、奇き妙みような噂うわさも聞く……油断できない相手よ」

「奇妙な噂？」

「二つあるんだけど、ひとつはプロフィールに嘘うそがあるんじゃないかって、疑われてるの」

　嘘。なんだか懐なつかしささえ覚える響ひびきだった。地下貧民街アンダースラムではおなじみだった言葉なのに。

　ダブルス・マネーにおいてプロフィールは無視できない意味を持つ。

　特にプロ選手はネットワーク放送やテレビ放送で全国に試合を中ちゆう継けいされ、多くのファンがつくこともある。ファンは選手の能力や容姿、立場、性格、出身地、ファッション、スポンサー企き業ぎようなどの要素のいずれか、あるいはすべてに共感して選手を応おう援えんする。そのため主しゆ催さい者しや側がわやスポンサーサイドも選手のプロフィール管理には熱心なのだ。

　たとえば皿次と陽はる月つきのスポンサーである一いち郎ろうは、陽月にはとことん女の子らしい可か憐れんさとスタイリッシュさを意識した服装や態度を要求しているし、逆に皿次には地下出身の野生っぽさを強調しろと言っている。野生とクールな美少女。それが二人のキャラクタとして定着しているため、皿次と陽月のプロフィールを保つことがファンの定着と広告主へのアピールに繋つながるのだという。

　プロフィールに嘘があるかもしれない。それは選手として好ましくない噂のはずだ。

「嘘、か。実は巫み女こだけど神様なんか信じてません、なんてな」

　冗じよう談だんめかして言うと、陽月は真顔のまま首を振ふった。

「本当に兄妹なのか、って。兄妹にしては不自然なほど仲が良すぎる。まるで恋人のようだと言われているの」

「……俺おれらには絶対立たねえ噂だな」

　クールな表情を崩くずさない陽月を思いながらつぶやく。

「どういうこと？」

「なんでもねーよ。で、もうひとつの奇妙な話ってのは？」

　ごまかされて不服そうな顔をする陽月。しかしいまは寄辺兄妹の話が優先だと思い直したらしく、すぐに先を続けた。

「まあいいけど。もうひとつは、この二人のペアの戦績。異常なほど『不戦勝』が多い」

　不戦勝。対戦相手が怪け我がや体調不良で急きゆう遽きよ試合に出られなくなったり、試合日程が組まれていたにもかかわらず除じよ名めい処分や復帰不可能な怪け我がによる離り脱だつなどをした場合、相手のペアには不戦勝として勝ち星が進しん呈ていされる。

　陽はる月つきが木き崎さきと組んでいた頃ころ、木崎が半身不ふ随ずいになってから、数ペアが不戦勝の恩おん恵けいを授さずかったはずだ。最近では《仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤー》と《仮面の五色魔術師オールラウンダー》がチャレンジマッチで皿めい次じたちに敗れてアマチュア落ちしている。彼らとの試合がすでに組まれていたペアも不戦勝になっているだろう。

　不ふ慮りよの事故やチャレンジマッチの弊へい害がいとして不戦勝不戦敗が起こることも珍めずらしくないのだが。

「どのくれーの割合なんだ？」

「四十五戦、三十二勝。そのうち十五勝が不戦勝」

「なんだそれ、半分近くじゃねえか！」

　思わず叫さけんでしまう。想像以上の数字だった。

「怪我、事故、ブレインリーダーの紛ふん失しつ……原因はさまざま。だけど、いずれも」

「人じん為い的てきに起こせることばかり、ってわけだ」

　皿めい次じの言葉に陽月がうなずく。

「それでプライベートから敵の動向をうかがえればと思ったのだけど。空から振ぶりだったみたい」

　陽月は肩かたを落とした。

「早起きさせちゃったのに。ごめんなさい」

「べつにかまわねーよ」

　申し訳なさそうにうつむく陽月に、皿次は乱暴な口調で言った。

　そもそも、お前と出かけるのは嫌きらいじゃない。

　そんなことを言えば、融ゆう通ずうの利かない陽月に何度もその意味を詮せん索さくされかねないので、言葉にはしないでおいた。




　　　　２




　無数の黒くろ鉄がねの銃じゆう口こうが一点を睨にらみつけている。天井や壁かべから生える機き関かん銃じゆう、銃じゆう身しんが直角に折れ曲がったコーナーショット、単純なフォルムながらも威い圧あつ感かんは一級品の拳けん銃じゆう。さらに積み上げられたがらくたの山の陰かげからも銃身がにゅっと伸び、狙そ撃げき手しゆの息いき遣づかいが聞こえてくる。

　中ちゆう腰ごしで鉄の悪意へ細心の注意を払はらう皿次の両手両足には、半液体金属で作られた装そう甲こうが装着されていた。安全装甲セーフテイ・アーマー。ダブルス・マネーの試合に必ひつ須すの装備だ。

　皿次は顔だけで振ふり向むく。背後の陽月と目が合う。陽月がうなずき、皿次もそれに応える。

　すると、全身の安全装甲セーフテイ・アーマーが脈みやく動どうした。熱を帯びる。その熱が皿次の体内に伝でん播ぱし、筋肉が骨が内ない臓ぞうが騒さわぎ、猛たけり、昂たかぶる。安全装甲セーフテイ・アーマーが皿次の身体機能にアクセスし、能力を最大限に引き出そうとしていた。

　安全装甲セーフテイ・アーマーを通して視覚にダブルス・マネーのステータス情報が送信される。さまざまなステータスが見られるが、特に視界の隅すみにある《共鳴》と《共鳴スキル》という単語に注目した。そして共鳴スキルの名前を、力強く口にする。

「《ストレート・ウォーカー》！」

　安全装甲セーフテイ・アーマーから光が迸ほとばしる。一直線に伸びた光の道ががらくたの壁かべまで続いていた。皿めい次じは一度膝ひざを折って輝かがやく道を観察する。光源は床ゆかを構成する半液体金属のようだ。皿次のスキルコールに応じて安全装甲セーフテイ・アーマーから発信されたプログラムを受け取り、フィールドが自動的に光の道を生成したのだろう。微かすかに粒りゆう子しを舞まいあがらせる神秘的な人工の道が《ストレート・ウォーカー》の正体だった。

　納得がいったようにうなずき、立ち上がると、皿次は光の道に足を踏ふみ出だした。じゃき、と神経質かつ無む慈じ悲ひで凶きよう悪あくな音を立てて無数の銃じゆう口こうが一いつ斉せいに首をもたげる。このまま突つっ込こめば格好の的、弾だん丸がんの餌え食じきだ。しかし試さないわけにはいかなかった。

　深呼吸をひとつ。そして、意を決して、光の道を駆かけ抜ぬけようと、足を踏み出す。

　瞬しゆん間かん、掃そう射しや音おんが轟とどろいた。突とつ発ぱつ的てきな暴風雨がごとく唐とう突とつに強きよう烈れつに。銃口から一斉に火花が散り、弾丸が吐はき出だされる。回かい避ひ行動を取るべく、皿次は右手に飛ぼうとした。音と殺気と「なんとなく」の気配で銃じゆう撃げきの瞬間を察知し、安全装甲セーフテイ・アーマーの補ほ正せいを受けて身体能力が増ぞう幅ふくされた皿次には、回避できるタイミングだった。

　しかしイレギュラーが起こった。足が動かない。右手への移動を体が拒きよ否ひする。何か別の意思に支配されているかのようだ。

「皿次！」

　陽はる月つきの声が頭の中に響ひびいた。同時に、首のあたりに違い和わ感かんが生じる。皿次の首に巻かれた首輪状の機械──マグネットリードに横方向の力が働いていた。強力な磁じ力りよくに弾はじかれ、皿次の体は光の道の外へと飛ばされ……なかった。

　光と外側の境界部分が急激にせり上がり、進行方向を阻そ害がいするように壁が立ちはだかる。盛大にぶつかり、頭が揺ゆれた。いてえ、と思う暇ひまも与えられないまま、今度は弾丸の到とう来らいだ。皿次を蜂はちの巣すにすべく鉄の悪意が雨となって全身を貫つらぬいた。

「──ぐうっ……ッ！」

　安全装甲セーフテイ・アーマーが拡張し、体を守る。しかし安全装甲セーフテイ・アーマーは致ち死し相当ダメージをぎりぎりまで軽減してくれるだけで、痛みそのものを無にするわけじゃない。被ひ弾だんの痛みをもろに食らい、膝をついてしまう。嫌いやな汗あせが噴ふき出だす。歯を食いしばり、爪つめが食いこむほど拳こぶしを握にぎり、立ち上がろうと、

「模も擬ぎ戦せん終了！」

したところで、陽月がそう宣言した。

　光の道は消え去り、無数に存在していた銃じゆう器きもまるでなにもなかったかのように霧む消しようする。物ぶつ騒そうな物がなくなれば、ここはただの大広間だった。

「皿めい次じ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　陽はる月つきが青い顔で駆かけ寄よってくる。

「目覚ましにはちょうどいい」

　強がって答える皿次だが、冬を目前に控ひかえた寒い日だというのに異常なほど発はつ汗かんしていた。

「無茶しないで。はいこれ」

「……悪いな」

　陽月の差し出した上品な意い匠しようのハンカチを受け取る。使うのをためらうような品だが、気にしている余よ裕ゆうはなく、皿次は謝意だけ伝えて顔を拭ぬぐった。致ち死し相当ダメージには慣れたつもりでいたが、やはり笑って流せるようなものじゃない。

「でもこれではっきりした。《ストレート・ウォーカー》の課題。あなたのスキルは強力だけれども致ち命めい的てきな問題を抱かかえてる」

「くそ。まさかとは思ったが、本当にああまでままならねえとはな」

　ここは一いち郎ろうの所有する屋や敷しきの離はなれにある別館。皿次が最初にウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーの説明を受けた場所だ。この大広間は半液体金属で構成されており、競技用のステージとほぼ同じプログラムが施ほどこされている。一郎の許可を得て、この場所は皿次と陽月の訓練場として使わせてもらっていた。

　今日は皿次の共鳴スキル《ストレート・ウォーカー》の効果の検証と、弱点を洗い出すための実験をしたのだが……悪い意味で仮説が当たってしまった。

「《ストレート・ウォーカー》は対象物、あるいは対象の人物に必ず到とう達たつできる道を創り出す。けれど一度足を踏ふみ出だせば、目標に到達するまでは進路を変へん更こうできない」

　陽月の言うとおりだ。今日の特訓ではそれを確かめたかった。その時々のフィールドの地形や障害物に左右されず、対象物までたどり着けるスキル。これだけ聞くとたしかに強力なスキルだが、その一本道を進む間は敵の迎げい撃げきを満足に躱かわすこともできなくなる。

　諸もろ刃はの剣つるぎ。死を覚かく悟ごして特攻する兵士。あるいは……融ゆう通ずうの利かない気難しい女のようだ。

「お前と一いつ緒しよじゃないと発現しないスキル、か。なるほどぴったりだ」

「どういう意味？」

　本気で意味がわからないらしく首を傾かしげる陽月に、皿次は苦笑まじりに答えた。

「まっすぐすぎて寄り道できねえ性格がよーく出てるってんだよ」

「え……な、わたし？　そんな、べつにわたしはそこまで頑がん固こな性格じゃない」

「だったら他の奴やつはみんな豆とう腐ふみたいに柔じゆう軟なんってことになるな」

「む。もしかしてからかっているの？」

「さあな」

　ああと即答しようものならマグネットリードを駆く使しして殴なぐられそうだったので曖あい昧まいな笑みでお茶を濁にごした。

「……こほん。さてファイアーガンよ。我々はどうやらマグネシウム合金より軽く扱あつかわれているようだが」

「ひゅーっ！　いいねえ若い奴やつらの青春！　独身三み十そ路じ様の前でイチャコラしやがってどさくさまぎれに射い殺ころしてぇーっ！」

　ガラクタの壁かべの向こうから二人の大人が姿を現した。細身のモデルめいた男とつばの広い帽子をかぶった小太りの男だ。小太りの男は腰こしに複数のホルスターを着け、服の隙すき間まや裏側などに無数の銃じゆう器きを差している。ファイアーガン＆メタリックヒストリーという登録名で活かつ躍やくしているアマチュアペアで、皿めい次じと陽はる月つきがアマチュアステージで最初に戦った相手だ。

「悪いな。おかげでいろいろと参考になったぜ」

「へん！　吸収したのはこっちも同じってもんよ。来年にはプロに上がってやるからな！」

　皿次の言葉に、ファイアーガンが挑ちよう戦せん的てきに指を突つきつけ、息まいた。

「お二人へのお礼は後日、スポンサーさんが振ふり込こみます。ご協力ありがとうございました」

「ひょーう！　美人の嬢じようちゃんに頭下げられるのはイイ気分だなメタリックヒストリー。俺おれ様の愛あい銃じゆうがいろいろな意味で暴発しそうだぜ！」

「ええいキミは自じ重ちようしたまえ。こほん、うむ、なんだ……我々にとっても小こ遣づかい稼かせぎになったしプロの練習に付き合うのは糧かてになる。その、またいつでも呼んでくれたまえ」

　深々と礼をした陽月に対して、ファイアーガンは素直に、メタリックヒストリーはどぎまぎしながら喜色を現した。「はい、また近いうちに」と微ほほ笑えみ返かえす陽月の顔を横目に、皿次は内心で舌打ちをした。何故だろう。すこし、面白くない。

「ほら、さっさと出てけ出てけ。てめーらはもう用済みなんだよ」

「なんだね妬やいているのかね。純じゆん粋すいな銅どうのように真っ赤に──」

「てめえはいちいち金属に例えてんじゃねえ。うざってえ」

「おーう意見が合ったな少年！　俺様も十年くらい前からそう思ってた」

　そんなこんなで二人組を館やかたから追い出す。二人がどつきあいながら門の外へ出て行くのを見送り、皿次と陽月は申し合わせたように同時に息を吐はき出だした。二度アマチュアステージで戦い、悪い人間でないことを知っている相手ではあったが、他人が敷しき地ち内ないにいるだけでも気き疲づかれするのだ。ため息が同調したのがおかしくて、皿次と陽月はこれまた同時に、ぷっと吹き出す。

「頻ひん繁ぱんにやりたい特訓じゃないかも」

「同感だ……だが、無む駄だな時間じゃなかった」

　プロデビュー戦の相手は弓を扱あつかうスナイパー型ウォーリアーだ。ウィザードの魔ま術じゆつカードにも遠えん距きよ離り攻こう撃げき魔術が含ふくまれている。そのため、この二つの特とく徴ちようを同様に備えた、ファイアーガン＆メタリックヒストリーの協力を仰あおいだのだった。

　先ほどのスキルの特性確認の他にも、実戦での立ち回りなども調整できた。

　社会人の彼らを招まねくには日曜日まで待たなければならなかったのだが、スケジュールを調整してまで招まねいた甲か斐いはあったというものだ。まあ、とはいえ。

「しばらくあいつらは呼びたくねえな。もともと客とか他人とか苦手なんだよ」

　皿めい次じは陽はる月つきの顔を見ないままそう言った。半分本当で半分は本音を隠かくしている。陽月の客人向けのよそゆきの笑顔が他人──それも男──に向けられるのをあまり見たくない、なんてことを馬鹿正直に言えるわけがなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。知りたいことは知れたし、お客さんが苦手なのはわたしも一いつ緒しよ。しばらくは来訪者はご勘かん弁べん、かな」

　汗あせを拭ぬぐいながら二人で並んで本館へ向かう。この広い館は一いち郎ろうの持ち物でありながらほとんど皿次と陽月二人のものだ。敷しき地ちが広いから外の雑音も届きづらい。静かに暮らしながらダブルス・マネーの対策をゆっくり練れる最高の環かん境きようだ。

　──静せい寂じやくと平へい穏おんに包まれた二人だけの最高の環境、だった。




「おっかえり～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん！」




　本館の扉とびらを開けると同時に気の抜ぬけた声が響ひびき渡わたり、直後にパン、パン、と軽い音が続く。銃じゆう撃げきにも似た音に一いつ瞬しゆん身構えるが、目の前を舞まうのが色とりどりのテープであることに気づいて一気に脱だつ力りよくした。

　皿次と陽月は困こん惑わく顔がおを突つき合あわせた。『祝☆再会！』というポップな字が目立つ横断幕が天井からたれ下がっている。左右にはずらりと並んだ黒服にサングラスの厳いかつい男たち──この家の常じよう駐ちゆう警けい備び員いんで、基本的には皿次と陽月の生活には関与してこない──が戸と惑まどいつつも両手のクラッカーを引いていた。

　これに似た光景は最近目にした。先日、この館やかたで執とり行おこなわれた一郎主しゆ催さいのパーティだ。皿次と陽月のチャレンジマッチ勝利祝いで、木き崎さき美み紀きをまじえて大々的に行われた。そのときもこんな横断幕みたいなものがたれ下がり、テープが舞っていたが……それはもうとっくに片付けられている。この光景は何なんだ。

「ジェ─────イ！」

　広間の奥おくの大きな階段の踊おどり場ばで、一人の少女が両りよう腕うでを広げている。目ま深ぶかに帽子をかぶった、豪ごう奢しやなドレスに身を包んだ少女が、両手で裾すそを持ち上げながら駆かけ下おりてくる。慣れていないのか途と中ちゆうで靴くつが脱ぬげて転びかけるが、どうにか体勢を持ち直して走り続ける。物心がついた直後くらいに母親に聞かされたおとぎ話を思い出す。零れい時じを目前にしたシンデレラだ。

　魔ま法ほうにかけられたように皿次も陽月も動けない。黒服も動かない。

　少女は立ち止まることなく皿次に突っ込んでくる。避よけようと考える暇いとまもなく、甘あまい香かおりと柔やわらかな感かん触しよくが胸板に当たり、抱だきしめられてしまう。そして、少女の唇くちびるが迫せまり、

「会いたかった。会いたかったよ……ジェイ」

　キスを、した。




　応接室には重苦しい空気が立ちこめていた。

　ソファの片側には皿めい次じと陽はる月つきが座り、テーブルをはさんで反対側にさっきの少女が座っている。目元までを覆おおい隠かくすようなぶかぶかの帽子のせいで顔も見えない。赤みのあるふっくらした唇くちびるが余計に目立つ。

　皿次はやわらかな唇の感かん触しよくを思い出しながら、頬ほおをさすった。さっきの不意打ちのキス。完全に想定外の行動に皿次は身動きが取れなかった。彼女はまっすぐに唇を奪うばいにきており、どう考えても回かい避ひ可能なタイミングじゃなかった。しかし感触が残るのは唇ではなく、頬。

　そっと陽月の様子をうかがう。すました表情で紅茶に口をつけていた。一見すると無関心な無表情だが、皿次にはもっと別の感情が見えていた。よく観察すると気づける。眉まゆがわずかにひくつき、頬の筋肉が震ふるえていることに。

　怒おこっている……のだろう。たぶん。

　あのとき。急激に首に働いた指向性の力──マグネットリードにより、キスが唇に炸さく裂れつする直前に顔がぐいんと横にそむけられた。そのため間かん一いつ髪ぱつで唇を逃のがれ、少女の唇は頬に当たった。

　なにが起こったのか、わけがわからないなりにどうにか少女の体を引ひき剥はがし、この応接室まで引っ張ってきたのはついさっきだ。

「で、あなたは何者なの？　どうして黒服の方々と結けつ託たくしてあんなことをしたの？」

　陽月が遠えん慮りよのない冷たい口調で言い放つ。明確な敵意がうかがえた。

「ふーん。そんな態度でいいわけ。あたし、こういうモンなんだけど」

　ふてぶてしく言いながら少女が取り出したのは身分証だ。役所に住民登録すると配られる認証カードである。公共サービスを受けるには必ひつ須すのアイテムだ。受け取るとそこには『神かみ夏か磯いそあい』という名前と、上品な顔立ちの少女の写真が貼はられていた。

　身分証を見た瞬しゆん間かん、陽月の表情が強こわ張ばった。

「神夏磯……？　そんな、どうして『夏』がここに……ッ」

　その言葉に皿次もぴんときた。名字に春夏秋冬の文字が含ふくまれている。これは天空高等民街ユートピアの中でも特に裕ゆう福ふくな四つの家の者しか使えない名字だ。つまり目の前の少女は夏の家の者だということか。

　目の前に四季の富ふ豪ごうがいる事実に緊きん張ちようし、唇と喉のどに渇かわきを覚えたのだろうか。陽月が張はり詰つめた表情のまま紅茶のカップに口をつける。

「いや、違ちがうな」

　陽月の緊張を横目に見つつ、皿次はかぶりを振ふった。

「俺は上の連中にキスを迫せまられるような覚えはねえ。外げ道どう眼鏡以外に知り合いもいねえ。それなのに俺の昔の名前を知っていて、再会を祝うってのはおかしな話だろうが」

「いやですわジェイ。きっと天然ジゴロなジェイは昔惚ほれさせた女のことを忘れているのですわ。何度も熱い夜を楽しみ、十人は子供を作りましょうねと約束した仲でございますのに」

「……ぶっ」

　紅茶をすすっていた陽はる月つきが悲ひ惨さんなことになった。彼女にしては珍めずらしい粗そ相そうだ。口元をナプキンで拭ふきながら何か言いたげに皿めい次じを見つめてくる。

「ちげえよ。ンな覚えはまったくねえ──ただ、この語り口と声。ちょっとばかり心当たりがあるのは確かだ」

　皿次は少女を振ふり返かえり、睨にらみつけた。少女は気け圧おされたふうでもなく、おどけたように口元に手を当てる。

「ほらん、やっぱり激しく愛し合ったあの夜のことは忘れたくても忘れられなかったのでございましょう。さあさあふたたび愛の桃とう源げん郷きようへとへにょっ！」

　少女の脳天に拳こぶしを叩たたきこむと変な声がした。

「いった～～～い！　何すんのよジェイっ」

「さっきからキャラが安定してねえんだよ。本気で騙だます気がないなら最初っから『地』でこいよ。だいたい何度も声を聴きけばすぐに気づく──ティア、てめえこんなところで何をしてやがるんだ」

　皿次はその名前を呼び、乱暴に帽子をはぎ取った。

　帽子に押おさえつけられていた中身、少女の髪かみが仕し掛かけ絵本のようにぶわりと飛び出した。どれだけの量を帽子に詰つめ込こんでいたのか、長い髪が扇おうぎみたいに広がった。銀。照明を受けて輝かがやく、暗い銀色。中セ流ン平ト民ラ街ルには基本的に存在しない髪の色。

　白い、整った顔。強きよう烈れつな色合いの紅くれないの瞳ひとみが妖あやしくきらめく。その顔立ちはまさに身分証の写真の少女──とはまったくの別人だった。

　左右に二本の房ふさをたらした、長い銀ぎん髪ぱつの少女。たしかに写真の少女も可か憐れんだったが、こちらのほうがずっと蠱こ惑わく的てきな魅み力りよくを備えていた。

「地下貧民街アンダースラムの人？　どういうことなの」

　陽はる月つきが戸と惑まどいの声を上げる。無理もない。天空高等民街ユートピア人、とりわけ四季の富ふ豪ごうのパーソナルデータはあまり中セ流ン平ト民ラ街ルには知られていない。満足なデータがないため、四季の富豪の身分証は実質偽ぎ造ぞう不可能と言われているらしい。もちろん天空高等民街ユートピアにいる人間の持ち物を盗ぬすむのも無理。それができるような杜ず撰さんな体制では、そもそも富豪たちが底辺を隔かく離りした意味が失われてしまう。

　だが、もしかしたら。不可能と言われている身分証の偽造を可能にできる奴やつもいるかもしれない──彼女ならば、そんな普ふ通つうじゃない人間とコネクションがあってもおかしくない。

「あちゃー、ばれたか。まあ隠かくすつもりもなかったんだけどね」

「だろうな。お前が本気で俺おれたちを騙すつもりなら、あんな半はん端ぱな演技はしないだろ。それでも黒服の奴やつらは騙だませたみたいだが」

「あはっ。神かみ夏か磯いその人間だよーって名乗って、この身分証と冬ふゆ瀬せ一いち郎ろうの紹しよう介かい状じようをちょろっとでっち上げたものを見せたら一発で信じてくれちゃった。お嬢じよう様っぽく見せるためにドレスまで調達した甲か斐いがあったわー。似合うでしょ？　安物だけどね。でさ、冬瀬皿めい次じの知り合いで、彼をサプライズしたいのっておねだりして……ああなったってわけ。お抱かかえの選手の知人でなおかつ四季の富ふ豪ごうときたら疑うほうが失礼だかんね。どう驚いた？　あ、ジェイってば感動で震ふるえてる」

「呆あきれてるんだよバカッ！　相っ変わらずむちゃくちゃな女だなッ」

「皿めい次じ、もしかしてこの子」

　陽はる月つきも気がついたようだ。陽月には直接の面識はないはずだが、皿次の知り合いならば陽月も間接的に知っている。ウィザードの装着するブレインリーダー。その、装着者の記き憶おくを保存する機能を通じて、陽月は皿次の記憶を覗のぞいたことがあるからだ。

　皿次は陽月にうなずいた。

「こいつはアワリティア。俺おれが地下時代に世話になったコミュニティの、長おさの孫。いまは後を継ついで長をやってる……そして何より、一流の詐さ欺ぎ師しだ」

　黒服たちはプロだ。しかしそれを言うならティアも同じプロである。騙すための段取りを確実に踏ふみ、恐おそるべき演技力で相手に疑念を生じさせない。帽子に隠かくれた顔を確認しないなんて、本来の黒服ならありえないミスだ。しかしティアに吞のまれた被害者は、疑いの行動すら取ることを忘れ、定められたレールに乗せられるがままに騙されてしまう。

　このあたりの手口については皿次の理解の外だった。

「あたしとジェイは幼なじみでフィアンセ。あんたの入る隙すき間まはないから消えなよ、ビッチ」

　もはやお嬢様の皮をかぶるのは完全にやめたのだろう。ティアは口くち汚ぎたない、本来の口調で陽月を罵ば倒とうした。いや、フィアンセって。完全にでっちあげだ。

「その程度の侮ぶ辱じよくでわたしを挑ちよう発はつしたつもりかしら」

　努めて冷静に返す陽月だがこめかみがひくついている。しっかり挑発に乗ってやがる。ただこの侮辱はさすがに皿次の心の中にも引っかかった。いくらティアとは知らない仲ではないとはいえ、陽月に対しての侮辱は見過ごせない。

「おいティア、いい加減にしろ」

「こんなのを庇かばうの？　ビッチが感う染つるからやめなよ。だいたい高校生で両耳にピアスつけてる女なんてビッチに決まってるでしょこのビッチ」

「……ひどい偏へん見けんね」

「偏見？　ハッ、あんたら中セ流ン平ト民ラ街ルの人間に言われたくないわ。あたしらの髪かみや目を見ただけで野や獣じゆうにでも遭そう遇ぐうしたみたいな顔しちゃってさ。ざけんじゃないよ。ジェイもいい加減に目を覚まして。どうして復ふく讐しゆうするために上に行ったあんたが、仲良く平和に腐くされビッチと生活してんのよ」

「黙だまれ。そろそろ汚きたねえ口を閉じろよバカティア」

　声を押し殺して、怒いかりを抑おさえながらつぶやく。陽はる月つきへの侮ぶ辱じよくが過ぎた。すぐに手が出ないのは精神の成長の証だ。たぶん一ヶ月前の皿めい次じだったならば、怒りのままに殴なぐりつけていた。

「……ふ、ふうん。あたしにそーいう口利くんだ。幼なじみよりそこの女の肩かたを持つんだ」

「そもそも幼なじみってほど仲良くねえだろうが」

「……ッ」

　突つき放はなすように言う。一いつ瞬しゆん、ティアの顔に傷ついた子犬のような表情が浮うかぶが、すぐに元の傲ごう岸がん不ふ遜そんなさまを取とり戻もどす。

「チッ、重じゆう症しようも重症だわ。これは一刻を争いそうだから率直に言う──ジェイ。いますぐあたしと一いつ緒しよに地下に戻って。あたしはそのためにきたんだから」

「そのためって……それだけのためにか？」

　コミュニティの長おさはウルフェン商会のフリーゲートパスを持っていた。長たるもの中セ流ン平ト民ラ街ルの情報を集め、地上の技術を学び、地上の悪人とのコネクションを得なければならないから。

　当然、ゲートパスを持っているのだから、長はコミュニティなど放って地上へ逃にげることも可能だ。にもかかわらず、先代の長は地上の安あん穏のんとした生活には焦こがれなかった。己が統率者であると自覚し、コミュニティの民や部下を裏切るような真似は絶対にしなかったのだ。

　その価値観はティアにも引ひき継つがれているはずだ。

　皿次を連れ戻したいという私情だけでティアがここにいるはずがない。ティアが長である以上、金に絡からむような裏があるはずだった。

　思考はすぐに切断された。身を乗り出したティアが皿次の腕うでをつかんでいた。燃えるような赤い瞳ひとみが皿次を見み据すえている。

「あんたがいなくなってから『傭よう兵へい』の質が低下してきてる。良くも悪くも狂きよう犬けんみたいなあんたの働きは、他の傭兵の刺し激げきになってた。でもあんたが脱だつ走そうしたって噂うわさが流れて、誰だれも彼もやる気を失くしてんのよ。ふざけた話だけどね」

「それを統率するのがてめえの仕事だろうが。俺おれに責任をなするってのか。長が泣くぜ」

「そうじゃない。あんたのせいにしたいわけじゃない。だけど……傭兵の質が低下したせいで、よその介かい入にゆうを防げなくて取引は低調。抗こう争そうでもやられっぱなしで、縄なわ張ばりもどんどん小さくなってる……このままじゃジジイの、あたしたちの家が、なくなっちゃう」

　声がデクレッシェンドに弱くなり、やがて赤い瞳がじわりと滲にじんでいく。ちくりと胸を刺さす痛みがあった。しかし馬鹿正直にその話をうのみにはできない。何せ相手は一流の詐さ欺ぎ師しだ。

「ざけんな。そんなことあるもんかよ。お前の詐さ術じゆつはどうした。お前がいるのにたった数ヶ月でそこまで落ちぶれるわけねえだろうが！」

「信じて……くれないの？」

「どの口が言うんだよ。嘘うそはてめえの十お八は番こだろ。だいたい、いくら言われても俺おれは下には戻もどらない。まだまだ中セ流ン平ト民ラ街ルでやることがあるんだよ」

　皿めい次じがそう言い切ると、ティアは目に見えてしょぼくれてしまった。強くつかんでいた腕うでを放し、すとんとソファに腰こしを落としてしまう。

　そんな様子を横目に、陽はる月つきが皿次の肩かたに手を置いた。

「それくらいにしましょう」

「甘あまやかすなよ。こいつは強く言わねーとつけあがるぞ」

「たしかにわたしもいろいろと思うところがあるけど、あんまり頭ごなしに怒ど鳴なったら可か哀わい相そう。でも、ええと、アワリティアさん？」

「……ティアでいいわよビッチ」

「その呼び方はちょっと……呼ぶなら陽月と呼んで。あなたにも思うところがあるのかもしれないけれど、皿次を帰らせるわけにはいかないの。ダブルス・マネーのプロに上がった以上、わたしと一いつ緒しよに戦わなくちゃいけない。スポンサーさんや広告主、競技を見てくれるファンの人達もいる。勝手な都合で辞めてしまうわけにはいかないの」

「それはこっちだって一緒だっての。ふん、でもジェイに帰る気がないなら、すぐにどうこうするのは無理っぽいわね」

　ティアは勢いよく立ち上がり、びしっと指を突つきつけた。

「ジェイが折れるまであたしもここにいる。絶対に諦あきらめないから！」

　あまりにも滅め茶ちや苦く茶ちやな話に皿次は面食らった。

「なに言ってやがる。こっちは誰だれも得しねえだろうが。そんな話、吞のめるわけないだろ！」

「ジェイももうちょっと考えてくれてもいいじゃんっ。いまはこの女に騙だまされてるだけかもしれない。本当にジェイがここにいて幸せなのかどうか、この女が不ふ埒らちで危険なビッチじゃないのかどうか、確かめさせてもらうわ！　なんか文句あるわけっ」

「文句しかねえよ！　ったく、ざけんじゃねえぞ。黙だまって聞いてれば滅茶苦茶な。だいたいそんな話、外げ道どう眼鏡や陽月だって認めるわけが」

「それでいい」

「ねえんだよ。家主の了りよう承しようがなきゃどっちにしろお前は……って、は？」

　ティアに食ってかかる皿次にかぶせるようにして放たれた陽月の言葉。危うく聞きき逃のがしてしまうところだったが、かろうじて反応できた。

「おいどういうことだよ陽月。お前なに言ってんだ」

「言葉どおりの意味だけど」

「こいつが泊とまるのを許可するつもりかよ」

　陽月はたしかにうなずいた。皿次は陽月とティアの顔を交こう互ごに見て、はーっと大きなため息を吐はき出だした。やはり陽月の考えていることはよくわからない。

　一いち郎ろうが仕事で長く家を空けているため（いままでと違ちがう新しい事業に手を伸ばす、とか言っていた）、陽はる月つきの一声でティアの宿しゆく泊はく許可がおりてしまう。取り消すならいまのうちなのだが……しかし一時の気の迷いというわけでもなさそうだ。陽月は真しん摯しにティアの顔を見返して、一字一句を噛かみしめるようにしっかりと、言う。

「あなたが納得いくまでここで暮らしてみるといい──ただし皿めい次じは渡わたさない」

　こうして、静せい寂じやくと平へい穏おんに包まれた二人だけの環かん境きようの中に、さわがしく油断ならない天災を招まねき入いれることになったのだった。
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　風ふ呂ろ上あがりの寝ね間ま着き姿すがたのままベッドに寝転がり、携けい帯たい複合端たん末まつのモニタでダブルス・マネーの試合を観ていると、遠くバスルームのほうから音が聞こえてきた。

　陽月が風呂から出たのだろう。

　当初は陽月との仲が悪く、同じ部屋で生活していても苛いら立だつばかりだったり、負けられない試合を控ひかえていたりで余計なことを考える余よ裕ゆうはなかった。

　だがある程度猶ゆう予よの与えられたいまになってみると……この状じよう況きようはひどく「アレ」なのではなかろうか。

　顔が熱いのは風呂の温度が残っているせいだ。そう自分に言い聞かせて、洗面所から聞こえるかたかたという生活音（ドライヤーをいじっているのか、それとも女ならではの化け粧しよう水すいなどのスキンケア用品を手に取っているのかええい考えるな！）から意識を逸そらすために、目の前の映像に集中する。

《依存体質の悪霊降ろしスピリチユアル・メデイアム》のペアの試合だった。プロデビュー戦の相手。

　ウィザードは巫み女こ服ふくに身を包んだ寄より辺べ神み子こだ。

　もう一人のウォーリアーは同じくらいの背せ丈たけの男で、無骨さの欠片かけらもない綺き麗れいな顔をしていた。男は宮ぐう司じの格好をしていて、巨大な長弓を携たずさえていた。スナイパー型ウォーリアーに必ひつ須すの遠えん距きよ離り武器だ。他のスナイパー型の選手と同じく、おそらく半液体金属で作られた競技専用の武器だろう。ファイアーガンの銃じゆう器きもすべてが半液体金属製だった。

　そもそも競技用の武器でなければ、ウォーリアーのスキルやウィザードの魔ま術じゆつカードなどの効果と互ご換かん性せいがないため、力を存分に発揮できないのだ。ファイアーガンは一度装そう填てんが完了すればその後は装填しなくても無限に弾たまが補ほ充じゆうされるスキルを持っていたが、それも競技専用の銃器にしかもちろん適用されない。

　試合開始と同時に巫女が魔術カードを使った。彼女のデッドラインが縮まると、フィールドが一気に砂さ漠ばくと化した。さらにもう一枚、魔術が使用される。周囲から土に変化した半液体金属のフィールドが盛り上がり、分ぶん裂れつと結合を繰くり返かえしながら何かを創造していく。土属性の魔術カードか。浮うかび上あがった土の塊かたまりが直方体の固形となり、次々と積み上がる。パズルのように上へ横へと連結していく。

　そうして完成したのは、城だった。外がい壁へきの塗と装そうも何もない土くれの城だ。しゃれっ気はないが妙みような威い圧あつ感かんをもってそびえ立つ城の中に、巫み女この姿はすっかり吞のみ込こまれてしまった。おそらくは大だい規き模ぼな防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつ。敵の攻こう撃げきの届かない最さい奥おう部ぶ、玉座に隠かくれているのだろう。

　そしてウォーリアーは城の砲ほう台だいに立っていた。弓に矢をつがえ、敵に狙ねらいを定めている。

　さらにもうひとつ、巫女が魔術カードを使ったようだ。砲台に突とつ如じよとして、いくつもの機械が出現した。ずらりと並んだそれらは、天てん秤びんとレバーを合わせたような形をしていて、皿の部分には巨大な岩石が置かれていた。

　投石器。旧時代も旧時代。歴史の授業でさえ軽く扱あつかわれるような大昔に開発され、実用化されていた兵器だ。石を載のせて飛ばし、遠距離から敵を攻撃する。

　投石器と弓矢による波状攻撃。城という絶対の防御と、敵を寄せつけない遠距離攻撃の嵐あらし。それがこのペアの戦い方であり、究極の強みだ。いまの皿めい次じには課題をクリアしないと倒たおせない、とてつもなく高い壁。知らず、汗あせがたれていた。せっかく風ふ呂ろに入ったのに、汗をかいてしまったみたいだ。

　ひととおり試合の研究を終えて、皿次は携けい帯たい複合端たん末まつをスリープモードにした。ころりと仰あお向むけになる。あまり見続けていると興こう奮ふんで眠ねむれなくなりそうだ。

「……遅おそいな」

　ふと顔を上げる。陽はる月つきが風呂を出てからだいぶ時間が経っていた。映像に見入る前に聞こえていた音もすっかり消えている。

　何かあったのか？　心配になり、皿次はベッドを抜ぬけ出だしてリビングへ向かった。

「おい陽月……お？」

　リビングに足を踏ふみ入いれると、甘あまいくらくらする香かおりが鼻を撫なでた。陽月が風呂から出た直後はいつもこんな匂においがする。この匂いが皿次は嫌きらいじゃなかった。

　それはともかく、陽月はきちんとそこにいた。何か問題があったわけではなさそうだ。彼女はソファに腰こしかけて、目を閉じていた。だが寝ねているわけではない。

　練習……か？　いったいなんの？

　陽月の額にはブレインリーダーが巻かれていた。片手には一枚の魔術カード。彼女は目を閉じたまま、何度も何度も繰り返し魔術カードをリーダーに通していた。

　魔術カードを読み込ませると、脳内におびただしい暗号情報が流れるはずだ。試合中でもないのにわざわざ暗号のプールに身を投じるなんて。陽月はいったい何をしているのだろう。

　よほど集中しているのか、皿次の気配に気づいた様子もない。

　しばらく見ていると、陽月は手を止めて、目を開いた。視線に気づいたらしくはっとした顔を皿次へと向ける。

「あ……いつからいたの」

「さっき。集中してたみたいだから声かけないでおいた。なんかの練習みたいだな」

　話しながらソファへ近づくと、陽はる月つきは緩ゆるく着き崩くずしていたパジャマの前ボタンを留めながら、隣となりを空けた。遠えん慮りよなく陽月の隣に腰こしを下ろす。彼女はブレインリーダーをはずしてテーブルに置くと、首からさげたタオルで顔に微かすかに浮うかんだ汗あせを拭ふいた。風ふ呂ろのせいだけじゃないだろう。あれだけ何度も暗号を脳内に流したのだ。脳を酷こく使ししすぎていないといいが。

「知ってるから」

「……なんの話だ？」

「皿めい次じが毎日筋トレしたり、格かく闘とう技ぎの勉強したり、対戦相手の研究をしてること」

「まあ、約束したしな」

　皿次は目を逸そらしてそう言った。

　陽月は、天空高等民街ユートピアにいる両親に会いたがっている。陽月を売って上へ成り上がった両親に対して、彼女がどんな感情を抱いだいているのかは知らない。親愛か憎にくしみか。以前よりも打ち解けたとはいえ、そこに踏ふみ込こめるほど皿次も無神経ではなかった。

　陽月がダブルス・マネーで戦う理由はただひとつ。大金を稼かせぎ、年収一億を得て天空高等民街ユートピアへ行くことだ。皿次もその夢の助けになりたいと考えていた。

「べつにお前のためだけじゃねえよ。俺おれだって負けるのは癪しやくだし、金も入るからな」

「うん。でも皿次にばかり努力させるのはわたしの気持ちが許さない。だから、これを」

　陽月はブレインリーダーと魔ま術じゆつカードを指した。

「わたしも新しい技術を習得しようと思ったの。美み紀きと組んでいるときは《幸運》と《太陽と月の女神の気まぐれ》のコンボがあったから、あえてこの技を研究する必要がなかったのだけど……これは、ウィザードの禁きん忌きにして王道。天空高等民街ユートピアにいるような最さい高こう峰ほうのウィザードしか扱あつかえてない、けれど常勝を目指すならモノにしておくべき手法」

「初めて聞くな。そんなもんがあるのか？」

「ええ。《独自解かい釈しやく》──魔術カードの記述を書かき換かえる、グレーゾーンの技術」

「書き換えるだって？　ンな馬鹿なことができるのか。反則っていうか、もうルールの根本から崩くずれちまうんじゃねえのかそれ」

「理論的には不可能じゃない。そもそも、どうして魔術カードを読み込むと、魔術が発動するのかはわかる？」

「……ブレインリーダーにプログラムが走って、半液体金属のフィールドや道具なんかに信号を送り、実行させる……だったか、たしか」

「より具体的に言うと、暗号化されたソースプログラムを脳内で解読する、というのは『あらためて脳内でプログラムを記述する』のと同じことなの。ウィザードの記述したプログラムをブレインリーダーが読み取り、それを半液体金属のブレインコンピュータが読み取れる言語にコンパイルして送信する。カードに記述されている効果を発動させるための式を、忠実に頭の中で再現しているということ。たとえば」

　陽はる月つきは言葉を区切り、一枚のカードを皿めい次じの目の前に突つき出だした。それは陽月にとって因いん縁ねん深い《太陽と月の女神の気まぐれ》だった。

「このカードを読み込ませたときに流れる暗号を忠実に解読すれば、このカードの記述どおりの効果が発揮され……敵味方のウォーリアーの制せい御ぎよ段階をランダムで変化させることができる。じゃあ仮に暗号を意図的に曲解したら、どうなるか」

「効果を、改変できる」

　皿次はつばを飲み込んだ。たしかに理論上は可能かもしれない。だが、もしそんなことができるなら歴代のウィザードは皆みな、その秘技に到とう達たつしているはずだ。皿次の怪け訝げんな表情に気づいたのか、陽月はふっと息を吐はき出だした。

「もちろん、簡単にはいかない。主しゆ催さい者しや側がわがあえて対策を取っていないのは、それが常識的には不可能な技だから──だって、暗号を解読するだけならまだしも、暗号の規則性を瞬しゆん時じに把は握あくし、その上で記述プログラムを推すい定ていし、さらに改変するために必要な記述を適切に割り出し、脳内処理しなければならない。こんなこと、普ふ通つうの人間にはとてもできない」

「だよな。そんなにポンポンできてたまるかよ。でもさっき王道って言ったよな？　実際にその《独自解かい釈しやく》を使っている連中がいるのか？」

「天空高等民街ユートピア行きを果たし、ダブルス・マネーの頂点を極めた選手たち……その中でもとりわけ優秀なウィザードたちの多くは、カードの記述以上の効果を魔ま術じゆつに付加していたと言われているの」

　まだ見ぬ高みの選手たち。たしかに上に行った者が使っていた技術となれば、その習得は大いに価値がありそうだ。もしそんな技術を会得したウィザードがいるのであれば、彼ら彼女らが同じプロステージにいないのは幸運だ。

　以前に一いち郎ろうから聞いた話だが、天空高等民街ユートピアに上がったペアの進路はいくつかある。

　ひとつはプロステージに留まり、中セ流ン平ト民ラ街ルのペアと同じ条件で毎年戦い続ける道。これを選ぶペアは少ない。何故なら広告収入の量にもよるが、毎年四十勝近く勝たなければ天空高等民街ユートピアに留まり続けることができないからだ。いくら強くても不安定な選せん択たくを望む者はいない。

　ひとつは天空高等民街ユートピアと中セ流ン平ト民ラ街ルを結ぶゲートの門番として働く道。地下貧民街アンダースラムと中セ流ン平ト民ラ街ルを隔へだてるゲート以上に、天空高等民街ユートピアのゲートは厳重だ。

　絶対に買収が成立しないように門番は天空高等民街ユートピアにいられる年収を保証されるし、警備のために安全装甲セーフテイ・アーマーを身に着けることが許される。

　ダブルス・マネーで使う競技用の安全装甲セーフテイ・アーマーは、競技場あるいは自分の敷しき地ち内ないでの使用しか認められていない。安全装甲セーフテイ・アーマーは人の運動能力を飛ひ躍やく的てきに向上させるため、犯罪に利用されると非常に厄やつ介かいだ。外での装着はそれだけで違い法ほう。安全装甲セーフテイ・アーマーを身に着けて他人に危害を加えたり、それに準ずる行動を取った場合は問答無用で死し刑けいである。

　それでも死刑覚悟で安全装甲セーフテイ・アーマーを利用した事件を起こす者もいる。そういう輩やからを取とり押おさえるために、ゲート警備員には天空高等民街ユートピアへ行けるほどのウォーリアーを採用する枠わくがあるのだ。

　そしてもうひとつは、天空高等民街ユートピアで暮らす選手だけの閉へい鎖さ的てきなリーグで活動する道。

　容易に天空高等民街ユートピアに留まれる収入を得られる代わりに、海外との対外試合に参加しなければならない……対戦国によってルールが異なり、場合によっては致ち死し相当ダメージ緩かん和わのルールがないこともある。現実的に死と隣となり合あわせの危険もある立場だ。

　──そんな理由で、皿次たちがいま戦うべきプロステージには、天空高等民街ユートピアの選手たちはほとんどいない。

　仮に陽はる月つきが《独自解かい釈しやく》を身につければ、プロの中で頭ひとつ抜ぬき出でることになるだろう。

「……なかなか思いどおりにはいかないけどね。強力なカードほど暗号もプログラムの記述内容も難解だし、簡単なカードでも、ごく一部の記述をほんのすこし改変するのも大変。もっともさっき言った天空高等民街ユートピアの選手たちでさえ、部分改変が精せい一いつ杯ぱいで、さすがにカードの中身をまるまる変えるような真似はできないのだけど」

　皿めい次じは知らずほうと息を吐はいていた。陽月はかつて木き崎さきとともに怒ど濤とうの連勝記録を打ち立てた選手だ。いまは当時ほどの圧あつ倒とう的てきな試合はできないが、それでもたしかに数年間プロで活かつ躍やくしてきた軌き跡せきが、陽月の姿勢から見て取れる。

　相手から奪うばい尽つくさんばかりの、死神と称しようされるほどの凄すごみは、彼女の自じ戒かいとともに消えた。それでも天空高等民街ユートピアの両親に会いたい、その目標にひたむきに取り組んでいる。上を目指す心を失ってはいない。そんな前向きな努力は、素直に評価……してやらなくもない。

「本当は仮面のペアとの試合でも使えたらよかったんだけど」

　習得が間に合わなかった、というわけだ。

　面おもてを伏ふせる陽月。しかしすぐに顔を上げた。目には決意がこもっている。

「今度こそ。次の試合こそ、間に合わせる」

　彼女の宣言はいちいちお堅かたい。

　だから皿次は、あえておどけた笑みを浮うかべた。

「せいぜいがんばれよ。ま、ンなもん習得しなくても、俺が全員ぶっ倒たおしてやるけどな」

「もう、調子に乗ってる。でも、うん、期待してる」

　陽月は一いつ瞬しゆん唇くちびるをとがらせるが、すぐに微ほほ笑えんだ。不意打ちのようにそんな顔を向けられて、皿次は火ほ照てった顔を隠かくすようにそっぽを向いた。最近は硬かたい表情が多いと思いきや、こういうふうに何の前まえ触ぶれもなく笑みを浮かべてくるから困る。やっぱり陽月の心がわからない。

　それはともかくとして……解げせない。陽月のひたむきな努力を見ると、ますます疑問の泉いずみが湧わいてしまった。

「どうしてティアが泊とまるのを認めた？」

　唐とう突とつだったろうか。だがどうしても気になってしまう。天空高等民街ユートピアを目指してプロでの勝ち星をひとつでも多く稼かせぎたい陽はる月つきにとって、静かに修練に励はげめる環かん境きようは是ぜが非ひでも維い持じしたいはずだ。皿めい次じも同じ気持ちだった。ティアの乱入はどう考えても邪じや魔まにしかならない。

　考えるような間を空けた後、陽月のキャンディ型の瞳ひとみが皿次を見つめた。彼の内心をうかがうような、どこか寂さびしそうでもある視線だった。

「わたしには皿次があの子を突つっぱねたことのほうが不思議なんだけど」

　言われた意味がわからなかった。どうしてそんなふうに思うのだろう。

「あの子、すごく必死だった。それに、わかっちゃうから……あの子の、気持ち」

「バカティアに同情すんなよ。さっきも言ったが、つけあがるだけだぞ」

「記き憶おくを見たとはいえ詳くわしいことまでは知らないんだけど、あなたの恩おん人じんの、ほら、いつも長おさって呼んでる人。その人、もう亡くなってしまっているんでしょう？」

　ちくりと胸が痛んだ。地下では抗こう争そうに巻き込まれて死んだ仲間も何人か見てきたが、あまりにも日常的な出来事すぎて、悲しんだり虚きよ脱だつ感かんを味わったことはなかった。ただ一度の例外を除のぞいては。長が長年患わずらってきた病にやられ、息を引き取った日。あのときばかりは、数年ぶりに胸を刺さされたような痛みを味わった。両親を失ったとき以来だった。

　皿次はとっさに答えることができなかったが、もともと陽月には返答など必要なかったみたいだ。表情からすべてを察したのだろう、ふたたび口を開く。

「あの子の家族はおじいさん……長しかいなかったんじゃない？」

「ああ。俺おれが初めて引き合わせられたときには、あいつの親父もおふくろもいなかった。事情はよく知らねーな。下じゃあ珍めずらしくもないから詮せん索さくもしなかった」

「だからわかるの。あの子も、わたしと同じだから」

　皿次ははっと顔を上げた。陽月は両親に売られ、冬ふゆ瀬せ一いち郎ろうのもとでダブルス・マネーの選手として育てられてきた。一郎は理り不ふ尽じんな仕打ちこそしなかったが、愛情を注いで育てるような真似もしなかったはずだ。良くも悪くも金かね稼かせぎしか頭にない男なのだ。陽月は他に家族のいない孤こ独どくな日々を過ごしてきたのだろう。

「毎日夜になるのが怖こわくって、膝ひざを抱かかえてただただお父さんとお母さんの温もりを思い出して、でもそんな温度の記憶さえ、嘘うそだったんだと思うと、虚むなしくて……だから美み紀きと出会ったとき、太陽を見たような気持ちだったの。やっと終わらない夜が終わったんだって嬉うれしかった」

　そういえば二人の出会いについては初めて聞くかもしれない。木き崎さきが入院してしまうまでは陽月と同様にこの屋や敷しきの一部屋を借りていたらしいが。詳しいことは何も知らない。木崎と陽月の過去も気になったが、皿次はぐっと飲み込んだ。まだ陽月の話が終わっていない。

「ティアさんも初めて皿次と出会ったとき──同じ気持ちだったんじゃないかな」

「──ッ！」

　言葉が、出なかった。ティアとは長に拾われた直後に出会った。当時は二人とも小さな子供で、ティアが無む邪じや気きに喜んでいたのも、ただ子供ゆえにはしゃいでいただけだと思っていた。

「……だからってあいつの滅め茶ちや苦く茶ちやに付き合うつもりはない」

　絞しぼり出だすような声しか出なかった。

「わかってる。わたしだって皿めい次じを地下に行かせたくないもの……だけど、ねえ皿次。わたしの知ってる皿次は、あんな一方的に突つき放はなすようなこと、しないよ」

「……ざけんな。俺おれはもともとこんなんだよ。お前だってよーく知ってるだろうが」

　陽はる月つきとは何度も衝しよう突とつした。だというのに彼女は何を言っているのだろう。

「わたしの最初の孤こ独どくを救ったのは美み紀きだけど、二度目の孤独を救ってくれたのは皿次。困ってる女の子の境きよう遇ぐうに、まるで自分のことみたいに怒おこってくれる。そんなあなただからこそ、わたしは……」

「わたしは……なんだよ」

「……なんでもない。とにかく、あの子を無む碍げに扱あつかうことなんてできなかったの。素直に言うことを聞いてあげるわけにはいかないけど、気が済むまで好きにさせてあげたい」

　皿次は何も言い返せなかった。陽月はこれと決めたらきっとてこでも動かないだろう。それに皿次自身も、陽月の言葉に揺ゆらいでしまっていた。

　たしかに、ティアに対して冷たくしすぎたかもしれない。

「わーったよ。だいたい、家主様の決定にはさからえねーしな」

「ふふっ、素直じゃないね、皿次は」

　おかしそうに笑う陽月。普ふ段だんの冷たさを払ふつ拭しよくするくらいにかわいい笑顔だ。皿次は思わずだらしない表情を晒さらしそうになり、あわてて引ひき締しめる。まったく、調子を崩くずされっぱなしだ。

　と、そこへ凄すさまじい騒そう音おんが響ひびき渡わたった。遠くの部屋のドアが激しく開閉された音だ。続いてどたどたと廊ろう下かを走る音。絨じゆう毯たんの敷しき詰つめられた廊下をあれだけの足音を立てて走るというのも凄すごいな、と感心していると、やがて足音がぴたりと止まり、

　ドン！　と、皿次たちの部屋のドアが開かれた。

　ドアを開いた状態でぜえぜえと肩かたで息をしているのは、予想どおりティアだった。この屋や敷しきにいるのは他には常じよう駐ちゆう警備員の黒服だけで、彼らはこんな騒そう々ぞうしい登場をしたりしない。だから必然的に犯人は一人となる。

「やっぱりビッチじゃんビッチビッチ！」

　現れるなりビシッと陽月を指差し、またも口くち汚ぎたない言葉を吐はきまくる。しっかり風ふ呂ろには入ったみたいだ。屋敷に常備されていた客人用の寝ね間ま着きを着ていて、銀色の髪かみをヘアピンでまとめ、タオルを首からさげている。たっぷり人様の家でくつろいでおきながら、ふてぶてしいにも程があった。

[image: ]

「ジェイに会いに行こーと思って黒いのに声をかけたら……は、ははっ、陽月も一いつ緒しよって……どういうことっ？　ありえない。あたしを差し置いてこんな女とっ」

「おい落ち着けティア。その態度はねえだろうが。陽はる月つきはお前のことをなぁっ」

　陽月の親切にも気づかず、失礼極まりない発言を繰くり返かえすティアに、皿めい次じはたまらず声を荒あらげた。しかしティアは止まらない。皿次の言葉を無視してずかずかと室内に踏ふみ入いり、陽月に迫せまる。陽月よりも背の低いティアはぐいと顔を近づけて睨にらみ上あげると、人差し指を陽月の鎖さ骨こつに押おしつけた。

「一いつ緒しよの部屋とかありえない。信用できない。いい？　泊とめてくれたことには感謝してやらなくもないけど、それとこれとは話が別だから。ジェイに手は出させない」

「い、言われなくても、わたしと皿次はそういう関係じゃない」

　陽月は頬ほおを染め、目を逸そらしながら言い返す。

　ティアは我が意を得たり、と口元に妖あやしい笑みを浮うかべた。

「ふうん──じゃああたしもここで寝ねる」

「えっ……」

「だめなの？」

「べつにだめというわけではないけれど……」

　反射的に拒きよ絶ぜつしかけて、陽月は言葉を止めてしまう。ティアに責められ、どんどん声が小さくなっていく。

「やっぱりジェイに手を出す気があるってこと？」

「そんな感情なんて、ない。でも」

　陽はる月つきは胸に手を当てて、苦しそうに応じている。彼女にしては珍めずらしく歯切れが悪い。あるいは彼女自身にも、とっさに拒きよ絶ぜつの言葉が出かけた理由がわからないのかもしれなかった。

「ならあたしがいても問題ないよねぇ？　あたしソファでいいから。何なら床ゆかでもいいし」

　陽月はしばらくすわりの悪そうな顔をして、ふうと長い息を吐はき出だす。次に顔を上げたときには心の整理がついたのか、いつもの怜れい悧りな瞳ひとみが戻もどっていた。

「……好きにすればいい」

「はい決定♪　おっじゃましまーす」

　強引に陽月を押おし切きった形のティアは嬉き々きとして隣となりの部屋から毛布を引ひっ張ぱり込こんでくると、くるまったままソファに寝ね転ころがった。そんな無む邪じや気きな姿を横目に見て、陽月はつぶやいた。

「……どうして？」

　胸を押さえたまま、不思議そうに首を傾かしげている。

「どうかしたか」

　気になって皿めい次じが声をかけると、陽月は一いつ瞬しゆんだけ視線を合わせ、すぐにふいと顔を逸そらしてしまう。

「なんでもない」

　またしてもよくわからないタイミングで機き嫌げんを損ねてしまったらしい。陽月の反応がいちいち理解不能だった。ヒヤリハットはどうしたよ、と意い趣しゆ返がえしする気も起きない。

　寝しん室しつへ向かう陽月の背中を見つめながら、皿次はしきりに首をひねるしかなかった。




　　　　４




　久しぶりに見た高たか見み高校の様子は以前とあまりにも違ちがっていた。月曜日の、まだ朝早い時間だというのにすでに生徒達の活気であふれている。校門の門柱には変な形のモニュメントが飾かざられており、即席で組まれた鉄骨の足場を使って数人の生徒が作業していた。

　校内には防水シートにくるまった木材や鋼こう材ざいがそこかしこに放置され、工具を抱かかえた生徒や設計図データを読み込んだ端たん末まつに目を落としながら指示を出す生徒もいた。昇しよう降こう口ぐち前から微かすかにグラウンドの様子が見えるのだが、以前はなかった巨大なステージができていて、いまなお複数の生徒達が組み上げている。

　作りかけの看かん板ばんが落ちていた。『高たか見み賢けん祭さい』と書かれている。

「月末から来月頭にかけて学園祭があるの。その準備。賢かしこい、っていう字は、在校生は賢けん人じんたれっていう学校の理念が反映されてるんだと思う」

　皿次の戸と惑まどいの表情を見て取ったのだろう、隣となりを歩いていた陽月が説明してくれる。

「学園祭、か。ずいぶん遅おそい時期にあるんだな」

「うちの高校ではこれくらいの時期にやるのが慣例になってる。準備もちょっと前から始まってたけど……皿めい次じはサボりっぱなしだから、気づかなかったのね」

「好きで休んでたわけじゃねえよ」

　レビンたちとの試合の後、皿次は学校で暴力沙ざ汰たを起こして停学処分を受けていた。どう考えても相手の陰いん湿しつさが悪いが、手を出した時点で皿次の負けだった。決して短くない停学処分かつ自宅謹きん慎しんを終え、今日めでたく教室に復帰するのである。もっとも、謹慎のおかげで重点的にトレーニングを積めたのだが。いっそ次の試合まで謹慎処分でも良かったのだが、ちゃんと学校に通いなさいと何故か陽はる月つきから強く言われ、しぶしぶこうして通学してきたわけだ。

　ちなみにティアは部屋でぐっすり眠ねむっていたのでそのまま置いてきた。彼女は朝に弱い。黒服の警備員たちに様子見を任せてきたので、下手なこともできないはずだ。

「そういや今日はやけに早起きだったな」

「そんなことないけれど」

「俺おれが起きた頃ころには準備万ばん端たんだったじゃねえか。六時半だぜ六時半。なんかあったのか？」

「……べつに」

　陽月はふいと顔を逸そらした。そっけない態度だが、表情には冷たさも怒いかりもない。皿次には読み取れない感情だ。歩みを速めて昇しよう降こう口ぐちを抜ぬけ、教室を目指す陽月の背中を、皿次は首をひねりながら追いかけた。

　教室に入った瞬しゆん間かん、生徒達がわっと盛り上がった。

「陽月さんが先かーっ、うわ～ん、はずれた～」「皿次くん俺様主義っぽいから絶対先頭だと思ったのに！」「陽月さんも古風な賢けん妻さいっていうか、旦だん那なの三歩後ろを歩く姿しか想像できなかったよ～」「当たったの委員長だけ？　ずるーい、一人勝ち？」

　前方の席に集まっていた女子たちがわいのわいのと異様な興こう奮ふんとともに皿次たちに近寄ってきた。二人はあっという間に取り囲まれ、耳が痛くなるほどの黄色い声に埋うもれさせられる。

「なんなんだてめえらは！　うぜえ、散れ散れっ」

　皿次が叫さけんでも女子の壁かべは割れなかった。転入したての頃は皿次の威い嚇かくに完全にびびっていたクラスメイトたちだが、いまではかなり効果が薄うすれていた。むしろ女子なんかはきゃあきゃあ喜んでしまうから始末に負えない。本当にもうなんなんだこいつらは。

「ごめんなさい二人とも」

　そのとき、黄色い声の波をものともしない、はっきりと響ひびく声が聞こえた。女子の壁の中からゆっくりと歩み出てきたのは、おっとりした顔立ちの女生徒だった。身にまとう雰ふん囲い気きと同じ、ゆるいパーマのかかったブロンドの髪かみを指に巻まきつける仕草は癖くせだろうか。

　クラスメイトの名前はまだあまり憶おぼえていないが、彼女のことは知っている。このクラスの学級委員長の住すめ良ら木ぎ胡こ蝶ちようだ。

「実はわたくしたち、賭かけ事ごとをしておりましたの」

　見た目に違たがわぬ丁てい寧ねいな物もの腰ごしで、彼女は言った。

「賭かけ事ごとだと？」

「ええ。今日は皿めい次じさんの復帰初日……皿次さんと陽はる月つきさんのどちらが先に教室に入ってくるのか、みんなで賭けていたのです」

「……委員長としてそれはどうなの？」

　陽月が呆あきれた息を吐はくと、胡こ蝶ちようが口に手を添そえて、いたずらっぽく切り返す。

「遊び心は人生に華はなを添そえるものですわ」

「委員長、さりげなく性格悪いね」

　そう言いながらも陽月も本気で嫌いやそうな様子ではない。彼女は木き崎さきと組んでいた頃ころから、教室内のファンにちやほやされてきた。こういう状じよう況きようにも慣れているのだろう。

「でもどうして委員長だけ当てられたんだろうね。勘かんなの？」

「うふふ。どうでしょうね」

　一人の女子の問いを受け、胡蝶がいたずらっぽく微ほほ笑えんだ。すると、

「あーっ！　思い出した！」

　やたらと大きな声が女子の中から上がる。跳はねるように大きく前に飛び出したのは、ぴょこぴょこはねた寝ね癖ぐせっぽい髪かみが特とく徴ちようの……名前は忘れた。

「胡蝶ちゃんズルした！　ずるいずるいずるい。真ま琴こと知ってるもんね。例のプログラム使ったんでしょっ。使ったんでしょっ」

　彼女は大きな声でマシンガンのごとくまくし立てる。

「あら、ずるいだなんてひどいですわ。プログラムもわたくしの力ですもの、音おと羽わさん」

　二人の会話で寝癖女子の名前が判はん明めいした。音羽真琴だ。

「プログラム？」

　陽月が疑問をさしはさむ。他の女子たちも不思議そうに首を傾かしげていた。

　種明かしをするつもりはなかったのか、胡蝶の眉まゆが困ったような八の字になった。真琴をすこし睨にらんで「もう、こんなことなら貸してあげなければよかったです」と唇くちびるをとがらせる。彼女は制服のポケットから携けい帯たい複合端たん末まつを取り出し、画面に軽く触ふれる。すると画面から淡あわい光が漏もれ、立体映像が浮うかび上あがった。映画や画像データを読み込んだわけではないだろう。周囲の人間と画面を共有するために、見やすい立体映像を選せん択たくしたのだ。

　トップ画面からツールフォルダを開き、「開発中」と名付けられたフォルダを開く。その中のひとつのアイコンをタッチ。するとあまりにも貧相なデザインのテキストボックスがいくつも設置された、小さなウィンドウが現れた。

「なんだこれ？」

「人間の行動予測プログラム」

　皿次の問いに胡蝶がふんわりと、それでいてはっきりと答えた。

「このテキストボックスに、対象となる人物の属性情報と備考欄らんに詳くわしい情報を入力し、予測したいシチュエーションをこっちのボックスに記述すると……こんなふうになるのですわ」

　胡こ蝶ちようの指が目にも留まらぬ速度でタイピングし、何事かを入力する。そしてＯＫボタンをタッチすると、彼女はいきなり皿めい次じへと顔を寄せてきた。

　穏おだやかな顔立ちは自己主張が薄うすいながらも、とても女らしい可か憐れんさを備えている。全身から立たち昇のぼる甘あまい蜜みつのような誘ゆう惑わくの香かおりに目が回りそうだ。皿次は思わず背後へ飛びのいた。彼女の顔を見ていられず、顔を逸そらす。

「──と、こんなふうに予測できるわけです」

　そう言って胡蝶は先ほどのウィンドウに注目を集めた。そこには皿次の名前や性別、身長体重や略歴などなどの属性情報と、性格や行動パターンといった詳しよう細さい情報が入力されていた。そしてシチュエーションの欄には「かわいい女の子に顔を近づけられる」とあり、結果の欄には「背後へ飛びのいて当とう該がいの女の子から顔をそむける」と書かれていた。

　すごい、と女子たちがざわめいた。皿次の一連の行動をプログラムが完全に言い当てたのだから無理もない。自分で「かわいい」とか言ってしまえる感性は置いておくとして、だ。

「すげえな」

　自分の行動が言い当てられた気持ち悪さに顔をしかめながらも、皿次は素直に称しよう賛さんした。

「でも、まだ試作段階で実用化はずっと先の話ですから。デザインもまだ中ちゆう途と半はん端ぱですし……本当は企き業ぎようの守秘義務でお話しするわけにはいきませんでしたのに」

「え、それ商品になるの？　ごめん、知らなかったんだよ。だって前に真ま琴ことにコピーしてくれたからさ。てっきり個人で組んでるだけのプログラムかと思ってたんだよ」

　しゅんとなる真琴を見て、胡蝶が優しげな笑みをこぼした。

「仕方ありませんわね。音羽さんにコピーしたときにはまだわたくしだけの物でしたから。あの後でこの商品の実用化の話を企業様からいただいたのですわ。ここでお話ししちゃったのは完全なわたくしの自己責任です」

　二人の会話を聞きながら、皿次はそっと陽はる月つきに耳打ちした。

「なあ委員長ってのは何者なんだ？　あのすげえプログラム、自分で組んだのかよ」

「……皿次、委員長に興味があるの？」

　陽月の声こわ音ねには何故か咎とがめるような色が含ふくまれていた。

「は？　そりゃああるさ。あんな技術普ふ通つうじゃねえだろ。なんで怒おこってるんだ」

「べつに怒ってなんて、ないけれど」

　拗すねた子供を彷ほう彿ふつとさせる上うわ目め遣づかい。これで怒ってないと言われて納得できるわけがない。陽月の表情と言葉のずれの意味不明さに苛いら立だち、皿次は舌打ちした。

「チッ、わけわかんねえ奴やつだな。すげえ技術に興味を持ってなにが悪わりぃんだよ」

「……なにも悪くないけど」

　小さくつぶやくと、陽はる月つきは軽く首を振ふった。自分でも言葉にしづらい……そんな様子だった。

「委員長はもともとＢＣＰ──ブレインコンピュータプログラミングの技術者なの」

　むすっとした表情をわずかに残したまま、陽月は口を開いた。

「大手企き業ぎようが安価でしか契けい約やくしないから、天空高等民街ユートピアへ上がれるほどの稼かせぎにはならないみたいだけど、高校生にして多くの顧こ客きやく企業と取引する凄すご腕うでのプログラマーなんだって」

　たしかに人間の行動を予測するプログラムなんて、ブレインコンピュータを搭とう載さいしたマシンでないと動かない。ブレインは安全装甲セーフテイ・アーマーにも組み込まれている。人間の脳の仕組みに限りなく近く、人間の脳にも干かん渉しようできる、現代における最高速の演算装置だ。

「新製品の安全装甲セーフテイ・アーマーや魔ま術じゆつカードの開発にも関わっていると噂うわさで聞いた」

「そんなたいそうなものじゃありませんわ。開発環かん境きようそのものはネットワーク上に公開されていますから。趣味でいじっていたら、いつの間にやら、という感じです」

　陽月の言葉に気づいた胡こ蝶ちようが間に入ってきた。

「それにこのプログラムはまだまだ不完全なんですよ……思考の読みやすいごくごく単純な人間の、とってもわかりやすいシチュエーションでないと予測できませんもの」

　そして胡蝶は意地悪い笑みを浮うかべる。

「今日この日のために色々と準備をしてきた陽月さんに、皿めい次じさんが要らない詮せん索さくをして、照れた陽月さんが早足で教室に向かう──なんて、プログラムでなくとも、目に浮うかんでくるほどわかりやすい光景ではありませんか？」

「……っ」

　陽月の顔が微かすかに動いた。ほんのすこしだけ頬ほおが赤く染まっているようにも見える。意味を把は握あくできない皿次はうかがうように陽月の目を見るが、彼女は知らない、と言い捨てて、さっさと席に着いてしまった。

　数週間ぶりの学校は、想像よりもずっと騒さわがしく幕を開けたのだった。




「突とつ然ぜんですが、いまからクラス会議を行います」

　四時限目の数学が自習になり、早めの昼休みを始めようと動き出す生徒達を、胡蝶の言葉が縫ぬい止とめた。教卓の横に立った彼女は柔にゆう和わな雰ふん囲い気きながらも、否と言わせない不思議な迫はく力りよくを発していた。誰だれも委員長たる胡蝶を無視して教室を出て行ったりしない。

　統率する者にはカリスマ性が必ひつ須すだ。その点では彼女は学級委員として及きゆう第だい点てん以上だった。

「何日も前から皆みなさんからアイデアを募つのっていますが、いまだに『コレ』というイベントが決まっていません。皿次さんも戻もどり、クラス全員が揃そろったことですし。この場で決めてしまいませんか？」

　皿次は隣となりに座る陽月の横腹をつついた。

「なんの話だ？」

「学園祭の最終日に、このクラスだけの特別なイベントをやりたいって。出し物なんかは決まったんだけど、それ以上にクラス全員の絆きずなを深められるような、何かをやりたいんだって」

「ほう。俺おれにゃあよくわかんねえ考え方だな……あァ？　そういや学園祭の日取りっていつなんだ？　月末から来月にかけてって……」

「最終日は十二月一日ね」

「ンだよ、結局俺らは参加できねえのか」

「そうなる」

　十二月一日。それは学校にとって大事な日であると同時に、皿めい次じと陽はる月つきにとっても大きな大きな意味を持つ日。ダブルス・マネー、プロステージのデビュー戦が執とり行おこなわれる日だった。

「そういえば皿次は学園祭は初めてなんだっけ。地下貧民街アンダースラムではなかったの？」

「あったような、なかったような」

「なにそれ。あっ、わかった。全部サボっていたんでしょう」

「う、うるせーな。遊んでられなかったんだよ。コミュニティで『傭よう兵へい』をやってたからよ」

　地下のコミュニティにおける傭兵とは、一いつ般ぱん的てきな意味合いとは異なる。雇やとわれの兵ではなく、コミュニティに所属する者の中で運動能力や格かく闘とう能力に秀ひいでた者が担当する、荒あら事ごとの専門家だ。扱あつかっている商材の仕入れや販はん売ばいの際に営業担当の用心棒をしたり、他コミュニティと抗こう争そうしたりする。かなり多た忙ぼうのため、学校行事にはほとんど参加できなかった。する気もなかったが。

「……」

「どうした？」

　陽月がまじまじと皿次の目を見つめていた。

「打ち上げ花火。学園祭のトリで、すごく有名なの」

「唐とう突とつだなぁおい……打ち上げ花火、か。そういや映画でしか見たことねえや」

　地下貧民街アンダースラムには打ち上げ花火はない。空に天井という限界があるから、という理由だけではない。激しい爆ばく発はつ音おんに平和的な印いん象しようを持ってしまうのが危険だから、だ。それこそ銃じゆう器きや爆ばく弾だんは日常的に使われるが、慣れてもそれが危険であることはきちんと認識している。爆発音を伴ともないながらも危険ではない、そんなものが普ふ及きゆうしてしまうと、本当の危険に対して鈍どん感かんになる。それを怖おそれた地下貧民街アンダースラムの各コミュニティの人間たちは、自主的に打ち上げ花火を禁止した。

　ただ、中セ流ン平ト民ラ街ルから流通してくる映画や本を通して、打ち上げ花火の存在は知っている。

「見たい？」

「べつにいらねえよ。つーか試合があるって言ってんだろ」

「わたしは、見たいかも……花火は遅おそい時間だから、試合を早く終わらせれば間に合う」

　そう言った陽月の表情に、どきりとする。映画の中で打ち上げ花火はどんなシチュエーションで登場したっけ、とふと思う。たしか恋愛映画では主人公と恋人が……そこまで考えて、皿次は首を振ふった。べつに陽月はそういう意味で言ったわけじゃないだろう。

「あら、いまの話は本当なのですか？」

　皿めい次じたちの会話に気づいたらしい胡こ蝶ちようが近寄ってきた。

「本当も何も、いまさら花火なんてどうでも──」

「そちらではなく。十二月一日が試合の日で、学園祭に参加できない、と」

「ええ。ごめんなさい委員長、言うのが遅おくれてしまって」

　陽はる月つきが頭を下げる。そんな彼女のつむじを見つめてぱちぱち瞬まばたきし、胡蝶はんーと唇くちびるに指を当てた。そして何かを思いついたような顔。その指をゆるゆるの髪かみに巻きつける。

「じゃあ、学園祭の最終日は、二人の試合をクラスみんなで応おう援えんするのはどうでしょう」

　委員長の突とつ然ぜんの提案に教室がざわめいた。反応は真っ二つに分かれていた。片方はさっき胡蝶と一いつ緒しよに皿次たちを取り囲んだ集団を中心とした男女。もう片方は目の上に痛々しいガーゼを貼はった男子──皿次の停学のきっかけになった男子──や、その友人、暴力沙ざ汰たに引いてしまっている生徒達だ。

「満場一いつ致ちにならないのですか？　皆みなさん、だって、クラスメイトの晴はれ舞ぶ台たいですよ」

「よせよ委員長。俺おれはな、半はん端ぱな覚かく悟ごで殴なぐってねーよ。殴るときは、そいつに殺されることだって覚悟の上だ。素直にやられるつもりはないけどな。あんな目に遭あってへらへら笑って許せるほうがどうかしてる」

「じゃあ、なおさら、ですね」

「は？」

　胡蝶は教きよう卓たくの横に戻もどると、手を叩たたいてクラス全員の注目を集めた。アナログデジタル両用黒板をデジタルモードに切り替え、素早いタッチタイピングで大々的に文字を浮うかばせる。

『学園祭三日目、夜七時、教室にて冬ふゆ瀬せ皿次・陽月両名の応援！』

「視聴覚室からスクリーンを持ちこんで、美味しい料理を注文しましょう。三日間の出し物が終わって、教室で打ち上げを兼かねながら、二人を応援するのです。とても素敵ではありませんか？　ふふっ、わたくしの貯金を崩くずしますので、お金の心配はしなくても構いません」

　ざわめきが大きくなる。もともと皿次たちに友好的な生徒達は歓声を上げて賛成し、そうでないほうは複雑な顔をしながらも、打ち上げを兼ねるなら、と妥だ協きようの様子を見せる。

「おい何考えてんだあんた」

「ふふっ、ぜひぜひ、美味しい肴さかなになってください」

「……性格悪いのかと思ったけど、そんなことなかったのね」

　ぽそりと隣となりで陽月がつぶやいた。どういうことだと訊きくと、陽月は耳元でささやいた。

「わたしたちにチャンスをくれたんだと思う。クラスのみんなに認めてもらうためのね」

「ああ……ふん、余計な真似しやがって」

　そうは言うが、不思議な感覚が胸に広がる。クラスメイトを殴った瞬しゆん間かんから名めい誉よなんて全部捨てても構わないと思っていた。とっくに修復不能な不和だと割り切っていたのに、健気にもその修しゆう繕ぜんを図ってくれるというのか。

　本当に、中セ流ン平ト民ラ街ルにも色々な人間がいる。

　結局、胡こ蝶ちようがこの企き画かくを押おし切きり、賛成者が半数以上いたこともあり、決定となった。十二月一日、高たか見み賢けん祭さいの三日目。皿めい次じと陽はる月つきはクラスメイトたちの応おう援えんの上で戦うことになった。無様な試合はできないな、と苦笑が漏もれてしまう。

「それでは皆みなさん、呼び止めてしまって申し訳ありませんでした。この後は自由です。お昼を食べるなり、日ひ頃ごろの努力の成果を示すなり……ご自由になさってくださいね」

　胡蝶は何故か陽月のほうへ意味深なウインクを投げた。いちいち行動が意味不明な女だ、と思っていると、くいくいと制服の袖そでが引かれた。首をすぼめて縮こまった陽月がいた。

「その……お昼、食べるでしょ」

「購こう買ばいだろ。お前の分も買ってくるぜ、何がいい」

「待って。今日はその、購買じゃなくて」

　陽月は鞄かばんを開けると、膝ひざの上に小さな包みを二つ載のせた。ピンク色のナプキンに包まれた立方体だ。しわのない包み方と綺き麗れいな結び目が几き帳ちよう面めんな性格を表している。

「なんだこれ……あっ、そういうことか！　ンだよそれで早起きしてたのか」

「こ、声が大きい。そんな大層なものじゃないから。黙もく々もくと、機械的に食べて」

「そんな食べ方でいいのかよ、作った人間として」

　呆あきれたように言いながら、皿次は素直に弁当箱を受け取った。なんだかんだで悪い気分ではない。そうか、陽月が、弁当を。

「ありがたくもらうぜ。へっ、不味かったらからかってやる」

「……笑ったらマグネットリードを爆ばく発はつさせるから」

「おお、こええこええ」

　ふざけたように言いながら、皿次は弁当の包みをほどいていく──




　　　　５




「あっははははは！　よく爆発させられずに済んだね！」

　病院の中庭。自動車くるま椅い子すを操作しながら皿次の話を聞いていた木き崎さきは、腹を抱かかえて爆ばく笑しようした。

　──結論から言おう。陽月の手料理はこの世のものではなかった。

　地下貧民街アンダースラムでそれなりに粗そ悪あくな物を口にしてきた皿次でさえ一いち撃げきで生死の狭はざ間まへ追いやられるほどの破は壊かい力りよくだった。からかってやる、と言ったが、そんな余よ裕ゆうさえなかった。料理の形は整っているし、食欲をそそる見事な匂においだが、味が壊かい滅めつ的てきなのだ。まるで美しい歌声と容姿で船乗りを魅み了りようし、船を沈ちん没ぼつさせるセイレーンのようだとは木崎の言。

　口に入れた瞬しゆん間かん、直前の戒いましめも忘れて「食えるかこんなもん！」と弁当の蓋ふたを閉じた。陽月はすっかりご立腹で、爆ばく発はつこそ思いとどまってくれたが、マグネットリードで三回殴なぐられた上、その後ほとんど口を利いてくれなかった。文化祭に木き崎さきを誘さそってほしい、と胡こ蝶ちように頼たのまれていて、本当は陽はる月つきと二人で総合病院にくる予定だったのだが、陽月はさっさと帰ってしまった。木崎とは会いたいのだろうが、皿めい次じと一いつ緒しよに行動するのはしばらく嫌いやなのだろう。

「ったくひどい目に遭あったぜ……あいつ、料理へたくそだったんだな。頭の良い奴やつは料理も上手いって聞いたことがあるんだが、とんだ大おお嘘うそだ」

「あはは。ハルはね、たくさんレシピを記き憶おくしてるし、瞬しゆん時じに五千種類以上の材料や調理方法の組み合わせを想起できるんだってさ。でも、何故かその中で一番まずい組み合わせを的確に選び取っちゃうんだよねぇ」

「凄すごいのか凄くないのかわかんねえな」

「本人も下手な自覚はあるんじゃないかな。家ではインスタントばっかりでしょ？」

　そういえばそうだった。陽月の手料理は今日が初めてだ。

「ふーん、そっかそっか。ハルが手料理か。それだけキミとの登校を楽しみにしてたってことなのかな」

「そう……なのか？」

「うんうん。ハルもキミと打ち解けようとがんばってると見たね」

「ありえねーよ。だってあいつ相変わらず無愛想なんだぜ。めちゃくちゃ表情がかてぇし」

　最近の悩なやみを思い返しながら皿次が言う。

　すると木崎は意地悪そうに目を細め、笑みをこらえるような顔になる。

「本気で言ってんの？　表情や態度が硬かたくなる理由って、べつに相手が苦手だからとは限らないんだよ？　仲良くなりたいけど距きよ離り感かんがつかめないとか、相手が本当に自分を受け入れてくれるのかが心配だとか、はたまた単に男の子との『そういう交流』に慣れてないとか。まあ、ハルの場合は、いまいち自覚がないってのが実際だと思うけどさ」

「あいつがンな殊しゆ勝しような奴かよ」

「あんまり鈍どん感かんだと他の男に取られちゃうぞー。ま、性格を考えるにハルは一いち途ずだろうから、心配なんていらないか」

「……ぐ」

　またわけのわからない方向に話を持っていこうとする木崎。急激に照てれ臭くさくなり、皿次は首筋を掻かいた。

　そんな皿次の様子に満足気な木崎は、にんまり笑いつつ、皿次の腹に人差し指を添そえる。

「ぬふふ。一途なハルに対して、キミはこうして美少女美み紀きちゃんと浮うわ気きしてるわけですが」

「ねーよ」

「だから即答すんなよーつまんねー」

　けらけら笑うと、器用に車くるま椅い子すを操作して一回転。この動きが楽しいらしく、木崎は事あるごとにこうやって車くるま椅い子すを回転させる。

「あ、もしかしてあたしが中古だからダメなのかな。意外と貞てい操そうにこだわるほう？」

「ぶっ！　いきなりなに言い出すんだてめえは！」

　あけすけな発言に取り乱してしまう。

　皿めい次じの動どう揺ようが楽しいのか、木き崎さきがにまにま笑った。

「だったらご安心を。あたし、こう見えて清らかだし」

　そこでふっと表情に翳かげりが差す。

「付き合ってた頃ころ、何もしてないんだよね。佳か多た理りくんと。キスさえしてないんだ」

「木崎……」

　皿次はかける言葉を失ってしまう。木崎は以前、クラスメイトだった御陵みささぎ佳多理と付き合っていた。しかしそれは佳多理──レビンが、木崎美み紀きの《幸運》スキルの秘密を暴くために仕し掛かけたハニートラップだった。

　あれから時間が経ったとはいえ裏切られた記き憶おくはいまだに木崎を傷つけているのだろう。

　しかしキスさえしていない、か。レビンはパートナーの五ご条じよう明あけ美みに忠ちゆう誠せいを誓ちかい、愛していた。策さく謀ぼうのために木崎と付き合いながらも一線を越えなかったのは、明美に操みさおを立てていたからなのかもしれない。木崎にとっては幸運か不幸か。難しい話だ。

　木崎の表情を見ていると、心の中にふつふつと妙みような欲求が湧わいてくる。あふれる思いのままに皿次は彼女の茶色の頭に手をのせた。そしてぐしゃぐしゃと髪かみをかきまぜる。

「うえっ？　ちょっ、なにさ？」

「いや、なんとなく、な。ほっとけねーって言うか、なんつーか。上手く言えねーけど」

　そのまま放置するのは忍しのびなかった。木崎は陽はる月つきとのかかわり方やダブルス・マネーでの戦い方について多くのアドバイスをくれた。自分は半身不ふ随ずいで、心もぼろぼろだというのに、陽気に支えてくれた。そんな彼女にどんな形でもいいから返したかった。

　こんな行動で傷が癒いえるとは思えない。だけどいまできるのはこれくらいしかない。せめてできることだけはやってやりたかった。

「ハルに怒おこられちゃうよ」

「いまはあいつは関係ないだろ」

　木崎は心底呆あきれ返かえったように、大きなため息をついた。

「ハルも大変だなぁ、もう」

「チッ。おまえは変なことを言わなきゃいい奴やつなんだけどな──っと」

　話していると、足元にぽーんぽーんと野球のボールが転がってきたので、つま先で器用に跳はね上あげて捕ほ球きゆうした。中庭で遊んでいたらしい子供が駆かけ寄よってこようとして、急に立ち止まる。子供は頭からあごにかけて輪状の機械を着けていた。ヘッドフォンに似ている。皿次を見上げ、マイクとおぼしき部分をしきりにいじり、おどおどしていた。

　──ああ、久しぶりだな、こういうの。

　たぶん子供は銀色の髪かみと赤目に怯おびえているのだろう。どうして地下貧民街アンダースラム人が差別されているのか理由も知らないまま、親の教えだけで地下の人間を警けい戒かいしているのだ。腹立たしいことだがガキなら仕方ねえか、とも思う。半分は自分の意思ではないだろうから。

　皿めい次じは手に持ったボールを軽く放り返した。目の前で二回、三回と跳はねるボールを目で追いながら、子供がぱちぱちと目を瞬またたかせる。その視線が戸と惑まどったように皿次とボールとの間を行ったりきたりして、結局、ぺこりと頭を下げた。

「……ありがとう、ございます」

　おや、と思った。子供の声に違い和わ感かんがあった。正体のわからない違和感に眉まゆをひそめるが、子供は皿次の表情の変化に気づかなかったようで、一いつ緒しよに遊んでいたもう一人の子供のほうへと走り去ってしまった。

「気のせいか」

「気のせいじゃないよん」

　独ひとり言ごとにかぶせられてしまった。どういうことだ、と木き崎さきを振ふり返かえると、彼女は指で自分の唇くちびるをつんつんとつつきながら、

「あの子の口の動き、声と合ってなかったでしょ？」

「あ……！」

　言われてようやく違和感の正体に気づいた。木崎の言うとおりだ。子供はたしかに礼の言葉を述べたが、口の動きと声が微び妙みようにずれていた。

「あたしも最初に話したとき違和感があったんだよね。あの子さ、後天的な失しつ声せい症しようでこの病院で治ち療りようを受けてるんだ。自分でしゃべれないんだよ」

　大脳や喉のどの機能が正常でも、心への負荷によって声を出せなくなることがあるらしいよと前置きして、木崎は言葉を続けた。

「あの子の失声症の原因までは知らないけどね。で、あの子は『発声代行サービス』を使ってるんだってさ」

「発声の……代行？」

「そそそ。まだ実用前の試作段階の装置らしいんだけどね。頭に変な機械がついてたっしょ？　あれ、ウィザードのブレインリーダーと似た感じの機械でさ、人間の脳にアクセスできるの。で、脳内で想起した言葉が自動的にサービスセンターまで送信され、代行を担当する家族の方や雇やとわれた声優志望さんなんかが実際に言葉にする。でもって、その音声情報が機械のスピーカーから流れるってわけ。発声役にも会話相手の声が届くようになっているから、まったく関係ない言葉を思おもい浮うかべたとしても状じよう況きようを見てきちんと空気を読んだセリフに変えてくれるし、ユーザーは自分の意思でいつでも接続を切れるから、プライベートタイムも安心安全」

「すげえ技術があるんだな」

　地下貧民街アンダースラムにはなかった技術だ。口の動きとの違い和わ感かんはあったが、声そのものは自然に聞こえた。それもおそらく違和感をできるだけ感じないようになっているのだろう。

「いま病院と家電メーカーと大学、声優プロダクション……あとブレインリーダーや半液体金属加工のシェアをほとんど握にぎってる『秋あきの家いえ』なんかが研究を進めてるみたい。でもまあサービス利用者の脳内情報を完全に同期させてしまうことへの不安とか嫌けん悪お感かんも当然あって、反発も予測されたり、そもそもそれだけの膨ぼう大だいな数の声優を常にサービスセンターに置かなければならないっていう実現性の低さが問題視されてて、五年もテストを続けてるいまになっても、実用化はまだまだ先なんじゃないかって言われてる」

「だろうなぁ。いまは総合病院の失しつ声せい症しよう患かん者じやが主にテストに協力してる感じだとして。そんな少数なら代行役の数もそろえられるだろうが、もっと利用者を増やそうと思ったら、とんでもねえことになりそうだしな」

「うん。声優さんの業界では、売れる前の駆かけ出だしや志望者にとっての新しい仕事先が創出されるかもって期待されてるみたいだけどね」

「ほお……ずいぶん詳くわしいな。吹ふき替かえとかアニメに興味があるのか？」

「いやいやいやそうじゃなくてさ。クラスに声優志望の子がいたから、いろいろ聞いたことがあって。っていうかキミ、まだマコと話してないの？」

「誰だれだそれ」

「音おと羽わ真ま琴ことちゃんだよ。去年と今年、二年間同じクラス。すっごい気さくな子だから、キミがいくら無愛想でも、向こうから声をかけてくると思うんだけどなー」

「ああ、そいつか。前言撤てつ回かい。やたらうるさい奴やつだよな。声優志望だったのか」

「そそそ。高校の授業が終わった後、専門学校に通ってるんだってさ。将来を見み据すえて発声代行サービスのテスターもやってるとか……凄すごいよねぇ」

「高校生にして働いてる、って意味ならお前だってダブルス・マネーの選手だったろ」

　口にしてから皿めい次じははっとした。木崎の顔に寂さびしげな色が浮うかんでしまったからだ。

　配はい慮りよに欠けた言葉だったかもしれない。木崎はもうウォーリアーとして活かつ躍やくすることができないのだから。

「……悪い」

「んーん。あたしこそ湿しめっぽくしちゃってごめん。大だい丈じよう夫ぶ。選手だけが人生じゃないし。全然気にしてないよ」

　嘘うそ、なんだろうな。木崎はティアと違ちがって嘘がへたくそだ。思っていることが全部表情に出ている。返す言葉を見つけられずにいると、木崎がふいに頬ほおを膨ふくらませ、みぞおちに鋭するどい突つきを繰くり出だしてきた。思いがけない衝しよう撃げきにうっと呻うめいてしまう。

「じめじめしないの。あたしのこと気ぃ遣つかってる場合じゃないでしょーが。後ろを見ないでさっさと進めって、前にも言っただろー」

「……わかってるけどよ。お前はどうなんだよ」

「いいんだってば、あたしは。キミやハルが活かつ躍やくしてくれるだけで、最高に幸せだもん」

　そう言って満面に笑みを浮うかべる木き崎さきを見て……皿めい次じはうまく笑顔を作れなかった。

　木崎の優しさや面めん倒どう見みの良さは美び徳とくだし、皿次もそんな彼女を好ましく思う。

　だけど同時にそれでいいのか、という気持ちも湧わいてしまう。自らの夢を、望みを、その手でつかみ取りたくないのか、と。

　地下時代の自分を肯こう定ていするわけではないが、何かを手に入れたい、奪うばってでもつかみ取りたい……人間ならば誰だれでもそういう欲求を持っているはずだ。

　木崎の欲はいまどこにあるのだろう。優しすぎる彼女の心根には何か大事なものが隠かくれているのではないか。抑おさえ込こみすぎていつか思いもよらない形で爆ばく発はつしてしまわないか。そんな漠ばく然ぜんとした不安があった。

　色々と言いたいことが多くて、でもうまく言葉にできず、結局その話題は吞のみこんだ。発声代行サービスを使ってみたいな、となんとなく思う。そうすれば思っていることを誰かが代わりに言葉にしてくれるだろうに。

　その後はとりとめもない話をした。そして学園祭に招しよう待たいするという本来の目的を果たした後、こほんと咳せき払ばらい。なに？　と首を傾かしげる木崎に、頬ほおを掻かきながら訊きいた。

　実は、帰る前にひとつだけ木崎に確認しておきたいことがあったのだ。それは、

「陽はる月つきの好きな食べ物ってなんだ？」




「ねえねえバカツキがなんか機き嫌げん悪いんだけど喧けん嘩かしたわけ？　ほら、だから言ったじゃん。あんなビッチほっといていますぐ地下に──」

「思ってることをそのまんましゃべっちまうのも問題だな」

　帰宅するなり絡からみついてきたティアを押おしのけて、皿次は深くため息をついた。ティアは嘘うそをついたり演技をするときは驚くほど言葉遣づかいや台詞せりふ内容を的確に取しゆ捨しや選せん択たくするのだが、素すの状態では思いつくままに言葉を垂れ流す。

　皿次は紙かみ袋ぶくろを引っさげたままティアを軽く躱かわし、部屋に備えつけのキッチンにいる陽月のほうへと向かった。陽月は背中を向けたまま洗い物をしていた。皿次が帰ってきたのに気づいていながらあえて無視しているのだろう。

「なに。なんであたしを無視してバカツキのほうにいくのよ！」

「うるせえな、用があんだよ。昼にご馳ち走そうになったから、礼を持ってきたんだ」

　ぴくり、と陽月の背中が震ふるえた。

「昼は悪かったな、陽月」

「……べつに」

「お前のメシ、不味かった」

「なっ……なんでわざわざあらためて──」

　眉まゆを吊つり上あげて怒いかりの表情で振ふり向むいた陽はる月つきの言葉は途と中ちゆうで止まった。目の前に突つきつけられた紙かみ袋ぶくろに、きょとんとしている。

「不味かったが、弁当を作ってもらったことには変わりねーからな。礼だよ。いいから食え」

「なにこれ」

「月つき見み亭ていのティラミス」
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「──まさかわたしのブレインリーダーの記き憶おくを覗のぞいたの？」

　いきなり推すい測そくが飛ひ躍やくした。おそらく自分の大好きな食べ物を的確に当ててきたから疑っているのだろう。

「お前じゃねえんだから、そんなことしねーよ。木き崎さきに聞いたんだよ」

　どうやら正解だったみたいだ。ティラミスの名前を聞いた瞬しゆん間かんに、ほんの一いつ瞬しゆんだが、たしかに陽月の顔が緩ゆるんでいた。

　彼女はおずおずと紙袋を受け取ると、中を確認し、ふんと鼻を鳴らした。

「……べつにもともと気にしてないけど」

　言葉にとげはあるがどうやら今回は許してくれたらしい。

「むー」

「……おいおい」

　陽はる月つきに許してもらえてようやく肩かたの荷が下りたと思ったら、今度はティアがソファの上で膝ひざを抱かかえていじけていた。ただこっちは元がわがままな女なので、何ら罪悪感を抱いだくことなく、皿めい次じは無視して寝しん室しつへ引っ込んだ。チッ、とティアの舌打ちが聞こえるが気にしない。

　ただ、「そうか、お弁当か」というつぶやきだけは気になった。




　──ここ数日はティアの乱入や学園祭の準備といったそれなりに大きなイベントが生じながらも、平和だった。負けた瞬しゆん間かんに全てが終わる切せつ迫ぱく感かんなどなく、気を張はり詰つめるような出来事は何も起こらなかった。だから皿次も陽月も忘れていた。

　ダブルス・マネーが社会や人生の縮図であることを。

　社会とは常にほんのすこしの優しさと、多量の悪意で構成されていることを。




　　　　６




　陽月の銀ぎん盾たてのネックレスが消えたことに気づいたのは、火曜日一限の体育の直後だった。激しい運動時にネックレスは他の生徒の迷めい惑わくになったり、陽月自身の胸元にぶつかって痛いため、はずして制服と一いつ緒しよに置いたらしい。しかし体育が終わって更こう衣い室しつに戻もどると、たたんだ制服の上にあったはずのネックレスが忽こつ然ぜんと姿を消していたのだ。

　もちろん体育終了後に更衣室や教室の中、鞄かばんの中、机の中など考えられる場所は探した。胡こ蝶ちようをはじめ、友好的なクラスメイトたちも協力してくれたが見つけることはできなかった。

「チッ、どこにもねえな」

　二時限目をサボって学校中を走り回っていた皿次が息を切らして教室に戻ってきたときには、ちょうど授業が終わって休み時間に入るところだった。教師が教室を出る直前に咎とがめるような視線を送ってきたが、睨にらみ返かえしたら背中を丸めて去ってしまった。

　教師にしてみれば授業をサボってまで何をやっているんだ、というところだろう。皿次自身も自分が何をやっているのか、自問したいくらいだった。

　べつに銀盾のネックレスなど、いくらでも店で買える。見つからなければまた収入を得てから買えばいいだけの話だ。

　それでも陽月にとってはこだわりのある一品だったらしい。ネックレスを失くしてから彼女はすっかり意い気き消しよう沈ちんしてしまい、ずっと黙だまっていた。

　表情を大きく変えないなりにショックを受けているのが雰ふん囲い気きで伝わった。そんな陽月の様子を見ていたら……何故だかよくわからないが、学校中を走り回っていたのだ。

　二限のことなど気にならなかった。早くネックレスを見つけてやらないと。そんな使命感にも似た感情が皿次の中に湧わいてきたのだった。

「しかしこうまで見つからねえとは……まさか盗ぬすまれたんじゃないだろうな」

　当然のごとく浮うかぶ疑ぎ惑わくだ。

　だがそうなると容疑者は無数に存在する。体育の時間中の動向がまったくわからない、他のクラスの人間は全員容疑者だ。それにクラスメイトとて可能性はゼロじゃない。いまの時代の体育は、無理をさせる危険性を考こう慮りよして、生徒が任意で休きゆう憩けいをはさんでいいことになっている。途と中ちゆうで授業を抜ぬけて、水を飲みに更こう衣い室しつに戻もどれるのだ。男子も女子も途中で抜けたり授業に合流したり、目まぐるしい人の流れだった。特定の誰だれかを怪あやしむ情報は何もない。

「そもそもネックレスなんか盗ぬすんで、どうするつもりなんだ」

　仮に犯人がいたとしても、動機なんてまったく思いつかなかった。

「う～～役に立てなくてごめんねごめんね。真ま琴ことも胡こ蝶ちようちゃんも、休憩で一度抜けてるんだけど怪しい人とかは見てなくて」

　激しい寝ね癖ぐせの真琴が申し訳なさそうな顔で近づいてくる。その後ろには指に髪かみを絡からめながら穏おだやかな顔立ちを珍めずらしく厳しくしている胡蝶。

「盗みは許せない悪あく行ぎようです。もしクラスの中に犯人がいるのなら……とても悲しいことです」

「ま、真琴もそう思う。でも、まだわからないよね。クラスの人じゃないかもしれないし」

　友人の身としても胡蝶の雰ふん囲い気きの違ちがいに戸と惑まどっているのだろう。真琴はいつもよりもやりづらそうな態度だ。皿めい次じも「盗みが許せない」という部分で胸がざわめいた。自意識過か剰じようだが地下時代の自分までまとめて咎とがめられているかのようだった。それくらい胡蝶の発する空気には迫はく力りよくがあった。

「なあ陽はる月つき。本当に学校に持ってきてたのか？　家に忘れてるだけとか」

「……絶対にない」

　陽月は小さな声で、しかし断言口調で言った。

　委員長の胡蝶が胸を張り、陽月の前に歩み出る。

「わたくしからも保証しますわ。皿次さんは停学中のことでご存知ないかもしれませんが、陽月さんは本当にあのアクセサリを毎日欠かさず──」

「そ、そんなことまで言わなくていい」

　胡蝶の言葉をさえぎり、陽月はごにょごにょと不ふ明めい瞭りような声こわ音ねで言う。

　そんな陽月へ苦笑を返しつつ、胡蝶が表情を引ひき締しめた。

「ともあれ。大事な物を盗まれる、というのは許しがたいことですわ。わたくしもできるだけ協力します」

「もちろん真琴も！　……ん？」

　元気よく挙手した真琴がふいに首を傾かしげた。

「なんか廊ろう下かが騒さわがしくない？」

　言われて気がついた。盗とう難なん事件の考察に集中していて全然聞こえていなかったが、廊下のほうが騒がしい。教室からも何人かの生徒が廊下に顔を出している。何かあったのか？

　皿めい次じたちは顔を見合わせて、元気のない陽はる月つきも伴ともない、全員連れ立って廊下へ出た。廊ろう下かには他のクラスの生徒達の人ひと垣がきができていたが、それが綺き麗れいに真っ二つに割れる。生徒達の目には物もの珍めずらしいものを見る好奇の色と……慣れないものに触ふれるときの畏い怖ふの色が浮うかんでいた。

　そんなさまざまな感情が入り混じる人の波を裂さいて、不ふ機き嫌げんそうに左右の生徒達を睨にらみながら胸を張って歩いてくるのは、二つの房ふさを頭の横で揺ゆらした、長い銀ぎん髪ぱつの少女だった。

「ティ……ティア？」

「あ。ジェイみつけた！」

　それまでの仏ぶつ頂ちよう面づらが吹き飛ぶくらいに笑顔を弾はじけさせ、ティアが駆かけ寄よってくる。二人の地下貧民街アンダースラム出身者が並び、生徒達の視線の質が変化した。冬ふゆ瀬せを名乗る地下貧民街アンダースラム人である皿次への猜さい疑ぎ心しん、何故こんな短期間に二人も地下の人間が現れるのかという、ねっとりとした怖おそれ。

　そんな視線などどこ吹く風で、ティアは後ろで手を組んだまま、皿次の目の前に立った。組んだ手に巾きん着ちやく袋ぶくろが握にぎられていることに気づくが、視線をさえぎるようにティアの顔が目の前に割り込んだ。

「なんでここにいるんだよ」

　顔を引きながら咎とがめる。

「だってつまんないんだもーん。あたしも中セ流ン平ト民ラ街ルにいる間はここに通う」

「はあ？　ふざけんじゃねえぞ。できるわけねーだろ」

「なんでできないと思うわけ？　ジェイってば本気で腑ふ抜ぬけてんの。神かみ夏か磯いその身分証に比べたら学校の生徒の認証カードなんてちょろいじゃん。全然学校に来てない子がいるのも調査済み。明日からはそいつに変装してくるしオッケーでしょ」

　ティアは偽ぎ造ぞうしたらしい認証カードをひらひらと振ふりながら、教室に入ろうとする。

「ってかジェイの教室ここなんだ。ラッキー。あたしが入いれ替かわろうと思ってた子も、このクラスみたいなんだよねー」

　瞬しゆん間かん、陽月の表情が強こわ張ばったことに皿次も気づいた。二人のクラスで長く学校を休んでいる生徒と言ったら一人しかいない。

「おい待て。それ、よこせ」

　ティアの腕うでをつかんで、その手から認証カードをかっさらった。不平を述べるティアを無視してカードにプリントされた顔写真を確認する。もっとも、確認するまでもない。そこには茶ちや髪ぱつで猫ねこを彷ほう彿ふつとさせる顔立ちの──木き崎さき美み紀きがいた。

　皿次はそのカードを力に任せてぶち折った。

「ちょっ、あんたなにすんのよ！　偽造すんのだってタダじゃないのに！」

「うるせえ！　滅め茶ちや苦く茶ちやしやがって。百歩譲ゆずって他の奴やつになりすますんだったら、ここまではしなかったかもしれねえ。だけどこいつだけは駄だ目めだ」

「と、突とつ然ぜんなによ……どうしてそんなに怒おこるの？」

　ティアは戸と惑まどいを隠かくせないようだった。わかっている。ティアは陽はる月つきともろくに会話していないし、皿めい次じと陽月にとって木き崎さきが特別な存在であることを知らなくても無理はない。しかし駄だ目めだった。わかっていても湧わいてくる怒いかりを抑おさえられない。

　ティアはティアで説明がされないままに怒おこられて、納得できないのだろう。皿次の肩かたをつかんで、揺ゆさぶる。

「やっぱりジェイはどうかしてる！　あたしたちは騙だまして盗ぬすんで陥おとしいれて……そうやって生きてきたじゃん。自分の望みを形にするためなら、他人のモノだろうがマネーだろうがそれこそ身分証みたいな個人のデータだろうが、なんでも盗む。そうでしょ？」

「盗む……」

　その言葉にクラスメイトたちがざわめいた。その単語にはみんな敏びん感かんになっている。隣となりにいる胡こ蝶ちようの顔を見られない。地下では暴力も盗みも何でもやってきた。それは変えられない過去であり、その一面もまた皿次という人間の構成要素だ。だけどいまは、陽月のネックレスを盗んだ奴やつと一いつ緒しよにされたくない。

　同時に皿次は地下時代の価値観を忘れていたことを思い出した。どうして銀ぎん盾たてのネックレスが盗まれたのか、全然理解できなかった。それは皿次が中セ流ン平ト民ラ街ルになじんで、奪うばう側の人間の思考から離はなれてしまったからなのかもしれない。

　だが、いまこのとき、思い出す。どうして盗む？　必要があるからだ。人間は理由のない行動は起こさない。最近の出来事やこれから起こるだろうことを考えろ。銀盾のネックレスを盗んで得をするのは誰だれだ？

　──そして、目的を達する手段として、躊ちゆう躇ちよなく『盗み』を選べる人間は誰だ？

　あまりに短たん絡らく的てきな思考の連結だった。陽月や一いち郎ろうならば絶対に犯さない論理展開の飛ひ躍やく。だが皿次にはもう、そうとしか考えられなかった。

「ティア……どうしてお前はここにいるんだ？」

「さっき言ったじゃん。ジェイと同じ学校に」

「なんでよりによって今日ここにいるんだ？」

「皿次、それはさすがに早とち」

「いや、こいつならやりかねない！　こいつはお前を嫌きらってるんだぞ、陽月！」

　何を言うつもりなのかをいち早く悟さとった陽月が袖そでを引いてくる。しかし皿次はそれを振ふり切きってティアに詰つめ寄より、後ろ手に隠かくしていた巾きん着ちやく袋ぶくろを引っつかんだ。

「陽月のネックレスが盗まれたんだ。おい、荷物を見せてみろ」

「は？　なに言ってんの？　ちょっと引っ張らないでよ。これはまだ駄目っ」

　ティアが抵てい抗こうする。抵抗しようとした事実に、皿次は確信を得た。陽月のネックレスを盗んだのはこいつだ、と。

　思いのほか強い抵抗を受けて引き合いになり……ひもが千切れた。勢いで皿次はしりもちをつき、ティアも廊ろう下かの壁かべに背中を打ちつけた。行き場を失った巾きん着ちやく袋ぶくろが宙を舞まい、ひどく乾かわいた音を立てて落ちる。

　ティアはしばし呆ぼう然ぜんと皿めい次じと巾着袋を見比べて、

「どうしてこうなるわけ。全然話が違ちがう──まさか」

　何か意味のわからないことをつぶやく。そして彼女はいきなり踵きびすを返すと、逃にげるようにその場から走り去った。

　いきなりのことに身動きが取れずにいると、陽はる月つきが膝ひざを折って、廊下に落ちた巾着袋を拾い上げた。一いつ瞬しゆんだけためらってから袋ふくろ口くちを開いて中を覗のぞき込こみ……目を見開いた。

「皿次。いますぐ追いかけないと」

「ほっとけよ。ネックレスも戻もどったんだしよ。あんな奴やつ、もう知らねえ」

「戻ってない」

「は？　なに言ってんだ。ティアの荷物はここに残ってるだろ。その袋の中に……」

「これ」

「なっ……」

　陽月が袋の中から取り出した物を見て、皿次は言葉を失った。瞬しゆん間かん、背中に嫌いやな寒気が走った。自分はティアに何を言ってしまったのか。どんな猜さい疑ぎを投げかけてしまったのか。どうして彼女は中身を見せるのを嫌がったのか……簡単だ。いまは昼休みじゃない。ティアは皿次を驚かせたがる。まだ見られるわけにはいかなかったんだ。

　巾着袋の中身。それは、昨日も見たデザインの、弁当箱だった。

　昨夜ティアがいじけた後、弁当を気にするそぶりを見せていた。部屋にあった陽月の弁当箱を使って、ティアは……

「言わなくてもわかると思うけど。この中身、重いよ。色々な意味で」

　皿次は跳はねるように起き上がり、走り出した。ついてこようとする陽月を片手で制止する。

「一人でいい！」

　陽月は何か言いたそうに口を開きかけたが、皿次の言葉の意味を正しく受け取ってくれたのだろう、何も言わずにうなずいた。さすがはパートナーだ。

　これは一人で行かなければならない。ティアに──いや、気づかないうちに不自然に歪ゆがんでいた自分自身の心に、決着をつけるために。




　すれ違ちがった教師の制止も聞かずに学校の敷しき地ちを飛び出すと、皿次は左右へと視線を走らせた。当然、ティアの姿はどこにもない。中セ流ン平ト民ラ街ルの都会の街並みは複雑だ。いたずらに走ったところで見つけることなどできない。考えろ、考えろ。皿次の気を引くために弁当を作り、それなのに濡ぬれ衣ぎぬを着せられて傷ついたティアが、どこへ向かうのか。

　そのとき、ふいにポケットの中の携けい帯たい複合端たん末まつが振しん動どうした。端末を手に取る。どうやらメール機能が使われたらしい。差し出し人は登録していない人間だ。

『どうもークラスメイトの音おと羽わ真ま琴ことだよー。実は陽はる月つきちゃんからアドレス聞いてたんだけど、停学明けるまではいいかなと思って、連れん絡らくしてなかったんだ。でさでさ、さっきの地下貧民街アンダースラムの子を追いかけてるんでしょ？　よくわかんないけど、たぶん見つからなくて困ってるんじゃないかと思って。真琴が昔胡こ蝶ちようちゃんにもらった、行動予測プログラムを使って、いまみたいなシチュエーションから逃にげる先を割り出してみたの。添てん付ぷに結果データをつけてあるから確認してみて！』

　本文に続いて添付データがひとつ。皿めい次じはそれをタッチしてダウンロードする。すると昨日胡蝶に見せられたのと同じ味気ないフレームとテキストが現れた。

　今回のようなシチュエーションの場合、当とう該がいの人間が逃げ込む先は──本来自分のいるべき場所、帰るべき場所である、と。

「あいつが本来いるべき場所……」

　皿次は自然と足元に目を落とした。

　皿次とティアの故郷。汚きたなくて臭くさくて危険でままならない世界。だけどたしかに皿次が生まれてティアと出会い、コミュニティの中での役割を互たがいにこなしてきた。ティアが帰るべき場所はそこしかない。本当なら皿次も同じだったはずの場所──地下貧民街アンダースラムだ。

　ふたたび駆かけ出だす。目的地は一番近い地下貧民街アンダースラムへのゲート。場所は皿次自身もよく知っている。そこは、自分が中セ流ン平ト民ラ街ルへ上がるときに通った道なのだから。

　皿次は風景からどうにか記き憶おくをたどり、ゲートを目指した。大通りを駆かけ抜ぬけ、一心不乱に走る。息が荒あらくなってきた頃ころ、ようやく、見覚えのある下りの階段を見つけた。

　地下貧民街アンダースラムゲートと書かれた看かん板ばんが立てられただけのそっけない下り階段。光がほとんど届かないような暗い階段が地下へと続いている。皿次は息を吞のんで足を踏ふみ出だした。

　胸ポケットに身分証があることを確認する。階層世界は下から上へ行くのは認められないが、上の人間が下へ行くことは可能だ。中セ流ン平ト民ラ街ルで戸こ籍せきを取得した皿次は、地下貧民街アンダースラムと中セ流ン平ト民ラ街ルを自由に行き来できる。違い法ほうなゲートパスに頼たよる必要もなく、だ。ティアに会いに行って謝り、上へ戻もどる。それだけでいい。ティアはこのまま地下に残ってもらっても、上にきてまた納得いくまで居座っても、どちらでもいい。

　ただ皿次の気持ちとして、一言謝らずにはおけなかった。

　長い長い階段を息が詰つまる思いで降りきると、やや広い空間に出て、巨大な門もん扉ぴが立ちはだかる。灯りが少なく視界がはっきりしない。目を絞しぼって意識すると、明度が変わった。地下貧民街アンダースラム人の目は意識的に光を調節できるのだ。

　門の横にはゲートの警備員が彫ちよう像ぞうのように立っていた。軽く挨あい拶さつをかわして身分証を見せる。警備員は皿次の髪かみの色と目の色に、一いつ瞬しゆんだけ顔をしかめたが、特に何も言われなかった。良くも悪くも平等主義。ルールに則っていればつっこんではこない。

　重たい音を立ててゲートが開く。境界線をまたぐと、ふたたびゲートは閉じていった。

　ここからは、地下貧民街アンダースラムだ。いつ背後から襲おそわれるかわからない、危険な街。警けい戒かいしすぎるくらいでちょうどいい。この場所はまだ安全だ。そもそもゲートが開いた瞬しゆん間かんの逃とう走そうなどを防ぐために、ゲートのある部屋は二重構造になっている。この広間には警備員しかいない。許可のない地下貧民街アンダースラムの民はもうひとつ扉とびらを隔へだてた先までしか来られないのだ。だから警戒するとすれば、この広間から出た後だ。

　──知識や先入観は時として大きな油断を生む。皿めい次じは地下貧民街アンダースラムについての知識は十分に持ち合わせている自負があった。だから、油断した。

　警備員の不ふ審しんな動きにはっとしたときにはもう遅おそく、背後から強きよう烈れつな電流を浴びて、皿次の意識は一気に暗くら闇やみの底に落ちていった。












　　　　another　寄より辺べ恭きよう弥や






　暗く湿しめった倉庫の片かた隅すみに二人の子供がいた。巫み女こ服ふくを着た子供と宮ぐう司じの服を着た子供だ。二人の顔立ちはとてもよく似ているはずだったが、宮司服の子供の顔は腫はれ上あがっていて、見る影かげもない。腫らした顔のまま、泣くでもなく、ただぼんやりと床ゆかを見つめている。

　巫女服の子供が立ち上がった。宮司服の子供の顔を慈いつくしむように撫なでる。

「ごめん……もう絶対にやらせないから」

　それは子供の目ではなかった。強い強い意志のこもった目だ。巫女服の子供は倉庫の中にあった姿見に自分を映し出し、角度を変えながら、己の全身を観察した。そしてやがて納得がいったようにうなずくと、倉庫の引き戸へと向かう。

　宮司服の子供が物言いたげに顔を上げたことに気づき、引き戸に手をかけたまま振ふり返かえる。

「大だい丈じよう夫ぶ。負けないから。もう絶対に殴なぐらせない」

　そう言って、巫女服の子供は倉庫を出た。






　それが、寄辺兄妹の最初の『実力行使』だった。

　地下貧民街アンダースラムにはもっと酷ひどい境きよう遇ぐうの人間がたくさんいるから、ちょっとやそっとのことは我が慢まんしなければならない──大人たちが都合の良いときに使う決まり文句だ。しかし、寄辺兄妹は悟さとってしまった。中セ流ン平ト民ラ街ル人だろうが何だろうが。自ら幸せをつかみ取るには……時に他の誰だれかに暴力を振るい、略りやく奪だつし、蹴け落おとさなければならないことを。

　地下貧民街アンダースラムのゲートへと続く下り階段に銀ぎん髪ぱつの少年が消えたのを見送って、寄辺恭弥は歪ゆがんだ笑みを浮うかべた。

　ワックスで軽く整えたミディアムヘア。ワインレッドのジャケットにハイネックのセーターという出で立ち。中性的な顔立ちは化け粧しようでも施ほどこせば女性と見み紛まがうほどだが、服装はどちらかと言えば二十代後半の、世間擦ずれした青年だった。

　彼は携けい帯たい複合端たん末まつに目を落とし、これまでの履り歴れきを再確認する。粗あらはなかったか、計算からのズレはなかったか。入念に確認していく。

　そして、ふたたび口元に笑みが刻まれる。

　確実、正確、絶対。それらの言葉が好きな恭きよう弥やにとって、最高の結果だったから。

「これでいい。全てシナリオどおりだ」






[image: 第二章　地下貧民街]









　　　　１




　傷んだ床ゆか板いたに塗と装そうの剥はげ落おちた壁かべ。走り回れば必ず家具に足をぶつけるほどの狭せまい空間だったけれど、そこはたしかに帰るべき家だった。

　父親が仕事を終えて帰宅するとすぐにまとわりつき、強引に座らせて肩かたを揉もむ。直前まで本を読み聞かせていた母親は、子供の関心を奪うばわれてちょっと拗すねたように唇くちびるをとがらせながらもすぐに夕食の準備に取りかかる。

　それが、ジェイファの最も古い記き憶おくだ。

　地下貧民街アンダースラムの中でも世帯主がまともな職に就つき、どうにか文化的な生活を送れるほどの立場を維い持じしていた。会社員である限り、給与所得だけでは絶対に年収二百万円を超えられない給与体系が築きずかれて久しいが、それでも年間に百五十万前後を得られる、地下の中では裕ゆう福ふくな家だった。

　その日の父親はやけに機き嫌げんが良かった。

「中セ流ン平ト民ラ街ルに上がれるかもしれない」

　母親はまた夢を見てる、と笑ってまともに取りあわなかったが、ジェイファは子供心に素直に目を輝かがやかせた。中セ流ン平ト民ラ街ル。地下よりも優れた科学技術が普ふ及きゆうし、危険なことが何もない平和な世界だと聞いている。父親はジェイファの頭を撫なでながら、弾はずむような口調で言った。

「お父さんの友達がとんでもないものを創り上げたんだ。これを商品化できれば、中セ流ン平ト民ラ街ル……いや、天空高等民街ユートピアだって夢じゃないかもしれない」

　父親の話にときおり出てくる、友達。何度か家にもきたことのある人だ。ジェイファは顔をあまり憶おぼえていなかったが、男のくせに髪かみが長くて、前髪を指でいじる姿が印いん象しよう的てきだった。

　その日から父親はやたら自己啓けい発はつ系けいの本を買いためるようになった。「リスクを怖おそれては成功できない」とか「成功者の言葉」とか、中セ流ン平ト民ラ街ルから地下に流通してきた書しよ籍せきだ。毎日のようにそれらを読み、父親は自分に言い聞かせるように、成功者の教えを繰くり返かえしていた。子供心に、なんか変だな、と思ったけれど、前向きに努力する父親を応おう援えんしてあげることにした。

　終わりは一いつ瞬しゆんだった。

　ある日、父親は無表情で帰宅した。ジェイファはいつもどおり肩を揉もうと立ち上がったが、肝かん心じんの父親はふらふらとするだけで座ろうとしない。どうしたのと訊きいても答えず、台所から出てきた母親を連れて寝室に行き、鍵かぎをかけてしまった。しばらくすると部屋の中から母親の甲かん高だかい罵ば声せいと、物の壊こわれる音が響ひびいた。

　父親と母親の口論が絶えなくなったのはその日からだ。このときのジェイファには何があったのか理解できなかった。漠ばく然ぜんと聞こえたのは「投資」や「友人」や「ブレイン」という言葉の数々だった。

　──後に、ジェイファはコミュニティの長おさのもとで金についての勉強をし、当時の断片的な記き憶おくを手た繰ぐることで「いったい何が起きたのか」を理解することになる。

　簡単な話だ。ごくごく単純な詐さ術じゆつだった。父の友人はある特とく殊しゆなプログラムを開発した。ブレインコンピュータプログラミングを使用した、唯ゆい一いつ無む二にのプログラムだった。しかし地下貧民街アンダースラムで作られた商品を中セ流ン平ト民ラ街ルより上へ流通させることはできない。さらに、プログラムは地下での需じゆ要ようは極きよく端たんに小さく、中セ流ン平ト民ラ街ル以上での需要が大きい、という商品性質を持つ。

　そこで父の友人は、話を持ちかけたわけだ。父親に成功のビジョンというまやかしを見せ、投資させる。ジェイファはプログラムの内容を知らないが、それはきっと実用的かつ画期的な最高のアイデアだったのだろう。すっかり夢にほだされた父親は、無理な借金をしてまで資金を調達し、友人の立ち上げた企き業ぎように投資した。

　だが実じつ際さいには友人の年間所得を二百万円以上に乗せる手助けをしただけの結果に終わった。

　その後、友人が父にコンタクトを取ることはなかった。

　当然、地下世界で莫ばく大だいな借金を返済する手段なんて、存在するわけがなかった。




　父自身が放った炎ほのおで燃え盛る我が家から逃のがれ、路頭に迷ったジェイファに手を差し伸べたのはしわくちゃな顔の男性だった。手を差し伸べた、というのは比ひ喩ゆだ。彼はジェイファに優しい同情を向けたりしなかった。

「生きたいなら来い」

　しわがれた低音の声で言うと、男性はそれ以上は何も言わずに歩き出した。ジェイファの足は歩あるき疲つかれて棒になっていた。だがここで立ち止まっていてはいけない、そんな直感があった。ジェイファは目の端はしからあふれる涙なみだを拭ぬぐうと、己の両足に喝かつを入れ男性の背中を追いかけた。

　その男性──コミュニティの長から、ジェイファの家庭が崩ほう壊かいした経けい緯いを聞いた。コミュニティは地下貧民街アンダースラムや中セ流ン平ト民ラ街ルの金の流れを注視しており、父親の友人が創り上げたらしいプログラムの情報も握にぎっていた。それは確かに中セ流ン平ト民ラ街ル人の立場を維い持じするに値する技術で、おそらく父の友人だった男は、今後、ずっと中セ流ン平ト民ラ街ルで生きていくことになるだろう──それが長の見解だった。

　最初に通されたコミュニティの一画、地下の中ではわりと大きめの集合住宅の一室。長は不味いスープを振ふる舞まい、ジェイファにひととおりのからくりを説明すると、額にさらなる深いしわを刻んだ。

「悔くやしいか？」

　ジェイファは強くうなずいた。父親を陥おとしいれた誰だれかがいる。そいつが中セ流ン平ト民ラ街ルで今後幸せに暮らすかもしれない。そんなこと、許せるか。許せるわけがない。

「ならお前に奪うばい方かたを教えてやる──ティア！」

　長が部屋の中央を仕切っていた巨大な暗幕の向こうへと声を張り上げる。しばしの沈ちん黙もく。やがて遠えん慮りよがちに暗幕が引かれ、微かすかにたわんだ布の隙すき間まから女の子の顔が覗のぞいた。

「怖こわがらなくていい。友達だ」

「とも……だち？」

「そうだ。傭よう兵へい候こう補ほだがな」

「あたしとはちがうの？」

「『頭脳アタマ』はお前だけでいい。お前は特別だからな──坊ぼう主ず、名前とトシは？」

「……ジェイファ。来年には小学校に上がる」

「同い年か、ちょうどいい。この子はアワリティア。ほら、こっちへ来なさい」

　長おさに呼ばれると、女の子は暗幕の向こうから出てきた。銀色の長い髪かみをリボンで結わえた女の子だ。長の古びたパッチワークだらけの服に比べ、とてもおしゃれなワンピースを着ていた。

「ごほん。言いたいことはわかるがほっとけ。孫にくらい良い服を着させたい」

　長はごまかすように頬ほおを掻かいた。厳格な人間に見えて孫にはでれでれらしい。意外な表情にジェイファが目をまたたかせていると、ふたたび表情を引ひき締しめて、長が口を開いた。

「ちょうどいま、将来ティアを守れるぐらいのとびっきりの傭兵が欲しいと思ってたところだ。傭兵には度胸や腕うでっぷしの強さはもちろん必ひつ須すだが、失う物が何もなく、どろっどろの憎ぞう悪おの心を備えているのが一番望ましい。家族を人質に取られて無力化される怖おそれがなく、怒いかりを拳こぶしに込められるだけの憎悪を燃やせる……これが最高に欲しい人材だった」

「それで拾いに行ったの、ジジイ？」

　女の子は可か憐れんな顔立ちに似合わない粗そ暴ぼうな口調で訊きいた。

「例のプログラマーの動きを観察していたからな、遠からずそうなるんじゃないかと思っていた。十中八九、坊主もくたばっちまうと踏ふんでたが……万に一つ、生きてるようなことがあれば連れ帰るつもりだった」

「おじさん……父さんがああなるってわかってたの……？」

「予想の範囲内だ」

「なら……助けてよ……助けてくれたら、よかったのに……」

「甘えるな！」

　泣きべそをかくジェイファに𠮟しつ咤たが飛んだ。長の細い目が見開かれ、獰どう猛もうな瞳ひとみが露あらわになる。ジェイファは蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように動けなくなった。

「勘かん違ちがいするな坊主。ここは『そういう世界』だ。ぬるま湯に浸つかっていれば、いつか誰だれかに奪うばわれる。地下貧民街アンダースラムに生まれ落ちた時点で決められた運命だ」

　まだ子供のジェイファには厳しすぎる言葉だった。だけど長の言葉には説得力があった。すべてを奪われて失ったばかりのジェイファにとって、真実以外の何物でもない。

「誰かに頼たよろうなんて思うな。誰かを利用してもいいが、最後に何かをつかむのは自分の手だ」

「自分の……手」

　ジェイファは己の手を何度も開閉させた。

「いい目になってきたな。その『気づき』を忘れるな──格かく闘とう技ぎぐらいは教えてやるが、他に知りたいことがあったら自分から訊きいてこい。受け身な奴やつはいらん。もしも坊ぼう主ずの復ふく讐しゆう相手が得意な詐さ術じゆつに興味があるならティアと話すといい」

「この子と？」

「坊主と同じ歳だと思って侮あなどるなよ。ティアは嘘うその天才だ。まだまだ勉強中だが、俺おれが三歳の頃ころから仕込んでる。近い将来、誰だれもかなわないほどの詐さ欺ぎ師しになる」

「あの……えと……よろしく、ジェイ、ファ」

「……アワリティア」

「発音しづらいから、ティアでいいよ」

「ならそっちもジェイでいい」

　ジェイファが差し出した手を、しばらくきょとんと見つめてから、ティアはゆっくりと手を伸ばした。おっかなびっくりの握あく手しゆは、可か哀わい相そうなくらい震ふるえていた。

　だけどティアはすぐに笑えみを浮うかべ、

「よろしく！　よろしくねっ、ジェイ！」

　嬉うれしそうに弾はずんだ声で挨あい拶さつしたのだった。

　それがジェイファとティアの出会いだ。とはいえそれ以来、ジェイファは小学校と傭よう兵へいの下積みの両立で忙ぼう殺さつされ、ティアも学校に通わずにずっと部屋にこもりきりで教養や雑学を独学で学びながら長おさからあらゆる犯罪や商売の手法を教わっていたために、ほとんど会話したり遊んだりすることがなかった。いわゆる幼なじみと呼べるほどの、普ふ通つうの交流は皆かい無むだった。当然、ジェイファにティアへの執しゆう着ちやくなど生まれるはずもない。

　だから、世話になった長がくたばったら、次にやることは中セ流ン平ト民ラ街ルの「奴」を陥おとしいれることで、ティアと一いつ緒しよにコミュニティを引っ張っていこうなどという義ぎ憤ふんには駆かられなかったのだ。
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「──夢……か……」

　目覚めると、芳ほう香こう剤ざいの香かおりと奇き妙みような異い臭しゆうが混ざり合った、心地悪いにおいが鼻を刺し激げきした。凝こり固かたまった全身がぎしぎしと悲鳴を上げるのを我が慢まんしながら、皿めい次じはどうにか体を起こした。

　体からブランケットが落ちる。どうやらソファに寝ねていたらしい。陽はる月つきの部屋ではなさそうだ。あの部屋のソファはもっとふかふかしているし、つぎはぎなんてない。室内は暗かったが部屋の隅すみに置かれた石油ストーブが赤々と自己主張していた。そのおかげで寒気はなかった。

　どこだここは。頭が混乱する。中セ流ン平ト民ラ街ルには石油ストーブなどほとんど残っていない。

　記き憶おくの中にある光景に似ている……それこそ、陽月の部屋よりもずっと見慣れているような。

　そこまで考えて、皿めい次じの頭に気を失うまでの経けい緯いがフラッシュバックした。

「そうだ。ゲートの警備員に後ろから襲おそわれて……じゃあ、この場所はっ」

　思い出した瞬しゆん間かんに飛び起きようとしたが、体がうまく動かなかった。両手両足が妙みように窮きゆう屈くつで動かそうとするとぎしりと骨が軋きしんだ。関節に無茶な摩ま擦さつがかかり、思わず呻うめいてしまう。そこでようやく自分が拘こう束そくされていることを知った。両手と両足に手て錠じようがはめられている。

　どうしてこんなことになっている？　いや、考えるべきはそんなことじゃない。状じよう況きようの把は握あくを後回しにして、瞬しゆん時じに思考を切きり替かえる。自由を取とり戻もどすのが最優先事じ項こうだ。手錠の形状を確認。錠かぎ穴あながひとつのオーソドックスな手錠だ。マグネットリードと違ちがって先せん端たん技術の拘束力を持つ道具ではなさそうなのは幸いだった。

　部屋中を機き敏びんに眺ながめ回まわす。手近な棚たなの上に工具箱が置かれていた。全身をくねらせて勢いをつけ、ソファの下に転がり落ちる。そのまま芋いも虫むしの動きで床ゆかを這はいずり、棚の下までくると、手錠で密着した両手をうまく床について立ち上がる。足も拘束されているから歩けはしないが立ち上がるくらいはできる。両腕で輪の形を作り、すっぽり覆おおうように工具箱を抱だきかかえ、そのままソファに倒れ込んだ。

　箱を開けて中からペンチを取り出す。ペンチを逆手に持ち、鎖くさりの隙すき間まに差し込む。このまま力をこめて徐じよ々じよに鎖を傷つけていき、頃ころ合あいを見て強引に破は壊かいするつもりだった。こういうとき、最初からピッキングしようとしても無理だ。両手が自由でも繊せん細さいな作業は難しいのに、口だけでできるほど解かい錠じよう作業は甘くない。まず両手を自由にしてから、次に足の手錠をピッキングする。これしかない。

「──すごくいい格好じゃん。ジェイらしくて最高」

　いきなり生じた声と気配。作業の手を止め、殺気を隠かくすことなく声の方向を睨にらみつける。

「クソッ！　ふざけんなよてめえ。まさかここまでやるとは思わなかったぜ」

　仄ほのかな灯りの中に浮うかび上あがったのは、当然、ティアだった。

「そりゃあたしのセリフでもあんのよ。チッ、舐なめやがってあの野郎、あたしをこんなふうに使いやがるなんて」

　女らしさなど微み塵じんも残っていない。ティアの顔には強きよう烈れつな後こう悔かいの色と、内側に押おし込こめようとしてもあふれてしまうほどの怒いかりが浮かんでいた。

　皿次は眉まゆを歪ゆがめた。ティアの言葉の意味がわからない。この部屋は地下貧民街アンダースラムでティアが暮らしていた集合住宅の一室のはずだ。それはさっき思い出した。そこに両手両足を封ふうじられて監かん禁きんされている以上、皿次が置かれている状況の元げん凶きようがティアであることは間ま違ちがいない。ゲートの警備員を買収し、地下に誘さそい込こんだ瞬間に拉ら致ちしてきたのだ。

　しかし何故か作戦を見事に完かん遂すいしたはずのティアが、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしている。

「このあたしを！　このあたしを騙だましやがった！　なんて傲ごう慢まん、不ふ遜そん、生意気！」

　一気にまくしたてると、ティアは目を覆った。はあはあと息を整える。力なく垂れ下がった片方の手には携けい帯たい複合端たん末まつが握にぎられている。

　地下世界にも地上と同様に電波が通じている。環かん境きように大きな差はあれど最低限の通信インフラは整備されているのだ。

　天空高等民街ユートピアの法人は地下貧民街アンダースラムにも事業の一部を展開するが、経営者やマネージャークラスの者が直接地下を訪れることはほとんどない。そのため、階層世界すべてに通ずる通信インフラは不可欠だった。

　中セ流ン平ト民ラ街ルの人間ともコネクションを持つ、コミュニティの長おさたるティアにもまた、それは必ひつ須すのアイテムだ。彼女はその大事な商売道具をぞんざいに皿めい次じの前に放った。

「これは……なっ！　お前が上にきたのは、もしかして」

　画面を覗のぞき込こんだ皿次は、確信を持ってティアを見上げた。

　そこにあったのは「ご苦労様。報ほう酬しゆうを振ふり込こんだ臨時バンクは後日送り届ける」という一文だった。差し出し人の名前は寄より辺べ恭きよう弥や。ダブルス・マネープロステージの寄辺兄妹の一人だ。

「あたしはこんな方法を取るつもりなんてなかった……ジェイを連つれ戻もどす方法は自由だって、任せるって、そう言ったのに……最悪。こんな、一番嫌きらわれちゃう方法、取りたくなかった」

　片手で覆おおわれたティアの目。その隙すき間まからつっと涙なみだが伝っていた。

　胸の中をずっと渦うず巻まいていたティアへの怒いかりが、行き場を失って収縮していく。

「一週間前、寄辺恭弥は単身で地下貧民街アンダースラムのこのコミュニティにやってきたのよ。ジェイの写真を持ってね。ジェイにゆかりのある者を探してるって……で、あたしに依い頼らいを持ちかけてきたの。ジェイを地下貧民街アンダースラムに連れ戻してほしい、と」

「おかしいと思ってた。フリーゲートパスを持っているとはいえ、長が金の動かない案件でコミュニティを離はなれるわけがねえ──ならどっかで金が絡からんでるはずだ。まさか、対戦相手が仕組んだとは気づけなかったけどな」

　寄辺兄妹には不自然なほど不戦勝が目立った。こうしてさまざまな手を駆く使しして対戦相手を排はい除じよしてきたわけだ。皿次は見た目から明らかに地下出身者だ。そこで地下貧民街アンダースラムを中心に皿次の身の上を調べ、利用できそうな者を探し当てたのだろう。

　不戦勝の多さはスポンサー企き業ぎようの受けが悪い。試合をしないと観客への広告にならないからだ。それなのに積極的に不戦勝を取りに行っているということは、寄辺兄妹には定期的に広告を出すような広告主がいないのだろう。おそらく、誰だれも広告を出していない試合では不戦勝で確実な勝利を取り、広告が出された試合だけまともに戦っている。

「どこだ？　どこまでが演技、どこまでが嘘うそだった」

　悪いことをしたと思った。弁当を作ってきたティアに嫌けん疑ぎをぶつけたことを謝りたかった。中セ流ン平ト民ラ街ルで暮らすうちに知らずのうちに自分の中に生じていた歪ゆがみ──地下貧民街アンダースラムの価値観を無意識に差別していたことを謝りたかった。

　だがこうなると話は変わってくる。ティアはやはり嘘をついていたのだ。

「九十九の本当に一の嘘うそを混ぜる。嘘を真まことのごとく見せるコツよ」

　ティアが膝ひざを折り、皿めい次じと目の高さを合わせた。彼女の目の下には涙なみだの痕あとが残っている。

「基本的にあたしの行動は一挙手一投足すべて、寄より辺べ恭きよう弥やに依い頼らいされたままのもの。押おしかけたときのサプライズも、一度神かみ夏か磯いその娘になりきることも、ジェイと陽はる月つきの部屋で寝ね泊とまりすることに決めたのも、学校に行ったのも、全部シナリオどおり──ただし全部あたしという人格や立場なら、自然に取るべき行動しか取っていない」

「二つ確認させろ」

「言って。どうせもうあんたは戻もどれないし」

「陽月のネックレスを盗ぬすんだのはお前か？」

　ティアは唇くちびるを噛かんだ。

「ジェイがあの女にプレゼントしたんだって？　むかつく。すっごいむかつく。いますぐ引きちぎって底そこなし沼ぬまにぶん投げたい」

「そうできない、ってことはお前じゃないんだな」

「むかつくことにね。あたしにも全然知らされてなかったわ。高たか見み高校に他の生徒を装って通うことになっていただけ──そういえば木き崎さき美み紀きって女生徒になりすますと良い、っていうのもあの野郎のアドバイスだったっけ。チッ、何もかも、ジェイの怒いかりを煽あおるためだったのね」

　だとしたら的確なシナリオだった。皿次は元来気の短い性格とはいえ、最近ではだいぶましになってきている。銀ぎん盾たてのネックレスを盗まれただけ、あるいは木崎美紀になりすまそうとしただけではキレなかったかもしれない。

　だが二つ揃そろえば話は別だ。特定の誰だれかへの怒りはひとつの要因だけから生じるとは限らない。弱いジャブで積み重なったダメージがファイターの膝を折るのと同じように、小さな感情の積み重ねがいずれ大きな爆ばく発はつに繋つながる。

「もうひとつ──弁当も、嘘か？」

　ティアの瞳ひとみが揺ゆれた。皿次はじっと彼女の赤い瞳を見つめる。しばらくどう答えるか迷った後、ティアは観念したように言葉を吐はき出だした。

「……アドリブ。学校に通うついでにって」

「そっかよ。なら問題ねえな。問題なく謝れる。悪かったな、ティア」

　両手両足を拘こう束そくされ虫みたく転がっている身では決まらない台詞せりふだったろうか。だけどこれが素直な気持ちだ。

「俺おれはいますっげえ怒おこってる。裏切りやがってと思ってる。けどまあ仕方ねえ……さっきジジイと最初に会ったときに言われたことを思い出したんだ。騙だまされる危険なんていつだってすぐ隣となりにある」

　どうやら自分自身が中セ流ン平ト民ラ街ルのぬるま湯に浸つかっていたみたいだ。情けない話だが。もちろん誰かから奪うばおうなどとはもう思わない。しかしだからと言って社会やこの世界に存在するあらゆる敵までもが同じ価値観に変わったわけじゃない。こちらから奪うばいはしないが、敵は容よう赦しやなく奪いにくる。それは肝きもに銘めいじていなければならなかった。

「な、なによ。怒おこってないわけ？　あたしはこんだけのことをしたのに」

「怒ってるに決まってんだろ！　だがティアはただの役者だ。クソつまんねえシナリオを書いたライターはぶん殴なぐりてえが、役者に罪はねえよ」

「ジェイ……」

「だいたいお前の嘘うそを見み抜ぬけなかった俺おれはほんと馬鹿だった。ティアが一人でコミュニティを引っ張れないなんて、明らかに嘘じゃねえかよ」

「……！」

　ティアの表情が強こわ張ばった。うつむいたまま立ち上がる。ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ、両りよう腕うでを震ふるわせていた。

「そろそろこいつを外してくれ。お前は騙だまされてた、俺も寄より辺べ恭きよう弥やって奴やつをぶっ飛ばさなきゃならねえ。もうこんな手て錠じよう必要ないだろ」

　得意ではないができるだけ笑顔を作って言った。打算的な意味ではなく、もはやティアに対しての敵意は残っていないと伝えたかった。

「……やだ」

「はあ？」

　だが何故か拒きよ否ひされた。

「言ったじゃん。一の嘘の裏には九十九の本当がある──もうジェイを離はなしたくないって気持ちは嘘じゃない」

　ティアはそれだけ言い残すと、皿次の傍そばにあった工具箱を拾って立ち上がり、部屋を飛び出していった。残された皿次は彼女の背中をぽかんと見送る。

　九十九の本当。ティアの言葉や気持ちのどこまでが本当でどこからが嘘なのか。目まぐるしく変化するリバーシの盤ばん上じようのようで、皿次にはうまくつかみ取れなかった。

　はっきりしているのは、皿次がまだ自由にしてもらえないこと。そしてこのままだと本当に不戦敗になってしまうことだ。
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　工具箱も奪われて自由になる術を失った皿次は代だい替たい策さくも見つからずに眠ねむってしまっていた。良い匂においがして目を覚ますと、テーブルに湯ゆ気げを上げる鍋なべが置かれており、エプロンを着けたティアが立っていた。

「おはよー。お腹すいたでしょ？」

「てめえ……よくもまあいけしゃあしゃあと」

「怖こわい顔しないでよ。あんたがちゃんとコミュニティに留まってくれるって約束したら解放してあげるから」

「留まる。約束する。さあ手て錠じようをはずせ」

「嘘うそはだーめ。嘘のプロなめんな」

　ティアは舌を出してそう言った。彼女は一級の詐さ欺ぎ師しだが、それゆえに他人の嘘を見み抜ぬく感性を備えている。しかしなんと言うか、緊きん張ちよう感かんに欠けるやりとりだった。いくら監かん禁きんされてる状態とはいえ、もともとよく知った相手だから仕方ない。一刻も早く脱だつ出しゆつしたい現状は変わらないのだが……妙みような状じよう況きようだ。

　ぐう、と腹の虫が鳴いた。そういえば監禁されてからまだ何も口にしていない。さっきから鼻を撫なでている鍋なべの香かおりがますます空腹を刺し激げきしてきていた。

「火ぃ通さないときっつい食べ物ばっかだからね。中セ流ン平ト民ラ街ルのモノばっかり食ってた弱っちいお腹じゃすぐ壊こわれちゃうっしょ」

　皿次の視線に気づいたティアは、そう言いながらおたまで中身を掬すくい、器に盛っていく。肉も野菜もたっぷりだ。元はきっともっと色の悪い食材だったのかもしれないが、火を通してしまえば見た目も中身も気にならなくなる。

「陽はる月つきが料理下手でティアが料理上手ってのもおかしな話だよな」

「料理人になりすますケースなんて腐くさるほどあんのよ」

　ふふんと得意げに豪ごう語ごする。ティアは嘘のプロフェッショナルゆえに、他の分野についても玄人くろうとはだしな実力を発揮することがあった。一の嘘の裏に九十九の本当。これはティアが長から伝でん授じゆされた嘘の極意らしいが、詰つまるところ何かになりきるためには、実際の肩かた書がき以外はすべて本物になるべき、ということだ。

　料理人に化けるために料理人にふさわしい知識と料理の腕うでを身につけるし、弁護士なら弁護士、経営者なら経営者の勉強をする。ティアは考えなしな行動や言動が目立つものの、その実、誰だれよりも頭が良かった。

「──ッ！」

　ぼんやりしていると、いきなり鼻先に温かい湯気が触ふれた。いつの間にかティアが目の前にスプーンを差し出している。出だ汁しの利いた薄うすい茶色の汁の上に一口サイズに切られた大根がのっている。

「なんのつもりだ？」

「両手がふさがってたら食べられないっしょ？　だから……あーん」

「っざけんじゃねえ！　ンな恥はずかしいことできらもっふ！」
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　叫さけんだ拍子に開いた口に強引に詰めこまれた。息を吹きかけて適度な温度に調節してくれていたのか、できたてのわりに口こう内ないを火傷やけどするほどの熱さは感じない。柔やわらかな大根の食感。噛かむごとに染みこんだ汁があふれだし舌に旨うま味みが広がっていく。

「……美味いな」

「ふふん。バカツキとは違ちがうんだからね」

「そういや今日は何日だ？」

　陽はる月つきの名前が出て思い出す。試合まであと何日あるのだろうか。

「十一月二十八日。明日から学園祭だっけ？」

「さすがよく調べてるな……チッ、そうなると本格的に時間がねえな。おいティア。本当に頼たのみを聞いちゃくれねえのか。俺おれは、上に戻もどりてえんだよ」

　かつん、と食器の鳴る音がした。ティアの持つスプーンが力なく落ちて食器を叩たたいたのだ。感情の読み取りづらい泣き笑いのような顔になる。彼女は袖そでの下から一本の鍵かぎを取り出して、皿めい次じの足あし枷かせを外した。むりやり密着させられていた両足が解放されると一気に体が軽くなった。

「自由にするわけじゃなくて、ちょっと見せたいものがあるから移動してほしいだけ。勘かん違ちがいすんな」

　わかっている。たとえ両足が自由になったとしても、腕うでをふさがれた状態でコミュニティを脱だつ出しゆつできるとは思えない。完全に自由ならば可能性はゼロではないが、手練れの傭よう兵へいがうようよいる中を逃にげ切きれるほど甘い世界じゃない。

　ティアに立たせられ、そのまま窓際まで誘ゆう導どうされる。ティアは重たそうなカーテンを横に払はらいのけ、外の景色に目を細めた。彼女の隣となりに立ち、皿次もまた外を見やる。

「──しばらく見ない間にずいぶん汚きたなくなったな」

　かろうじて皮肉を口にしたが、喉のどの渇かわきを禁じ得なかった。久方ぶりに目の当たりにした地下貧民街アンダースラムの姿は以前にも増して凄せい惨さんなものへと変へん貌ぼうしていた。朝の時間設定らしく街は明るい人工の光に照らされている……だから余計に浮うき彫ぼりになっている。上半分が焼け落ちた集合住宅やひしゃげた商店、えぐられた地面には火薬の気配を残す真っ黒な痕あと。食しよく糧りよう庫こだったのだろうコンテナのほとんどは焼失しており、わずかな数を残すのみだった。

　これは自然発生の災害の特とく徴ちようじゃない。明らかに食糧や商材を狙ねらっている。コミュニティを内側から瓦が解かいさせる意図が丸見えだ。

　誰だれの領りよう地ちでもない無法地帯ならばいざ知らず、コミュニティの敷しき地ち内ないがこんな状態になるのは初めて見る。

　コミュニティという集合体がここまでの被ひ害がいを受けるのは珍めずらしかった。特にティアの受うけ継ついだこのコミュニティは、力も情報量も他に劣おとらないのだから。

　地下貧民街アンダースラムにいくつも存在するコミュニティは、成り立ちの経けい緯いからしてずる賢がしこい性質を持っていた。いまでこそ商売から犯罪まで何でも働く組織めいた構造だが、実は設立当時と現在とでは組織の存在意義はまったく別のものだった。

　もう何百年前のことかわからないが、格差制度が最初に実現化した頃ころ。まだ法整備が完全ではないときに、行政の年収計算が世帯年収であることに目をつけた一部の悪知恵の働く連中が「意図的な世帯統合」を図ったのが最初だったという。

　低所得者でも何人も集まれば中セ流ン平ト民ラ街ルへ上がれる世帯年収を実現できる。法の穴を突ついた至極もっともな理り屈くつだったが、行政と立法は後追いでこの手段を封ふうじてきた。当然だ。そもそも上の連中の本当の目的は、底辺を隔かく離りすることによる、上層の安全確保、リスク回かい避ひ、革命の完全予防なのだから。その名な残ごりでいまでは結婚や養子縁えん組ぐみを除のぞいて、世帯の統合はほとんど認められなくなっている。結婚や養子だって、配はい偶ぐう者しやや子供は、その後一年間、たとえ働いていても扶ふ養よう家族とされ世帯年収計算に含ふくまれない。

　一いち郎ろうは以前に陽はる月つきを養子にしたが世帯に含めなかった、と話していた。最初は薄はく情じような男だと思ったが、陽月が自立するためには世帯を分ける必要があったわけだ。

　ともあれ、一度は中セ流ン平ト民ラ街ルに上がるために統合された偽いつわりの大家族は、法律の再整備によってはしごを外された形となる。彼らは絶望したが、そこでひとつの気づきを得た──つまり、中セ流ン平ト民ラ街ルには上がれなかったが、このまま群むれを形成することそのものには意味がある、と。

　暴力や略りやく奪だつが横行する、地下貧民街アンダースラムの中のさらに最下層。その過か酷こくな環かん境きようで生いき抜ぬくには一人よりも集団のほうがずっと有利になるはずだ──と、こうしてコミュニティが生まれた。

　ウルフェン商会のような大だい規き模ぼな組織も、コミュニティにだけはなかなか干かん渉しようできない。だからこそ、皿次の見ている光景は異常なのだ。

　ここは皿次の知っているコミュニティの姿とはまるで違ちがう。建物の状態や活気が異なるだけでこうまで変わるとは。心なしか景観まで変化してしまったような気さえする。

「ナメられてんのよ。傭よう兵へいが単身で特攻してきて、火をつけて回り、爆ばく弾だんをばらまいていったわ。ちょうど新薬の交こう渉しよう権けんをめぐって対立してたコミュニティの傭兵みたい……うちの傭兵は侵しん入にゆうを許したどころか、捕つかまえることさえできてない。たるんでる証しよう拠こだわ」

　コミュニティが弱体化している。あのティアの言葉は嘘うそではなかったのだ。胸の内がもやもやしてくる。中セ流ン平ト民ラ街ルへ行くと決めた日に地下とは決別したはずだ。いまさら戻もどるつもりなんてないし他の傭兵たちに合わせる顔もない。だが長おさが発展させティアが引ひき継ついだ集団の凋ちよう落らくぶりは、きりきりと胸を締しめつけてくる。

「どう？　これでもまだ、戻る気はない？」

　ティアは諦あきらめたような顔で振ふり返かえる。皿めい次じが承しよう諾だくしてくれないことを覚かく悟ごしている顔だ。自分はとことん天あまの邪じや鬼くだ、と彼は思う。強引に連れ戻されようとすれば即断即決で拒きよ絶ぜつできるのに、一歩引かれてしまうと……そんな顔をされてしまうと、心が揺ゆらぐ。

　中セ流ン平ト民ラ街ルで陽はる月つきと出会い、ダブルス・マネーと出会い、新しい居場所を見つけた。しかし地下貧民街アンダースラムで過ごした長い年月も、まぎれもなく皿次自身のもので。コミュニティは恩人の宝だった。自分一人が抜ぬけたくらいで、こうまで急激に危機が押おし寄よせてくるなんて思いもよらなかった。

「俺おれは……」

　どう答えるべきだろうか。正直に言えば分ぶん裂れつしたい気分だった。どちらも同等に捨てられない。捨てたくない。くそっ、と心の中だけで毒を吐はく。自分がいなくてもティアが上手くやってくれると信じていたからこそ、安心してコミュニティを抜けられたのに。

「お願い、ジェイ。ジジイのコミュニティを、失いたくない。あんたと一いつ緒しよに育てていきたい。縄なわ張ばりは減っちゃったけど、また巻き返して──」

「──待て」

「え？」

　皿次はティアの言葉をさえぎった。まっすぐに彼女の目を見み据すえる。

　縄張りが減った。彼女はたしかにそう言った。だが、そうなると──

「さっきから気になってたんだが、住民はどこだ？」

「なに言ってるの？　みんな無事な家の中に……」

「どうにも納得できねえんだよな。以前はこの時間ならもっと外に人がいた。いくら敵に襲おそわれたからってコミュニティの住民が全ぜん滅めつするような事態にはならねえはずだし……だいたいな、これは気のせいじゃない──ここは俺の知ってる場所じゃねえんだよ」

　ティアの表情が固まった。

　皿次は目を逸そらさない。射い殺ころすぐらいのつもりで視線を注ぎ続ける。

「縄張りが減ったって言ったよな？　そしたら大量虐ぎやく殺さつでもされない限り、コミュニティの人口密度は上がるだろうが。なんで以前よりも人ひと気けがなくなるんだ？」

「……」

　まったく馬鹿馬鹿しい。危うくころっと騙だまされるところだった。

「なーにが弱体化だこの大うそつき。逆だ逆。他のコミュニティを滅ほろぼして住民を追い出した跡あと地ちだろ、ここ」

　沈ちん黙もくが訪れた。ティアは驚いたように目を見開いていたが、やがてその目からふたたび涙なみだがあふれ出す。そして口に浮うかんだのは、これ以上ないくらいに嬉うれしそうな、最高の笑み。

　これまでさんざん振ふり回まわされてきた皿めい次じは、もう騙されないと構えていた。だが、ティアの反応はこれまでのどんな嘘うそや演技よりもずっと、意表をつくものだった。

「おかえり……ジェイ。やっとあたしの知ってるジェイに戻もどってくれた」

「開き直りか？　悪いが、もう許す気はねえぞ。こうまで立て続けに騙しやがって！」

「勘かん違ちがいしないで。これはあんたを籠ろう絡らくするためにやったんじゃないわ。テストよ。あんたがなまりきっていないかどうか。でもよかった！　中セ流ン平ト民ラ街ルに行ってもジェイはジェイだ」

　ティアが携けい帯たい複合端たん末まつを操作する。すると焼けた廃はい墟きよの陰かげから数人の男が現れ、複数人がかりで抱かかえていた大きな棒を地面に突つき立たてた。

　制圧旗──皿次のよく知るコミュニティのロゴが施ほどこされた旗が、荒こう廃はいした街のど真ん中で誇ほこらしげにはためいた。

「うちのコミュニティは快調も快調。どんどん勢力を拡げてる。まあ、あんたがいたときのほうが抗こう争そうの勝率も高かったし契けい約やくの能率も良かったんだけどね。いまは率が下がったかわりに、とにかく数を打つことにしてるわけよ」

　百の成果を上げるために最も望ましいのは、一の行動で百を得ることだ。しかしそれができなければ百の行動で百の成果を上げればいい。もちろん前者のほうが圧あつ倒とう的てきに優れているが、最高の人材が最高の配置で最高のコンディションで到とう達たつできる効率性なんて、交通事故に等しいイレギュラーだ。だから基本的には百を得るために必要なリソースをできる限りぶちこんでいくことになる。将来統率者になるときのために憶おぼえておけ、と長おさに言われたことがある。

「でもコミュニティの成長はここで打ち止めってのがあたしのシミュレーション。ただしジェイが戻ってくれれば話は変わる。一で百を得られる傭よう兵へいは、小さい頃ころからジジイに仕込まれてきたあんたしかいないわ。お願い。もう一度、あたしと一いつ緒しよに歩こ？」

　ティアは笑顔で手を差し伸べてきた。初めて出会ったときの無む垢くな少女の顔を思い出す。あのときからすでにティアは将来を見み据すえていた。そしていまも。

　皿次はあのときと同じように彼女の手を──

「悪い」

　──握にぎることは、なかった。

「どうしてッ。どうしてよッ。たしかにあたしはあんたを騙した！　試したりもした！　でも……約束したのに！」

　かわいそうなくらいに声を張り上げるティア。本気なのか皿めい次じの同情を誘さそった演技なのかはわからない。完かん璧ぺきすぎる彼女の演技を見破ることはできない。

　だがどちらでも同じことだった。演技だとしても本音だとしても、皿次の意思は変わらない。

「俺おれは地下には戻もどらない」

「なんで……そんなにあの女がいいの？　あたしとじゃ、いやなの？」

「ンな単純な理由でもねーんだよ」

　皿次は頬ほおを掻かきながら、言葉を整理する。心の内を素直に口にするのは苦手だ。だけどきちんと伝えなければ、絶対にティアは納得しない。だから柄がらにもなく頭をひねる。いや、ひねる必要なんてこれっぽちもなかった。簡単なことだ。ただありのままを言えばいいのだから。

「陽はる月つきは一人だったんだ。両親に裏切られて、外げ道どう眼鏡に引き取られて暮らしてた。でもそれは家族なんてものじゃなくて、ただ選手として飼かわれてるようなもんなんだよ。黒服の奴やつらもかかわってこねーし、眼鏡野郎は金にしか興味がない。親友の木き崎さきも病院から離はなれられない。俺がいま、あいつを裏切るわけにいかねーんだ。自うぬ惚ぼれかもしれねーけど、俺がいなくなればあいつはまた一人になっちまう。ダブルス・マネーにも出られなくなって、今度こそ天空高等民街ユートピアを目指す夢も終わりだ」

　陽月には一度も話したことのない、皿次自身が中セ流ン平ト民ラ街ルに留まる理由。本人がいないだけでいくらでも言葉になってあふれてくる。言葉にしてみて初めて、これが自分にとって偽いつわらざる気持ちなんだと知った。

「ティアにはコミュニティの仲間がいるし、中セ流ン平ト民ラ街ルにもコネクションがあるだろ。それにお前には一人でも生きていける強さがあるじゃねーか」

「……強くなんかない。なんであんたまで騙だまされちゃうのよ」

「え？」

　つぶやいたティアの目はまだ潤うるんでいた。本気か演技か。ただ、少なくとも皿次から見てそれは、本当に心底から悔くいるような表情で。失くした宝物を諦あきらめきれずにぐずる子供のようで。そして、瑞みず々みずしい赤みの強い唇くちびるがわずかに震ふるえて、小さくほんのささやくように言葉を紡つむいだ。

「どうして一番肝かん心じんな嘘うそを見破ってくれないのよ──どんな相手をも騙す優秀な詐さ欺ぎ師しであり若くしてコミュニティを率いる暴君のごとき強い女。そんな女を演じてる、嘘を」

「な……おいおい。いきなり何を言い出すんだ」

「たしかに幼なじみと呼べるほど話す機会は多くなかったわ。でも、ジェイが将来あたしと組んでくれるって聞かされてたから、一人っきりの勉強にも耐たえたし、完かん璧ぺきな詐欺師を演じてこられた。会話なんてなくても、あたしにとっては心の支えだった！」

　それがティアの抱かかえてきた本音だというのか。皿次にはにわかには信じ難い。生活時間のずれから互たがいに干かん渉しようが少なかったため、皿次のほうはほとんど彼女に執しゆう着ちやくなどなかった。ティアも同じだと思っていた。だからコミュニティを抜ぬけて中セ流ン平ト民ラ街ルへ行くと告げたとき、彼女から予想外に強い反発を受けて驚いた。あっさり手を振ふって見送ってくれると考えていたのに。

　もしいまの言葉が本当なら、あの日のティアの反応ともつじつまが合う。皿めい次じが考えていた以上にティアは皿次に依い存ぞんしていた、というのはとても信じられない事実ではあるが。

　しかし、ならばどうしても解げせないことがある。皿次はティアも含ふくめて、コミュニティの中で真に思想を分かちあえる人間などいないと思っていた。何故なら。

「そんなに俺おれを支えに思ってたんなら、なんで俺の価値観を否定した？」

　皿次はコミュニティに所属してからずっと、父親を陥おとしいれた男を、その同類としての中セ流ン平ト民ラ街ルの人間を憎にくんできた。しかし他の人間は地下貧民街アンダースラムのことで精せい一いつ杯ぱいで中セ流ン平ト民ラ街ル人のことなど構っていられないと言い捨てたし、ティアにも中セ流ン平ト民ラ街ルのことはひとまず忘れろと言われたことがある。

　だから皿次は一人だった。ただ一人で暗い炎ほのおを燃やし続けてきたのだ。

「それは、違ちがう……ジェイに復ふく讐しゆうを諦あきらめてもらいたかったから、皆と口裏を合わせたのよ。怒いかりなんて忘れてもらいたかった。そうじゃなきゃ、いつか中セ流ン平ト民ラ街ルに行っちゃうような気がして……ははっ。どっちにしても、行っちゃったんだけどね」

　がつん、と頭を殴なぐられた気分だった。ただ単に同意を得られなかっただけではなかったのか。ティアの思おも惑わくと皿次の思いが空回り、運命が変な方向へと舵かじを取った。もし最初からティアが全面的に皿次の味方をしていたら？　陽はる月つきの位置にはいま、ティアがいたのかもしれない。

　だが、遅おそい。もう運命は航こう路ろを決めて、歯車は回り出した。こうなれば止めることはできないし、時を戻もどしたいとも思わない。皿次の腹は決まっている。

　陽月と一いつ緒しよに天空高等民街ユートピアを目指す。もう決めた。過去の暗い炎を吹き飛ばし、新しく手に入れた目標。それを変える気はない。

「俺は上に残りてえんだ。陽月と一緒に上を目指したい」

　そこでふいに笑みがこぼれてしまう。急におかしくなってきたのだ。

「だいたい俺は逃にげられねーんだよ。逃げたら爆ばく発はつさせられる」

　首を傾かたむけてマグネットリードを晒さらす。笑ってしまったのは、この道具にまつわるエピソードを思い出したからだ。最初に出会ったときにむりやり装着させられて以来ずっと着けている。殴られたり脅おどされたり散々だったが、いまでは笑えてしまう思い出だった。

「……ふん。まだ状じよう況きようがわかってないのね。あたしは絶対にあんたを逃がさない。それにあの女だって、地下貧民街アンダースラムまで追ってきたりしないわ」

「そいつはどうだろうな。あいつなら俺が帰ってこないことを知れば、色々と探って、いずれここにたどり着くと思うぜ」

「無む駄だよ。ジェイの携けい帯たい複合端たん末まつの位置情報システムは停止させたし、地下貧民街アンダースラムは広い。あたしらのコミュニティを探し当てるなんて」

「簡単だろうな」

「なっ？」

「あいつは俺おれの記き憶おくを持ってんだよ」

　陽はる月つきはブレインリーダーを通して皿次の記憶を覗のぞいたことがある。それにおそらくまだ記憶メモリは消されていない。皿次の記憶メモリをたどりながら地下貧民街アンダースラムにくることは可能だ。

「で、でも中セ流ン平ト民ラ街ルの人間よ？　地下との行き来が自由だからって、わざわざ危険な地下貧民街アンダースラムにくるわけが……ッ」

　そのとき、ティアの携けい帯たい複合端たん末まつが振しん動どうした。びくっと背筋を伸ばした彼女はおそるおそる震ふるえる端末を手に取る。

「なに？　いまは仕事中──なっ、それは本当なわけ？　ええ。ええ……わかったわ。すぐに向かう。これは命令よ、殺すのは絶対にダメ」

　通話機能でひととおり話すと、ティアは電源を切った。皿次を振ふり返かえったその目にはひどく自じ嘲ちよう的てきな色が浮うかんでいた。

「ばっかみたい。ほんと、ばっかみたい」

　そう前置きしてから、ティアはこう言った。

「コミュニティが襲しゆう撃げきされてるってさ。両耳に変なピアスをつけた、たった一人の女の子に」




　大だい規き模ぼなコミュニティの周囲には、無数の家電ゴミを積み上げて作られた壁かべがある。何十年という歳月をかけて構築された、ある意味では自然の成り行きから生まれた壁だ。コミュニティはこの壁を上手く使い、外部との敷しき地ちの境に利用していた。

　そんながらくたの外壁の門にあたる場所で、二人の男が倒たおれている。腕うでを押おさえる男が一人と腰こしをさする男が一人。抜ぬこうとしたところを叩たたかれたのか、拳けん銃じゆうが遠くに転がっていた。

　門を抜けた先には民家や食料貯ちよ蔵ぞう庫こ、商品庫などの役割を兼かねたコンテナがずらり。奥おくまった場所に幹部クラスの住まいである、やや大きめの集合住宅が並ぶ。そこそこの人口を誇ほこるこの場所では人だかりなど珍めずらしくもない。しかし今日は様子が違ちがった。

　コンテナに囲まれた広い空間に少女が立っている。黒を基調とした制服に身を包んだ、冷たい顔立ちをした黒くろ髪かみの美人が、自分を取り囲む男達を順じゆん繰ぐりに眺ながめ回まわしていた。丸まる腰ごしの少女を囲む彼らの手にはナイフや鉄パイプ。明らかに穏おだやかな雰ふん囲い気きではない。

　ゆら、と太陽と月のピアスが揺ゆれた。彼女が背後から接近してきた敵に反応し、体を反転、旋せん回かい動作とともに差し出された相手の右腕を払はらい、受け流す。勢い余った男が豪ごう快かいに地面に顔から突つっ込こんだ。

「この女……さっきから……！」

　いきり立った男がナイフを構えて襲おそいかかる。

　少女は冷静に刃物の軌き道どうを見極め、相手の手首に手を添そえて、華か麗れいに流した。合気道の型に近い体術だ。彼女はさっきからこの技だけで何人もの男を地に沈しずめている。

　だが複数人の相手、それもコミュニティの傭よう兵へいクラスの相手に対して、一人で立ち回るのにはやはり限界があった。額には汗あせが浮うかび、相手の刃は物ものがだんだんと肌はだの表面をかすめるようになっていく。

「く……」

　彼女は痛みをこらえるように唇くちびるを噛かむ。しかし瞳ひとみから戦意は消えない。

「わたしはこの場所を侵しん略りやくしにきたわけじゃない。皿めい次じ……ジェイファに会いにきただけ。彼を出してくれればこれ以上手は出さない」

「うるせえ！　ナメんじゃねえぞ女ァ！」

　少女の訴うつたえに耳を貸すつもりもないのだろう。筋骨隆りゆう々りゆうとしたスキンヘッドの男が、ナイフを振ふりかぶった。少女は回かい避ひしようとして気づく。自分がすっかり袋ふくろ小路こうじに追おい詰つめられていたことに。少女の眼前に刃物が迫せまる。

　──という顛てん末まつを前に、他の奴やつらは誰だれ一人として助けようとしない。力を持つ者はよそ者の排はい除じよに加わり、力を持たない者は遠巻きに眺ながめるだけだ。それが地下貧民街アンダースラム。いや、あるいは人間というのはどの階層の者も同じなのかもしれない。

　とにかくこの地下貧民街アンダースラムでは、黒くろ髪かみ黒目のれっきとした中セ流ン平ト民ラ街ル人は孤こ立りつ無む援えんなわけだ。そんな中でよくもまあ、あそこまでやる。仲間を引き連れてくればいいものを、馬鹿正直に一人で乗り込んでくるなんて……陽はる月つきは本当に融ゆう通ずうの利かない、馬鹿なのか頭がいいのかよくわからない女だ。

「そこまでにしとけよ、ハゲ」

　皿次は男の太い手首をつかみ、腹の底から低い声を出した。

「！　アンタ……もしかして、元傭兵の……」

　怯おびえたように振り返る男を睨にらみつけ、皿次は言い放つ。

「運がいいなお前。それ以上やったら……死んでたぜ？」

「……！」

　男の歯がガチガチと鳴った。ナイフを落とし、皿次の腕うでを振ふり払はらうと、転がるようにその場から逃にげて行った。

「皿次。よかった、無事で」

　陽月がほっと胸を撫なで下おろす。久しぶりに見た彼女の綺き麗れいと表現できなくもない顔にはナイフでやられたのだろう、赤い線が一本引かれ、つっと新しい血がたれていた。再会に喜ぶ感情など吹き飛び、爆ばく発はつしたのは五割の怒りと五割の心配だった。

「そりゃあこっちのセリフだ馬鹿！　ったく無茶しやがるぜ」

　ティアの携けい帯たい複合端たん末まつに連れん絡らくが入ってから、皿次とティアはすぐにこの場所に駆かけつけた。ティアが用意した偽いつわりの滅ほろびの街は、どうやらすぐ隣となりにあったコミュニティの元敷しき地ちだったらしく、バイクを使えば十分とかからなかった。ティアの部下から借りた──ティアの命令で半ば強制的に借りた──バイクは、すぐそこで横転して無残な姿になっている。

　もっと遠ければ取り返しのつかないことになっていたかもしれない。

「っざけんじゃないわよ馬鹿野郎！　なーに凶きよう器き使ってんのよこのアホ、マヌケ、ハゲ、熟女趣味のマザコン野郎！　殺すの禁止って言ったでしょーが！」

　離はなれた場所でティアの𠮟しつ責せきが聞こえる。見ると、さっきのスキンヘッドがティアに怒ど鳴なられて小さくなっていた。年下の少女に説教される強こわ面もての男、というのはひどくシュールな光景だ。

「つーか陽はる月つきもどうして乱らん闘とうしてるんだよ」

「乱闘なんてするつもりはなかったの。ただ、皿めい次じを探してたら、いきなり絡からまれて」

　それでああなったわけか。

　皿次が言えたことじゃないが、傭よう兵へいは気性の荒あらい男が多い。友好的でない相手に対してひたすらマイペースでクールな陽月の態度には、反発する者がほとんどだろう。衝しよう突とつ、乱闘騒さわぎはいっそ必然といえる。

「もう二度とこんな無茶すんな。し、尻しり拭ぬぐいが大変だからなっ！　それにお前に何かあったらダブルス・マネーで活かつ躍やくできなくなるだろうが」

「だって皿次が帰ってこないから……あ。そういえば無事だったの？」

　陽月がぺたぺたと体に触ふれてくる。皿次に傷がないか確認しているのだろう。自分の頬ほおの切り傷を拭ぬぐうよりも先にすることかよ、と呆あきれたが、陽月の手の感かん触しよくが這はい回まわり、皮肉を言葉にすることもできなくなる。ぶっちゃけよう。恥はずかしいんだよこのシチュエーション。

「も、もうそれくらいにしてくれ。このとおり無事だからさ。さっきまで捕つかまってたんだが、こっちで暴れてる馬鹿がいるって連れん絡らくが入って……何故か俺おれを解放してくれたんだ」

　ティアは部下に対して「絶対に相手を殺すな」と命令した。そして通話を終えると皿次の手て錠じようを外し、すぐに乱闘を止めに行こうと言ってくれた。

『勘かん違ちがいすんじゃないわよ。あの女がどうなってもあたしは全然構わないわ。でも、ジェイは絶対にあたしを許してくれなくなる。わかっちゃうんだよね、それくらい。もう取り返しがつかないくらい嫌きらわれちゃったけど、これ以上、あんたに嫌われたくない』

　あくまでも利己的な立場を取りながら、ティアは陽月救きゆう援えんを後あと押おししてくれたのだ。

「こっちはそんなわけだが、お前こそよくここまで来たな。最初からコミュニティに来ようってアタリをつければ、そりゃあ俺の記き憶おくをたどってこられるけどよ。そもそもよく俺が地下貧民街アンダースラムにいるってわかったな」

「あの後いろいろあって。ちょっと、大変なことになってるの」

「大変なこと？」

「ええ。委員長と美み紀きが動いてくれてるけど、どうなるかまだわからなくて」

「……？」

　まったく意味がわからなかった。皿めい次じが地下に連れ去られて三日、地上では何か想像もできない方向へ事態が動いていたらしい。いつの間にか木き崎さきまで絡からんでいるみたいだ。

「実は──」

　陽はる月つきの口から語られた事実に皿次は唖あ然ぜんとした。

　皿次がティアを追いかけて学校を飛び出した後、胡こ蝶ちようはティアのネックレスを盗ぬすみ出だした犯人を突つき止とめるためにある大だい胆たんな行動に出た。なんと自作のウイルスソフトを、彼女がアドレスを知る全員の携けい帯たい複合端たん末まつに送りつけたのだ。ウイルスソフトはデータを破は壊かいする類のものではなく、感染した端末からメールデータだけを抜ぬき取とり、胡蝶の自宅サーバーへ送信するだけのものだ。いったん作業を終えたらウイルス自身が己を削さく除じよし、形けい跡せきを残さない。完全な違い法ほう行こう為いだが、胡蝶はためらいもなく実行したらしい。怪あやしいメールのやりとりを発見したらその者を疑ってかかろうと考えていたという。

　しかし、これに引っかかったのは意外な人物だった。唯ゆい一いつ、おかしなメールのやりとりを行っていた人物、それは音おと羽わ真ま琴ことだった。

　人間の行動予測プログラムの計算結果。あれを送ってきたときのメールだ。なんとあのメールを送ったことは胡蝶にも陽月にも話していなかったらしく、完全な自己判断だった。一番の当事者である陽月に声をかけない不自然さ。それだけならばまだ疑うのは早い。しかしもっと決定的な事実があった。

　あのプログラム結果は嘘うそだったのだ。

「あまりに抽ちゆう象しよう的てきな演算結果は返ってこない。『帰るべき場所』みたいな結果に、なるはずがないんだって、委員長が」

「音羽が俺おれを地下貧民街アンダースラムに誘ゆう導どうしたってことか？」

「ええ。次の日から音羽さん学校を休んでて。皿次が帰らないってことで美み紀きとも話したら、委員長と一いつ緒しよになって、音羽さんを探すって」

「そんな裏があるような奴やつには見えなかったんだがな……って待てよ。だがそりゃあさすがに無理な話じゃねえか？　ティアが帰るべき場所、なんて言われても地下貧民街アンダースラムを連想するとは限らないだろ。本当に誘導したいなら、ティアは地下貧民街アンダースラムに逃にげた、ってストレートに伝えたほうが確実だろうが」

「そうね。たしかにその点だけは疑問だった。だからまだ音羽さんの容疑は五分五分で」

「いーや、十割だわそれ」

　陽月の言葉に声が割り込んだ。

「ふん。こんな場所までわざわざストーキングごくろーさま」

　ティアだった。部下への説教を終えたティアが皿次の隣となりに陣じん取どると、両腰に手を置いて挑ちよう発はつするような眼差しを陽月へ向けた。対する陽月の目には、敵意がうかがえない。ほんのりと口元を緩ゆるませてさえいる。

「また会えて嬉うれしい、ティアさん」

「はあ？　な、なに言ってんのあんた。いきなり気持ち悪いじゃない！」

「そのうちきちんと話しあわなくちゃと思っていたから、うやむやなまま事が終わらなくてよかった」

　意外な包容力を見せる陽はる月つきを前に、彼女を嫌きらい続つづけてきたティアは戸と惑まどいを隠かくせない。陽月がティアの心の深い部分を理解したいと願っていて、その動機もあることを、ティアは知らないのだ。その橋はし渡わたしをしたい気持ちもあるが、それよりもティアの言葉の続きが気になった。

　皿次は話題が逸それないうちにティアに訊たずねる。

「十割って言ったな。何が言いたかったんだ？」

「え？　あっ、そうよそっちが本題よ。ふん、そこの泥どろ棒ぼう猫ねこのせいで抜ぬけ落おちちゃったじゃんばーか」

　陽月へ向けて舌を出す。苦笑を返す陽月に多少満足したのか、ティアは人差し指を立てて、偉えらぶった口調で解説した。

「あのね、人間ってのは結局のところパターンの生き物なわけよ。複雑怪かい奇きな感情のせいで臨機応変に見えるけど、実は意外と『こうすれば、こうなる』っていう単純なプロセスに当てはめることができちゃうわけ。そういう意味ではプログラムに通ずるところがあるかもね」

「嘘うその極意か」

「そのとーり！　ここで思い出してほしいのは寄より辺べ恭きよう弥やがあたしの依い頼らい主ぬしで、くそ生意気にもこのあたしを騙だました、っていう不服極まりない事実。あの男はどういうわけか嘘の極意を身につけてる。もしあの男が全部シナリオを書いたのだとしたら……音おと羽わ真ま琴こととやらのメールの内容は、計算し尽つくされていたはず。確実にジェイを地下貧民街アンダースラムに導く計算がね」

　そうだ。すっかり失念していたが、ティアは騙すプロというだけでなく、相手の嘘を見破るのも得意だ。そのティアを騙した男は、ティアに劣おとらない詐さ欺ぎ師しということになる。

　たしかにただ地下貧民街アンダースラムへ行け、と言われたら疑いを持ったかもしれない。うまくカムフラージュされていたわけだ。

「ま、あたしが不覚にも騙されたのは、巧うまいこと心の隙すき間まをつかれたからなんだけどね。どんな人間でも欲しい物を目の前にちらつかされるとどうしても、ね。あたしだって人間だから。例外じゃないもん」

「欲しいもの？」

「だから～、ジェイのこと！　大好きなジェイを連つれ戻もどせる話なんて、飛びつくに決まってるじゃん」

「馬鹿かお前」

「バカ言うな～！　本気の女心をおちょくるとか男としてどうよッ？」

「はっ、本気だったら『大好き』なんて言えるわけねーだろ」

　特に本人を前にして言えるものかと心の中で付け加える。べつにその心の声とは何の関係もなく……本当の本当になんの関係もなく、ちらりと陽はる月つきのほうを見やると、思いがけず目が合った。驚き、首筋が熱くなる。

「本気だと、素直に言えないの？　皿めい次じも」

「ぐ、お、俺おれの話じゃねえよ。一いつ般ぱん的てきにだなっ」

「へえ」

「ンだよその目は」

「べつに」

　陽月はそう言い捨てたが、口調に反して表情はどこかご機き嫌げんに見えた。だめだ、陽月の考えていることがどんどんわからなくなっていく。

「と～に～か～く！」

　何故か見つめあう形になった陽月との間にティアが強引に身を割り込ませた。

「ジェイが怒おこってあたしが逃にげることまで寄より辺べ恭きよう弥やは計算してたわけよ。逃げながらあの男に連れん絡らくして、話が違ちがうってクレームつけたんだけどさ、奴やつはただ地下に逃げ込めとだけ指示してきやがったのよね。だからきっと、あたしが台本どおりに動いていれば、絶対にジェイを地下に導けるって確信があったに違いないのよ」

　ティアはひとつ息を吐はき、陽月を見み据すえた。

「でも、まさかあんたまで地下貧民街アンダースラムにくるなんてね。それもたった一人で」

「言ったでしょう。皿次はパートナーだもの。連れて行かれたら困る」

「ふん。明らかに中セ流ン平ト民ラ街ルのバカ女がたった一人で地下貧民街アンダースラムに。運が悪ければ身ぐるみ剥はがれて風俗街にポイッ、よ？　わかってんの？　警察でも送り込んで自分は上でのうのうとしてればいいじゃん。中セ流ン平ト民ラ街ルの奴らはそっちの方がお似合いよ」

「危険は承しよう知ちの上。それでも、パートナーが苦しんでるかもしれないのにわたしだけ上になんていられない。それに、ちょっとだけ見てみたかった」

「……見た、い？」

「地下貧民街アンダースラムをいつかこの目で見たい、とも思っていたの。ブレインリーダーの記き憶おくだけじゃなくて、この街の温度を、匂においを、感かん触しよくを、確かめてみたいって」

　陽月の告白に面食らったのはティアだけじゃない。皿次もまた言葉を失くしていた。皿次は地下貧民街アンダースラムなんてろくなもんじゃない、と言い続けてきたのに、陽月はどうしてこの街を見たいなどと思ったのだろう。

　陽月が大したことを言ったわけじゃない。しかしティアは打ちのめされたような顔で一歩あとずさり、体を震ふるわせた。

「くっ。そう。そーゆーこと。ばか。ばーか。ば──か！　ああもうむかつくなぁ！　年季と本気じゃ負けないつもりだったのに！」

　ティアはひとしきり口くち汚ぎたない言葉を吐はき出だしまくると、やがてパァンと自分の両りよう頬ほおを叩たたく。

「バカなのバカでしょバカじゃないの。地下貧民街アンダースラムへの単身ブッコミ──生半可な気持ちじゃ無理ってのは、あたしが一番よく知ってるわけ。それをあんたはとびっきり馬鹿げた理由で、とびっきり最高の本気で簡単に乗り越えてきた。こんなの……認めるしかないじゃん！」

　つばを飛ばし、大きな声で。糾きゆう弾だんするようなことを言いながら、ティアが踵きびすを返す。顔だけで二人を振ふり返かえり、視線でこっちへ来いと誘ゆう導どうしてくる。

「あたしの部屋に案内するわ。今回だけはあんたたちに手を貸してあげる。あと、は、陽はる月つき。うちに救急箱あるから。女の子だったら顔の傷をちょっとは気にしなさいよね」




　　　　４




　狭せま苦くるしいバスルームで水みず漏もれ程度の弱いシャワーを用い、ちまちまと体を洗いながら皿めい次じはぼんやりと考えごとをしていた。陽月の部屋の風ふ呂ろに慣れてしまったいま、人一人で一いつ杯ぱいになってしまう浴室や勢いのないシャワーには物足りなさを感じる。コミュニティの集合住宅は長おさや幹部クラスの構成員が使うため、他の家屋に比べれば設備が整っているほうではあるが、中セ流ン平ト民ラ街ルでも上等な屋や敷しきと比べてしまえばすっぽんだ。

　とはいえ久しぶりに浴びたシャワーは気持ち良い。裸はだかの体を熱い滴しずくが叩き、長時間固定されて凝こり固かたまっていた筋肉が癒いやされていく。

　癒しを得ながら考えていたのは陽月とティアのことだった。

　陽月はティアの境きよう遇ぐうと考えに一定の理解を示している。そしてティアは陽月に大きく反発していたものの、さっきは何故か陽月の考えを理解してくれた。陽月が単独で地下貧民街アンダースラムにきたことにショックを受けていたみたいだが、どうしてだろう。たしかに中セ流ン平ト民ラ街ルの女が生半可な覚悟で地下貧民街アンダースラムにくることはできない。しかしその行動が、ティアが陽月を認めるきっかけになる、というのはどういうわけか？

　陽月とティアの間には皿次の与あずかり知しらない共通の文脈があるような気する──のだが、その正体は一向につかめないままなのだった。

　まあとりあえずそれは置いておこう。それより寄より辺べ恭きよう弥やという男についても考えないといけない。ティア曰いわく、彼女自身の心の隙すきをつかれたから騙だまされた、という話だったが、だとしてもあのティアに嘘うそを通した男だとしたら要よう警けい戒かいだ。皿次たちを陥おとしいれる謀ぼう略りやくはこれで終わりなのだろうか。まだ他にも隠かくした手札があることも疑わなければ。

　湯船に浸つかり、思考の海に沈しずんでいると、突とつ然ぜん、浴室の外から激しい破は砕さい音おんが聞こえた。

「な……ッ！」

　襲しゆう撃げきか？　皿次は瞬しゆん時じに湯船から飛び出した。地下貧民街アンダースラムの、それも長の部屋ともなれば、危険とは常に隣となり合あわせだ。部屋には陽月とティアがいる。二人に何かあったのではないかと皿めい次じはタオルを腰こしに巻いただけの格好で飛び出した。

「大だい丈じよう夫ぶかッ？」

　叫さけびながらリビングに飛び込むと、そこには襲しゆう撃げき者しやの姿が……なかった。

　というか二人の姿もない。

「あててて……」

「ん……」

　しかし声が聞こえる。声は棚たなの手前、ソファの裏側からだ。覗のぞき込こむと、そこには奇き妙みような生き物がいた。

「何やってんだお前ら」

　一見すると不可思議な生命体に見えなくもないが、何のことはない、ただ陽はる月つきとティアが重なりあって床ゆかに倒たおれていただけだった。陽月が下した敷じきになり、その上にティアが乗っている。両手両足が変なふうに絡からんでいた。
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　皿次はひとしきり首を傾かしげてから近くに救急箱が落ちているのを見て、納得する。そういえば皿次や長がこの部屋を使っていた頃ころは、彼らの身長に合わせた位置に救急箱が置かれていた。背の低いティアには届きづらい場所だ。無理に背伸びをしてバランスを崩くずしたのだろう。

「あー、お前実働部隊じゃないから怪け我がとかなかなかしねーもんな」

　納得してからもう一度二人の惨さん状じように目をやり、うっと息が詰つまった。

　ティアは部屋に戻もどってから薄うす手での部屋着に着替えており、変な体勢になると途と端たんに緩ゆるい胸元からその内側が覗のぞけてしまう。そして陽はる月つきは高たか見み高校の制服のままだが、スカートの裾すそが腰こし上うえまでめくれており、白いふとももがしっかり露ろ出しゆつしていた。ティアの膝ひざが間に入っているために下着までは見えなかったが、すこしでも動きがあったら……いや考えるな考えるな。

　皿めい次じは目を逸そらしながら二人に近づき、

「ほ、ほら、どいてやれよティア。陽月が潰つぶれちまう」

　手を差し伸べ、ティアを引っ張り上げた。

　次に陽月が顔をしかめながら身を起こす。

「……いきなり落ちてくるから驚いた。ありがとう、めい──」

　名前は最後まで呼ばれなかった。顔を上げて皿次と目が合った陽月は、そのまま硬こう直ちよくしてしまう。

「……ッ」

　そして、ものすごく久方ぶりの感覚が首まわりに生じた。凄すさまじい力で床ゆかに引き寄せられ、なすすべもなく顔面をぶつけた。

「がっ……ぶはッ！」

　マグネットリードの力だ。

「な、なにしやがんだ陽月……」

「あ、あなたこそなんて格好をしているの」

　冷静を装いながらも明らかに声が震ふるえていた。いったい何を言ってやがる、と反論しかけてようやく思い出した。

　俺おれ、タオル一枚のほぼ全ぜん裸らじゃないか。

「うーわー、ジェイ。結構いい体してんのねー」

　つんつんと指でつついてくるティアの言葉を聞きながら、急激に恥はずかしさがこみ上げてきた。もうそのへんで適当な傭よう兵へい捕つかまえて一方的にボコボコにしてやりたい。




　ともあれそんな一幕がありながら、どうにか全員が風ふ呂ろに入り、陽月の傷も手当てすると、皿次と陽月とティアはテーブルを囲んだ。真面目な話がある、とティアが切り出したのだ。

「ここであたしの立場を明確にしておくわ。あたしは確かに寄より辺べ恭きよう弥やの依い頼らいを受けて、ジェイを連つれ戻もどすために動いた。でもあのクソ野郎はあろうことかあたしを利用するだけ利用して、結局自分の思いどおりのシナリオを進めただけだった。しかも、あたしにとってめっちゃ不本意な方法でね。ここまではいい？」

　ティアはテーブルを叩たたき、携けい帯たい複合端たん末まつを操作した。平面から立体映像に切り替わり、メニュー画面が浮うかび上あがる。寄辺恭弥とのメールのやりとりがすべて皿次と陽月の前に晒さらされた。

「奴やつとの契けい約やくは成立したわ。あたしは奴の求めるとおりに動いたし、結果も出た。マネーもすぐに支し払はらわれる。だからもうあたしは奴やつの依い頼らいを受けた人間じゃあない。まあこれはただの言葉遊びで、厳密には依頼人との守秘義務などの取り決めは一年以上継けい続ぞくするけど──ンなもん知らねーって話よ。あたしは奴にすっげームカついてる。鼻を明かしてやりたい」

　ティアは簡単にメールボックスを操作。すると皿めい次じの携けい帯たい複合端たん末まつが小刻みに震ふるえた。メールボックスを開くとティアから膨ぼう大だいな量のメールデータが転送されてきていた。

「だからあんたらに全情報を提供する。ダブルス・マネーの対戦相手なんでしょ？　その試合で奴をぶっ倒たおしてちょうだい。計画が台なしになってざまあみろってのよ」

「つまりわたしたちの味方になってくれる、と？」

「勘かん違ちがいすんじゃないわよ陽はる月つき。あたしは、あたしが気に食わない奴を陥おとしいれたいだけ」

「ま、そういうことにしといてやるよ」

　皿次は苦笑いで答えた。素直じゃない奴だ。ティアがバカツキでもビッチでもなく、陽月と呼び始めていることには気づいていた。

「そんでね、その話を前提に聞いてほしいんだけど──ひとつ提案があるわ」

「提案？」

「タダでは奴を倒さない、ってことよ」

「……どういう意味だ？」

「ふん。あのクソ野郎の慢まん心しんを、鼻っ面を叩たたき折おってやるってのよ。このあたしを騙だましやがった報むくいに、最高の『嘘うそ』を使って奴をぶっ倒してほしいわけ。なんかないの、そういう戦略」

「おいおい。ンな都合のいいもんが」

「ある」

「あるのかよ！」

　陽月に淡たん々たんと首しゆ肯こうされてしまった。皿次は完全に初耳だったので面食らってしまう。だが半信半疑だ。相手を騙した上で勝利をもぎ取るような器用な術があっただろうか。

「まだ試したことがないからわからないけれど、もしかしたらティアさんの希望どおりに倒せるかもしれない」

「おいおい本当かよ……お前いつの間に」

「あくまで、かもしれない、だけど」

「ふふん。それを聞いて安心したわ。これまでもクロサギ気取ってあたしを逆に騙そうとした馬鹿どもは、ことごとく返かえり討うちにしてやったんだもん。今回も絶対に許さない」

　よほど利用されたのが悔くやしかったのだろう、ティアは拳こぶしを握にぎりしめて決意を示した。

「で、具体的にどうやるんだよ？」

「ん。それは──」

　陽月が、寄より辺べ兄妹の過去の試合における戦略やウォーリアー、ウィザードの特とく徴ちように触ふれながら作戦を説明していく。

　ティアはダブルス・マネーのルールに疎うといながらも、説明を受けて作戦の穴を指し摘てき。敵の心理を逆手に取るために必要な手順を再調整して提案する。陽はる月つきはそれを受けて新たな作戦を立案する──といった形で徐じよ々じよに戦せん闘とうの運びが具体化されていった。

　皿めい次じは話し合いに参加しているものの、高度な騙だましあい、戦略の組み立てについて行けずにほとんど傍ぼう観かん者しやだった。

「しかしなんつーか、不思議な光景だな」

　作戦会議が一段落すると、皿次は感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。

「なにが」「ほえ？」

　陽月は淡たん々たんと、ティアはアホっぽい声で反応する。

「上手く言えねーけど。なんつーか、すげえハマってるって言うか」

　絵になるとも換かん言げんできるか。陽月が立案しティアが知識を活かしてその戦略の脇わきを固め、皿次が主にそれを実行する。ぴたっとジグソーパズルの一片が合ったような、しっくりくる感覚。こうしていると陽月とティアも上手く付き合っていけるんじゃないかと思えてきてしまう。

　中セ流ン平ト民ラ街ルと地下貧民街アンダースラム。どちらで暮らす人間も、階層なんていう馬鹿げた壁かべさえ取とっ払ぱらってしまえば、こんなふうに別の世界からパズルの欠片かけらを探すこともできるのかもしれない。

　陽月もティアも不思議そうな顔をしたままで、皿次の感情には気づかないみたいだ。それくらい、あまりにも自然に作戦会議が遂すい行こうされた、ということだろう。

　さっきまで陽月もティアも自然と皿次の隣となりにいて、互たがいに適度な距きよ離りを取ろうとしていたのに。気がつけば、二人はソファで隣り合わせに座っていた。

　本人たちに指し摘てきすれば、絶対に否定するだろうけど。
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　とりあえずティアの部屋で一泊し、翌日に中セ流ン平ト民ラ街ルに戻もどることにした。

　朝になると身み仕じ度たくをして、皿次と陽月は集合住宅を出た。ティアは色々と準備があると言ってついて来なかった。いったい何の準備なのか知らないが、特に突つっ込こんでは訊きかなかった。

　見上げると、可能な限り現実の空をモチーフにしたのであろう青みのある光が天井を覆おおっていた。無数の光球が空を演出しているのだ。しかしその色合いに自然のグラデーションはうかがえない。やはり紛まがい物ものは紛い物だ。陽月は物もの珍めずらしそうに人工の空を眺ながめていた。彼女は、小さく「綺き麗れい」とつぶやいた。皿次にとっては地上の空のほうがずっと綺麗に感じるのだが。

　コミュニティの敷しき地ちを出て地下貧民街アンダースラムの中央街道に出る。まともな家屋もあるにはあるが、どれも壁に亀き裂れつが入っていたり、状態は決して良くない。細い路地裏にはがらくたが積まれているが、あれらはゴミではない。その家の者が何かに再利用できないかと拾い集めているのだろう。変色した水が排はい水すい溝こうにたまり、嫌いやなにおいを漂ただよわせている。

　すれ違ちがう人々がみんなこちらを注目していた。彼らの視線の先には、陽はる月つきがいる。中セ流ン平ト民ラ街ルにおいて皿めい次じの銀ぎん髪ぱつ赤目が珍めずらしいように、地下貧民街アンダースラムでは黒くろ髪かみの陽月が特異な存在となる。

「なんとなく、皿次の気持ちが理解できるかも」

　そう言って陽月は苦笑した。

　しばらく歩くと市場に差しかかる。広々としたスペースに無数の商店が詰つめかけ、客を呼び合っていた。コミュニティの人間もたまに露ろ店てんを出している、食糧や服、ジャンクフードなど何でも手に入る、この辺では一番の大型市場だった。

　ここで店を出している者には何種類かいるが、大きく二つに分けられる。合法的に営業している店と非合法に利益をむさぼろうとする店だ。ほとんどはまともに食糧や衣料、生活雑貨などを販はん売ばいしているが、中には風ふう俗ぞく紹しよう介かいや怪あやしげなスピリチュアルグッズの販売、さらに、単なるいちゃもん屋までいる。

「ここうちの敷しき地ち。通行料として百円、このバンクＩＤに振ふり込こみ」

　そう、こんなふうに。

　人ごみを避さけるために市場の端はしを歩いていたところ、身なりの悪い子供に話しかけられた。子供はきっと自分の意思ではなく、親に命じられてこんな詐さ欺ぎ紛まがいのことをさせられているのだろう。

　陽月が馬鹿正直に携けい帯たい複合端たん末まつを取り出してマネーを支し払はらおうとした。それを片手で止める。

「よせよ。こういうのはほっとくのが一番いい。つーか明らかに詐欺なんだから騙だまされんな」

「それはわかってる。でもこの子がこんなことをしなくちゃいけないのって、きっと食べていけないからなのでしょう？　なら、すこしぐらいは……」

「いいからやめろ」

「皿次……」

　睨にらみつけて厳しい口調で言うと、陽月は目を伏ふせた。彼女の手を引き、いちゃもんをつける子供から距きよ離りを取る。

　気まずそうにうつむいてしまっている陽月の頭に手を添そえ、できるだけ柔やわらかい口調を心がけて説明した。

「悪いな。お前の気持ちはわかってる。だけどこれはあのガキのためでもあるんだ」

「……あの子のため？」

「あんな悪知恵、いずれ強い奴やつを引っかけちまって……ぶん殴なぐられて終わりだ」

「なっ、そんなのっ」

「ひどいよな？　ひどい話だが、それでいいんだ。そうやって、この街では何ができて何ができないのかを勉強してくんだよ。あそこでお前がマネーを振り込んでやったら、あのガキはあんな子供騙しがまかり通ると勘かん違ちがいしちまう。悪事ってのはな、力や知恵のある奴が働くもんだ。雑ざ魚こがやっても、もっと悪い奴にぶっ潰つぶされる。悪事が通らねえってわかれば、給料が安かろうが真面目に働く道を選ぶんだよ」

「そういうことだったのね。考えが至らないで恥はずかしい」

　陽はる月つきは本気で恥じるように唇くちびるを噛かんでいた。本当、優しい奴やつだ。

「でも、不思議。ここにはわたしの知らない価値観がある。皿めい次じの、この街に対するスタンスも見えた。すごく新しん鮮せん」

　市場を歩く間、陽月はあちこちへ視線を投げていた。周囲から陽月は怪け訝げんな顔で見られる。かつての皿次のように憎ぞう悪おを燃やすほどではないにしても、中セ流ン平ト民ラ街ルで安あん穏のんと暮らす人間を快く思わない者は多い。

　陽月も負の視線を感じ取っているだろう。しかしそんなことを気にした様子もなく、隅すみ々ずみまで地下貧民街アンダースラムに触ふれたいと言わんばかりに、眺ながめ渡わたしたり商品を手に取ったり匂においを嗅かいだりしている。

「もしかしてちょっとはしゃいでんのか？　ンな大した物もねえだろうに」

　表情を大きく動かしているわけでも飛とび跳はねているわけでもないが、何となく、陽月の雰ふん囲い気きが楽しげに感じられて、皿次はそう訊たずねた。

「ここが地下貧民街アンダースラムなんだ、と思って。一度ナマで見たかったから」

「そういや昨日もそんなこと言ってたな。こんなきったねえ街をどうしてまた」

「皿次の故郷だから」

「なっ──」

「あれはなに？　バナナ、かしら。チョコレートがかかってるみたいだけど」

　一いつ瞬しゆん、めちゃくちゃ恥ずかしい台詞せりふを吐はいた陽月だったが、皿次が反応するよりも早く彼女は次の標ひよう的てきを見つけて駆かけ出だした。俺の故郷を見たかった？　なんで？　と疑問が皿次の脳内をぐるぐる渦うず巻まき、心にもやがかかる。そんなどうでもいい言葉なのに、何故か嬉うれしいと感じてしまう自分がいて、皿次は戸と惑まどった。

　一度、咳せき払ばらい。胸に去きよ来らいした妙みような感情を振ふり払はらい、頬ほおを掻かきながら、陽月の後を追う。

「これジャンクフード？　三百円って、ちょっと高すぎない？」

「チョコバナナだな。って、上にはないのか……知らなかった。原価はすっげえ安いぞこれ。うちのコミュニティでもたまに売ってる」

「合法なんだろうけど、なんだかグレーな商売」

「地下貧民街アンダースラムでは宝石みたいな高価な娯ご楽らく品ひんは売れねーんだが、不思議なことに食べ物は冷静に考えたらちょっと高いかなって代物でも、あっさり売れちまったりする。食に直結する贅ぜい沢たくっていうのは、常識的に手の届く範囲ならついつい手を出しちまうんだなこれが」

　と説明している最中、陽月がじっとチョコバナナを見つめているのに気づいた。店主が厳しい目つきでこちらを睨にらんでいる。なに客にガンつけてんだ、と思いかけて、皿次はああと納得した。皿次は市場でさんざん盗ぬすみを働いてきた過去がある。たぶん店主は彼の顔を憶おぼえているのだろう。不ふ審しんな動きをしないか目を光らせているのだ。

　その節は悪かったな、おっさん。

「二つよこせ。っておいおい早とちりすんな。ほらよ」

　店主が盗人ぬすつと撃げき退たい用ようの釘くぎバットを振ふり上あげたので、あわてて携けい帯たい複合端たん末まつを見せた。販売用の端末にバンクから引き出したマネーデータを送信、取引が成立する。チョコバナナを受け取り、片方を陽はる月つきに手て渡わたした。

「珍めずらしいから気になっただけで……食い意地が張ってるとか思わないで」

「へっ、今度からこれをネタにからかってやろうか？」

「……殴なぐられたいの？」

　頬ほおを膨ふくらませる陽月に笑いかけ、店を離はなれようとしたとき、

「なあガキ」

　と、店主に呼び止められた。

「オレは前々からお前さんがあっちこちの店から盗ぬすんでるのを見てるんだが……なんと言うか、ずいぶん雰ふん囲い気きが変わったな」

「そうか？　でも、簡単に他人を信用しないほうがいいぜ」

「言われるまでもねえ。だがお前さんはもう大だい丈じよう夫ぶな気がするぜ。カノジョができたのがきっかけかね」

「なっ……ナメたこと言ってんじゃねえぞクソ。もういい。行くからな！」

　皿次は店主に背を向け、陽月の手を引いてその場を離れた。顔が火ほ照てって仕方なかった。いきなり何を言い出すんだあの男は。

「皿次、あの店で盗みを働いたことがあるの？　それなのに買い物させてもらえるんだ」

「昔の話だしな。そもそも地下貧民街アンダースラムでは盗まれたほうが悪いってのが共通認識だ。現行犯以外は立証できねーし、たとえ罪が明らかだとしても、原則として過去の罪は問わないんだよ」

　陽月は納得したようにうなずいた。

　しばらく歩いて広い市場を抜ぬけた。陽月はチョコバナナを咥くわえて、美味しそうに咀そ嚼しやくしてから、ふと背後を振り返る。騒さわがしい市場を見つめて、彼女はぽつりとつぶやいた。

「また来てみたい。今度はゆっくりと」

「変な奴やつだな。こんな場所に来たいなんて」

「ひどい世界かもしれないけど、やっぱり確かに皿次が生きてきた世界だから」

「……チョコ、ついてんぞ」

　照れ臭さをごまかすために、皿次は陽月の口元を指で拭ぬぐった。今日は抗こう争そうもなかったし大きな事件も発生していない。だから陽月が目にしたのは地下貧民街アンダースラムのたった一側面でしかない。きっともっと長い間地下貧民街アンダースラムで暮らせば、考え方も変わるのかもしれない。

　だけどいまはこれでいいか、と皿次は思う。陽月にとっての地下貧民街アンダースラムが最悪なイメージでないことにホッとしている自分がいた。この場所は過去の皿めい次じ自身の象しよう徴ちようでもあるから。

　二人はそのまま街外れのゲートまで無事にたどり着き、身分証を提示して、地下貧民街アンダースラムを後にした。皿次にとって地下貧民街アンダースラムこそが故郷のはずなのに、何故だか、中セ流ン平ト民ラ街ルに足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かんに、帰ってきた、と感じてしまう。

　そこでようやく、いま、自分が帰るべき場所はこっちなんだ、と実感した。




「やあやあやあ二人ともおかえり。どこへ行っていたんだい？」

　屋や敷しきに戻もどると同時に大おお仰ぎような所しよ作さで一いち郎ろうに出迎えられ、皿次は一気に渋じゆう面めんを作った。帰宅して早々に見たい顔ではない。

　立ち話もなんだから、と一郎に客間に通された。地下貧民街アンダースラムから戻ったばかりだと、レプリカばかりとはいえ豪ごう奢しやな調度、赤い絨じゆう毯たん、煌きらびやかな装そう飾しよくの壁かべなどで埋うめ尽つくされた邸てい内ないはまるで別世界に見える。

　客間に入ると陽はる月つきの淹いれた紅茶が並んだテーブルを間にはさみ、一郎と対面して座る。

「陽月くんから連れん絡らくがあったから疑ってはいなかったけど、このまま駆かけ落おちでもされて帰ってこなかったらどうしてくれようかと思ってしまったよ。はっはっは」

　テーブルの隅すみにさりげなく置かれた凄すご腕うで暗殺者目録という雑誌が目に入り、ぞっとする。一郎にとって皿次と陽月は大事な商売道具だ。二人が逃にげ出だそうものなら力ずくで取り戻すか、あるいはいっそ不利益をもたらした二人を始末するだろう。というか、なんつー雑誌だ。

「この本は無む駄だになってしまったね」

「帰らないと言えば、スポンサーさんもずいぶんと長い間屋敷を空けていましたが」

　陽月が意い趣しゆ返がえしのつもりか、鋭するどく切り返す。

「怖こわい怖い。かわいい顔が台なしだよ」

　眼鏡の位置を指で直しながら、一郎は飄ひよう々ひようと陽月の冷たい視線を受け流した。

「実は新しい事業に手を伸ばすのにちょっとばかり手こずっていてね。まったく頭の硬かたい連中なんだ宗教絡がらみの爺じい様さま方がたは」

「宗教って、そりゃあ事業って呼べるのかよ」

「現代ではただの事業でしかないね」

「しかし宗教は斜しや陽ようどころの話ではないはずです。寄より辺べ神社もひどく寂さびれていましたし、もはや伸びしろのない世界ではないかと……」

　陽月の言うとおりだ。宗教は規き模ぼの縮小が進み、似た系統の宗教は宗派を統合して現存するのはごくわずか。寄辺神社も旧神道のほとんどと合流していると聞くし、海外発はつ祥しようの宗教も似た経けい緯いをたどっている。

「おいおいこの私を誰だれだと思っているんだい？　そんなことは承しよう知ちの上さ。だが逆に言えば現代において宗教は希少だということだ。私はね、希少価値に投資するのが好きなんだ。地下出身であるキミを登用したり、月と太陽の両属性を持つ、唯ゆい一いつ無む二にのウィザードである陽はる月つきくんを贔屓ひいきにしているのも同じ理由なのだよ？」

　そう言えば昔、長おさに教えられた商業戦略の中にいまの一いち郎ろうが言ったようなものがあった。決して大きくないニッチな市場でも、そのシェアを百パーセントに近い形で占せん有ゆうしてしまえば、巨大市場の一パーセントのシェアしか持てない商品よりも儲もうけられる、と。

「ニッチ戦略、というのもあるし、何より私は唯一無二のものにこそ、真にビジネスチャンスがあると考える。いやいや、教会連中には粘ねばられたがどうにか買収できてよかったよ」

　どうやら天空高等民街ユートピアで間接的に中セ流ン平ト民ラ街ルの教会を統治している者と交こう渉しようしていたらしい。それで長らく帰らなかったのだ。一郎の眼鏡の奥おく、目の下にうっすらとくまが浮うかんでいる。

「どれだけ新しい物が生まれても、一度価値の発生した古い物が完全に消失することはほとんどないんだ。宗教も一度価値が発生している以上、規き模ぼを縮小することはあっても決してその存在はなくならない」

　そう言うと、彼はテーブルの端はしの暗殺者目録を中央に移動させた。

「遠い遠い昔の話だ。かつて携けい帯たい複合端たん末まつの元がん祖そとなった、電子書籍を読み込めるタブレット端末が登場した時、一部の者は紙の書籍などなくなると断言したらしい。しかしこうして紙媒ばい体たいのメディアは残っている。新聞だってきちんと紙で存在しているだろう？　考えてみれば不思議かもしれないが、何のことはない。一度求められて誕生したものはそうそうなくならない──第一、生活がかかっている以上、それを作る側の人間が商品の風化を許さない」

　なんとなくわかるかもしれない。地下貧民街アンダースラムの非合法組織は、住民の犯罪行こう為いを煽あおっているふしもある。それは銃じゆう器きや中セ流ン平ト民ラ街ルへのゲートパスなどの需じゆ要ようを減らさないためだ。

「まあそんなわけで、宗教も創意工夫を凝こらせばまだまだ金脈に化ける可能性を残していると判断したわけだ。しかしキミたちのデビュー戦に間に合ってよかったよ……初戦は寄より辺べ神社の兄妹が相手だったね」

「はい。実はその件でいくつかお話ししておくことがあります。メールでも触ふれましたが──」

　陽月が最近起きたことを説明した。皿めい次じの幼なじみであるアワリティアが地下からやってきたこと。彼女が皿次を地下貧民街アンダースラムへ連れ出そうとし、それが実は寄辺恭きよう弥やの依い頼らいだったこと。などをかいつまんで説明する。

　すべてを聞き終えた一郎は数度うなずいて、長い脚あしをさっと組くみ替かえた。

「うん。実は宗教に手を出すにあたって、寄辺神社の周辺事情も探っていたんだ。キミたちのデビュー戦とは別の話だから、本当にたまたまなんだけどね」

　眼鏡の奥おくの瞳ひとみが鋭するどさを増した。

「兄のほう、恭弥君とやらは油断ならない相手のようだが、実は妹の寄辺神み子こもおかしな話を聞く」

「おかしな……話？」

　皿めい次じと陽はる月つきは顔を見合わせた。寄より辺べ兄妹の試合は何度か確認したし、神社にも赴おもむいたが、妹の神み子こには特別何も感じなかった。

「夜と休日しかしゃべらない、という噂うわさがある」

「なんだそりゃ」

「私も詳くわしいことは知らない。どうやら学校や部活動の弓道部などでも全然言葉を発しないそうだよ。それなのに家や帰宅後の買い出し先などでは普ふ通つうにしゃべっているし、土日ならば昼間から会話している姿が見られるらしい」

　まったく意味不明だった。たしかに普通ではないが、それが有益な情報かどうかは怪あやしい。ただの重度の人見知りである可能性もある。

「恭きよう弥や君についてはむしろ想像どおりかな。戦績などを見ると、彼は相当に歪ゆがんでしまっているようだけど……まあ無理からぬ事情があると思うよ」

「事情？」

「話すと長くなるけど、学校は大だい丈じよう夫ぶかい？」

　言われて時計を確認する。もうとっくに授業が始まっている……と思いかけてふと気づく。今日は学園祭の一日目だ。

　だがいまは対戦相手の情報を仕入れるほうが先だろう。だいたい、音おと羽わ真ま琴ことのことで木き崎さきと胡こ蝶ちようも動いているらしいのに、当事者である皿次たちがのうのうと学園祭を楽しむわけにもいかなかった。

「長くてもいい、頼たのむ。いいよな、陽月」

「もちろん」

　間かん髪はついれずに陽月もうなずく。

「そうかい。じゃあ話そうか。寄辺神社の兄妹。あの二人は──」












　　　　another　音羽真琴






　徒歩で十五分。長い階段を上がるのが大変だったけれど、そこそこ近くて大人の目から離はなれたその場所が小学生時代の音羽真琴の遊び場所だった。

　教室で見かけた子がひどく顔を腫はらしていたのが気になったのが最初だ。その子が寄辺神社という神社の子供だと知って、飛び込みで遊びに押おしかけた。傷だらけのその子をクラスメイトたちは近寄りがたい存在に思っていたみたいだけど、だからこそ真琴は仲良くなりたかった。真琴もまくし立てるようにしゃべる癖くせがあるせいで、相手に引かれてしまうことが多かったから。友達を作りたかったのだ。

　神社の境内にいたその子の隣となりにまったく同じ顔の子が寄より添そっていたときはびっくりした。分身したのかと思ったがそうではなく、片方は双ふた子ごのキョーダイだったらしい。もちろんそっちの子とも仲良くなろうと一いつ生しよう懸けん命めい話しかけた。二人はおしゃべりな真ま琴ことを快く受け入れてくれた。そして三人で遊ぶのが習慣となり、真琴は毎日のように神社へ足を運んだ。

　でもその子の顔の傷や痣あざが日ごとに増えていくのが心配だった。

　ある日、いつもどおり寄より辺べ神社に行くと、何だか家屋のほうが騒さわがしかった。境内にはご神体の置かれた社やしろとは離はなれた場所に平屋が建っていて、神かん主ぬし一家の住まう家になっていた。そう言えば部屋に上げてもらったことはなかったなぁ、とぼんやり思いながら平屋に近づくと、いきなり戸が開いて巫み女こ服ふくを着た子供が飛び出していった。

　びっくりして動けなくなった真琴がぼんやりとその背中を見送っていると、家の中から気弱そうな男性が焦あせった様子で出てきた。

「遅おそかったか……こんなことならもっと早くに」

　とつぶやいていたけれど、当時の真琴には何のことだか理解できなかった。

　その後、両親や寄辺兄妹に話を聞いて、なんとなく事の経けい緯いがつかめてきた。

　寄辺家は神社の運営が上手く行っておらず、とても苦しい経済状じよう況きようであること。父親が兄妹に暴力を振ふるい始はじめたこと。暴力は日を追って激しくなっていき、このままではいけないと判断した親族が寄辺家を訪ねると──









「すみません。ちょっと気分が悪くて……席を外します」

　真琴は台本を閉じるとトレーナーに一声かけて、収録室から出た。専門学校のカリキュラムのひとつだったが、役どころが痛々しい過去を持つ少女で、つい幼なじみの寄辺恭きよう弥や、神み子このことを思い出してしまった。

　ちょっとらしくなかったかなぁ、と反省する。どれだけ具合が悪くても明るく元気に見えるような口調を心こころ掛がけていたのだけど。でも今日ばかりはちょっと無理だ。なにせ委員長の胡こ蝶ちように陽はる月つきのネックレスを盗ぬすんだことがバレてしまった。

　あの日からずっと心しん臓ぞうが忙いそがしい。

　休きゆう憩けい室しつの自じ販はん機きで炭たん酸さんジュースを買って、一息つく。逃にげるように学校を休んで、忘れようとするみたく専門学校のレッスンに励はげんでいた。

「真琴」

　いきなり声をかけられて、弾はじかれるように顔を上げた。

　ワインレッドの洒落しやれたジャケットにハイネックのセーターを合わせた細身の男が、気安げに片手を上げて微ほほ笑えんでいた。

「恭弥！」

　真ま琴ことと同じ高校二年生のくせにずいぶんと親父くさい格好だ、と思う。二十台後半くらいじゃないと様にならないだろう服装なのに、何故か恭きよう弥やにはしっくりくる。決して老け顔というわけではないのだが、恭弥の落おち着つき払はらった姿は年齢よりもずっと年上に見えた。

　仕方ないか、とも思う。恭弥には大人にならなければならなかった理由があるから。

「珍めずらしく落ち込んでいるじゃないか」

「他ひ人と事ごとみたいに言うんだね。恭弥は大事な友達だし幼なじみだし特別だし。だから助けてあげたいしいままでも助けてあげたしこれからも助けるし。でもでも学校の友達だってやっぱり真琴にとっては友達だったわけで」

「だった？　ハブられた、という意味か？」

「そうなるに決まってるよ。どんな顔して学校に行けばいいのかわかんない」

　ジュースの缶かんを握にぎりしめ、うつむいて、胸の中の膿うみを吐はき出だす。

「すまない。真琴にはいつもつらい思いをさせる。だが……」

「わかってる。真琴だって寄より辺べ神社にはなくなってほしくないもん。でも」

　真琴が恭弥の求めに応じて対戦相手を妨ぼう害がいしたのは今回が初めてではない。過去の不戦勝のほとんどに真琴もかかわっている。絶対に良いことではないとわかっていた。けれど、恭弥たちには勝ち続けなければならない理由がある。

「今年もぎりぎり存続できると思うが、まだどうなるかわからない。死神のペアはもう終わりだろうから、一勝は確保できたが」

　ちくりと真琴の胸が痛む。

　いままでだってさんざん対戦相手に悪いことをしてきた。

　だけど今回はまるで毛色が違ちがう。クラスメイトの女の子が相手だった。それも決して知らない仲じゃなくて、打算抜ぬきに話しかけていた相手。それでも幼なじみである恭弥たちとの関係のほうを重視して、今回も彼を手伝った。

　こんな天てん秤びんにかけるようなこと、したくはなかった。

「正々堂々と戦うんじゃダメなの？」

　真琴の問いかけに恭弥は驚いた顔をした。初めて異を唱えられたからだろう。でも今回ばかりはいつもと同じような心持ちではいられなかったのだ。だからといって恭弥の味方じゃなくなるわけじゃない。むしろ逆だ。恭弥の力を知っているからこその言葉だった。

「恭弥強いもん。不戦勝なんて取らなくてもひょひょいっと勝てちゃうでしょ」

「もちろん戦って負けるとは思っていない。あの死神にだって俺おれと神み子こなら勝てる」

「じゃあっ、じゃあっ、どうして真琴にあんなことさせたの！　勝てるんだったら、べつに不戦敗に追い込まなくたってよかったのに」

「確実ではないからだ」

　ヒートアップする真琴と正反対に、恭弥は落ち着き払った声で切り返した。自分だけが熱くなっているようで途と端たんに気き恥はずかしさを覚える。でも納得できない。恭きよう弥やは大人ぶって話すけれど、時々、なんだかはぐらかされているような気分になる。

「確実なことなんて、どこにもないのが普ふ通つうでしょ」

「だが俺おれは勝率を限りなく百に近づけなければ気が済まない。死神に負けるつもりはないが、正面からぶつかれば六割程度の勝率だ。裏返せば四割負ける。こんな不確定な勝負を広告主なしに受けるぐらいなら、戦わずに不戦勝を取ったほうがいい」

　六割、という言葉に真ま琴ことは息を吞のんだ。恭弥が自うぬ惚ぼれて高い勝率を計算している、とは思わない。むしろ逆だ。恭弥は普ふ段だん、九割以上勝てると見込まなければまともに戦わないが、不戦勝を選ぶ条件のラインも極きよく端たんに高い。八割勝てると踏ふんでも不戦勝を選ぼうとする。だからこういう話になると恭弥の口から聞く勝率は七割か八割の場合が多い。

　それが、六割。恭弥にしては弱気すぎる数字だ。

「陽はる月つきちゃんって、そんなに強いの？　たしかに今年の頭くらいまでは美み紀きちゃんと組んでてものすごい連勝記録を作ってたけど、いまは違ちがうパートナーだし」

「その新しいパートナーと組んで、仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーと仮面の五色魔術師オールラウンダーを倒たおしている」

　恭弥の指し摘てきに真琴ははっとした。元クラスメイトの御陵みささぎ佳か多た理りと元生徒会長の五ご条じよう明あけ美みが正体を隠かくして活かつ躍やくしていた、脅きよう威いのペアだ。今年度は特に怒ど濤とうの活躍を見せていて、天空高等民街ユートピア行きも確実と言われていたが、今月頭のチャレンジマッチで陽月と皿めい次じのペアに敗れている。

　そう言えば佳多理と明美が仮面のペアだと知ったときはあまりの驚きに数日はレッスンに身が入らなかった。理由は、純じゆん粋すいな驚きの他にもうひとつ。二人の正体が明かされたときのクラスメイトや学校の生徒達の反応が……怖こわかったのだ。

　恭弥と神み子こは誰だれにも言えない嘘うそをついて、さらに対戦相手を陥おとしいれていた。真琴も加担している。それが発覚したとき、佳多理と明美に向けられた侮ぶ蔑べつの眼差しが、今度は自分に向くのではないか。そんな不安がずっとつきまとっていた。

「仮面のペアは現プロの中で正しよう真しん正しよう銘めいの最強だ。いずれ攻略方法が研究されただろうが、あの時点ではまだ誰も奴やつらを止める術を持たなかった。それを死神のペアが突とつ破ぱした──能力や所持する魔ま術じゆつカードだけから冷静に判断すれば、俺と神子が奴らに負ける要素はないが……それを言うなら仮面のペアだって負けるはずがなかったんだ」

　恭弥は深くため息をつき、一枚の電子メモを真琴へと手て渡わたす。

「俺と神子の戦績だ。俺たちは仮面のペアとの試合をすっぽかして、不戦敗になっている」

「恭弥が？　どうして！」

　これは初耳だった。思えば恭弥は負け試合については話してくれたことがなかった。プライドの高い彼にとって、敗北を語るのは屈くつ辱じよく以外の何物でもないのだろう。

「最初は奴らを不戦敗に追い込もうと動いたのだが、駄だ目めだったんだ。奴ら呆あきれるほど隙すきがなかった。だから、撤てつ退たいを選んだ。勝率の低すぎる試合を無理に戦って《技能強奪スキルロブ》をされたらすべてが終わりだからな。俺おれのスキルだけは奪うばわせるわけにはいかなかった」

「……そんなにヤバいペアだったんだ、佳か多た理りくんたちって」

「ああ。それを打ち破った死神のペアと大真面目に戦うことはない。真ま琴ことにはすまないことをしたが……許してほしい」

　目を伏ふせて、こうべをたれる恭きよう弥や。大人っぽい彼が見せる弱々しい姿は、真琴の心をいつだって揺ゆさぶってくる。ずるいな、と思う。こんなの許さないわけがない。

「しょうがないなぁ、恭弥は。叔お父じさんとはうまくやれてる？」

「おかげでな。本当なら気味悪がられて追い出されるところだが。あの人には感謝している」

　恭弥と神み子この叔父。あの日、寄より辺べの家から巫み女こ服ふくの子供が飛び出して行った日、慌あわてて後から出てきたのがその人だ。あの日は恭弥たちにとって運命の日だったと思う。暴力に取りつかれた父親に反旗を翻ひるがえし、立ち上がれなくなるまで殴おう打だしまくったそうだ。父親は保護能力を問われて兄妹からむりやり引ひき剥はがされ、いまでは遠い田舎いなかの実家に帰っている。兄妹だけで寄辺神社に残った二人を、叔父が面めん倒どうを見てくれているらしい。

　あれは恭弥と神子にとってのターニングポイントだった。それ以来、たとえ学校でいじめに遭あったとしても二人は実力行使で外敵を排はい除じよしてきた。悲しい話だが、たった二人の兄妹で強く生きていくためには仕方のないことだと真琴は思う。

「心配しないで。真琴は二人の味方だから。真琴はいつでも友達だから」




「──いいえあなたは決して友達になれませんわ、音おと羽わさん」




「……！」

　突とつ然ぜんの声。今度こそ真琴の顔に怖おそれが浮うかび、恭弥も飛びのくと同時に入口を睨にらみ返かえした。

　ふんわりと柔やわらかな質感を持つウェーブヘアを指に絡からめながら、高たか見み高校の制服を身に着けた女生徒が室内に足を踏ふみ入いれる。隣となりには、いままさに病院から抜ぬけ出だしてきましたと言わんばかりの少女。パジャマにジャケットを羽は織おった姿のまま自動車くるま椅い子すに座る快活な瞳ひとみの少女だ。

　委員長の住すめ良ら木ぎ胡こ蝶ちようと、半身不ふ随ずいで入院しているはずのクラスメイト、木き崎さき美み紀きだった。

　二人はもともと可愛らしい顔立ちをしているのだが、その面おも影かげなど微み塵じんも感じられないくらいに殺気を放っている。胡蝶は冷たい表情で、木崎美紀はそれだけで殺されそうなほどの視線で。威い圧あつ感かんに押おされて真琴は声が出なかった。

「近いうちに音羽さんと接せつ触しよくすると考えていましたが、大正解でした」

「ずいぶん偉えらくなったもんだね、《狡猾な射手トリツク・シユーター》」

「死神の……片割れ……ッ」

　恭弥の顔にはっきりと恐きよう怖ふが浮かんだ。

「そんな顔されちゃうと女の子としては傷つくなぁ。ま、しょーがないか。あたしの現役時代しか知らないだろうからね」

　木き崎さき美み紀きは学校ではただの明るい少女だった。しかし現役の選手だった頃ころは、誰だれもが怖おそれるほどの凄すごみを持ったウォーリアーとして通っていた。恭きよう弥やにはその印象が強いのだ。

「あたしこんな状態だからさ、皿めい次じにもハルにもなーんにもしてやれないんだよね。だけど今回の話を聞いてさ、ちょっと黙だまってらんなかった。試合の外でうろちょろしてハルたちを陥おとしいれようとかナメたこと考えてる奴やつがいるなら、ぶちのめしてやりたくてさ」

「く……はは。俺おれもずいぶんと馬鹿にされたものだな。半身不ふ随ずいの女に何ができる？」

「うーん、そうだね。できるとすれば──」

　考えるような素そ振ぶりを見せた直後。自動車くるま椅い子すの車輪が唸うなった。急激な推すい進しん力りよくを得た車椅子が瞬しゆん時じに恭弥に肉にく薄はくする。そして元死神の片割れの拳こぶしが恭弥の腹の前でぴたっと停止した。

　一いつ瞬しゆんのことだった。一歩も動けなかった恭弥は目を見開いて車椅子の少女を見下ろす。

「──これくらいかな？」

「ぐ……」

「日本古来の武道は、座ったままの戦せん闘とうも想定している。合気道柔じゆう術じゆつ拳けん法ぽうその他。上半身だけでもヘタレ野郎の一人くらい倒たおせる」

　拳の勢いは下半身が正常な人間に匹ひつ敵てきした。もしかしたら彼女は車椅子に下半身の役割を担わせたのかもしれない。だとしたらものすごいセンスだ。格かく闘とう技ぎや武道に明るくない真ま琴ことも、弓道をたしなむ寄より辺べ兄妹との会話の中で多少は知識を得ていた。

「あたしはハルたちに何にもしてあげられないけど。二人が理り不ふ尽じんな負け方をするなんて見過ごせない。あたしがあんたらに言えることはただひとつ。『こんなことして、どうなるかわかってるよね』ってこと」

「木崎さんはこのような理由で怒おこっておりますが、わたくしのほうは別件で二件」

　穏おだやかに聞こえる声に、静かな凄すごみをのせて胡こ蝶ちようが歩み出る。

「まず学校で盗ぬすみを働いたこと。音おと羽わさん、それは許されざることです。そしてもうひとつはわたくしの行動予測プログラムを許可を得ていない寄辺恭弥さんが勝手に使用していること」

　恭弥の表情が変わった。責めるような視線を真琴に送るが、彼女はぶんぶんと首を振ふる。知らない。胡蝶に情報をリークしたことはない。

「調べたところあなたはいままでにも対戦相手を騙だまして、さまざまな方法で不戦勝を勝ち取ってきましたね。対戦相手は魔ま法ほうにかけられたみたいに、あなたの用意したシナリオに従って、試合に参加できない状じよう況きように追い込まれてしまう──どうしてそんなことができたのですか？」

「嘘うそが得意だから、では駄だ目めかな」

「答えはこうです。あなたは嘘が得意なのではなく、人間を単純な思考へ導く術に長けているのです。怒いかりや焦あせりや嫉しつ妬とや同情を煽あおり、できるだけ人間のテンプレートな思考を引き出し、そのうえで行動予測プログラムを使って確実に排はい除じよできるシナリオを作っていた、と。わたくしは自分のアイデアを不当に盗ぬすまれることが世界で二番目に嫌きらいです」

　胡こ蝶ちようは冷え切った眼差しで恭きよう弥やと、真ま琴ことを交こう互ごに見つめた。

「音おと羽わさんは騙だまされています」

　どきりとする。やめろ、と心が叫さけぶ。やめて、それ以上は言わないで。

「その男は音羽さんのある単純な感情を引き出して利用しているのです」

　言ってしまった。言われてしまった。一番聞きたくなかった言葉を。

　いままで不安が首をもたげなかったわけじゃない。演技の得意な恭弥と一いつ緒しよにいて、自分も舞台で踊おどらされているんじゃないかと疑ったことは一度や二度じゃない。だけどそんなこと考えたくなかった。たとえ誘ゆう導どうされていたとしても、彼女は恭弥を好ましく思っていたから。

「話にならないな。妄もう想そうを語られても戸と惑まどうばかりだよ」

「陽はる月つきさんと皿めい次じさんは中セ流ン平ト民ラ街ルに戻もどっていますわ」

「……！」

「表情が変わりましたね。そんなはずはない、とでも思っているのでしょう」

「言っとくけど、試合の日までにハルたちに手を出そうとしたら……」

　美み紀きが低い声で脅おどした。

　恭弥は唇くちびるを噛かむと、美紀の間合いから逃のがれ、入口へと駆かけ出だした。

「まだ話は終わってない！」

　車くるま椅い子すがふたたびうなりを上げる。怪け我が人にんを乗せる機械としては失格なほどの強きよう烈れつな加速度。床ゆかを焦こがして空気を裂さき、恭弥の背中へと迫せまる。

「──ッ！」

　が、美紀は唐とう突とつに車椅子のパネルを操そう作さし旋せん回かい。車体を九十度傾かたむけて急停止する。大きな力を急激に殺されて車輪が浮うき上あがり、ぼんと一度跳はねてから完全に動きを止めた。

　美紀の鼻先に細長い指が突つきつけられていた。絹きぬ細ざい工くめいた綺き麗れいな手による手刀だ。
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「神み子こちゃん……」

　美紀を止めた相手の顔を見て、真琴がつぶやく。

　神社で着ているのと同じ白びやく衣えと緋ひ袴ばかま。長い髪かみは一本にまとめられ、馬の尾おのように揺ゆれた。感情の色が感じられないポーカーフェイスが敵意も殺気もなく美紀を見つめている。

「《依存体質の悪霊降ろしスピリチユアル・メデイウム》……すごいねキミ、全然気配なかった」

　美紀の顔からつっと汗あせが滴したたる。

　真琴も正直に言うとぞっとしていた。恭弥とも神子とも付き合いは長い。だけど神子については実はまだ慣れないところが多い。彼女は言葉をほとんど発しない。感情の起き伏ふくがないというよりも、感情がないのではないか、と思うことさえある。

　特に真琴は神子の無感情さを一番よく知っているのだ。

　恭弥は部屋の中を振ふり返かえり、ふんと鼻を鳴らした。

「死神の片割れ。そこまで言うならきちんと試合で戦ってやる。あの二人がこちらへ戻もどってきたということは地下貧民街アンダースラムの薄うす汚ぎたない犬が裏切ったということだろうからな。残り二日で手を講こうじるのも難しそうだ……だが負けるつもりはない。試合で奴やつらを倒たおし、その後でゆっくりと貴様にも俺おれを侮ぶ辱じよくしたことを後こう悔かいさせてやる──行くぞ神み子こ」

「……」

　恭きよう弥やに呼ばれ、神子が無言でうなずく。

　しっかりと手を握にぎりあい、二人はその場を立ち去った。小さい子供ならば仲の良い兄妹だが、高校生の彼らのその後ろ姿はまるで……。

　美み紀きも胡こ蝶ちようも二人の後を追いかけなかった。いや、追いかけられなかったのだろう。神子の雰ふん囲い気きはそれほど圧あつ倒とう的てきだった。

　恭弥と神子が消えてしばらくすると、ようやく美紀がふーっと長い息を吐はき出だした。扉とびらの外を睨にらみつけ、悔くやしそうに壁かべを殴なぐりつける。

「悔しい。なんでびびってるかな、あたし」

「たぶん木き崎さきさんなら負けないと思いますわ。ただ、寄より辺べ神子さんの威い圧あつ感かんだけは尋じん常じようではありませんね。凪なぎのごとく穏おだやかな、起き伏ふくのない感情。人は人間に近いロボットを見ると嫌けん悪お感かんを抱いだくと言いますが、それに近い感情を抱くくらいに、彼女は人間離ばなれしていますもの」

　美紀の肩かたに手を置き励はげますと、胡蝶はくるりと首を曲げた。

「さて、音おと羽わさん」

　びくっと体が震ふるえる。

　恭きよう弥やも神み子こも行ってしまった。この場には自分一人しかいない。陽はる月つきのネックレスを盗ぬすんだ悪人として、どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられるのだろう。震ふるえが止まらない。

　どうして。どうして恭弥は真ま琴ことを置いて逃にげてしまったのだろう。神子の手を取ったのに、どうして真琴の手を取ってくれないのだろう。胡こ蝶ちようの指し摘てきが現実味を帯びてくる。恭弥にとって、ただ利用するだけの価値しかなかった、ということなのだろうか。

「ま、真琴は。真琴は……」

「弁解は結構ですわ。心配なさらずとも音羽さんが盗とう難なん事件の犯人であることは、他の誰だれにも知らせていませんから。事実を知るのはわたくし、木き崎さきさん、陽月さんと皿めい次じさんだけです」

　え、と真琴は小さく漏もらした。

　てっきり昨日には全校に知しれ渡わたっているんじゃないかと思っていた。あの日の放課後、ウイルスによるデータ回収を終えた胡蝶から容疑を突つきつける旨むねの連れん絡らくが入ってから、真琴はずっと逃げ回っていた。怖こわかったからだ。

「べつにつるし上げるのが目的じゃないからさ。ハルのネックレスを返してくれたらそれでいい。マコもこんなこと続けたくないでしょ」

　美み紀きがにかっと笑う。憎にくい相手に対する顔じゃなかった。

「今日が何の日かご存知ですか、音羽さん」

　胡蝶の問いに、真琴はおそるおそるうなずく。

「……学園祭」

「ですのに、委員長たるわたくしがここにいるのです。皿次さんや陽月さんもそうですが、もちろん音羽さんにもクラスの一員として、気き兼がねなく生活してほしいからなんですよ」

　すっと手が差し伸べられる。

「これは契けい機きです。この機会にすべてを清算しましょう。利用されるだけの偽いつわりの幼なじみではなく、彼の目を覚まさせる、本当の幼なじみになれるように」

　真琴はしばらくためらった後、怖おそれるように、けれど確かに、その手を取った。

　胡蝶の手を通してじんわりとした温かさが体に流れこんでくるようだった。気づけば、肩かたが震えていた。怖れじゃなくて、違ちがう何かで。

「ごめんね。ごめん……ねっ」

　喉のどにつっかえて、うまく言葉にならない。

「それはハルに言いなよー」

「ごもっとも、ですね」

　そんな真琴の情けない姿に、胡蝶と美紀が顔を見合わせて微ほほ笑えんだ。
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　十一月最後の日。

　デビュー戦の前日であり、学園祭の二日目だ。

　皿めい次じと陽はる月つきは学校を休んで離はなれの館で最終調整を行っていた。学園祭は自由参加だ。そうでなければ律りち儀ぎな陽月はサボりを承しよう諾だくしなかっただろう。

　陽月が《独自解かい釈しやく》習得の進しん捗ちよく具合を、皿次が実戦での立ち回りを確認していると、ふいに屋や敷しきの扉とびらが開かれた。屋敷内のシステムが反応し、模も擬ぎ戦状態が強制的に停止される。

　安全装甲セーフテイ・アーマーが上じよう昇しようさせてくれる身体能力のままにサンドバッグへと飛びかかっていた皿次は、急激に体が重くなり、思いきり転んでしまった。

「ってぇ～！　誰だれだいきなりっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ？　だよね、皿次なら。いつも顔ぶつけてるし」

「お、お前な。もっと心配してくれてもいいんじゃねえのか」

　というか顔ぶつけてるのは主に陽月のせいだ。

　駆かけ寄よってきた陽月と一いつ緒しよに入口へと顔を向ける。

　離れの屋敷の中は半液体金属でできていて、試合会場と同じシステムが施ほどこされている。とはいえ試合会場と異なり「いつ誰がドアを開けて入ってくるかわからない」ため、そのまま運用すると危険なのだ。

　だからドアが開かれると連動して模擬戦状態が終わるようにしてある。そのため、あらかじめ訓練場のシステムと関連づけしておいた安全装甲セーフテイ・アーマーやブレインリーダーも停止したわけだ。

「あれれれ。お邪じや魔まだったかな」

「どうもこんにちは、皿次さん。陽月さん」

「美み紀き。それに委員長」

　そこにいたのは見慣れた二人だった。

　パジャマの上にジャケットを羽は織おっただけの木き崎さきと、制服姿の胡こ蝶ちようだ。二人とも息が白い。昼を過ぎているが外はかなり寒いはずだ。そんな中、しかも学園祭の最中に、いったい何をしにきたのだろうか。

　いや、陽月の話によるとこの二人は、

「あたしたちだけじゃないよん。ほらマコ、隠かくれてないで」

　そう、ネックレスを盗ぬすんだ犯人、音おと羽わ真ま琴ことと話をつけることになっていた。

　木崎に促うながされ、扉の陰かげに隠かくれていた真琴が顔を出した。

　はねた髪かみの毛はいつもより落ち着いていた。くせっ毛はやはり完全に押おさえることはできていなかったが、それでも必死に整えようとした様子がうかがえる。

　彼女は陽はる月つきの前に立つと、うつむいたまま、自信なさげに体を揺ゆすっていた。不安や怯おびえが隠かくしきれていない。

　陽月はもう用件を理解しているだろう。しかし急かしたりしなかった。表情をほんのすこしだけ和らげて、わずかに首を傾かたむけて、真ま琴ことが口を開くのを待っている。

「その、あの、真琴……」

「うん」

「ごめんね……本当、その、ごめん、なさい」

　そう言って、真琴は銀ぎん盾たてのネックレスを陽月へ差し出した。

　陽月はやさしく微ほほ笑えんで、それを受け取った。

「ありがとう」

「そんなっ……真琴、ひどいことしちゃって……その……」

「いきさつは美み紀きたちから聞いてる。わたしはもうあなたを責めたりしない」

「うう……本当にごめんなさい」

「皿めい次じはどう？」

　陽月に水を向けられた。

「ふん。こっちは地下に拉ら致ちされたりさんざんな目に遭あったんだぜ」

　真琴がひっと声を漏もらして震ふるえた。

　皿次はそんな彼女へと厳しい眼差しを向ける。

「悪いが俺おれは聖職者様じゃねえ。対価もなく許してやるなんて言えねえな」

「……ッ」

　真琴の顔が強こわ張ばる。木き崎さきや胡こ蝶ちようの顔にも不安がよぎっていた。皿次がこんなことを言うとは思っていなかったのかもしれない。

　残念だが俺はそんな生易しいキャラじゃねえよ、と皿次は心の中でつぶやいた。

「俺があんたを許すかどうかは、どれだけの誠意を見せてくれるかにかかってる」

「誠意……」

　うつむき、つぶやく真琴へ、皿次は歩み寄る。

　その細い肩かたをつかんで、間近から彼女の顔を覗のぞきこむ。目を逸そらすことを許さない。半ば脅おどしているような体勢で皿次は言い放った。

「この裏切りを償つぐなうために、あんたは大切な人を裏切らなくちゃならない。それができるってんなら許してやるよ」

「裏切り……もしかして。もしかして、恭きよう弥やたちを」

「そうだ。あの兄妹を。奴やつらの情報を。売れ」

　一いち郎ろうからある程度の話は聞いている。寄より辺べ兄妹の事情。しかしどうしても解げせない部分、謎なぞに包まれた部分が残っているのだ。

　兄妹と長く付き合ってきたであろう音おと羽わ真ま琴ことから、核かく心しんに迫せまる情報をつかんでおきたい。

「それができねえなら、俺おれはあんたを絶対に許さねえ。言葉だけの反省、懺悔ざんげなんてクソ食らえだ。自分のやってることが間ま違ちがいだってんなら、中ちゆう途と半はん端ぱじゃ駄だ目めだ。『いままでの本当』を全部捨て去る、全部ぶち壊こわす、それぐらいの誠意がなきゃ信用できねーのさ」

　真琴には酷こくだろう。幼なじみとのこれまでの付き合いを否定し、新しい道を模も索さくしなければならないのだから。

　だからこの追つい及きゆうは、皿めい次じがしなければならなかった。ともすれば反感や恨うらみを買いかねない尋じん問もんを陽はる月つきにさせるわけにはいかない。

「どうなんだ？　あんたに、その覚かく悟ごはあるのかよ？」

　たっぷり数十秒の間を空けて、真琴は絞しぼり出だすように言った。

「……協力する」

　つらそうに唇くちびるを噛かみながら、けれど真しん摯しな瞳ひとみで皿次を見つめ返している。嘘うその極意を持たない皿次には彼女の言葉の真しん偽ぎなど計れない。だが直感でわかる。皿次自身の経験とただの勘かんが音羽真琴の言葉が嘘ではないと告げてくる。

「真琴もここで清算したい。そのためにできることなら、なんでもする！」

「だったら俺からはあーだこーだ言わねえ。陽月の好きにしていい」

　皿次はにやりと笑った。最後の欠片かけらがあるべき場所にはまった、そんな気分だ。

　ティアと陽月と組んだ作戦。その最後の詰つめ。一いち郎ろうの情報だけでは心もとなかった、あと一歩の裏づけが必要だった。

　それは音羽真琴の登場によって、いまこの瞬しゆん間かんに完成した。




　真琴から得た情報をもとに作戦内容と照らし合わせ、最終確認を終えた。これで問題なく作戦を遂すい行こうできると、陽月も満足げだった。

　訓練場での最後の調整を終える。もうすぐ日が落ちる時間だ。陽月は汗あせを流すために部屋へと直行した。皿次は離はなれの館に残り、気だるい体を床ゆかに投げ出してぐったりしていた。安全装甲セーフテイ・アーマーによる疲ひ労ろうが凄すさまじかった。連れん携けい確認のために何度も陽月の、制せい御ぎよ段階変化魔ま術じゆつを受けたからだ。頻ひん繁ぱんに身体能力をいじられるのはきつい。

「おつおつ。間近で見たのは初めてだけど、結構サマになってるじゃん」

　木き崎さきの車くるま椅い子すが近づく音がした。見上げると、猫ねこ顔がおが皿次の顔を覗のぞきこんでいる。

　寄より辺べ兄妹の情報を提供した後、真琴は学園祭参加のためにすぐに退散していた。胡こ蝶ちようも同じだ。しかし木崎だけはこの場に残り、最後まで訓練を見ていてくれた。

「はあ、はあ……まあ……そこそこ、な……」

　強気な口調で言ったが、いつもの覇は気きも力強さもなかった。腹に力が入らず、ぜえぜえと荒あらい息と一いつ緒しよに言葉を吐はくのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「あはは。わかるわかる。このタイミングが一番つらいんだよね。あたしも《太陽と月の女神の気まぐれ》を使った試合の後は、ぐったりしちゃってたもんなー」

　木き崎さきは昔を懐なつかしむようにそう言った。

　安全装甲セーフテイ・アーマーによる身体能力変化は、肉体に与える負担が大きい。太陽や月属性のパートナーを持つウォーリアーにとっては共通の苦労でもあった。

「でも間近で見て安心したよ。ハルとキミ、なんだかんだで上手くやってるじゃん」

「はあはあ……チッ。なにがだよ」

「ほら。前さ、病院で相談してきたっしょ？　ハルが硬かたくなってるって。まあハルに限って、理り不ふ尽じんにキミを嫌きらったりはしないってわかってたけどさ。ナマで見て確信したよ。ちゃんと信しん頼らい関係を構築してる、いいパートナーだなってね」

「だから不思議なんだよ。共鳴も試合中のコンビネーションも問題ねーんだが」

「普ふ段だんの態度の硬さが気になるって？」

「……べ、べつに気にしてるわけでもねえけどな」

「うーん。これ、口止めされてたけど言っちゃおうかな」

「は？」

「『皿めい次じがなにを考えてるのかよくわからない。前の試合の直後なんかは笑ってくれたりしたのだけど、最近は怖こわい顔をしていたり、態度が硬い気がするの』」

　木崎らしからぬ平へい淡たんな声こわ音ねだった。

「それ、もしかして陽月の声真似か？」

「へたっぴで悪かったなー。まーまーまー、つまりそういうことなんだってば」

「そういうことって……あいつも俺おれと似たようなことで悩なやんでたってのか？」

「そそそ。キミたち試合の外でも共鳴してるんじゃないかって疑ったよあたしは。だいたい他人の心の中なんてわからなくてあたりまえだってのに」

　皿次は体を起こし、ぼんやりと腕うでを見下ろした。

　心の中なんてわからなくてあたりまえ。ああたしかにそうなのかもしれない。ティアみたいな英才教育を受けた詐さ欺ぎ師しを知っているから感覚が麻ま痺ひしていた。

「いまは二人ともお互たがいの距きよ離りを手さぐりで計ってる途と中ちゆうなんだ。心配しなくても、二人ともが手さぐりで歩いてるんならさ、いつか手が触ふれる瞬しゆん間かんがくるんじゃないかな」

「……なんつーか慣れねえ感情なんだよな」

　胸に手を当てて首を傾かしげる。

　地下貧民街アンダースラム時代、仕事の都合で他人と組んだこともある。しかしそのときには感じなかった感情なのだ。

「あんまり自覚してほしくないなぁ、その気持ちは」

「どういう意味だ？」

　問い返すと木き崎さきは複雑そうな苦笑を浮うかべ、首を横に振ふった。

「んーん。なんでもない。キミも……それからたぶんハルも。ただの同情とは違ちがう、その先にあるものをつかめたら、きっとすごく素敵だと思う。だからこそあたしは言えない」

「またわけのわからねえこと考えてんな。チッ、お前らと話してると自分がどうしようもねえアホに思えてくるときがある」

「こういうことに関してはアホかもね、キミは」

「ンだとぉ？」

　にまにましている木崎のこめかみに指をぐりぐりさせる。

「あにゃにゃにゃっ、ちょっ、やめっ」

「ったく。あんまり馬鹿にしてると次は頬ほおをつねるぞ」

「むむむ」

　木崎はやや頬を赤くしてこめかみを押おさえた。しばらく恨うらみがましそうに皿めい次じを睨にらんだ後、ふいにまつ毛を震ふるわせて、うつむきがちになる。

「言えないっていうか、言いたくない……か」

　小さな小さなつぶやきはしっかりと耳に届いた。だけどまた意味のわからない一言だったので、皿次はもう訊きき返かえしたりしなかった。

　本当に心の中ってのはわからないものだ。陽はる月つきも、そして木崎の内面さえ曖あい昧まいだ。

　意識して嘘うそをつくまでもなく人間ってのは嘘にまみれているのかもしれない。

　なんとなく、そう思った。
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　十二月一日。

　高たか見み高校では高たか見み賢けん祭さいの三日目を迎える日。幸運にも空は晴はれ渡わたり、一日中、雪や雨の心配はないとのことだった。夜の花火も予定通り打ち上げられる、と胡こ蝶ちようから連れん絡らくが入っていた。

　寒い冬こそ暖かい花火を。誰だれが提案したのか知らないが、数十年前から、寒い冬の夜にもかかわらず打ち上げ花火を眺ながめるのが学園祭のトリになったという。見てみたい好こう奇き心しんがむくむくと芽め生ばえてくるが、皿次は首を振って甘えを振り切った。

「どうしたの？」

　先に選手控ひかえ室しつに足を踏ふみ入いれていた陽月が、入口でぶんぶん頭を振っている皿次を、怪け訝げんそうに振り返っていた。

「集中しねえと、ってな。クラスの奴やつらも見てるだろうし」

　試合開始まであと三十分あまり。学園祭も終わりに近づき、校内では片付けを始めている頃ころかもしれない。結局、一回も昼の学園祭に顔を出すことができなかった。

「うん。メール、見た？」

「……慣れねえんだよな、ああいうの」

　皿めい次じは頬ほおを掻かき、ポケットの中の携けい帯たい複合端たん末まつへ目をやる。

　さっき、クラスメイトたちから計ったようなタイミングで一いつ斉せいにメールが届いた。木き崎さきはもちろんだが、胡こ蝶ちようや真ま琴ことや応おう援えんしてくれているクラスメイト全員からだ。誰だれかに成果を期待されて送り出される経験なら地下時代にもある。だが応援者にとってなんの利益にもならないのに応援されるのは変な気分だ。

「でも、悪くない気分でしょう」

「悪くない気分になってる自分が気持ち悪い」

「本当に素直じゃないね」

　陽はる月つきが苦笑いした。

「そろそろ時間。着替えてくる」

　陽月が用意された衣装一式を抱かかえて、更こう衣い室しつへと向かった。皿次も安全装甲セーフテイ・アーマーを両りよう腕うで両足に装着する。内側がぬめりとした半液体金属の装そう甲こうの感かん触しよく。練習で何度も身に着けたおかげですっかり体になじんでしまった。

　しばらくすると更衣室から陽月が戻もどってくる。その姿を見て、皿次はうっと喉のどを詰つまらせた。

「……珍めずらしい格好だな。いまはそんなファッションが流行ってるのか？」

「スポンサーさんに聞いて」

　陽月の着ている服はあまりにも日常からかけ離はなれていた。全身を包む色は黒。くるぶしまでを隠かくす長い裾すそ、袖そでも首回りもしっかり覆おおった極めて露ろ出しゆつの少ないスタイル。頭からはやや透すけたベールがたれさがり、彼女の端たん正せいな顔をまた違ちがった感性で見せてくれる。

　胸元に十字のあしらわれたその衣装は、まぎれもなく修道服だった。彼女のロッドである、死神の鎌かまを手に持つと、非常にアンバランスな姿になる。神に仕える死神。相反する性質のようで意外とマッチする、不思議な組み合わせだ。

　陽月が一枚の電子メモを皿次に投なげ渡わたす。例によって衣装一式に添そえられていたのだろう。受け取り、再生ボタンを押おす。すると電子メモの上の空間にノイズが生じ、一いち郎ろうの立体映像が映し出された。

『さて今回の衣装についてだが、さっそく、買収した教会のＰＲをしようと思ってね。衣装のクライアントは私、ということになる。太陽と月のピアス、死神のロッドについてはいままでどおりきちんと広告主がついているから、私はそちらで稼かせがせてもらうとするよ。それでは敬けい虔けんなる信徒のように、美しい試合を期待している。グッドラック！』

　最後にぐっと親指を立てて、たいして流りゆう麗れいでもない発音でそう締しめると、一郎の映像が一気に霧む散さんした。胡う散さん臭くさい笑顔が消えると晴れ晴れする。

「なるほどな、それで修道服なわけか」

「見た目より生地が薄うすい。暑苦しいかなと思っていたのだけど、むしろ寒いくらい」

　慣れない服に袖そでを通した陽はる月つきは、腕うでを伸ばして袖を見たり、体をひねって背中を見たりと、全身を確認していく。新しん鮮せんな服装だと見慣れた顔もまたいつもと違ちがって見えた。

　しかし自分のファッションを確認するふつうの女の子、という顔は、すぐに消えた。次に彼女が浮うかべたのは戦う者の表情。強い瞳ひとみが皿めい次じを見み据すえる。

「ティアさんの感情を利用して、音おと羽わさんの気持ちも弄もてあそんだ……寄より辺べ恭きよう弥やを許したくない」

　陽月は親友の木き崎さきの気持ちを利用されたことがある。その記き憶おくが彼女に強い敵意を生んでいる。そして彼女の敵意に、皿次は同調していた。陽月の手を握にぎりしめ、強く宣言する。

「奴やつをぶちのめす。人を小こ馬ば鹿かにしきった小細工なんて二度とできねえように、しっかり教育してやる。俺おれたちに喧けん嘩かをふっかけたらどうなるか、教えてやろうぜ」

「……ええ！」
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　入場口からフィールドに足を踏ふみ入いれると、朽くち果はてた街が目の前に広がった。倒とう壊かいしたビルや植物の繁はん茂もした瓦が礫れきの山々。長らく放置された廃はい墟きよの様子が忠ちゆう実じつに再現されていた。

　もちろんこれは現実に存在する街じゃない。どうやら今日のフィールドは廃墟のようだ。とはいえ、おそらくこの廃墟が拝おがめるのはいまだけだろう。すぐにフィールドは変容させられる。寄辺兄妹は絶対に自分たちに有利な環かん境きようを整えてくるからだ。

　その兄妹はすでにフィールド内にいた。

　本来神社の宮ぐう司じが着るべき袍ほうに身を包んだ男──寄辺恭弥。彼は中性的な美しい顔に自信に満ちた笑みを貼はりつけ、大きな弓の弦つるを指で遊んでいる。腰こしに提げた矢や筒づつには何本もの矢が収められていた。

　妹のほう、寄辺神み子こは白びやく衣えと緋ひ袴ばかまの巫み女こ服ふく姿だ。神社で見たものと異なり、両りよう肩かたが開あいていて肌はだが露ろ出しゆつしている。ふつうの巫女服よりも機動性に優れていそうだ。額には戦国時代の戦乙女のような古めかしいデザインのブレインリーダーが巻かれている。

　こちらも中性的な整った顔をさらしているが、神子の顔には何ら表情が浮うかんでいなかった。無機質。以前の陽月もなかなかに無愛想だったが、この寄辺神子を前にすれば、陽月のほうがよほど人間味があった。

　神子の手にも恭弥と同じ大きな弓が握られているが、こちらには持ち手の部分に五枚のカードが収納されている。ロッドだ。ロッドは本来ウィザードの自己防衛用に持つものだが、当然攻撃も可能な代物が多い。遠えん距きよ離り武器は、デッドラインから出られないウィザードにとって、最も適した武器だろう。

　修道服の陽月と巫女服の神子が対たい峙じする──偶ぐう然ぜんの産物とはいえ、どこか狙ねらい澄すましたかのような組み合わせだ。茶の間の注目をいっそう集めるかもしれない。一いち郎ろうが二人のデビュー戦に教会の買収を間に合わせたかった理由はこれか、とようやく理解した。

　カードのオープンタイム。

　両りよう陣じん営えいの頭上に五枚の魔ま術じゆつカードが展開される。

　陽はる月つきの使用する魔術カードは《太陽と月の女神の気まぐれ》、《太陽と月の女神の献けん身しん》、《フレアエンジン》、《皆かい既き日食》そして《幻げん惑わく》の五枚だ。《皆既日食》は仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤー戦でも使用した強力なカードで、全ウォーリアーのスキルを封ふうじられる。だが今回は皿次も最初から共鳴状態であり、共鳴スキルがあるため、前回ほどは使い勝手が良くない。

　また、どんな幻まぼろしを見せられるかわからない、ランダム要素の強い《幻惑》も入っている。使い方に気をつける必要のある選せん択たくだった。

　一方、神み子この提示した五枚の魔術の内訳はこうだ。

《土つち蜘ぐ蛛も》……その名を冠かんするロボットを召しよう喚かんする。

《籠ろう城じよう作戦》……土くれの城を創造する。

《ストーンエッジ》……無数の投石器を創造する。

《粘ねん土どの壁かべ》……粘土の壁を創造する。

《砂さ漠ばく化か》……フィールドを砂漠に変容させる。

　すべて土属性単一の魔術カードだ。《依存体質の悪霊降ろしスピリチユアル・メデイアム》と運営側から二つ名を与えられている彼女の属性は、土属性。仮面の五色魔術師オールラウンダーと比べると常識的な属性だが油断はできない。陽月とは対照的にランダム要素を一切排はいした、効果が確定的な魔術ばかりだ。

　次にウォーリアーのステータスが公開される。

　皿次は現在、共鳴状態にあり、制せい御ぎよ段階は三○。所有するスキルは共鳴スキルである《ストレート・ウォーカー》ひとつだけ。

　寄より辺べ恭きよう弥やも共鳴状態で、制御段階は三二。スキルは《秘ひ匿とく》を持っているため、他のスキルは覗のぞけなかった。わざわざ対戦相手に根回しをするような奴やつだから当然か。

　恭弥の型はスナイパー型で、得え物ものは見てのとおりの弓矢だ。《狡猾な射手トリツク・シユーター》と呼ばれているのは皮肉かどうか。なかなかどうして、運営側は全部お見通しなのではなかろうか。恭弥が試合外で行っていることを思えばぴったりすぎる二つ名だった。

　これでオープンタイムはすべて終了する。両陣営に緊きん張ちようが走った。

　さあ、試合開始だ。




　陽月と神子の足元を中心に、それぞれ色の違ちがう光の円が広がっていく。湖に滴しずくをたらし、波は紋もんが広がっていくように、陽月からは紅べに色いろの、神子からは黄色のラインが生じる。

　デッドラインが形成された、その瞬しゆん間かんだ。

「……」

　神み子こが無言のまま一枚のカードをブレインリーダーに通した。

　魔ま術じゆつカードは暗号を解読し、脳内でカード名をコールすれば使用できる。わざわざ口にする必要はない。ほとんどのウィザードがカード名を口にするのは、単純にそのほうが確実にカードの名めい称しようを思おもい浮うかべられるからだ。

　だから神子の魔術は問題なく起動した。廃はい墟きよだったフィールドを光のカーテンが覆おおっていく。建物も植物も地面さえもどろりと溶けて、いったん、元の半液体金属の材質が露あらわになる。そして素早く再構成。質感と見た目が瞬しゆん時じにざらりとしたものへ変化した。

　砂すな粒つぶ。細かい砂がフィールド一面に敷しき詰つめられている。足首が埋うまるほどの深さの砂がどこまでも続く。ところどころに砂丘や流砂があり、風の流れがときおり砂ぼこりを巻き上げる。本当に生きているかのような、見事なまでの砂さ漠ばくだった。

「……」

　神子が続けてもう一枚の魔術を使用する。砂の地面が盛り上がり、綺き麗れいな直方体の岩が無数に生まれる。それらが磁力にでも突つき動うごかされたように、互たがいに引き寄せあい、結合していく。ずん、ずん、ずん、と腹の底を叩たたく音とともに岩が積み上げられていき、やがてひとつの形に落ち着いていく──城だ。映像で見たのと同じ、土くれの城が完成した。

　神子のデッドラインは完全に城の内側に隠かくれてしまっていた。巨大な城はデッドラインよりも遥はるかに大きな面積を誇っている。

「ここまでは想像どおり」

　陽月が相手の動向から目を逸そらさないまま、つぶやく。

「ああ。《砂漠化》と《籠ろう城じよう作戦》を使ってまず守りを固めてくる。確実性を重視するあいつらは絶対にこのパターンだけは崩くずさない」

　敵のデッドラインは残り半径十六メートルほど。大したコストではない。使用しているのが単一属性の、それも己の属性と一いつ致ちした魔術だからだ。カードの構成の仕方も上手い。

　神子が土くれの城の中に入ると、続けて城壁の砲ほう台だいにあたる部分にいくつもの投石器が現れた。城の中でさらに《ストーンエッジ》を使用したのだろう。このパターンに入ったときの寄より辺べ兄妹は強い。足の埋まる砂漠では、いくら制せい御ぎよ段階の高いウォーリアーといえども満足に動くことができない。どうしても動きが鈍にぶる。一方で恭きよう弥やはスナイパー型であるため、移動せずとも攻こう撃げきが可能だ。動きの鈍った相手を容よう赦しやなく弓矢で攻撃し、近づかせない。痺しびれを切らしたウォーリアーが、向上した身体能力の任せるままに跳ちよう躍やくし、上空から攻めようとすれば、恭弥が狙ねらい澄すましたように矢で射落としてくる。

　空も地も制圧する布ふ陣じん。それらを実現できるくらいにウォーリアーの型とウィザードの魔術バランスが抜ばつ群ぐんであること。それが寄辺兄妹最大の武器だった。

　彼らが負けるときはたいてい、この絶対防壁が完成する前にスナイパー型ウォーリアーの火力で押おし切きられるか、森林属性のウィザードにフィールドを再変容させられ防ぼう壁へきを崩されるかだった。

　フィールドを変える術を持たない月、火、金属、太陽属性の相手では、ほぼ確実に勝利している。相性の問題もあるとはいえ、厄やつ介かいな相手には違ちがいない。

　だけど、これでいい。どちらにせよこの防ぼう御ぎよ陣じん形けいが完成する前に叩たたくのは不可能だった。弓の使い手がウォーリアーとして構えている以上、環かん境きようが整う前に攻略するのは、近接攻こう撃げきしか攻撃手段を持たない皿めい次じには無理な話だから。

「いけるか？」

　背後の陽はる月つきに問いかける。

「神様が助けてくれるなら」

　修道服姿の陽月は真面目な表情のまま、おどけたようなことを言う。

　ああ。そんな軽口がたたけるなら大だい丈じよう夫ぶだ。

　皿次は足に力をこめた。

　他のウォーリアーならこの絶対防御は通用するだろう。だが、

「《ストレート・ウォーカー》！」

　皿次にだけは。《底辺世界の愚者アンダー・ジ・イデイオツト》にだけは、歩けない道なんて、ない。

　足元で光が炸さく裂れつする。砂の地面を貫つらぬいてまっすぐに光が伸びていく。皿次が対象としたのは敵ウィザードである神み子こだ。《ストレート・ウォーカー》は対象を取るスキルでありながらその相手を目視する必要がない、特とく殊しゆなスキルだった。無機物を対象にするときは目視する必要があるのだが、ウィザードやウォーリアーなど、選手を対象に取る際には、対象の名前を想起するだけで発動できる。

　光の道は巨大な土の城に続いていた。中にいる神子のもとへ伸びているはずだ。

　皿次の足が一歩、踏ふみ出だす。もう戻もどれない、突つき進すすむしかない、殴なぐるか殴られるかの、一歩。

　そして、駆かけ出だす。安全装甲セーフテイ・アーマーの恩おん恵けいをフルに活用し、一気にこの道を駆かけ抜ぬける！

　そのとき、投石器の腕うでがばね仕じ掛かけのごとく素早く振ふられた。岩石が鋭するどい角度で飛来する。想像以上の速度で接近する岩石を前に、皿次は拳こぶしを思い切り突き出した。ダメージを計算した安全装甲セーフテイ・アーマーが拡張し手の甲こうを覆おおっていく。

「しゃらくせえ！」

　制御段階三〇の拳は、岩石をあっさりと打うち砕くだいた。

　次々と飛来する岩石を払はらいのけながら、まっすぐ、ただまっすぐ駆ける。

「愚ぐ者しやと呼ばれる理由がよくわかる。貴様は誰だれを相手にしているかわかっていないのか？」

　恭きよう弥やが裾すそをはためかせて、光の道に立ちはだかった。皿次の進行方向。直線上に立ち、彼は深く息を吸いこんだ。きたか。魔術カードの効果による攻撃など、しょせんはプログラムに規き定ていされた程度の威い力りよくしか持たない。

　だがウォーリアー相手となると話は別だ。恭弥もまた制御段階三二を誇ほこる選手。その身体能力から放たれる攻こう撃げきは脅きよう威いのはずだ。

「はん、たかが弓がどうした！　こっちは銃じゆう器きで特訓してきたんだぜ」

「だから愚ぐ者しやだというんだ。貴様はこの競技を何も理解していない」

　恭きよう弥やは弓を構え、弦つるに矢をつがえ、一息。静かな吐と息いきとともに弦を引ひき絞しぼり、ぴたりと動きを止める。ここまでの動作は決して素早くない。しかし流れるような手際と弦を引いた瞬しゆん間かんの吸い寄せられるほどの静かな迫はく力りよくが、一いつ瞬しゆんの、時間の飛ひ躍やくをもたらした。

　弓と弦とで描えがかれる扇おうぎ形がた。あまりにも綺き麗れいな造形美。丹たん田でんを中心にひとつの彫ちよう像ぞうのごとく静止した恭弥の矢の切っ先は、寸すん分ぶんたがわず皿めい次じに狙ねらいをつけていた。

「半液体金属製の競技用武器が持つ威い力りよくについて勉強するといい。銃器は使用者の実力に関係なく同じ武器を使えば同じ威力しか発生しない。だが、剣や弓などの旧来の武器──これは制せい御ぎよ段階に応じて威力が大おお幅はばに変わる」

　恭弥の口に酷こく薄はくな笑みが浮うかぶ。

「弓矢など銃器に比べれば取るに足らない。簡単に避よけられる。そう判断して《ストレート・ウォーカー》を使ったのだろう？　自ら退路を絶つなど、馬ば鹿か以外の何者でもない」

　背筋にぞっと震ふるえが走った。《ストレート・ウォーカー》の使用中は進路を変へん更こうできない。つまりいま、恭弥は確実に矢を命中させられる状じよう況きようにある。弓道部であり自ら武器として弓を選せん択たくしている彼が、こんな理想的な環かん境きようで外すわけがない。

「ふん。まずはウォーリアーを一匹。くたばれ！」

　裂れつ帛ぱくの気合い。限界まで張りつめた弦が勢いよく矢を放つ。

　放たれたのはただの矢ではなかった。完全に弓道の域を超えていた。制御段階三二という情報に応じて、能力にふさわしい力を得た弓から撃うち出だされたのは、音速を超えた何かだった。もはや目視もままならないほどの速さで矢が駆かけ抜ぬける。空気との摩ま擦さつで半液体金属製の矢の表面が未知の音を発した。

　回かい避ひできるような一いち撃げきではない。特に、自らのスキルによって左右への移動が不可能な皿次では、絶対に回避できない。

　できない、はずだった。

「──魅みせてやれ、陽はる月つき」

　言葉にしたかどうか。どちらでも構わない。どちらにせよ共鳴状態であるいま、皿次の考えはダイレクトに陽月へ伝わるのだから。

　次の瞬間、驚きよう愕がくに襲おそわれたのは皿次でも陽月でもない。

「な……」

　矢を放った張本人、寄より辺べ恭弥が目を剥むいた。

　音速の矢は砂を巻き上げながら一本道をくり抜くと、フィールド末まつ端たんの壁かべに突つき刺ささった。

　矢だけが、突き刺さっていた。

　貫つらぬかれたはずの皿めい次じの姿はない。そもそも命中していれば壁かべに突つき刺ささるはずがないのだ。命中すれば、対象を吹き飛ばした末、矢は勢いを失い、軌き道どう上じようのどこかに落ちるのだから。

　矢が巻き上げた砂ぼこりの中に人ひと影かげを探し、恭きよう弥やが視線をめぐらせる。そこでようやく彼は異常に気がついたようだった。

「どうして砂ぼこりが舞まっている？」

　──そういうことだ。と、皿次はほくそ笑んだ。

　光の道とはスキル使用時のフィールドの形状に関係なく、一本道の分だけ、半液体金属の材質を変化させたものだ。光を放つ、使用者が問題なく歩ける材質へと。つまり、皿次の歩いていた場所だけは砂さ漠ばくの材質であるはずがなく、巻き上げるべき砂など存在しない。

　なのに矢が光の道を貫いたとき、砂が舞った。

　つまり《ストレート・ウォーカー》の効力が消えていて、ゆえに皿次は回かい避ひ行動を取れた、というわけだ。

　まっすぐすぎて寄り道ができない皿次と陽はる月つきは、いま、あえて外げ道どうを選ぶ。敵を倒たおすために、筋を通すために、直線の道を放ほう棄きする。

　急激に横に跳とび、砂漠の大地に転がっていた皿次は、すぐに跳はね起おきた。

「な……あのスキルは途と中ちゆうで強制終了することなんてできないはず。まさか！」

　すぐさま状じよう況きようを理解したのだろう、恭弥は陽月のほうへ視線をやり、声を上げた。

「《皆かい既き日食》か！」

　正解だ。陽月の手にはブレインリーダーを通したばかりの《皆既日食》が握にぎられている。共鳴状態により共有した五感で理解できた。

　この《皆既日食》はすべてのウォーリアーのスキルを一定時間使用不能にする魔ま術じゆつだ。これにより皿次は使用中だった《ストレート・ウォーカー》を強制的にリセットさせられたのだ。

「だが……甘い！」

　恭弥は腰こし元もとの矢や筒づつからふたたび矢を抜ぬき、弦つるに添そえようとする。もう一度皿次を射い抜ぬくつもりなのだ。その表情からは自信と嘲あざけりの内心がうかがえる。

　砂漠の砂は皿次の足首までを吞のみ込こみ、動きを鈍にぶらせていた。《皆既日食》の効果が十五分以上継けい続ぞくすることは、仮面のペアとの戦いを見ていれば気づく。特に勝率を限りなく百に近づけようとする恭弥が、対戦相手の研究を怠おこたるわけがない。

　だから、彼は確信しているはずだ。皿次はいまこの瞬しゆん間かんは《ストレート・ウォーカー》を絶対に使えない。皿次の動きが鈍っている間にいくらでも矢を放てる。《皆既日食》によるスキルの強制リセットで裏をかいたつもりだろうが、そんなものは児じ戯ぎにすぎない……と。

　そう思わせたなら──こっちのものだ。

「《ストレート・ウォーカー》！」

　皿次は体勢を整えてふたたび駆け出すと同時にスキル名を叫さけんだ。

「見苦しいぞ。スキルは封ふうじられて……な、なんだこれは！」

　恭きよう弥やの大きく見開かれた目には、己の足元へ伸びる煌こう々こうと輝かがやく道が映っているはずだ。皿めい次じは足に溜ためた力を解放し、一息に恭弥のもとへ達する。砂さ漠ばくに囚とらわれていたならば間に合わずとも、そうでないのなら、矢を放つ猶ゆう予よなんて与えない。

「そんなはずは……《皆かい既き日食》の継けい続ぞく時間はこんなものでは──ちぃっ！」

　とっさの判断で矢を筒つつに戻もどし、ガードの形を作る恭弥。その脇わき腹ばらをめがけてダッシュの勢いのままに強きよう烈れつな回まわし蹴げりを放つ。めりぃ、と確かなインパクトの感かん触しよくを足が受け取る。恭弥の体がくの字に曲がり吹き飛び、土くれの壁かべを突つき破やぶり城の中へと消えた。

　皿次が蹴りの体勢から脚あしを引き戻し、足をついた瞬しゆん間かん、光の道は霧む消しようした。今回のスキルの対象は恭弥のほうだった。だからこの場に到とう達たつした時点で効力が消えたのだ。

「ぐ……どうしてスキルが使える。そんな都合のいい話があるわけが……いや、まさか」

　崩くずれた壁の瓦が礫れきを押おしのけて立ち上がった恭弥が口くち端はしから流れる血を拭ぬぐうと、視線だけをわずかにずらした。安全装甲セーフテイ・アーマーが脳に働きかけるシステムを通して、各ウォーリアーやウィザードのステータスを視認することができる。恭弥は己のステータスを確認しているのだろう。

「こちらのスキルも使用可能になっている。まさか……そんな馬鹿な話があるか。そんなこと、本当にできる奴やつがいると言うのか？」

「さあどうだろうな。起こったことが事実だ」

　素直に種明かしをしてやる気はない。もっとも、恭弥はもう真実に至っているのだろうが。

「魔ま術じゆつカードの《独自解かい釈しやく》……なのか」

　うなずいてやったりはしないが、正解だった。《皆既日食》は「すべてのウォーリアーのスキルを一定時間使用不能にする」効果を持つ。ブレインリーダーに読ませて素直に暗号を解けばそのとおりに魔術が発動されるはずだ。「一定時間」とは、皿次たちもあらためて測定してみたがおよそ二十分程度だ。

　陽はる月つきは、脳内に流れる暗号の規則性を瞬しゆん時じに割り出し、そこから導き出された元のプログラム記述を把は握あく、記述ルールに従って文脈の一部分を改変したのだ。

　すべてのウォーリアーのスキルを、一秒間、使用不能にする──という記述に。

「《独自解釈》を扱あつかえるとは……くっ」

　恭弥は踵きびすを返し、城内の奥おくへと逃にげた。

　皿次も追いかけようとしたが、ふと背後を振ふり返かえる。遠く、陽月が自分のデッドラインの内側でこちらの様子を観察している。城の砲台から投石器による攻撃がいくつも飛び、陽月を襲おそおうとしていた。距きよ離りが離はなれているおかげで陽月は難なく回かい避ひしていたが、この岩の雨の中を身動きの取りづらい砂漠でいつまで逃げ回れるだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶか？　いったん援えん護ごに戻ったほうがいいか？」

　──平気。それよりも皿次は相手を倒たおして。おそらく防ぼう壁へきを突とつ破ぱされた場合に備えて、次の手を用意してあるはず。油断は禁物。気をつけて。

「オーライ」

　共鳴状態による思考の共有で陽はる月つきと会話する。離はなれていても間近にいるように感じる。不思議な話だ。安全装甲セーフテイ・アーマーに組みこまれたブレインコンピュータが神経を通して脳にアクセスし、脳の波長の合う二人の五感情報を関連付けしているらしいが……詳くわしいことは皿めい次じも知らない。

　とにかく陽月は大だい丈じよう夫ぶそうだ。こちらはこちらの仕事をしよう。

　皿次は崩くずれた壁かべをまたいで城内に足を踏ふみ入いれた。共鳴状態にあるいま、陽月もきっと皿次の視覚を通して城内を観察しているはずだ。もし物もの陰かげからの不意打ちがあっても、共有した五感とマグネットリードを使って回かい避ひさせてくれる。

　パートナーに信しん頼らいを寄せ、奇き襲しゆうへの備えを最低限度とする。寄より辺べ恭きよう弥やか寄辺神み子こ。いずれかの姿を探すことに集中した。

　踏み入った部屋はどうやら寝しん室しつのつもりらしい。ベッドに暖だん炉ろにテーブル、椅い子すもある。ただしすべて土くれだ。生活できるとは思えないが、見た目だけは立派に城だった。

　恭弥の消えた扉とびらを開き、さらに奥おくへ進む。

　道は幾いく重えにも分ぶん岐きしていたが、その中のひとつを選んで進んだ。

　まっすぐの廊ろう下かだ。

　両側の壁は土色一色で、ともすれば方向感覚が狂くるいそうになる。かろうじて進行方向に広い空間が見えるため、どうにかそこを目指す。もっとも、その空間でさえどうして視認できるのかといえば、光が射しているからではなく、廊下よりもいっそう暗いからだ。

　土くれの城の中は限りなく暗黒に近く、普ふ通つうの人間ならばライトなしには歩けないだろう。

　皿次はまつげを震ふるわせ、一いつ瞬しゆん、瞑めい目もくする。調整。網もう膜まくの認知する情報を整理。暗くら闇やみに順応するように切きり替かえる。目を開いたときには明めい瞭りように周囲が見み渡わたせた。

　──すごい。本当に一瞬で見えるようになるのね。

　陽月の意識が割り込んだ。

「下の奴やつならみんなできるっての。ティアだってできるぜ」

　地下貧民街アンダースラム出身者は瞬間的な明度の切り替えに対応できる目を持っている。皿次が明度を切り替える瞬間を、陽月は共有した視覚で体験したのだろう。彼女にとっては稀け有うな体験か。

　──便利。でもまさか皿次のその感覚を味わえるなんて思わなかった。自分じゃ絶対できないことだから、すごく新しん鮮せん。

「べ、べつにたいしたことじゃねえ……って、おしゃべりしてる場合かよ」

　陽月の声を振ふり払はらって周囲への警けい戒かいを取とり戻もどす。ここは敵地のど真ん中だ。陽月は頭の回転が異常なほど速いから、会話しながら警戒を続けることができるだろうが、平へい々へい凡ぼん々ぼんな頭しか持たない皿次に同じことはできない。

　やがてひときわ暗いと思っていた場所に足を踏み入れる。

　そこは巨大な空間だった。内側から巨大なスコップでくり抜ぬいたような空くう洞どうで、見上げると部屋の端はしへ向かうにつれて天井が低くなっているのがわかる。いわゆるドーム型の空間だ。

　そんな広々とした空洞には無数の柱が立っている。ひとつに触ふれると、ざらりと岩の感かん触しよく。頑がん丈じような鉱こう物ぶつで生成されているらしい。
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　皿めい次じは軽く舌打ちした。最悪の、環かん境きようだ。

「やられた……こいつはカスタマイズか？」

　──そんな融ゆう通ずうは利かないはず。おそらく最初から《籠ろう城じよう作戦》が創造する城は、こういうデザインなんだと思う。

　陽はる月つきの見解が正しいのだろう。仮に《独自解かい釈しやく》によって自分の思うままに城内をレイアウトできるなら脅きよう威いだが……天空高等民街ユートピアのウィザードでも一部改変が限界なのに、そんな器用な真似ができるわけがない。

　しかし偶ぐう然ぜんの産物とはいえ、これは厄やつ介かいだ。

　何故なら相手の武器は飛び道具。スナイパーは本来、障害物の多い場所でこそ真価を発揮する。この無数に立ち並ぶ柱のすべてが寄より辺べ恭きよう弥やの潜ひそむ壁かべとなるのだ。

　そしてこの暗くら闇やみ。夜よ目めの利く皿次には通用しないが、そうでないウォーリアーにとっては、視覚を潰つぶされた上に遠えん隔かく攻こう撃げきを受けるという、とてつもなくえぐい環境になっている。

　暗闇という条件は恭弥にとっても同じだろうが、あえてこんな環境に敵を誘さそい込こむということは……

「陽はる月つき。ウォーリアーのスキルに、この状じよう況きようで有利になるようなものはあるか？」

　──スナイパー型の典型的なスキルだと《ホーミング》と《暗視》がある。《ホーミング》は攻こう撃げきが追つい跡せき弾だんになるスキル。《暗視》は文字通り安全装甲セーフテイ・アーマーからの能力補ほ正せいで、夜目の利く体質になれる。でも寄より辺べ恭きよう弥やが持っているとしたら、《暗視》だと思う。

　恭弥は《秘ひ匿とく》スキルを持っていたため、他にどんなスキルを有するのかわからない。だが陽月は何故か断言した。

「なんでだ？」

　──《ホーミング》を持っているなら、すでに使っているはず。さっき皿次は彼の矢を回かい避ひしたでしょう？　確実性を重視する寄辺恭弥なら絶対に命中するスキルを使わないわけがない。

「なら逆に確実性を重視する奴やつなら、《ホーミング》をインストールしておくんじゃないか」

　──《ホーミング》は非売スキル。使いたくても、最初から持ってなければ使えないの。

「なるほどな」

　納得した。ならば恭弥が持っているのは《暗視》だろう。防ぼう御ぎよ壁へきが突とつ破ぱされたら、次は暗闇に誘い込み、障害物の陰かげから《暗視》を利用して攻撃する。どこまでも用意周しゆう到とうな野郎だ。

　そのとき。皿めい次じの視界の隅すみにきらりと光るものが映り込んだ。頭で考えるよりも速く、前方へ転がり、柱の陰に飛び込んだ。

　炸さく裂れつ音おんが響ひびき渡わたる。飛来した矢がさっきまで皿次の立っていた場所を通過し、進行方向上の柱を貫つらぬいてどこかへ消えていった。

　目を凝こらすと、貫かれた柱には小さな穴が開いていた。一点集中の力が働いていたのだろう、いたずらに破は壊かいし尽つくすのではなく、綺き麗れいに矢の太さ程度の穴を開けるにとどまっている。

　それだけ鋭するどく、速い一いち撃げきだった、ということだ。

　あるいは威い力りよくを多少はセーブしているのかもしれない。せっかく無数の柱が恭弥の武器となるのにいたずらに破壊したら意味がないだろうから、それもありえる。

　などと考えていると、首回りに違い和わ感かん、力が生じて皿次は後方へ引っ張られた。ひゅんと風を切る音とともに、鼻先を矢がかすめていく。

「っぶねえ！　わりい、助かった！」

　思考の隙すき間まを縫ぬうように放たれた攻撃を、陽月がマグネットリードで回避させてくれたのだ。

　しかしどこからともなく繰くり出だされる矢の攻撃を前に、防戦一方ではらちが明かない。こちらから仕し掛かけなければどんどん追おい詰つめられていく。

「……やるか」

　皿次は脳内に恭弥の名前を思おもい浮うかべる。そして、叫さけんだ。

「《ストレート・ウォーカー》！」

　安全装甲セーフテイ・アーマーが脈動。光を放ち、一本の道を創出する。暗闇の中でもその道は眩まばゆく輝かがやき、広い暗黒の空間の細部が照らし出された。道は柱を縫ぬうようにくねって、一本の柱の裏に続いている。ストレート、とはあくまで名めい称しようであり、その道が必ず直線になるとは限らない。一本の道であることには変わりないが、曲がることもある。

　柱の裏から人ひと影かげが飛びのいた。光の道から逃のがれようと次の柱、次の柱へと潜せん伏ぷく先さきを変える。しかし道は逃げる対象を追いかけて、どこまでもどこまでもついていく。

　そう、そもそも、《ストレート・ウォーカー》は相手が回かい避ひすることも想定されたスキルだ。デッドラインの都合でウィザードが動けない場合には素直な直線が引かれるものの、相手に回避する猶ゆう予よがある場合、逃にげる対象を追いかけて道はいくらでも曲がりくねる。

　問題は、逃げられれば逃げられるほど、道は遠回りになり、皿めい次じが走らなければならない距きよ離りが増えてしまう、ということだけだ。

「鬼おにごっこで負けたことはねえぞ」

　つぶやき、皿次は光の道に足を踏ふみ出だした。そして駆かけ出だす。素の身体能力が高いため、制せい御ぎよ段階に二の差があっても、まだ皿次のほうが速い。スナイパー型は速さのステータスが高くなりにくい、というのも幸いした。

　相手との距離を一気に詰つめる。光の道を半分以上過ぎたところで、前方で、弓の弦つるを引ひき絞しぼる恭きよう弥やの姿が見えた。光の道に縛しばられて回避できない皿次を射い抜ぬくつもりだろう。だがそれはさっきと同じ手段で回避できる。

　途と端たん、光の道が消えた。陽はる月つきがふたたび《皆かい既き日食》を《独自解かい釈しやく》で使用したのだ。一いつ瞬しゆんだけスキルが使用不可になり、《ストレート・ウォーカー》がキャンセルされる。皿次は矢の軌き道どう上じようから逃れ、横手に転がった。恭弥の矢はまたもや空気を切きり裂さきながらも、皿次に命中することはなかった。

　この一瞬、恭弥に完全な隙すきが生まれた。《暗視》スキルもまた一時的に使用不可になったために、皿次の回避した方向を、その姿を、恭弥は完全に見失っている。好機だった。ここまで距離を詰めれば、もうスキルを使う必要もない。

　皿次は恭弥へ向かって再度、跳とびかかろうとした。

　瞬しゆん間かん、

「──ッ！」

　腹部に、鈍にぶい衝しよう撃げき。景色がいやにスローモーションに見えた。自分の腹部を拡張した安全装甲セーフテイ・アーマーが覆おおっているのも、しっかりと視認できる。皿次は宙に浮ういていた。

　足は地についておらず、当然、ばたつくこともできず、体はただただ空圧に蹂じゆう躙りんされながら吹っ飛ばされていく。やがて皿次の全身は一本の柱に打ちつけられた。背骨がみしいと嫌いやな音を立て、脳のう髄ずいが痺しびれた。地に落ち、腹を押おさえ、悶もだえる。神経が切断されたかの痛覚が体を襲おそい、苦鳴とともに皿次は嘔おう吐とした。

「な……んだ、いまの……？」

　安全装甲セーフテイ・アーマーが対応した。つまり致ち死し相当ダメージが皿めい次じの腹を貫つらぬいたのだ。背中を強打した致ち命めい的てきなダメージは、現在進行形で安全装甲セーフテイ・アーマーが治ち癒ゆしているのだろう、どうにか持ちこたえた。だが急激に腹部を圧あつ迫ぱくされた苦しみに消化器系は耐たえられなかったのだ。

　一いつ瞬しゆん、恭きよう弥やの矢かと思ったが、すぐにその可能性は捨てた。ありえない。皿次と陽はる月つきは寄より辺べ兄妹と戦うにあたって、弓道について勉強していたからわかる。

　弓道とは「静」の競技。高い集中力と揺ゆるがぬ精神こそが矢に命を与え、的確な狙ねらいを実現する。達人であっても急いた心で矢を放てば、動かない的にだって当てられない。

　恭弥はたったいま、矢を放ったばかりだ。立て続けに二本目を的確に放つことなどできない。これは弓道の持つ性質の話だから、制せい御ぎよ段階でどうにかなる問題ではない。だからこそ《ストレート・ウォーカー》と《皆かい既き日食》によるスキルの強制キャンセルは寄辺兄妹を出だし抜ぬくコンボになり得た。

　考えながら、痛む腹部を撫なでて、そしてハッと顔を上げる。

　腹部を覆おおった安全装甲セーフテイ・アーマーにねばねばした何かが付着していた。白っぽい粘ねん着ちやく質しつなそれは、指に絡からんでかすかに糸を引く。

「蜘く蛛もの糸……そうか！」

　神み子この提示した魔ま術じゆつカード。その中に、あったはずだ。

　光の道が霧む消しようして暗くら闇やみに戻もどった柱の広間。その深い深い闇の向こうに二つの真しん紅くの輝かがやきがぽっと浮うかび上あがる。闇に溶けて、蠢うごめいている。

　唇くちびるを噛かむ。まったく、ままならない相手だ。どこまで用心深いというのだろう。鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ陣じん形けいを用意し、たとえそれが突とつ破ぱされても遠えん距きよ離り攻こう撃げきを応用した布ふ陣じんで対たい抗こうできる環かん境きようを整え、仮に接近戦に持ち込まれたとしても──まだその対策を取っていた。

　のそり、と巨大な存在感が動く。

　暗闇に順応した目でその正体を看かん破ぱする。大きく膨ふくれた下腹の、ひょうたんのような体たい躯く。細かい毛に覆おおわれた土つち気け色いろの体表。血を塗ぬりたくったかの複眼が二ヶ所にあり、がちがちと硬こう質しつな牙きばを鳴らしている。細長く鋭するどい爪つめを有する八本の脚あしが、それぞれ意思を持っているかのように動いていた。

　巨大な蜘蛛だ。

　神子の持つ魔術カード《土蜘蛛》で間ま違ちがいないだろう。さっきの攻撃もこいつだ。見た目どおり、糸を吐はき出だして攻撃できるのだろう。

　きっとあの脚も相当な強度を誇ほこるに違ちがいない。中短距離攻撃に秀ひいでた召しよう喚かん魔術なわけだ。どこまでも無む駄だのない魔術構成。強力なレア魔術カードだけで手札を構成していた仮面の五色魔術師オールラウンダーも強敵だったが、こちらはこちらで非常に嫌いやなタイプのウィザードと言えた。

　土蜘蛛は歯を鳴らしながら近づいてくる。おそらく、恭弥も体勢を立て直し、皿次に狙いをつけているだろう。

　まずい、と思った。安全装甲セーフテイ・アーマーの治ち癒ゆが働いているとはいえ、背中を強打した痛みはまだ尾おを引いているし、腹部の違い和わ感かんも消えない。全身を満足に使いきれない状態であの巨大な蜘く蛛もと姿を隠かくしている射手を相手にできるだろうか？

　いや、もちろんできるかできないかじゃない。やらなければ勝てないのだ。だが意思に反して体はうまく動かない。くそっ、しくじった。こんなダメージを負ってはいけなかったのに。

　──大だい丈じよう夫ぶ。わたしに、任せて。

　そのとき、胸のうちに陽はる月つきの声が響ひびいた。皿めい次じは首をひねる。なんの話だ。作戦ではこの状じよう況きようは想定されていなかった。陽月にできることなんて何もないはずだ。

「な……？」

　ふいに全身の痛みが和らいでいった。

　背骨の痛みも腹部の違和感もどんどん消えていく。選手を死なせない程度にゆるやかに治癒してくれる安全装甲セーフテイ・アーマーの自然治癒とは明らかに違ちがう。回復魔ま術じゆつを使用した際には、安全装甲セーフテイ・アーマーが治癒機能を一気に向上させて傷を癒いやすらしいのだが、それはまさにこういう感覚なのではなかろうか。

　だが素直に喜べない。陽月はただの回復魔術なんて持っていないのだ。つまりこれは。

「馬鹿野郎！　なんてもの使ってやがる！」

　ウォーリアーの受けたダメージをウィザードが引き受ける魔術、《太陽と月の女神の献けん身しん》に違いない。

　──大丈夫……気絶するレベルじゃないのは、共鳴でわかってたから。

「そういう問題じゃねえよ馬鹿！」

　安全装甲セーフテイ・アーマーが皿次の体を治癒するのと同時に、皿次の受けた痛覚情報を陽月の安全装甲セーフテイ・アーマーが受け取り、忠実に再現しているのだろう。共鳴でも痛覚を共有することは可能だ。しかし五感の共有は選せん択たくできるため、あまり痛みを共有するなんて真似はしない。

　痛覚のせいだろう、陽月の脳内の声もどこかつらそうだ。

　──いいから早く相手を倒たおして。気を遣つかってくれるのは嬉うれしいけど、まずは勝とう。話はそれから。お願い。

「チッ！　わーったよ。後で憶おぼえてろよ。説教してやる」

　陽月の訴うつたえに根負けし、皿次は舌打ちとともに体の状態を確かめた。大丈夫だ。動ける。陽月のくれたチャンスを潰つぶすわけにはいかない。

　皿次は土つち蜘ぐ蛛もを睨にらみ返かえした。まずはあの蜘蛛をどうにかしなければ。

　考えていると、土蜘蛛の姿がいきなり消えた。

「……はっ？」

　違う！　皿次はとっさに天井を見上げた。土蜘蛛は硬こう質しつな糸といかつい脚あしを器用に利用して、柱にはりついていた。かさかさと俊しゆん敏びんな動きで柱から柱へと跳とび移うつり、眼下の皿次に跳びかかるタイミングを計っている。

　まずい。直ちよつ観かん的てきにそう思った。土つち蜘ぐ蛛もが上から、恭きよう弥やが地上から狙ねらってくる。空と地を同時に制圧された場合、一人で対応するのは不可能に近い。上に注意を払はらえば恭弥の音速の矢が襲おそい、恭弥を意識すれば土蜘蛛の硬こう糸しや爪つめが身をえぐる。

　どうする？　逡しゆん巡じゆんしていると、ふいに陽はる月つきの声がよぎる。

　──皿次はどっちも見なくていい。ただ周囲全体が俯ふ瞰かんできるように、視点を保ってくれればそれでいい。あとはわたしがなんとかするから。

　どういうことだ、と訊きこうとした瞬しゆん間かんだった。天井から空気の振しん動どう音おんとともに糸が降り注ぐ。皿次が意識するよりも早く、マグネットリードの力によって横方向へ飛んだ。続けて吸い寄せられるような力が働き、地面に伏ふせる格好になった。一いつ瞬しゆん後のちに頭上を矢が通り、ひやりとする。

　だが、ようやく陽月の言葉の意味がわかった。

　皿次の視覚を共有しながら、陽月自身の頭の回転速度や瞬しゆん発ぱつ力りよくも健在なのだ。二枚の魔ま術じゆつの暗号を同時に解読できるほどなのだから、二方向からの攻こう撃げきに対応できてもおかしくはない。

　なら自分は冷静に敵を叩たたくことだけ考えていればいい、とやるべきことを再認する。

　そのとき、空間のどこからか恭弥の声が響ひびいた。

「やはり腐くさっても常勝無敗の死神か。なかなかのコンビネーションだ。恐おそれ入いるよ」

　広く、そして閉ざされた空間で、彼の声は反はん響きようして出どころがつかめない。

「いやはや阿あ吽うんの呼吸だ。二人の仲は誰だれにも引ひき裂さけないだろうな」

「……？」

　皿次は眉まゆをひそめた。何を言ってやがるんだ、あいつは。戦せん闘とうにそぐわない話題に不ふ愉ゆ快かいな気分になる。




「ならきっと悔くやむどころかホッとするのかもしれないな。あの女が消えたところで──それはきっと喜ばしいことなのだろう」




　ざわりと毛先が震ふるえた。抑よく揚ようのない恭弥の声は、どこか遠くで響いているかのようだった。あの、女？　彼はいったいなにを言っているのだろう。

「邪じや魔ま者ものだったのだろうな。二人の間に図々しく割り込む、地下の薄うす汚ぎたない小娘なんて、消えてしまえと考えていたのだろう？」

　薄汚い、などと思っているわけじゃない。しかし地下貧民街アンダースラムの娘と聞いて、思おもい浮うかぶ名前などひとつしかなかった。

「消えた……？　どういう意味だおい。なんでティアの話になるんだ……？」

　うまく声になったかどうか。皿次は自分の声が震ふるえていることを理解していた。

「実を言うと報ほう酬しゆうの支し払はらいは臨時バンクの端たん末まつを密かに郵送し、その臨時バンクからマネーを引き出してもらう形で行うことになっていた。神社の賽さい銭せん箱ばこのシステムと同じだ。金銭データを保存し、別の端たん末まつでデータを吸い出せる臨時バンクを使えば、とても行政に示すわけにはいかない取引も成立させることができる。本来は親から子供へ小こ遣づかいを与える場面や、寄付金などを容易にやりとりできるように生み出されたシステムだが、当然、悪用する者もいる……その臨時バンク端末がそろそろ彼女のもとに届いたはずなんだ」

　喉のどが渇かわく。脳がずきずきと痛む。胸が、締しめつけられる。

　恭きよう弥やの口調、態度、裏のある言葉選び。そのすべてが一秒先のセリフを呼び起こす。

「──爆ばく発はつ物ぶつと一いつ緒しよに、だがな。開けた瞬しゆん間かんにさようなら、だ」

「ッッッッッッ！」

　皿めい次じは、あふれ出るどす黒い怒いかりを、怒ど声せいを必死で抑おさえた。抑えようと、した。落ち着け。こんなのははったりに決まってる。そんな都合のいい爆発物なんて……ある。ずっと昔から存在する単純な、ふたとスイッチとが連動するタイプの爆ばく弾だんがある。いや、うまいことティアを狙ねらうことなんてできるのか……できる。成果物は自分であらためようとするはずだ。特に恭弥に対して警けい戒かい心しんを持っているいまだからこそ、きちんと報ほう酬しゆうが支し払はらわれているのかを、彼女自身が確認するだろう。ティアの言っていた、準備があるから地下に残る、というのは、恭弥からの報酬の確認作業だった可能性もある。

　ずん、と破は砕さい音おんが鳴り、土くれの空間が震ふるえた。

　土つち蜘ぐ蛛もの攻こう撃げきでも恭弥の矢でもない。皿次のすぐ後ろの柱に巨大な亀き裂れつが生じていた。ぱらぱらと粉ふん塵じんを散らす柱の中央部には、拳こぶしが添そえられている。皿次が殴なぐったのだ。意識するよりも早くに体が動いていた。

「おい寄より辺べ恭弥。五秒だけ待ってやる。ただのトラッシュトークだった、すまない、本当はそんなことはしていない。そう言え」

　皿次の脅おどしに引く様子も見せず、恭弥の哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。

「裏切り者の犬など吹き飛ばしてしまえばいい。どうせ地下の薄うす汚ぎたない女の一人や二人、死んだところで誰だれ一人として悲しみやしない」

　それが答え。

　限界、だった。

　中セ流ン平ト民ラ街ルで過ごし、陽はる月つきと交流を重ねていくにつれ、皿次はだいぶ過去の凶きよう暴ぼう性せいを和らげることができた。すぐに手を上げることもなくなったし、短気な性質は変わらないにしても、堪こらえ性しようがついてきたと自負していた。

　だが無理だった。

　どす黒く胃いの腑ふをのたうちまわる感情を抑えられず、皿次は唸うなった。

「くそが……くそがくそがくそが！　っざけんなよクソ野郎おおおおおおおおおおおおおお！　先に言っておくぜ。祈ろうが喚わめこうが命乞いしようが──絶対に、ぶち殺す！」

　陽はる月つきの制止する声が聞こえた気がする。だけど駄だ目めだ。いくら彼女の言葉でも聞いていられない。寄より辺べ恭きよう弥やを、卑ひ劣れつなクソ野郎を、ぶちのめす。それしか考えられない。

　亀き裂れつの生じた柱に、二度目の拳こぶしを叩たたきつける。制せい御ぎよ段階三〇の力を一いつ杯ぱいまで振ふり絞しぼり、土くれの柱を一息に打うち貫ぬいた。音を立てて柱が折れ、ずずんと崩くずれ落おちていく。

　土つち蜘ぐ蛛もが驚いたように隣となりの柱へ跳とび移うつる。皿めい次じはそれを追いかけた。蹴けりとパンチで次々と蜘蛛のはりついている柱を破は壊かいしていく。無数の柱に支えられた空間は、数本が崩ほう壊かいしても、鳴動するだけでまだ問題なく保たれている。

　砂さ塵じんにまみれ、ただでさえ暗い空間内の見通しがさらに悪くなった。《暗視》スキルでも砂まみれの空間には機能しないはずだ。皿次は床ゆかを蹴り、さっきまで恭弥の気配があった場所へと駆かけた。その鼻面に一いち撃げきを見み舞まわなければ気が済まなかった。

　……獣けものは「敵を狩かる」と決めた瞬しゆん間かんに守りがおろそかになる。人間とて同じ。だから恭弥を殴なぐること一点に集中し疾しつ駆くした皿次は、よどんだ空気を裂さく音に気づけなかった。

　音速の一撃よりは遅おそい。しかし勢いが弱いなりに鋭するどい軌き跡せきで飛来した矢が横腹に突つき刺ささり、皿次は柱の一本に叩きつけられた。

「ぐ……はっ……！」

　さっきの土蜘蛛の攻こう撃げきほどじゃない。だが振しん動どうに脳が揺ゆれ、脇わき腹ばらが痛む。

「な……なんでだ……？」

　足元に一本の矢が転がっていた。いまの攻撃は間ま違ちがいなく恭弥のもの。しかし崩壊した柱の巻き起こした砂塵のせいで、この空間において視覚は機能しないはずだった。

「《ホーミング》は威い力りよくが落ちるからあまり使いたくはなかったのだが」

　やれやれと億おつ劫くうそうな声とともに砂ぼこりの向こうから人ひと影かげが近づいてくる。天井から巨大な土蜘蛛が降ってきて、彼の隣となりに従順に控ひかえた。

「《ホーミング》は持ってないはずじゃ……」

「そんなこと一言でも言った憶おぼえはないな」

　たしかにそうだ。恭弥が《ホーミング》を持たない、というのは陽月の推すい測そくでしかなかった。だが、ならばどうして最初から《ホーミング》を使わなかったのか。

「このスキルはたしかに命中率が高い。だが普ふ通つうに射るよりもはるかに威力が弱い。高い制御段階のウォーリアーならば素手で軽々と受け止められる程度のスピードと威力しか持たない。普通に使用しても攻撃が通らないことのほうが多いんだ」

　脇腹の痛みは大したことがなかった。城の外で見せられた、音速の一撃が命中したならば、肋ろつ骨こつの数本は逝いっていただろうし、立ち上がれなかったはずだ。

「とはいえ、よほど冷静さを失い、周りが見えなくなっている相手ならば話は別だが」

「ぐ……やっぱりトラッシュトークだったのか？　俺おれを怒おこらせるためにあんなことを？」

　怒いかりの口調の中に、すがるような響ひびきが混ざっていた。そうであってほしいという望みがあった。しかし恭きよう弥やは酷こく薄はくな笑みを浮うかべ、無む慈じ悲ひに断言する。

「おいおい嘘うそを通すために真実を織おり交まぜるのは常じよう套とう手段だろう。すべて、真実だ。貴様を怒おこらせて隙すきを作るための生いけ贄にえ。俺おれにとってのアワリティアの存在価値を述べるとすれば、そんなところか」

「このためだけに？　この一いつ瞬しゆんの隙すきを作り出すためだけに、爆ばく弾だんをあいつに送りつけたっていうのかッ」

「それ以上の理由は特に思いつかないな」

　恭弥が肩かたをすくめる。理解の悪い生徒を前にした教師。そう表現するのが一番近いか。

　ティアを殺すのが目的ではなかった。考えてみれば殺害が目的にしては確実性に乏とぼしい。あくまでも試合のために。ティアを死なせかねない行動に出たのだろう。

　土つち蜘ぐ蛛もの牙きばが大きく開き、皿めい次じの体をいつでも噛かみ砕くだける位置でぴたりと止まる。醜しゆう悪あくなにおいの伴ともなう呼気が顔に触ふれる。半液体金属の変化した疑似生命体だと理解していても、土蜘蛛の容よう貌ぼうは、存在感は、あまりにもリアルすぎた。

　如じよ才さいなくこちらの動きを封ふうじながら、恭弥は己の語りを続ける。

「地下出身のくせにずいぶんぬるい考えをしているようだ。この世界で生いき抜ぬくためには、己の目的を達するためには、手段を選ぶなどという無む駄だな習慣を捨てなければならない。どうして確実に目標に近づける手があるのに使わない？　そんな非効率な話があってたまるか……貴様の隙すきを生み出すために、たったそれだけのために、アワリティアを葬ほうむることなんて大した話ではない」

「だからってそんな馬ば鹿かな真似があるかよ……だいたい失敗すればてめえは監かん獄ごく行きだぜ」

「コミュニティが警察を頼たよれると思うのか？」

「！」

　恭弥の底意地の悪い笑みに皿次は凍こおりついた。

　コミュニティは非合法の事業を多く運営している。中セ流ン平ト民ラ街ルへのゲートパスなどという違い法ほう中ちゆうの違法の品も持っている。仮にコミュニティの人間が事件に巻き込まれたとしても、司法に頼ることはできない。

　恭弥はそこまで熟じゆく知ちしたうえで、ティアを協力者として仕立てあげ……始末したのか。

　どこまでも性根の腐くさった奴やつだ。

　手段を選ぶな。ぬるま湯に浸つかるな。いつだって隣となりには悪意が潜ひそむと知れ。

　長おさの教えであり、かつての皿次の信条でもあった。

　だが、許容できない。恭弥の傲ごう慢まんを。ティアに危害を加えてまで、卑ひ怯きような真似をしてまで勝ちをもぎ取りにくる恭弥たちを、許せない。

　わがままかもしれない。かつて自分が通ってきた道を、他人には通るなと説教するなんて、筋の通らない馬鹿げた話かもしれない。

　それでも。「いま」の皿めい次じ自身の信念にかけて、寄より辺べ恭きよう弥やを許容できない。

　──わたしも同じ気持ち。だからこそ、《狡猾な射手トリツク・シユーター》が許せないからこそ、冷静になって。

　陽はる月つきの心の声が温かく届いた。怒いかりのままに暴走し返かえり討うちに遭あいかけている皿次と、彼を諫いさめて冷静にさせようとする陽月。一見ちぐはぐな二人は、本当ならば共鳴状態が解かい除じよされるはずだった。しかしいまだに共鳴が続いている。

　それは陽月も同じ気持ちだという言葉の証左に他ならない。わかりやすく怒りを爆ばく発はつさせた皿次に対し、彼女は、静かに静かに煮にえたぎる怒りを熟じゆく成せいさせただけだ。

　ティアを傷つけられた。あるいは命にかかわるかもしれない。いますぐにでも試合を投げ出して彼女の安否を確認したかった。

　だがそのためにはこの憎にくい男を、ぶっ倒たおさなくちゃいけない。

「ふん。表情から戦意は消えないな。まあいい、おしゃべりはここまでにしよう」

　恭弥はすり足で皿次から距きよ離りを取りつつ、やじりで土つち蜘ぐ蛛もの背中を突つき、けしかける。唸うなりを上げて前脚を大きく振ふり上あげた土蜘蛛が、真しん紅くの複眼でぎょろりと睨にらみつけてきた。鋭するどい爪つめが勢いよく振り下ろされる。

　皿次は目線を下げた。恐きよう怖ふに顔を逸そらした、わけではない。

　──今度はあなたが魅みせる番。思う存分に暴れて……《フレアエンジン》！

　陽月が魔ま術じゆつ名めいを口にすると、皿次の安全装甲セーフテイ・アーマーが激しく──いまだかつてないほどに、滾たぎった。皿次は自分の体を見下ろすことで、視覚を共有する陽月に「対象を目視させた」のである。

　土蜘蛛の爪が皿次の体もろとも柱を破は砕さいし、粉ふん塵じんが舞まった。鋭く巨大な爪に貫つらぬかれればもはや立ち上がることもままならない。

　だがそれは、本当に直ちよく撃げきしたのであれば、の話だ。

「シッ？」

　疑似生命体らしからぬ率直な驚きの表現だ。かすれた息が漏もれ、ぴくりとわずかに顔を動かすさまは、不意をつかれた人間そのものだった。

　土蜘蛛の複眼の前に皿次の姿があった。爪が直撃する寸前までなんの予備動作も行っていなかった対象が目前に出現する──そんな事態を、土単一属性でコストもそれほど大きくない魔術の生み出す疑似生命体は想定できなかったのだろう。

「くたばれよ、くそったれ」

　跳ちよう躍やくの勢いを維い持じしたまま、ひねりにひねった体のバネを最大限に利用した回まわし蹴げりを、紅くれないの複眼に叩たたきこむ。ぐにゃりと不快な感かん触しよく。ぐちゃぐちゃに飛び散った複眼が暗い室内でかすかに光った。欠片かけらをばらまきながら、柱の残ざん骸がいを巻き込んで吹き飛んでいく。やがてずうんと重たい音が室内を震ふるわせ、土蜘蛛は動かなくなった。

　皿次が振り返り、見み据すえると、恭弥は一歩あとずさった。その目には恐きよう怖ふも浮うかんでいるが……さすがに油断ならない男だ。皿次の手札を見切ろうと模も索さくする、狡こう猾かつさも消えていない。

「手負いの制せい御ぎよ段階三〇が回かい避ひできる攻こう撃げきではなかったはずだ」

「悪いが俺おれはいまブチギレてる。てめえの足し算引き算に付き合ってやるつもりはこれっぽっちもねえ。無様に泣なき叫さけんでティアにしたことを悔くやめ、このド外げ道どうが！」

　皿めい次じの姿が消えた、そのように、恭きよう弥やは感じたはずだ。無理もない。《フレアエンジン》は対象のウォーリアーの速さを、制御段階一〇相当ぶん上じよう昇しようさせる。さらに陽はる月つきは《独自解かい釈しやく》により一〇という数値を二〇に書かき換かえた。

　いまの皿次は、速さだけならば、制御段階五〇の怪かい物ぶつに匹ひつ敵てきするのである。当然、上昇させる数値をもっと高く書き換えることもできるが、そもそも安全装甲セーフテイ・アーマーが対応している制御段階の最高値が五〇であり、引き出せる身体能力も五〇相当までなので、それ以上の数値を設定する意味がない。むしろ本来ありえない数値を設定することでバグが出る危険を考え、陽月は必要最低限の数値改変に留めたのだろう。

　皿次は制御段階五〇の世界を体感していた。ただ恭弥へと飛びかかっただけだというのに、世界がまるで違ちがって見えた。音も光も高速で流れていくのにもかかわらず、不思議と自分の居場所を見失わずにすむ。

「ぐっ……《ホーミング》！」

　恭弥もさすがだ。姿が視認できないと知り、必中のスキルを即座に使用する。

　だが無む駄だだ。《ホーミング》は大した威い力りよくにはならないと恭弥自身が言っていた。皿次は自分に到とう来らいする矢を難なんなく弾はじき返かえす。そしてそのまま、恭弥の足元に低い体勢で急停止。恭弥が突とつ如じよ目の前に現れた敵に反応するよりも速く、皿次は、ガードの間に合わない無防備な下あごを突つき上あげた。

「────────ッッッ！」

　悲鳴も苦く鳴めいも絶ぜつ叫きようも出ない。真に急所を突かれれば喉のどなんて働かなくなるものだ。

　拳こぶしは、恭弥のあごを覆おおった安全装甲セーフテイ・アーマーごと、彼の体をはね上げた。大きな裾すそを風圧にはためかせながら宮ぐう司じ姿の男は、軽々と飛ばされていく。暗くら闇やみの奥おくにその姿が消え、やがて激しい衝しよう突とつ音が閉ざされた空間全域にとどろいた。暗い空間内の一番端はしの壁に激げき突とつしたのだろう。

　よし！　一気にケリをつける！

　あの一いち撃げきを受けてはすぐに立ち上がれないはずだ。皿次が即座に追つい撃げきを開始する。が、その足は数歩進んだだけで急停止した。

　頬ほおにごくわずかだけ触ふれてしまったそれを指で拭ぬぐい、皿次は渋しぶい顔をする。ねとねとした白はく濁だく色しよくの塊かたまりが糸を引いていた。目を細めて注視すると、光のない中でも、白く輝かがやく細い物体が室内に張りめぐらされているのが見えてくる。

　五ご芒ぼう星せい。儀ぎ式しきめいた図形を描えがくそれは、蜘く蛛もの糸だった。柱と柱をつなぐように複雑怪かい奇きに張りめぐらされた糸が行く手を阻はばんでいた。手刀で強引に引きちぎろうとしたが、ねっちょりと糸が絡からみつくだけでうまく破は壊かいできなかった。

「くそっ！」

　毒を吐はく皿めい次じの目の前で、土つち蜘ぐ蛛もが床ゆかに降り立ち、部屋の端はしへ移動していく。目を凝こらし、視力の許す限り土蜘蛛の動向を見届けようとした。すると、さっきまでは暗くら闇やみに包まれていた最さい奥おうまでもが見通せる。恭きよう弥やはやはり壁かべ際ぎわに倒たおれ伏ふし、気を失っていた。

　その体を粘ねん糸しで器用にからめとり、背中にのせると、土蜘蛛は素早い動きで出口らしき空くう洞どうから逃にげていった。

「あの蜘蛛を完全にぶっ壊こわしとくべきだったか。チッ、それにしても器用な動きをしやがる」

　──召しよう喚かん系けいの魔ま術じゆつはウォーリアーが操作するタイプと自じ律りつするタイプ、そしてそれらの組み合わせのものがある。仮面の五色魔術師オールラウンダーが使っていた《機械仕じ掛かけの悪あく魔ま》が完全な操そう縦じゆうタイプだったのに対して、あの蜘蛛は自律タイプと命令受じゆ諾だくタイプ両方の性質を持っているみたい。

「攻こう撃げきに回ったりウォーリアーを守ったり、ずいぶんと応用が利くんだな」

　──《土蜘蛛》のデータベースは公開されているから確認したのだけれど、特別な命令がないときは、ウォーリアーが健在なら攻撃、戦せん闘とう不能なら防ぼう御ぎよと離り脱だつ。単純だけれど彼らの戦法からすると理に適った召喚魔術だと思う。

　それでいて命令すればそのとおりに動いてくれるわけだ。汎はん用よう性せいが高い。

「くそったれ。マジで抜ぬけ目めのねえ奴やつらだな」

　とはいえ恭弥は気絶していて、持ち直すまで時間がかかるはずだ。いまのうちにウィザードの神み子こを探し出し、デッドラインの外へぶっ飛ばす。

　……そして一刻も早く、ティアの現状を確かめたい。

　皿次は強く拳こぶしを握にぎりしめた。




　　　　４




　壁を拳でくり抜ぬき、強引に廊ろう下かへと出る。さっきの空間と異なり壁に角灯が等とう間かん隔かくに並びぼんやりと光っていた。炎ほのおではなく人工の光だ。ただの土くれの城からすこしだけ進歩している。

　肩かたをいからせて進むにつれ、暴れ回っていた怒いかりが徐じよ々じよに落ち着いてきた。決して怒りが消えたわけじゃない。乱暴に爆ばく発はつするだけだった感情が、静かな、洗練された怒りへと変わっていった。

　恭弥がティアに危害を加えたかもしれない。それが事実か否か、試合中のいまは確かめることはできない。どちらにせよ、恭弥がそんな情報を与えてきたのは、皿次の心を乱して行動を読みやすくするためだろう。

　なら、絶対に乗ってやってはいけない。さっきも陽はる月つきにそうたしなめられた。

　冷静に。当初の目的どおりに。寄より辺べ兄妹を倒す。

　それが怒りをぶつける最善にして唯ゆい一いつの方法だ。

　ふたたび視界が開けた。今度は真まっ暗くら闇やみの空間ではなく、光に照らされたロビーのような場所だ。いくつかの廊ろう下かの合流点になっているらしい。

　前方の床ゆかで何かが輝かがやいていた。皿めい次じは膝ひざをつき、指でそれに触ふれる。ねとりとした。

「土つち蜘ぐ蛛もはここを通ってるな」

　恭きよう弥やを抱かかえた土蜘蛛が消えた廊下とも繋つながっているのだろう。選んだ道は間ま違ちがっていなかったようだ。

　落ちていたのは糸だけではなかった。部屋の隅すみに金属の塊かたまりが転がっている。

「これは……カメラ？」

　丸いレンズのはめこまれた箱型の機械だ。取っ手にあたる部分が存在せず、代わりに小さなブースター付きの羽がついている。

　カメラの状態は妙みようだった。

　レンズは無残に割れ、内部機構をさらしている。そしてべったりと白い粘ねん液えきが絡からみついていた。

　あたりをよく観察するともう一個、同じカメラが同じような状態で室内に落ちている。

　間違いない。試合を中ちゆう継けいするために主しゆ催さい者しや側がわが用意したカメラだった。フィールドがどんな形になっても追跡できるようにカメラは自身で移動できる。さっきの暗闇の空間においても、暗視機能つきのカメラで撮さつ影えいしていたはずだ。

　粘液はどう見ても土蜘蛛の糸だった。

　これを破は壊かいしたのは間違いなく土蜘蛛、つまり寄より辺べ兄妹だ。

　なんて大それたことをしやがる。

　ダブルス・マネーは国民的人気競技だ。魔ま術じゆつを操る異い端たんの者と、西洋風の装そう甲こうや武器を身に着け超人的な力を発揮する戦士たちの闘とう争そう。それは、大きな危険も強大な敵もなくただ漠ばく然ぜんと回り続けている中セ流ン平ト民ラ街ルにおいて唯ゆい一いつ、暴力、競争、非情な現実……そして大いなる成功を拝おがめる機会だった。

　自らは安全な場所にいながら、夢を追う魔術師と戦士を眺ながめる。剣けんと魔ま法ほうの夢物語を追体験したり、ひいきの選手を純じゆん粋すいに応おう援えんしたり、アイドルや神のごとく選手を崇すう拝はいしたり。楽しみ方は千差万別だが、いずれにしてもこの競技は「見られている」のだ。

　全国ネットでの中継。パッケージ販はん売ばい。ダウンロード販売。さまざまな流通経路でこの試合もファンのもとへ届けられる。

　だから、この破壊されたカメラは、そんな主催者側への反逆の証に他ならない。

　仮に皿次が同じことをすれば、広告費で稼かせいでいる一いち郎ろうは激げき怒どするだろう。それぐらいの重大事なのだが、彼らは何らかの理由で城内のカメラをすべて破壊しているらしい。

　寄辺兄妹は広告主のつかなかった試合は不戦勝を取れるように動いてきた。目先の利益しか見えていない。だが、その行動にこそあの兄妹の本質が隠かくれている気がする。

　とはいえ。どんな動機があろうとも、ティアを傷つけた事実は。

「許すつもりはねえ」

　皿めい次じは無数の廊ろう下かの中で、唯ゆい一いつ、煌こう々こうと明かりに照らされた道を選んで、歩き出した。

　寄より辺べ神み子こがいるとしたらこの先しかない。

　何故なら、《暗視》スキルを持つ恭きよう弥やならばともかく、スキルを持たないウィザードは夜目が利かないからだ。

　その予測は正しかった。

　角灯の輝かがやく廊下を進んだ先に、大きな広間があった。頭上にいくつものシャンデリアがぶらさがり人工的な光を放っている。部屋の中央から伸びる階段の先を見上げると玉座が据すえられていた。

　玉座を囲むように、広間にデッドラインが浮うかび上あがっている。

　玉座に鎮ちん座ざする王──いや、女王は馬の尾おのようなひとふさの髪かみをたらす少女だ。清らかな白の小こ袖そでと緋ひ袴ばかまをまとっている。彼女は瞑めい目もくし、自身の背せ丈たけほどもある長弓をたずさえて、座っていた。矢や筒づつに収められた矢が魔まを破る類のものかは知らないが、本来神聖な職であるはずの彼女が薄うす汚ぎたない手段で勝利を得てきたのは、なんて皮肉だろう。神なんていやしねえ。そんな、皿次の身も蓋ふたもない価値観を、神社の人間が体現してしまっているのだから。

「あなたは兄を倒たおした」

　神子が口を動かした。

　絶対零れい度どの無表情にそぐわず、この広い玉座の間においてもよく通る、いい声だった。

「神子と恭弥には目的がある。あなたに邪じや魔まをされるわけにはいかない」

「ハッ。おしゃべりなんだな？　てめえはめったに会話しねえって聞いた覚えがあるんだが」

「相そう違いない。これ以上は話さない」

　英語を和訳したのかと思わせるくらい、装そう飾しよくのない口調だ。目の前にいるはずなのに、実体がないような錯さつ覚かくを受ける。あまりにも存在感が希き薄はくだった。

「てめえをぶっ倒してこの試合を終わらせる。いくぜ、胡う散さん臭くせえ機械女」

　違い和わ感かんから生じる恐きよう怖ふを振ふり払はらうために、わざと声を高くする。だが玉座の間に一歩を踏ふみ出だしはしなかった。

　まだだ。相手は何重にも自分たちに有利な条件を整えて敵を迎げい撃げきする戦せん闘とうスタイルの寄辺兄妹だ。恭弥を倒しても、まだ何か仕し掛かけてある可能性がある。室内の気配を探る。恭弥が潜ひそんでいる様子はない。あるのは階段と角灯と頭上のシャンデリア。シャンデリアを矢で射ぬいて落としてくるか？　いや、巨大なシャンデリアを吊つるしているであろう鎖くさり部分が、下からでは目視できない。地上から矢を放っても当てられる角度じゃなさそうだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。何も仕掛ける余地はない。よし。

　皿次が確信を得て駆かけ出だし、部屋の中央を横切ろうとした瞬しゆん間かんだった。




「──上に気をつけて！　天井のシャンデリアが罠わな！　あれは鎖くさりじゃなくて土つち蜘ぐ蛛もの糸で吊つるされていて神み子この合図で落としてくる！」




　と、神子が、言った。

　前進していた皿めい次じの首元にぐぐぐと引力が生じ、体が横手に跳とぶ。直後にシャンデリアが落下し耳をつんざくほどの甲かん高だかい音を立てて砕くだけ散ちった。見上げると、まだ落ちていない別のシャンデリアの陰かげに隠かくれるようにして土蜘蛛が天井に張りついている。

　おそらくはもともと鎖で繋つながれていたシャンデリアを一度破は壊かいし、蜘蛛の糸で吊るし直したのだろう。

「ったく、どこまでも狡こう猾かつな奴やつらだぜ。だがもうこれで万ばん策さく尽つきただろ。なあ、寄より辺べ神子！」

　無表情のまま喉のどをまさぐり、首を傾かしげる神子へと、皿次は指を突つきつけた。

　神子は無表情だ。しかしその目にはどうして、という疑問の色が浮うかんでいる。

「皿次くん皿次くん。いまだよいまだよ。こう見えて神子、すっごく混乱してる」

　そこへ、またしても神子から言葉が漏もれた。

　その言葉を合図に神子めがけて飛びかかった。頭上から降り注ぐ糸の攻こう撃げきを躱かわし、まっすぐに敵のウィザードへと襲おそいかかる。

「恩おんにきるぜ……音おと羽わ」

「……ッ！」

　拳こぶしが神子の腹に突つき刺ささる──かに思われたが、それよりも神子が一枚のカードをリーダーにスライドさせるほうが速かった。

　皿次の拳はぐにゃり、とやわらかな何かに阻はばまれ、神子に到とう達たつしなかった。出現したのは、粘ねん土どでできた小さな壁かべだ。硬かたくはないが貫つらぬくのも難しそうな壁だった。すっぽりと埋うまった腕うでを引ひき抜ぬき、体勢を立て直す。

　攻防の間に地面に降りてきていた土蜘蛛の背中に隠かくれ、神子が用心深げにこちらをにらみつけていた。頭に巻いたブレインリーダーと喉を心地悪そうに撫なで回まわしている。

「気持ち悪いか？　だろうな、テメエが思ってもいねえことを勝手にしゃべらされてんだ。気持ちいいわけがねえ」

「……」

　神子の眉まゆがひそめられた。

「察しが悪いぜ巫み女こさんよ。あんたの『声』を担当してた音羽はもうこっちの味方なんだよ」

「……！」

　無表情だった彼女の顔に、初めて強い感情が浮うかんだ。さっきまでもわずかに表情を動かすことはあったが、これほど強く感情を表現するのは初めてだ。

「あんたは先天的か後天的かは知らねーが、失しつ声せい症しようなんだろ？　自分じゃ一言もしゃべれない。だから発声代行を使っている……気心の知れた幼なじみであり声優志望でもある音おと羽わに依い頼らいして、な」

　神み子このプライベートは謎なぞに包まれていたという。

　饒じよう舌ぜつにしゃべるときもあれば、一言もしゃべらないときもある。それはひとえに真ま琴ことの都合がつくかどうかで決まっていたのだ。

　本当はダブルス・マネーにおいて発声代行サービスの使用は禁止だ。試合場外の情報を選手に与えることができてしまうからだ。アイテム持ち込み自由とはいえ、外部との連れん絡らくツールはさすがに認められていない。

「そのブレインリーダーに受信機と発声用のスピーカーを埋うめ込こんでるんだろ。ったく、精密機械だろうに改造までしやがって……どれだけ邪じや道どうを歩けば気が済むんだテメエらは」

　神子の実情については、事前に真琴からすべて聞いていた。

「音羽は試合の様子を見ながら発声代行をしてる。試合中ちゆう継けいで流れている対戦相手の様子を、音羽が神子に伝え、神子が恭きよう弥やに共鳴で伝える……そうやってフィールド内の目に見えない場所の情報を手に入れていた」

　恭弥の伏ふく兵へいもそうだ。広く、廊ろう下かも多い土くれの城の中で、あの暗くら闇やみの大広間に皿めい次じがたどり着くとは限らない。恭弥の姿を見失い、いたずらに歩いてきたのだから。それに破は壊かいした壁からではなく通常の入口から皿次が侵しん入にゆうする可能性だってあった。

　にもかかわらず恭弥はあの暗い空間で皿次を待った。

　理由は簡単だ。恭弥は、皿次がそこへ向かっていることを知っていた。

　情報はより多く。勝率を十割に近づけようとする恭弥らしい戦略だった。

「だが……てめえらは音羽の信しん頼らいを失った。嘘うそをついて、騙だまして騙して騙しまくったツケが、ようやく回ってきたんだ」

　ここ一番で寄より辺べ兄妹の作戦を暴ばく露ろする。

　それが、音羽真琴自身が申し出た、陽はる月つきへの罪つみ滅ほろぼし。そして悪意に支配された幼なじみに正しい道を示すための最初の一歩だった。

　皿次が言い切ると、神子は打ちのめされたように、天井を仰あおいだ。

　神聖な衣装に包まれた細い体が、その肩かたが、ふるふると、震ふるえる。

「……………………ふふ……」

「……え？」

　耳を疑った。

「ふふ……ふふふふふふ」

　どうしてだ？

　どうして。彼女の口から笑い声が漏もれている？

　それに声が変わっている。さっきまでは真ま琴ことの声質だった。いまは、違ちがう。

「ち、ちがう！　真琴はなにも言ってないよ？　な、なにこれ……うそ……だよね……？」

　神み子こから真琴の戸と惑まどった声が聞こえてくる。真琴が狼ろう狽ばいする声と、神子が愉ゆ快かいそうに笑う声は同時に発生していた。

　間ま違ちがいない。この嘲ちよう笑しようめいた笑い声は、寄より辺べ神子本人のものだ。

「ふふふふふふふふふふふふ。ふふふふふふふふふふふふふふふ」

　ぞくりと背筋が震ふるえた。神子の顔に、これまでにない表情が浮うかんでいた。

　愉ゆ悦えつ。奪うばう者の浮かべる、最も醜みにくい表情。




「この寄辺神子が一言もしゃべれないだなんて。誰だれが言ったのだろうか」




　相変わらず朗ろう読どくするような奇き妙みような語り口。先ほどまでと違うのは、それが本人の口から発せられているという点だ。

「しゃべ……れるのか……？」

「当然ではないだろうか。口と喉のどと脳が正常に機能しているのだから」

　木き崎さきから失しつ声せい症しようの話をすこしだけ聞いた。失声症は過度のストレスが原因となることが多い。だが具体的にどんな心因があるのかを突つき止とめるのは難しく、「原因不明」とされる例も多々ある。

　心因性失声症。これは医い療りよう技術の発達したいまでも完全には解明されていないのである。

　だから、寄辺神子が医師の診しん察さつをごまかせたとしても不思議はない。だが。

「嘘うそだろ。だって、音おと羽わも、寄辺神子はしゃべれないって……」

「そう思わせていたので」

「発声代行サービスは利用者の脳内で生じた言葉を、代行者に送信して、それを言葉に直すんだろ！　心が筒つつ抜ぬけなのと同じじゃねえか。音羽を騙だませるわけがねえ！」

　皿めい次じの叫さけびに、神子は心底から意味がわからない、というように首を傾かしげる。

「脳内の思考を調整すれば容易に騙せるだろうに。それほど不思議だろうか」

　愕がく然ぜんとした。

　この女は。寄辺神子は。幼なじみでさえ、騙し続けてきたのだ。己の心さえも偽いつわりの感情でコーティングしてきた。

「わかった……わかっちゃった。真琴はずっと神子ちゃんが怖こわかった。どうして怖かったのかわかっちゃった……神子ちゃんは、自分で好き勝手に心を作つくり替かえられるんだ」

「相そう違いない。しかしそろそろ耳みみ障ざわりなのでこの機械は外そうか」

　妙な言葉遣づかいでそう言うと、神子は頭からブレインリーダーを外し、遠くへ放り捨てた。

　その行動にふたたび皿次は驚きよう愕がくさせられる。ウィザード必ひつ須すのアイテムを捨てた。それはこの競技において非常識すぎる、あまりにも常じよう軌きを逸いつした行動だった。

　心を作つくり替かえる。相手を騙だますために、見た目だけでなく、中身までも改変する。

　寄より辺べ神み子この属性は土。フィールドを変容し、己に有利な地形を創り出すことに長けた属性。粘ねん土ど細工、岩石の道具、土遊び……土は創造の象しよう徴ちようだ。彼女は己自身を、表情も変わらない言葉も発しない人間、という土人形に仕立て上げてきたのだろう。

「土つち蜘ぐ蛛も」

　怪かい物ぶつの名を呼び、神子はそのひょうたんめいた背に飛び乗った。そして皿めい次じに冷ややかな視線を投げ、冷れい淡たんな声で言い放つ。

「──《籠ろう城じよう作戦》解かい除じよ」




　土くれの城が圧あつ搾さくされた果実のようにぐしゃりとつぶれた。












　　　　　another　寄辺神子






　暗く湿しめった倉庫の片かた隅すみに二人の子供がいた。

　巫み女こ服ふくを着た男の子と宮ぐう司じの服を着た女の子だ。二人の顔立ちはとてもよく似ていたが、宮司の女の子──寄辺神子の顔は腫はれ上あがっていて、見る影かげもない。

　巫女服を着た恭きよう弥やの手が彼女の顔を優しく撫なでてくれた。

「ごめん……もう絶対にやらせないから」

　それは子供の目ではなかった。強い強い意志のこもった目だ。恭弥は倉庫の中にあった姿見に自分を映し出し、角度を変えながら、己の全身を観察した。きちんと神子の姿に化けることができているか確認しているのだ。

　もともと双ふた子ごで顔立ちが似ており、両方に化け粧しようを施ほどこすと区別がつかなくなる。

　やがて彼は納得がいったようにうなずくと、倉庫の引き戸へと向かう。

　待って、と目で訴うつたえると、恭弥は引き戸に手をかけたまま振ふり返かえる。

「大だい丈じよう夫ぶ。負けないから。もう絶対に殴なぐらせない」

　そう言って、恭弥は倉庫を出た。

　神子はすぐにその後を追った。

「待って」

「なんだよ。ここは俺おれに任せて、神子は隠かくれてろ」

「神子もやる」

　彼女はみずから申し出た。

　実の父親に反旗を翻ひるがえす、その行いに。






　　　　５




　寄より辺べ神社は神み子こたちの母親が直系で、父親は婿むこ養よう子しだった。父親に良い印象はなかった。母の足を引っ張ることしかしなかったから。

　神子は母親のことを尊そん敬けいしていた。どれだけ厳しい状じよう況きように立たされても、他宗派の吸収や積極的な活動で神社を切り盛りし、二人の子供の世話も忘れなかった母は、最高の女性だと思う。きっと恭きよう弥やも同じ気持ちだったはずだ。

　だけどそういう人ほど死神に好かれやすい。

　母親は過労で急きゆう逝せいした。

　神社は頼たのもしい主あるじを失い、急速に寂さびれていった。受うけ継ついだ父のセンスがなさすぎた。センスだけでなく誠せい意いもなかった。

　のらりくらりと回せるほど、この世界は甘くない。

　父は運営がうまくいかない憤いきどおりを、まず神子にぶつけてきた。殴なぐられたり乱暴に扱あつかわれたのは一度や二度じゃなかった。

　だからあの日。「実力行使」の日。二人は父との完全な決別を誓ちかった。

　きっかけは暴力だけじゃない。父親はあろうことか神社の敷しき地ちを売うり払はらおうと画策していた。母を失った兄妹にとって、この神社は唯ゆい一いつ残された、文字通りの「寄よる辺べ」だった。

　この場所を失うわけにはいかない。そんな想いが神子と恭弥を突つき動うごかした。

　子供二人で大の大人に立ち向かうには知恵を絞しぼらなければならなかった。父が最初に神子に手を上げるのは、神子が女の子で、弱い存在だからだ。ならばこの意識を逆手に取ろう。恭弥はそう言って、あの日、神子と服を取とり換かえた。ごっこ遊びで着ていた偽にせ物ものの巫み女こ装束と宮ぐう司じ衣装の袍ほうだ。いつか本物になることを想像してよく遊んでいた。

「見た目は騙だませると思うけど、声を出すと俺おれなのか神子なのかばれるから」

　恭弥は神子に普ふ段だんからなるべく言葉を発しないように、と言い聞かせた。

　神子がしゃべれなくなったと思い込ませれば、神子に変装した恭弥が黙だまっていても不自然はなくなるからだ。こうして神子はしゃべれない女の子を演じ、計画実行の日まで長い時間をかけて下準備を重ねた。

　──そして計画は成功した。

　神子だと思って油断していた父親は、思わぬ反撃を受けて昏こん倒とう。木刀を手に陰かげに隠かくれていた神子も飛び出して二人で憎にくい男を袋ふくろ叩だたきにした。たまたま訪れた叔お父じが止めに入ったから事なきを得たものの、あのままではもしかしたら、殺していたかもしれない。

　無残に顔を腫はらし、打だ撲ぼくと骨折の重傷を負った父親は入院の後、彼の地元へ送られた。叔父は実情を知っていたため、神み子こたちを責めたりはしなかった。むしろ二人を引き取ることを親しん戚せきに明言し、二人の強い希望を受け入れて神社の権利も引き取ってくれた。

　おかげでいまでは神社の運営は兄妹の手に委ゆだねられている。

　すべてが順調だった。しかし二人はもはや他人を信じることなどできなくなっていた。信じられるのは半身であるお互たがいだけ。

　二ふた股またに分かれた道は距きよ離りを進むごとにどんどんそれぞれの道から離はなれていってしまう。同じように、あの日の分ぶん岐き点てんで歪ゆがんだ神子たちの心は時間が経つにつれてどんどん原型からかけ離れていった。

　自覚していた。歪んでいることは。

　神社の運営は想像以上にままならなかった。参さん拝ぱい客きやくは少なく、祈き祷とうの依い頼らいも口寄せも、誰だれも求めてこない。閑かん古こ鳥どりさえ寄りつかないありさまだった。境内の維い持じ費ひ、緑化義務による人工樹の整備、日々の家計は叔父がなんとかしてくれたものの、苦しい生活には変わりなかった。

　二人が高校に入る直前、恭きよう弥やがひとつの儲もうけ話ばなしを持ってきた。ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーだ。彼は安全装甲セーフテイ・アーマーとブレインリーダー、数枚の魔ま術じゆつカードを並べてみせた。それらを用意するのだって無料ではない。恭弥がどこから調達してきたのか、神子はあえて訊きかなかった。

　一勝すれば五百万円前後の収入。広告主を探せるほどの営業ノウハウもコネクションもないが神社を存続させていくだけならば、広告による莫ばく大だいな収入など必要ない。この五百万円をこつこつと確実に稼かせいでいけばいい。

　恭弥は大だい丈じよう夫ぶだと断言した。神子も同感だった。

　学校で孤こ立りつしていた神子は周囲を見てこう思ったものだ。

　誰も彼も、呆ほうけている。

　完かん璧ぺきに心を制せい御ぎよし偽いつわりの人格を演じきれる神子と、他人の心を揺ゆさぶり一番単純な感情を引き出せる恭弥。二人ならばこの生ぬるい世界に生きる人間を出だし抜ぬくなど簡単だ。




　そしていま、神子はここにいる。

　この試合は他の数十試合となんら変わりない、ただの一試合だ。しかし年末を控ひかえて、恭弥も神子も焦あせっている。このままでは今年はぎりぎりだ、と。

　神社そのものの収入が少なかったこと。悪い噂うわさが出回り、不戦勝を得るための根回しが徐じよ々じよに難しくなり、コストもかさんできたことが原因だ。当初は三百万円程度を出費して準備し、敵を不戦敗に陥おとしいれ、五百万を受け取っていた。二百万の利益だ。それがコストが増えるにつれ一回あたりの利益は百万、五十万とどんどん減ってしまった。真綿で首を絞しめられているかのように、勝利のために立ち回れば立ち回るほど苦しくなっていくのである。

　だからこの一戦は負けるわけにはいかない。地下貧民街アンダースラムのアワリティアへの依い頼らい料りよう。身辺調査の費用。爆ばく弾だんの調達。その他、多大なコストを払はらったというのに、不戦勝を取れなかった。どうあっても勝たなければ元が取れないどころか……神社の存続に影えい響きようする。

　土地にかかる税金と人工樹の維い持じだけでも、年間で軽く二千万はかかる。神社のある丘がまるごと寄より辺べ家けの土地であるため、通常では考えられないほど土地にかかる費用が大きかった。

　もはやひとつ敗北する猶ゆう予よもない。

　崩ほう壊かいした壁かべや天井が瓦が礫れきの雨となって降り注ぐ。柱が崩くずれ去さり、神み子こたちを生いき埋うめにしようとするかのように四方八方から土の猛もう威いが襲おそい来くる。

　神子は土つち蜘ぐ蛛もの背中に乗り、頭を低くした。粘ねん着ちやく質しつな糸が頭上でぶわりと広がる。ひょうたん型の背中にアーチを描えがくように、岩の雨から神子を守る、蜘蛛糸の傘かさが作られた。

　ただの土の山と化そうとしている城の中を土蜘蛛が泳いでいく。巨大な爪つめで迫せまる瓦礫を払いながら。ひたすら上へ。土蜘蛛には暗所や狭きよう所しよでの戦せん闘とう以外にも、土の中を自由に移動できる特性があった。たとえ完全に生き埋めになろうとも脱だつ出しゆつするのは容易だ。

　落下する岩石や眼前を塞ふさぐ土の雨を払いのけながら、神子と土蜘蛛は地上を目指した。

　やがて砂さ漠ばくのフィールドへ躍おどり出でた。足元にはたったいま崩壊した土くれの城の残ざん骸がい。広こう範はん囲いに渡わたって瓦礫が散乱している。神子のデッドラインもすっかり埋うもれて見えなくなっているが、計算ではこの位置までなら大だい丈じよう夫ぶだ。ここは玉座の間のほぼ真上である。

　これからすることを考えると、がたがたの足場は、少々不利かもしれなかった。

　だが神子はそのために日々の訓練を積んできている。ここでしくじるような真似はしない。

　あたり一面砂漠と化したフィールドは東西南北で変わり映えのしない景色だった。しかし、目的の相手はすぐに見つかった。

　視界の遥はるか向こうに修道服をまとった黒くろ髪かみの少女が立っている。表情が読み取れないほどの遠方だが問題なかった。

　神子は土蜘蛛の背中から降り立ち、足場を軽くならす。

　ロッド──背せ丈たけほどもある巨大な長弓の弦つるを指で軽く弾はじき、調子を確かめた。大だい丈じよう夫ぶ。さっきの城の崩壊の影響で壊こわれてしまったりはしていない。

《底辺世界の愚者アンダー・ジ・イデイオツト》はなかなか鋭するどかった。神子と恭きよう弥やの真実に肉にく薄はくし、裏をかき、出だし抜ぬこうとしてきた。しかし彼は決定的な見落としをしている。

　音おと羽わ真ま琴ことを利用して試合の中ちゆう継けいカメラの情報を得ていたのは確かだが、ならば何故、神子が土蜘蛛に城内のカメラを破は壊かいさせたのか。そこに疑問を持つべきだった。

　玉座の間に至るにはカメラが大量に侵しん入にゆうしていたあの場所を通らなければならない。ならば彼は見たはずだ。いくつかのカメラの残ざん骸がいを。

　簡単な話だ。絶対に、放送させるわけにはいかなかったから。

　いまだお披ひ露ろ目めしたことのない、神子と恭弥の最後の切り札。その発動条件を。

　服装を取とり替かえたあの日から、互たがいに依い存ぞんしあって生きてきた。そんな神子たちに与えられた、《秘ひ匿とく》によってかたくなに隠かくしてきた共鳴スキル。

　その名を《魂の共有ソウルスワツプ》という。

　これを得た恭きよう弥やはほくそ笑んだものだ。何故なら、選手やファンが独自に編集しているネットワーク上のデータベースには存在しないスキルだったから。

　戦いに必要なのは戦力や戦略だけではない。情報もまた武器となる。まだ存在自体が明らかになっていない非売スキルは、情報という点において、最強の優位性を誇ほこる。

　だが困ったこともあった。

　当然のことながら、ファンや選手と異なり、運営側はすべてのスキルを把は握あくしている。

　ダブルス・マネーの運営側は二人がこの共鳴スキルを発現すると、さっそく神み子この二つ名を《依存体質の悪霊降ろしスピリチユアル・メデイアム》と設定してきた。これはスキルの内容を連想させる二つ名であり、神子たちの本意ではなかった。だから恭弥と相談し、カモフラージュの手段を取った。

　まるで恋人であるかのように、兄妹とは思えないほど、仲の良い二人であると……そんな姿をわざと演出したのだ。依存体質という文面の由来を、そうやってごまかした。

　実際は恋愛感情なんてない。他のどんな兄妹とも同じ。家族に対する愛情だけだ。たしかに二人だけで長い時間を生きてきたから、安あん穏のんと生きてきた兄妹よりも仲が良いかもしれない。だがそれだけ。恋人のように振ふる舞まったのは計算以外の何物でもない。

　すう、と息を吐はく。意識を丹たん田でんに持っていく。下腹部に重心を置くイメージだ。矢や筒づつから半液体金属製の矢を抜ぬき、弦つるにそっと添える。弓道は心の競技。心を自在に制せい御ぎよできる神子は、天てん賦ぷの才があると顧こ問もんに称しよう賛さんされたこともある。

　無む駄だのない流れる動作で弦を引き、視線をまっすぐ対象──《狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デス》へ向ける。切っ先を向けようとはしない。矢を意識してはいけない。ただ的に集中する。

　敵は不思議がっているだろう。たとえ弓道の名手といえどもダブルス・マネーにおいて、ウィザードの攻こう撃げきなど取るに足らないものだ。それだけ制御段階による身体能力の増減は大きい。ここで神子が矢を放ったところで陽はる月つきをどうこうすることはできない。

　引き結ばれ、微び動どうだにしなかった神子の口元に、かすかに笑みが浮かぶ。

　その常識に囚とらわれた思考が、死神の敗因だ。

　りぃん──と、弦が優ゆう雅がな音を立てた。

　旋風つむじが生じた。

　空気を螺ら旋せんにえぐり取るかの獰どう猛もうな一いち撃げき。一本の矢が音よりも速く、速く、速く、砂の大地を貫つらぬいていく。陽月の顔が焦しよう燥そう感かんに歪ゆがみ、魔ま術じゆつカードを使用せんと動こうとする。だが遅おそい。音速の矢はウィザードの愚ぐ鈍どんな動きなど待たない。

「──あ……かっ……！」
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　神子の矢が陽月の腹部に直ちよく撃げきする。驚きよう愕がくに染められた表情。唾だ液えきと血を吐はきながら、彼女はおもちゃの人形のごとく、おかしな向きに手足を暴れさせながら吹き飛んだ。軽そうな体は一いつ瞬しゆんで紅べに色いろのデッドラインを越え、フィールドの最果て……壁かべに激げき突とつし、力なく落下する。

「……勝った」

　神み子この無機質な顔に浮うかぶ、安あん堵どの色。

　心ない機械を演じるために人格を創造しているものの、やはり負けられない焦しよう燥そう感かんはあった。今日負ければコストのかけすぎで、神社を存続させられなかった可能性が高い。

　だが、その心配はもうない。

　制せい御ぎよ段階三二の弓射を受ければウィザードなどひとたまりもない。陽月はデッドラインを割り、さらに気絶している……文句なく神子の勝利だ。

　共鳴スキル《魂の共有ソウルスワツプ》は自軍ウィザードとウォーリアーの制御段階を入れ替えるスキルだ。ウィザードは据すえ置おきで制御段階一である、という前提条件を覆くつがえす強力なスキルだった。発動条件は二人の両手を合わせること。

　絶対防ぼう壁へきでの迎げい撃げき戦せん闘とうを主しゆ軸じくにし、突とつ破ぱされれば城内で相手をかく乱しつつ撃げき破はを目指す。それが突破されれば城を崩ほう壊かいさせ敵ウォーリアーを生いき埋うめにした上で、神子が敵ウィザードへと攻こう撃げきを仕し掛かける。制御段階一のウィザードの攻撃など取るに足らないとたかをくくった相手へ予期できないであろう音速の矢を撃うちこんで試合を決める。

　すべてを突破されたときのために用意していた、最後の切り札だった。

　しかしまさか本当に《魂の共有ソウルスワツプ》を使わなければならないときが来るなんて。防ぼう御ぎよ陣じん形けいを、フィールドの再変容を用いずに、正面から突とつ破ぱされたのは今回が初めてだ。

　試合の様子が中ちゆう継けいされている以上、同じ手は二度と使えない。だからこの手段を使うときは、せめてスキルの発動条件だけでも隠かくし通とおそうと決めていた。発動条件がバレてしまうと、意外と使い勝手の悪いスキルだと判はん明めいしてしまうからだ。何故かウィザードがパワーアップした、理由はわからない──そう思わせられれば、戦術が明らかになったとしても、次の作戦を練ることができる。

　だから恭きよう弥やが倒たおれた後、神み子こは土つち蜘ぐ蛛もに命じて城内のカメラを破は壊かいさせた。発動条件を見せないために。音おと羽わ真ま琴ことからの情報を得るよりも優先したのだ。ダメージを負って動けない恭弥が制せい御ぎよ段階一に、健在の神子が制御段階三二となり、相手の隙すきをついて一気に勝負を決めることにした。

　すべて完かん璧ぺき。シナリオどおりに勝利をつかめた。

　神子は振ふり返かえる。恭弥も一いつ緒しよに埋うまってしまったはずだ。早く助け出してあげないと。

　そこで、ふと神子は首を傾かしげた。

　……静かすぎる？

　試合が終わると実況や観客の声を遮しや断だんする装そう置ちが切られ、熱狂した声がとどろいてくるのが常だったはずだ。声も拍手も何も聞こえない。

　そして異常がもうひとつ。自分の足元で光ひかり輝かがやいているのは、なんだろう？　地面が煌こう々こうと輝いている。光は前方……玉座の位置あたりの瓦が礫れきの山へと続いていた。

　──いや。違ちがう。

　瓦礫の中から、神子の場所まで、続いているのだ。

「……うそ」

　思わずつぶやいていた。




「──ああ、全部うそだ」




　土くれの山が弾はじけ飛とんだ。

　正しくは弾け飛んだかに見えた。光の道に触ふれた土くれがその材質を一気にただの光る物質へと変容させたのだ。半液体金属の急激な材質変化は時に爆ばく発はつに似た現象を引き起こす。

　神子の足場も余波を受けてぐらりと傾かたむいた。

　道みち幅はばのぶんだけ土くれが消失し、その先で、銀色の髪かみの少年が立ち上がる。さすがに無事ではない。頭からは血を流し、全身の安全装甲セーフテイ・アーマーは傷つき、汚よごれていた。だがその赤く輝く瞳ひとみは、まだ諦あきらめていなかった。

　何故だろう。もう試合は決まったのに。皿次がここで神子を攻こう撃げきしたところで、結果が変わることなどないのに。

　そこまで考えて。神み子こははっと目を見開いた。

　視界の先。皿めい次じの背中側の遥はるか遠方に紅くれないに輝かがやく円と……黒い影かげがある。銀色の鎌かまも見えた。弾はじかれるように神子は後ろを振ふり返かえる。そんな馬鹿な。陽はる月つきはさっきたしかに「こちら」の方向にいて、神子の矢により吹き飛ばされたはずだ。どうして「反対側」に彼女がいる？

　そして神子はようやく気づいた。

　崩ほう壊かいしつつある城の中を土つち蜘ぐ蛛もに任せて夢中で這はい出でてきた。方角はきちんと確認していない。東西南北で風景の変わり映えしない、広大な砂さ漠ばくフィールド。本当ならば目的とする相手を見つけるために周囲へ視線をめぐらせるくらいの手間がかかるはずだ。

　陽月の姿を一度で目にとめることができたのは、偶ぐう然ぜんだったのだろうか。

　くだらない疑問だ。偶然のわけがない。そして、神子が見たのは……陽月ではなかったのだ。

「く……」

　皿次が無言のまま腰こしを落とし、駆かけ出だした。神子は矢や筒づつから迎げい撃げきのために矢を抜ぬき払はらおうとする。しかし頭の片かた隅すみでは理解していた。

　ああ……負けるのか、と。

　そして自分でも意識しないままに、こうつぶやいていた。

「──騙だまされた」




　　　　６




　勝利の余よ韻いんに浸ひたり完全に油断している神子の背後を取ると、皿次は光の道を駆け出した。

　俊しゆん敏びんに主あるじの危機を感じ取った土蜘蛛が神子をかばうように躍おどり出でる。だがもはや怖こわくはなかった。ウォーリアーにとって不自由な密室空間こそ、土蜘蛛の主戦場だった。障害物や天井を利用し、敏びん捷しようさを存分に生かすことができた。だがこの開かれた外においては、土蜘蛛にはなんのアドバンテージもない。ただでかいだけのガラクタにすぎなかった。

　太い爪つめが唸うなり、皿次を切きり裂さこうとする。しかし当たらない。よく見通せるこの場所において大きいだけの爪の攻こう撃げきなど容易に見切れる。皿次は器用に蜘蛛の脚あしに飛び乗り回まわし蹴げりで邪じや魔まな怪かい物ぶつを彼方へ吹き飛ばした。

　その向こうに唖あ然ぜんとした顔の神子がいた。彼女の手には矢が握にぎられ、迎撃のために弓を構えようとしていたが……遅おそい。弓は遠えん距きよ離り戦せんならば脅きよう威いだが、近接戦せん闘とうに持ち込まれたら銃じゆう器き以上に太刀打ちできなくなる、という致ち命めい的てきな弱点がある。

　だから神子が油断し、背中を見せるこの一いつ瞬しゆんを待っていた。

　最高の『嘘うそ』を使って奴やつをぶっ倒たおしてほしいわけ──あのとき、ティアはそう言った。

　それに対して陽月が提示した作戦がこれだ。

『《幻げん惑わく》を《独自解かい釈しやく》し、ある特定の幻げん影えいを相手に見せる』

　神み子こにはとても信じられないだろう。

　陽はる月つきは、皿めい次じと共有した視覚を通して、神子にあらかじめ《幻惑》を使用していた。神子は己が幻影を見せられていることを知らずに土くれの城を脱だつ出しゆつし、偽いつわりの勝利のビジョンを見せられたのだ。

　本来、見せる幻まぼろしの内容を選べない《幻惑》に、特定の幻を見せるという付加価値をつけた。元のカードの記述にほとんどない効果を付与するのは難しいなんてレベルじゃない……が、陽月はここ数日、ずっとその練習をしていたのだ。

　彼女は《フレアエンジン》の数値をいじったり、《皆かい既き日食》の効果時間をいじるような、ちょっとした改変については、実はわりとあっさり習得できていた。陽月がまだまだ練習段階だと言っていたのは、カードに記き載さいされていない記述をほんのすこしだけ書き加える、という超高等技術だった。

　だが《幻惑》だけではこの決定的な状じよう況きようは作り出せなかった。

　ありがとな、ティア。と、心の中で感謝する。

　皿次も陽月もティアも真ま琴ことも、誰だれもが神子の真実については気づけなかった。だがティアはたったひとつだけ、寄より辺べ兄妹の本質を見み抜ぬいていたのだ。

　陽月からダブルス・マネーの説明と寄辺兄妹の戦略の傾けい向こうを聞き、ティアはこう言った。

『なら奴やつらの最後の切り札は……寄辺神子で間ま違ちがいないわね』

　どうしてそう言い切れるのかと訊たずねたときの回答は、ティアらしくて笑ってしまった。

『あたしならそうするし。この競技の一番の盲もう点てんって、ウィザードが強いわけがないっていう一点っしょ。そこを突つかない詐さ欺ぎ師しなんて失格じゃん』

　敵がどんな手順で神子を攻こう撃げき役やくに変えるか、まではさすがに読めなかった。しかし、いずれ神子は攻撃役になる。最後の最後で神子が動く──その一点にだけヤマを張っていた。

　作戦の脇わきをティアが固めてくれたからこそ、陽月の超人的な《幻惑》が生きたのだ。

「騙だまされた気分はどうだ？　この──くそったれが」

　神子の眼前に立ち、皿次は言った。体をひねり、拳こぶしに力をこめる。

　そして、渾こん身しんのボディブローを神子の脇わき腹ばらに叩たたきこんだ。

「うぅぅううううぅぅっっっ！」

　神子が下手に踏ふん張ばろうとし、めきめきと嫌いやな音がした。抵てい抗こうはただ自身の傷を深めただけで、彼女の体はあっけなく宙を舞まう。苦痛に歪ゆがんだ顔、涙なみだの滲にじむ瞳ひとみ。それは人間らしさを失った人間が初めて見せる、本物の表情なのかもしれなかった。

　皿次はそんな彼女へ向けて、中指を突き立てて吐はき捨すてる。

「テメエらをぶちのめしたのは俺おれの拳コブシじゃねえ。ティアの頭脳アタマだ」

　見下して利用していたつもりか？

　ざけんな、ティアのほうがよっぽど格上だ。

「次にナメた真似してみろ……今度は、試合の外で全力でテメエらをぶっ潰つぶす！」

　今度こそ、試合の終了を告げる実じつ況きようの声が響ひびき渡わたり、歓声がフィールドを包みこんだ。

　嘘うそではない、本当の勝利がここにあった。




　　　　７




　皿めい次じと陽はる月つきは控ひかえ室しつに戻もどると、安全装甲セーフテイ・アーマーだけを外して部屋を飛び出した。二人とも申し合わせたように着替えずに、荷物だけまとめて一目散に会場を後にする。

　試合中ではないので共鳴はしていない。しかし皿次も陽月も心は同じだった。

「いますぐ地下貧民街アンダースラムに行く！」

「わたしも。ティアさんが心配」

　寄より辺べ恭きよう弥やが爆ばく弾だんを送りつけたのはおそらく真実だ。いくらティアが優秀な詐さ欺ぎ師しとはいえ、大おお怪け我がを負っているかもしれない。運が悪ければ命にもかかわりそうだ。

　簡単な事務手続きを終えて選手用通用口から建物の外に飛び出す。

　すると、申し合わせたように一いち郎ろうの高級車（以前は黒くろ塗ぬりだったが、今日は銀の外車だ。車が趣味の一郎は何台かを使い分けている）が目の前に停まった。

「ちょうどいい外げ道どう眼鏡！　そいつでちょっくら地下へのゲートまでぐべはっ！」

　声をかけながら車に駆かけ寄よると、バァン！　と凄すさまじい勢いでドアが開かれ、皿次の顔面を直ちよく撃げきした。

「ってえ！　ちくしょう、最近はこんなんばっかだなぁオイ！」

　つんとする鼻を押おさえながら怒ど鳴なる。情けなくも涙なみだが滲にじむのを自覚しながら顔を上げ、皿次は小さく声を上げた。

　車内から颯さつ爽そうと降り立つ少女。銀色の長い髪かみがぶわりと舞まう。その身にまとうのは高たか見み高校の制服。女性らしい主張の一切ない細身は、けれど小さな顔と相まって、人形みたいな清せい廉れんさを感じさせる。紅こう玉ぎよくをはめこんだような瞳ひとみと目が合った。

「ティア！」

「ジェイ～～～……ってふえあえっ？」

　いつもの調子で両りよう腕うでを広げ、ふざけ半分で皿次に抱だきつこうとしたティアは、逆に皿次に抱きしめられて目を白黒させた。

　嘘じゃない。偽にせ者ものじゃない。たしかにティアの存在感と温度を感じる。

「馬鹿野郎。どうにかなっちまったと思ってたぜ」

「よかった……無事で。本当に」

　陽月も腕を広げ、皿次とティアをまるごと抱きしめた。

「ちょっ、ちょっとなんなのあんたら。気持ち悪いんだけどっ」

「寄より辺べ恭きよう弥やがお前に爆ばく弾だんを届けたって言ってたからよ。爆ばく発はつであっさり逝いっちまったんじゃねえかと……」

「ああ、あれ？」

　ティアは昨日の晩飯のおかずを説明するような口調で言った。

「ひっかかるわけないじゃん。ジェイが思ってる以上に疑り深いよあたし。あたし宛あての荷物は全部、金属感知器通して不ふ審しん物ぶつ検査した上で、ガス、トラップ、爆発物の専門家の審しん査さを経由させてんの。あのクソ野郎のプレゼントは第二関門くらいであっさり引っかかったわ」

「どんだけ厳重なんだよ」

「ふふっ、いいじゃない。おかげでティアさんもこうして無事なんだから」

　陽はる月つきが微ほほ笑えみまじりに言い、皿次は頬ほおを掻かいた。

「まあ、な──ってうおっ！」

　ティアを抱だきしめ、陽月に抱きしめられている自分の姿に気づき、あわてて体を離はなす。なんて格好をしていたんだ！

「にしても陽月、あんた妙みようちきりんなカッコしてんね。なにそれ」

「かわいいだろう。私が買収した教会の修道服だ」

　車のウインドウが下がり一いち郎ろうが顔を出してそう言った。眼鏡の奥おくの瞳ひとみは機き嫌げんが良さそうだが、相変わらず何を考えているのかよくわからない。

「ふーん。まあ大人しそうで、黒っぽいあんたには似合ってるか……ふ、ふん。でもジェイの体を狙ねらう淫いん乱らんが聖職者とは笑わせるわっ」

　明らかに陽月のシスター姿に見み惚とれていたティアは、顔を真っ赤にして、あわてたように毒を吐はいた。なんつーあまのじゃくな女だ、と皿次は呆あきれ返かえった。もちろん自分のことなど棚たなに上げて、だ。

「格好といえば、ティアさんも」

「おうそうだな。お前もなんで高たか見み高校の制服なんざ着てやがるんだ」

「んー？　あっ、ごっめーん言い忘れてたわ」

　ぺろ、とあざとく舌を出して、ティアはこつんと頭を小こ突づいた。あざとすぎて苛いら立だちさえ覚える仕草だが、次の言葉が、そんな些さ細さいな感情を一いつ切さい合がつ財さい吹っ飛ばした。

「あたし今日から中セ流ン平ト民ラ街ルで暮らすから」

「──は？」

「なによ。日本語も理解できないくらい頭イッちゃってんの？　そこの冬ふゆ瀬せ眼鏡とも話をつけてあるもんね。ほら見てよこれ。スーツケースの中がぱんぱん！」

　ティアが得意げに車内から引っ張り出したスーツケースは爆発するんじゃないかというくらいに膨ふくれあがっており、下着の端はしのようなものが口からはみ出ていた。

　準備がある、と言っていたのはまさかこれのことだったのか？

　待て。ティアは制服を着ている理由を問われて、中セ流ン平ト民ラ街ルで暮らすと答えた。つまり、

「まさか……高たか見み高校に通う気？」

　陽はる月つきが皿めい次じの予測を代弁してくれた。

「あたりまえじゃん」

　あまりにもあっさりした答えに、皿次の肩かたから一気に力が抜ぬけていく。

「な……なに考えてんだお前……」

「ほら、あたし学校って通ったことなかったじゃん？　若いうちに経験しておきたくてねー」

「コミュニティはどうすんだよ。長おさが長期間留守にするなんて──」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。留守を任せてる幹部と連れん絡らくをちゃんと取り合って、中セ流ン平ト民ラ街ルから仕事の指示を出すから。二週間に一回くらいは様子を見に下に行くつもりだし。言ったっしょ？　うちはいますんごく強いって。あたしがずーっといる必要もないわけよ」

「でも幹部だって認めねえだろ。金の動かない案件で長が中セ流ン平ト民ラ街ルに行くなんて……」

「動くんだなー、これが」

　ティアがにやりと勝かち誇ほこった笑みを浮うかべる。そして車中の一いち郎ろうと顔を合わせ、二人してぐっと親指を突つき立たてた。

「なんだそのガッツポーズは」

「ふっふふーん。ではあらためてご挨あい拶さつさせていただきますわ、ジェイ。あたくし冬ふゆ瀬せ眼鏡の屋や敷しきにメイド兼けん警備員として常じよう駐ちゆうさせていただくことになりました、アワリティアと申します。今後ともどうぞよろしくお願いしますわ～～～ってね。メイドってこんな感じっしょ」

　ふざけたような丁てい寧ねい言葉で語られた内容に、今度こそ皿次も陽月も驚きの声を上げた。

　どういうことだと説明を求めると、それに答えたのは一郎だった。

「話によるとうちの黒服くんたちは一度ティアくんに騙だまされてるそうじゃないか。まったく情けない話だ。今後、寄より辺べ兄妹のように試合外でキミたちに接せつ触しよくしようと企たくらむ輩やからが出てくるかもしれないだろう？　そんなときに警備が穴では困る──そこで、彼女を雇やとった。彼女自身も優秀な人材だし、一流の詐さ欺ぎ師しによる黒服くんたちへの教育にも期待している」

　黒服を騙して侵入したティアを常駐警備員として雇う。それは毒をもって毒を制する考え方だ。こういうときの一郎の思い切りの良さ、柔じゆう軟なんな思考は、さすがだと思わされる。

「あと彼女は料理がうまい。食事のバリエーションが増えて、良いこと尽ずくめじゃないか」

「……料理」

　陽月がぽつりとつぶやく。ティアを見つめる瞳ひとみが複雑そうだ。料理が下手なことに負い目を感じているのかもしれない。あるいはティアへの羨せん望ぼうや嫉しつ妬とかもしれないが。

「さ、て、と」

　ティアがパンパンと高らかに手を打ち鳴らした。

「細かい話なんかあとあと！　ここまで迎えにきてやった理由、わかってんでしょーね。時間がないの！」

「時間……？」

「木き崎さきくんから私に連れん絡らくがきていてね。学園祭の大トリに間に合うように、二人を会場まで迎えに行ってやってほしいと」

　一いち郎ろうの言葉に皿めい次じははっとなる。陽はる月つきも同じような顔をしていた。二人は顔を見合わせ、うなずく。そうだった。もし試合を早く終わらせることができたら、学園祭の打ち上げ花火を見たいと話していた。

　三人で押おしあうように車に乗り込む。どうにか窓際の端はしに座った皿次は、窓の外を見つめながらぼんやりと考えた。

　今日のデビュー戦をめぐって色々なことがあった。

　ティアと再会して軋あつ轢れきが生じて、恭きよう弥やと神み子この悪意にさらされて。真ま琴ことがティアが皿次が陽月が色々な人が傷ついた。

　だけどこうしてすべてが終わってみれば、ティアは無事で、おそらく真琴もいままでと違ちがう一歩を踏ふみ出だせるはずで。生徒達が準備に追われた、混こん沌とんとした学園祭が綺き麗れいにフィナーレを迎えるように、誰だれもがあるべき場所に無事に収まったような気がする。

　これぞ神のみぞ知る運命の采さい配はいとでも呼べるだろうか。

　神なんて信じねーけど。

　それでもほんのすこしだけ、自分の信念に嘘うそをついてみてもいいか。

　そう思った。










　　　　another　寄より辺べ恭きよう弥や




　冬の夜はひどく冷えた。寒さに強こわ張ばった肌はだを密着させ、温めあうようにして、恭弥と神子は帰路を歩いていた。ダブルス・マネーの競技場から寄辺神社まで、二人はいつも徒歩だった。

　神子は常と変わらぬ無表情だが、恭弥には彼女の考えていることがわかった。神子はいま、感情を持たない機械のような心をあえて構築している。裏を返せば、そうしていないと、ぐしゃぐしゃに泣なき崩くずれてしまっているはずなのだ。

　どれだけ表情と心を偽いつわろうとも、実は本音は体に浮うかび上あがっている。握にぎった手が、寒さとは違ちがう理由で震ふるえていた。

　小高い丘のふもとに着いた。赤い鳥居と案内板が目印。長い石段の上に寄辺神社がある。

「ここは誰もいない。解いてもいいんだぞ」

「……うっ」

　恭きよう弥やが優しく声をかけると、神み子この顔面が年相応に──あるいは年ねん齢れいよりも幼く、歪ゆがんだ。

　ぼろぼろと涙なみだがこぼれ落ちる。能面のようだった顔が涙に蹂じゆう躙りんされ、ひどいありさまだった。

　心を完かん璧ぺきに構築する。しかしそれはただの上手な嘘うそにすぎなかった。彼女の本音はきちんと存在し、無理なコーティングを剥はがせば簡単に顔を覗のぞかせる。

　神子は打ちひしがれたように階段を見上げ、肩かたを震ふるわせて、しゃくりあげた。

「負けた……負けるわけにいかなかったのに」

　今日は最悪の敗北だった。次に戦えば勝てるとも思えない。《独自解かい釈しやく》を扱あつかえるということは、陽はる月つきたちはやろうと思えばもっと簡単に自分らを倒たおせたのだから。

「……俺おれのせいだ」

　恭弥は唇くちびるを強く強く噛かんだ。

　確実な勝利を得るために事前に根回しをし、相手を不戦敗に陥おとしいれてきた。だが何度も同じことを繰くり返かえすうちに相手の警けい戒かいも強くなり、こちらがかけなければならないコストが回を追うごとに重くのしかかってきた。

　そこまでは計算できなかった。ただ自分たちが実力行使で奪うばう側に回ればいいと考えていた。恭弥たちの行こう為いが敵の意識を変容させることを考こう慮りよに入れられなかった。

　その結果がこのざまだ。今年の残り試合数は四つ。すでに組まれている試合日程によると、対戦相手ウィザードは順番に土属性、森林属性、森林属性、土属性だ。なんの冗じよう談だんかというほど相性の悪い相手が重なっていた。

　今回、四百万円を投資して百万円の利益を得る予定だったが、逆に四百万の赤がついた。最低でも一試合はコストをかけずに勝たなければならないが、どの相手もまともにぶつかれば勝率は三割にも満たない。

　……いや。

　恭弥は首を振ふった。もともと、もう無理だったのだ。やればやるほど泥どろ沼ぬまに沈しずんでいた。このまま他選手の警戒心が高まれば来年はさらにコストがかさむだろう。そうなれば神社を維い持じするだけの収入なんてとても得られない。

　神子はきっとそれを理解している。だから涙を流しているのだ。唯ゆい一いつ、母親の残してくれたもの。兄妹のたったひとつの寄よる辺べをこれから失うのだという予感に、打ちひしがれている。

　そのとき、神経を逆なでするような拍手が響ひびき渡わたった。

「おかえり。ずいぶんと悲ひ壮そうな面持ちだね」

「誰だれだ！」

　顔を上げると、石段に一人の男が立っていた。しゃれっ気のあるスーツをまとった眼鏡の男がすらりと伸びた長い足を動かし、颯さつ爽そうと階段をおりてくる。

「はじめましてかな。私は冬ふゆ瀬せ一いち郎ろう。こういう仕事をしている」

　男は恭きよう弥やの前で立ち止まると、胸ポケットから取り出した名めい刺しを差し出した。雰ふん囲い気きに流されるようにその名刺を手に取ってしまう。

「冬ふゆ瀬せ……死神のスポンサーか。ここに何の用だ」

　声が強こわ張ばる。まさか陽はる月つきたちに不正を働いた報復だろうか。冬瀬グループのトップであり、四季の姓を持つ大だい富ふ豪ごう。そんな一いち郎ろうにできないことはなにもない。神社の兄妹など、朝食時にパンをかじりながらでも排はい除じよできるだろう。

「そう構えないでほしい。それと今日から私はオーナーなのだから、もっと敬けい意いを表してほしいものだね」

「オーナー？」

「キミたちの叔お父じさんとはもう話をつけてある。寄より辺べ神社は今日から私のものになった」

「な……そんな馬ば鹿かな話があるか。俺おれも神み子こもなにも許可していない！」

「キミらの許可なんていらないさ。寄辺神社の土地と建物、運営の権利は書類上はキミたちの叔父が所有していたのだから。私は他に代えられない価値こそ、のちに大きな利益をもたらすと考えていてね。国内に残存する数少ない神社──その希少価値に惚ほれたんだ」

　恭弥は頭が真っ白になった。

　買収された。叔父が二人を裏切って、金持ちに神社を売うり払はらったというのか。たしかに来年には神社を手放す決断を迫せまられたのだろう。それが後に訪れるかいますぐの話か、という違ちがいだけだ。だが理解していても納得できない。

　最初に激情を露あらわにしたのは、神子だった。彼女は軽やかな身のこなしで一郎へと迫り、その顔へ拳こぶしを叩たたきつけようとした。

「話は最後まで聞きたまえ」

　一郎が胸の前に手をかざす。神子は動きを止め、冷や汗をたらすと、周囲を見み渡わたした。木々の陰かげや道路に停まった車の窓から視線が注がれていた。姿は見えなかったが、狙そ撃げきの心得のある人間だろう。一郎ほどの金持ちがボディガードをつけていないわけがなかった。

　これ以上一郎に近づけば殺される。さすがの神子も大人しく引き下がるしかなかった。

「素直が一番だ。さて、話の続きだが。私は神社を手に入れたのは良いものの、運営のノウハウを一切持っていない。人材に心当たりもない。そこで──キミたちにはこれまでどおり、継けい続ぞくして神社の運営に携たずさわってもらいたいのだが、どうだろう？」

「……なんだって？」

　恭弥は一郎の言葉を何度も反はん芻すうし、眉まゆをひそめた。一郎は飄ひよう々ひようとした態度で続けた。

「土地も建物も私のものになる。緑化義務やその他維い持じ費ひはすべて私が出費することになる。キミたちは実際の業務を行う従業員として雇やといたい。給料も私──厳密には会社から支し払はらわせてもらう。どうだろうか」

「ありえない。そんなうまい話があるものか」

　神社から離はなれずに済み、維い持じ費ひを支し払はらわなければならない束そく縛ばくからのみ解放される。そんな話がこの世界に転がっているはずがない。なにか裏があるに違いなかった。

「勘かん違ちがいしてもらっては困るが」

　一いち郎ろうは指でわずかに眼鏡の位置を整えた。内心の読めない胡う散さん臭くさい笑みを浮うかべる。

「これは救済ではなく投資だ。キミたちは神社を盛り返すためにあらゆる工夫を凝こらし、イノベーションを促そく進しんし、利益をもたらさなければならない。金にならないと判はん断だんすれば容よう赦しやなく切る。それが、社会だ」

　恭きよう弥やは神み子こと視線を交わした。彼女は恭弥の決定にすべてをゆだねているはずだ。

　逡しゆん巡じゆんしていると、一郎が目を細め、階段の上を見上げた。

「良い叔お父じさんだね。私が話を持っていったとき、彼はとても喜んでいたよ」

「叔父が？」

「ああ。キミらが不正を重ねていることも、追おい詰つめられていることも、彼は全部承しよう知ちしていたらしい。《狡猾な射手トリツク・シユーター》くん」

　今日何度目かの衝しよう撃げきだった。叔父は恭弥と神子の面めん倒どうを見てくれた。しかし叔父はこの街の人間としては珍めずらしくダブルス・マネーに興味がなかった。だから二人の活かつ躍やくにも口を出さなかった。にもかかわらず、恭弥たちの潮しお時どきを正確に感じ取っていたというのか。

「彼はね、キミらが『キミらを上回る悪者』に痛い目に遭あわされるまで、放っておくことを選んだだけなのさ。どれだけ頭が回ろうともまだ幼い事実に変わりない。いずれ追い詰められるときがくる……そこまでいかなければ頑がん固こなキミのことだから、人の話なんて聞きはしないだろうってね」

　驚き、などという言葉では足りなかった。叔父は恭弥や神子なんて及およびもしないほど賢かしこい人間だったのだ。彼は正確に恭弥の性格を見切っていた。間ま違ちがいない。最初から悪事を注意され、諭さとされていたとしても、恭弥は絶対に考え方を変えなかっただろう。

「思い上がっていた……のだな。俺も、神子も」

　数十分前、恭弥の携けい帯たい複合端たん末まつにアワリティアから「死んだと思った？　残念でした♪」と、腹立たしいメールが届いていた。結局、皿めい次じ、陽はる月つき、アワリティアの誰だれをも騙だませなかったのだ。それどころか返かえり討うちに遭った。完全敗北だ。

　そして大人は恭弥たちの行動の遥はるか先を見み据すえていた。

　同じ気持ちなのだろう、神子がまっすぐに一郎を見つめて、口を開く。

「神子たちは犯罪にあたることもしている。それでも従業員として雇やとい、機会を与えるというのだろうか」

　恭弥が心を偽いつわれと命令してからずっと続けている、翻訳したような言葉遣づかいで神子は言った。

　一郎はやれやれと肩かたをすくめる。

「くどいよ。いいかい？　私は能力と結果にしか興味がない。はっきり言ってキミらの過去なんてどうでもいいんだ。だいたい前科持ちおことわりなら、うちの盗人ぬすつとくんもティアくんも、とっくに監かん獄ごく送りだからね」

　その顔には、躊ちゆう躇ちよなど微み塵じんも浮うかんでいなかった。

　恭きよう弥やは、目の前の男がとてつもない存在に見えた。なんという自由な感性。この男は己の判はん断だんになんら疑問を抱いだいていなかった。

　敵かなわない。自分などでは欺あざむくことも、抗あらがうこともできない。それほどまでに目の前の男は圧あつ倒とう的てきだった。

　胡う散さん臭くさい、信用ならない男に神社の権利を委ゆだねるのは、やはり不安も残る。だが少なくともこの冬ふゆ瀬せ一いち郎ろうがかかわる以上、即座に神社が消し飛ぶ事態にはならないだろう。

　まだこの神社にいられる。自分の手で挽ばん回かいする機会がある。

　選せん択たく肢しなどないも同然だった。

　一郎の申し出を突つっぱねる道など、存在しない。

「俺おれの腹は決まった。屈くつ辱じよく的てきだが、仕方ない。神み子こはどうだ……神子？」

「……あっ」

　ぼんやりと隣となりで突つっ立たっていた神子の目から、唐とう突とつに、涙なみだが流れる。さっきは敗北の悔くやしさと絶望による涙だったが、今度は……よく理由のわからない涙だった。

　もしかしたら。人格を制せい御ぎよしたり組くみ替かえたり、いたずらに弄いじくり回まわしてきた彼女は、そんなあらゆる感情の制御を解いてもいいのだと実感したのかもしれない。通常の人間ではありえない過か剰じような抑よく圧あつ、無理な心の歪わい曲きよく、そんな鎖くさりから解き放たれて……いままで流すべきだった涙が、揺ゆり戻もどしを受けて一気にあふれてきたのかもしれない。

　神子にも悪いことをしたのだ、とようやく思い知った。平気な顔で恭弥の求めに応じて行動し、見事に心を制御してみせたものだから、ずっと気づけないでいた。

　そのとき恭弥の胸元で携けい帯たい複合端たん末まつが振しん動どうした。抜ぬき取とり、着信メールを確認する。

「ああ……彼女とも、話をしないとな」

　相手の名前を見て、小さくつぶやく。

　音おと羽わ真ま琴こと。他の誰だれよりも長い間、欺あざむき、利用し続けてきた女だ。

　彼女からのメールはごく単純なものだ。「話がしたい」ただそれだけだった。

　恭弥はメールの文面と神子とを交互に見比べて、次いで、冬の夜空を見上げる。

　ここから歪ゆがみを直すなんて、できやしないだろう。だが、真琴と神子と自分とで、また新しい関係を構築することなら、不可能ではないかもしれない。

　いずれにせよ音羽真琴とは会うつもりだった。

　今度こそ、本物の恭弥と神子の二人で。
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　高たか見み高校のグラウンドは運動部の夜間活動用の電灯に照らされて、薄うす暗ぐらくもムードあふれる光景に演出されていた。数日前には組立途と中ちゆうだったステージも完成しており、花火までの空き時間を盛り上げる実じつ況きよう者しやと取とり巻まきの生徒達の馬ば鹿か騒さわぎが展開されている。ステージを中心に生徒達が思い思いに集団を作り、会話したりふざけあったりしていた。

　グラウンドの中央では外部の職人だろう、ねじりはちまきを頭に着けたごつい男たちが花火の準備と確認を行っている。

　皿めい次じは一人ぽつんと、グラウンドの端はしの鉄棒に背中を預けて立っていた。近くにクラスメイトの姿はない。孤こ立りつしているわけではなかった。むしろ大げさすぎる歓待を受けて、たまらず逃にげ出だしてきたのだ。あんなまっすぐできらきらした目で見られると背中がかゆくて仕方ない。

　委員長の胡こ蝶ちようがどんな盛り上げ方をしたのか知らないが、クラスの大部分が快く皿次を迎えてくれた。やはりまだ一部の反感を買っているが、以前と比べればだいぶましだ。

　なんだかんだで寄より辺べ恭きよう弥やの一件でも世話になったし、今度、あらためて胡蝶には礼を言おうと思った。いまは、いい。あのやかましい渦うずの中に戻もどるのは御ご免めんだ。この場所にいてもいずれ銀色の髪かみに気づいてクラスメイトたちが寄ってくるのだろうが……束つかの間でいいから、息をつきたかった。

　そんなわけで皿次は一人でいる。ちなみに陽はる月つきもここにはいない。

　彼女は学校に着くなり人目から隠かくれるように女子更こう衣い室しつへ走っていった。胸に抱かかえていたのは高見高校女子の制服だ。小走りに道を行く修道女を見て、すれ違ちがった生徒はさぞ不思議がっただろう。

　陽月といえば……あれはいったいどういう意味なのだろうか。

　さすがにみんなが制服を着ている中で修道服は目立ちすぎるもんな、と皿次がからかい半分に笑いかけると、彼女は伏ふし目めがちになりながら、こう答えた。

『それもあるけど……シスターだと、神様に操を立てなければならないでしょう』

　まったくもって意味不明だった。

　そうやって首をひねっていると、きゅるきゅると車輪の回る音が聞こえた。

「ちっ、見つかっちまったか」

「よっす。大変だね、人気者」

　振り返ると木き崎さきの車くるま椅い子すがゆっくりと隣となりに停止した。快活そうな栗くり色いろの瞳ひとみと優秀な血統の猫ねこを彷ほう彿ふつとさせる外ハネの茶ちや髪ぱつは、薄うす暗ぐらい校庭の中でも埋もれていない。

　それはいつもどおり。だが、

「おっ？」

　彼女がいつもと違うことに気づき、声を上げる。

「学園祭とはいえ学校に来るんだし、やっぱりこうじゃなくちゃってね。ぬふふ。美み紀きちゃんのニュースタイルにどきどきしてる？」

「……あまりに似合ってて、びっくりした」

「はえ？　な、え、ちょっ、はれぇ？　ちょっとちょっとちょっと。いつもの『ねーよ』はどうしたのさ！」

　焦あせった様子で手をばたばたと振ふっている。顔が真っ赤になっているのが見えた。

　たしかに皿めい次じらしくない反応だったかもしれない。だけど新しん鮮せんな木き崎さきの服装は、皿次に普ふ段だんとは違う反応を引き出させるに足るものだった。

　木崎は高たか見み高校の制服を着ていた。黒を基調とした上着とチェックのスカート。いつものパジャマとは異なり、年相応の高校生の姿だ。短いスカートから覗のぞくふとももからつま先にかけてのラインにはどきりとさせられる。この寒い冬にもかかわらず素足にサンダルなのは、足を動かせなくて着脱が難しいからだろうか。

　珍めずらしい服装……そう感じてしまう現状が、ひどく切ない。

　本当なら毎日のように着用する服のはずなのに。

「いや、素直に悪くねーなって。ガキっぽいパジャマよか似合ってるぜ」

「むむむ。いつもそんなふうに思ってたんだ」

「猫ねこのアニメキャラのプリントはさすがになぁ」

「うっさいなー。いいじゃんかわいいんだから」

　頬ほおを膨ふくらませて怒おこる木崎。ああ、こうしていると本当にただのクラスメイトだ。木崎も学校に通えたらどれほど楽しかっただろう。

　感極まったのもあり、皿次は木崎の頭にぽすんと手をのせた。

「──サンキュ、木崎。今回もいろいろ世話になった」

「うう、そうやってすぐ人の髪かみに触さわる……」

　嫌いやそうに顔をしかめていた木崎だが、すぐににへらっと相そう好ごうを崩くずした。

「ま、いいけどさ。ホント、いつかハルに爆ばく発はつさせられても知らないかんね」

「だからなんであいつの名前が出てくんだ……まあいいや。寄より辺べ兄妹の周辺を探ったり、音おと羽わの件で委員長に付つき添そったんだってな。すげえ助かった」

「そんな……あたしなんてべつになんにもしてないよ」

　照れたように首をすぼめる木崎。そんな彼女へ、皿次はあえて険しい表情を向けた。

「だが──あんまり無茶するなよ」

「……え？」

「聞いたぜ。恭きよう弥やや神み子こと喧けん嘩かになる一歩手前だったってな。そりゃあお前は強かったかもしれねえけどさ、いまは怪け我が人にんなんだ。あの神子って女は特に雰ふん囲い気きがやばかったし、下手したらひどい目に遭あってたかもしれねえ……べ、べつに心配してるわけじゃあねえけど。なんつーかもっとこう、自分の現状をだな」

　誰だれかを心配する自分、という構図にとうとう耐たえられなくなり、皿次は目を逸そらしてまくし立てた。しばらく待っても木き崎さきの反応がなかったので、ちら、と目だけで様子をうかがう。

　木崎は、

「だめ……だったかな」

　どうしてだろう、気落ちしたみたいな顔をしていた。声も小さく、ぎりぎり聞き取れる程度だ。

「あたしじゃ、役に立てない？」

「べつにそういう意味で言ってるわけじゃねえ！」

　皿めい次じは慌あわててフォローを入れた。そんなふうに受け取られるとは考えてもみなかった。ただ純じゆん粋すいに心配──ええいもうごまかすのも面めん倒どうだ、そう、心配しているからであり他意はない。

「怪け我がとかしてほしくねーんだよ。なんにもしなくていいから、安静にして、早く完治してくれればそれでいいんだ。あまり変なふうに捉とらえるなよ」

「あはは。わかってるんだけどね。キミ、優しいし──停学中も自宅謹きん慎しんなのにハルが学校行ってる間に家を抜ぬけ出だして、たびたび会いにきてくれたもんね」

「そ、それはあいつには黙だまってろよ。言いつけ破ってたと知られたら何をされるか……お前も一人ぼっちで退たい屈くつしてると思ったからよ、それで冷やかしに行ってただけだ」

「そういうところが優しいんだよなぁ、キミは。なんだか全部抛なげうってでも守ってくれそうな雰ふん囲い気き、あるよね」

「やめようぜこの話題っ」

　恥はずかしくてたまらない。

「でもさ」

　木崎がパネルを指で操作すると、すーっと車輪がゆっくりと動く。背中というよりも車くるま椅い子すの背もたれだけが見えた。

「あたしもウォーリアーだから。守られるだけって、耐たえられないんだ」

「木崎……？」

「あ、ハルだ」

　落ち込んでいた声こわ音ねはどこへやら、振ふり返かえった木崎が笑顔で人ごみの向こうを指さした。つられてその方向を見やると、たしかに陽はる月つきがきょろきょろとあたりを見回しながら歩いている。

　とん、と背中を押おされ、皿次は二歩三歩とよろめいた。

「行ったげて。この期に及およんでハルが誰だれ探してるかわかんないとかナメたこと言わないよね」

「ンだよ。お前も行くだろ？」

　当然だと思っていた。陽月と木崎と、三人で花火を見るつもりでいた。

　しかし彼女は首を振った。笑顔だけれどどこか違い和わ感かんのある雰囲気で。

「あたしはちょっと用があるからさ。二人で楽しんでよ」

　それだけ言うと、木崎はくるりと自動車椅子を回転させ、人の間を縫ぬうように器用に走り出した。木き崎さきの姿はあっという間に生徒達の中に消えてしまった。

「あ……いた」

　木崎がいなくなるのと入れ替わりに、陽はる月つきが駆かけ寄よってきた。皿めい次じが声をかけるまでもなく姿を見つけてくれたらしい。皿次の隣となりに来ると、陽月は膝ひざに手をつき、わずかに荒あらい呼吸を整える。唇くちびるの隙すき間まから白い呼気が吐はき出だされる姿は色っぽく見えなくもない。

　冬空に浮うかぶ満月の下に立つ陽月。左右の耳には太陽と三日月のピアス、首には銀ぎん盾たてのネックレスをさげ、黒の制服に身を包んでいる。あまりにも通常運転な彼女だけど、こんな時間にこんなシチュエーションで対面するのは初めてだった。

　思えば試合以外で、イベント事を一いつ緒しよに経験するのはこれが最初だ。

「美み紀きとは合流していないの？」

「さっきまでいたんだけどな。用事があるとかでどっか行っちまった」

「そうなの……」

　ぽそりとつぶやく陽月。不思議なことに、あまり残念そうな表情ではなかった。複雑そうではあるものの、照れくさそうな色もうかがえる、表現しがたい顔だった。

　そんな彼女のつぶやきにかぶせるように、ステージのほうが騒さわがしくなった。

「そろそろ花火が始まるみたい……気づいてる？」

「さっきからおっさんたちが準備してたな。そろそろなのか」

「ええ。でも、気づいてる？　って訊きいたのはそっちじゃなくて。ほら、周りのみんなの集まり方。なにか変化していない？」

「あ？　特になにもねえだろ。さっきと同じで仲の良い奴やつらでつるんで──」

　そこまで言いかけて、皿次はある法則性に気づいた。たしかに友人同士の集団やクラスメイト、部活動の仲間との集まりが大多数だ。しかし中には非常に少数同士の組み合わせ……具体的には二人組がちらほらと散見される。

　いや、もはやごまかしの言葉も必要ない。男女の二人組が、いくつか見受けられ、彼ら彼女らは他の集団とは距きよ離りを置き、独自の空間を構築しているかのように見えた。

「毎年、こうなるらしいの……べつに深い意味はないのだけれど」

　陽月はそう言うと顔を逸そらした。横顔でも頬ほおの色はしっかり見える。ほんのりと赤く染まっていた。

「……ッ」

　どくん、と胸が鳴る。

　気の抜ぬけたような音が夜空を昇のぼっていく。一いつ瞬しゆんの後のち、ぱぁんと激しい音とともに夜空に色しき彩さい鮮あざやかな花が咲いた。腹の底を揺ゆさぶる力強さと網もう膜まくを癒いやす可か憐れんさを備えた花火だった。

　地下出身の皿次にとっては初めての打ち上げ花火。人を殺すためではなく楽しませるための爆ばく発はつだ。新鮮で稀け有うな一瞬。そして陽月にとっても。彼女は学園祭の花火だけは見たいと主張していた。子供みたくはしゃいだりしないがきっとこの一いつ瞬しゆんを楽しみにしていたのだろう。

　それなのに。夜空で楽しげに輝かがやき、弾はじける花火はこれ以上ないほど綺き麗れいな光景だろうに。

　陽はる月つきは皿めい次じの顔を見つめていた。目が合い、あわてたように空へと視線を逃にがしてしまう。

　──目が合ったということは、逆も然しかり、ということだ。

　それでも皿次のほうは視線を逸そらすこともしなかった。空を見上げた陽月の、花火の色しき彩さいに照らされた横顔に見み惚とれてしまっていた。

「ね、綺麗でしょう」

　同意を求められて、皿次は、

「まずまず、だな」

　と、照てれ隠かくしの嘘うそをついた。
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　　　　another　木き崎さき美み紀き




　遠くに花火の音を聞きながら、木崎美紀はふうと息を吐はいた。

　いまごろ皿次と陽月は仲良く花火を見物して語らっているのだろう。そう考えると胸の中にもやもやとした感情が渦うず巻まいてくる。

　やだな、と思う。節操のない自分の心が本当に嫌いやになる。佳か多た理りに惚ほれて裏切られ、失恋したばかりだというのに。ちょっと気にかけてくれたり、優しくしてくれただけで簡単に揺ゆらいでしまう自分が情けなかった。

　陽はる月つきは親友で皿めい次じもまた親友になってくれるつもりらしい。二人は美み紀きをのけ者になんて絶対にしないし、きっと三人で仲良くやっていくのは簡単だと思う。花火だって、二人は美紀と一いつ緒しよに見るつもりだったのだろう。

　だけどそれはあまりにもあんまりだ。

　美紀にとっては大事な親友である陽月と、憎にくからず想っている皿次とが、同時に奪うばわれたみたいなものなのだから。奪われた、だってさ。なんて嫌な表現だろう。二人が活かつ躍やくしてくれることこそが望みだなんて、口では格好良く言い切ったくせに。

　せめて足が動けば。もっと前向きに新しい可能性に目を向けられるのかもしれない。だけど発達した医い療りよう技術をもってしても、美紀の半身不ふ随ずいを完治させるにはあと半年必要だという。制せい御ぎよ段階五〇のウォーリアーに殴おう打だされ続けた結果、神経のどこかがやられてしまったらしい。

　入院している間に皿次と陽月はどんどん親しくなっていく。クラスのみんなとも距きよ離りが近づいていく。美紀は自分だけどこか遠くに取り残されてしまったように感じていた。

　陽月を守ってあげたい自分。皿次に守ってもらいたい自分。だけどそのいずれも、すでに皿次と陽月同士で枠わくが埋うまっている。

　じゃあ自分の気持ちはどこへ向かえばいいのだろう。

　そんなことを思いながら、昇しよう降こう口ぐち前の人ひと気けのない暗がりでぼんやりしていた。花火が始まる時間帯にはほとんど人の通らなくなる場所だ。

「見ーつけたっと」

　ここなら一人になれるはずだったのに、やたら能天気な声が聞こえた。

「キミは？」

　昇降口に据すえつけられた自動販はん売ばい機きの陰かげから銀色の髪かみの少女が姿を現す。二つの房ふさを元気にたらした少女だ。赤い瞳ひとみは妖あやしく輝かがやき、傲ごう岸がん不ふ遜そんな顔には一切の揺ゆらぎがなく、自信に満ちあふれている。

「アワリティア。ティアって呼んでいいわ」

「あっ、キミがそうだったんだ。よろしく」

　もちろん彼女の話は聞いていた。皿次の幼なじみで地下貧民街アンダースラムコミュニティの長おさ。そう言えば中セ流ン平ト民ラ街ルに留まり、メイドとして一いち郎ろうの屋や敷しきで働くのだとか。

　挨あい拶さつしておくべきだろうと、握あく手しゆを求めたのだが、ティアは華か麗れいにスルーした。美紀の手なんて見えないかのように無視すると、そのままぐいと顔と体を近づけてくる。

「くんくん。あはっ、やっぱりそうだ」

　鼻をひくひくさせ、あっけらかんとした口調で言い放ち──急激に表情から温度を消した。

　凄すさまじい落差だった。ティアのまとう雰ふん囲い気きは夜の空気よりも冷たかった。

「あんたから、うそつきの匂においがする」

　ぴくり、と背中が震ふるえる。顔にはかろうじて出していないはずだ。

「あたしこんなナリでも嘘うその専門家でさ。匂いは冗じよう談だんだけど、まあ、嘘ついてる奴やつってだいたいわかるわけよ。さっきジェイと一いつ緒しよにいたっしょ？　あのときから思ってたんだけど、あんたちょっと危ういわね」

「あや……うい？」

「隠かくし事ごとをしてる」

　初対面の少女に断言されてしまった。だが的を射ている。ティアの指し摘てきは正しい。

「あたしが中セ流ン平ト民ラ街ルに残ったのは、時間をかけてゆっくりとジェイを説得するためだけど。ついでにあんたみたいな不安要素をしっかり監かん視ししたくてね」

　美み紀きは車くるま椅い子すのパネルに人知れず触ふれていた。いますぐに加速のボタンを押おして、この場を離り脱だつしたい。ティアと向かい合っていると、すべてを洗いざらい吐はき出ださせられそうだった。

「いじめるのはこんくらいにしとこっか」

　彼女はにかっと笑った。

「今後よろしくねん。その秘密が悪い方向に転がらないことを祈ってるわ」

　それだけ言い残すと、ティアは手をひらひら振ふりながらグラウンドのほうへ去っていった。

　ティアの後ろ姿が完全に見えなくなってから、美紀は大きなため息をひとつついた。

　ポケットから携けい帯たい複合端たん末まつを取り出す。

　画面を指で弾はじき、メールボックスを開く。そこには同じ人物からのメールが二十件以上も続けて並んでいた。その文面に目を落とし、美紀はぼんやりと夢想する。

　夜空で弾ける花火が色とりどりの明かりを暗くら闇やみの地上へと注いだ。照らされた携帯複合端末の画面。そこに浮うかび上あがる、言葉は。




『あなたの望みを叶かなえる方法を私は知っています。


住すめ良ら木ぎ』








　　　　　あとがき




　自分を偽いつわると思いもよらぬしっぺ返しがくることがありませんか？

　人間は周囲に適応するために外側に仮面をかぶるので（心理学におけるペルソナというやつです）、本人のナマの性格が隠かくれてしまうことがあります。いつも明るくハイテンションかと思いきや家で一人でいるときはどよーんとした顔をしていたり。男らしい振ふる舞まいが外に向かっているにもかかわらず実は内側は女性らしさを備えていたり。真面目くさった紳しん士し然ぜんとした顔をしておきながら異性の体に興味津しん々しんだったり。

　これは人間であるならばある程度は仕方のないことです。だって怖こわいですもんね、ありのままの自分をさらけだすのは。

　だから友達の前ではその相手にふさわしい人間の仮面をかぶり、好きな人の前では「かっこいい、男らしい」や「かわいい、女らしい」などのアピールポイントを備えた仮面をかぶる。

　けれど演じていた自分を好きになってもらったとき──それは目標の達成、成功であると同時に失敗のスタートラインでもあるのです。

　どのタイミングで本当の自分を出せばいいのか。本当の自分を見たとき、相手は幻げん滅めつしてしまわないだろうか。そんな葛かつ藤とうに襲おそわれる瞬しゆん間かんが訪れるでしょうし、仮面の内側を見せたことですべてが瓦が解かいしたりもします。

　なので。清せい廉れん潔けつ白ぱくな純情人間を演じて恋人をゲットした暁あかつきには、きちんと部屋の中のイケナイ本を処分しておくことを強くオススメいたします。いえ本当に。




　またしてもくだらない導入ですみません。

　清廉潔白な純情作家、三河ごーすとです。

　一巻に引き続きこの本を手に取ってくださった方も、不思議な縁えんで二巻から手に取ってくださった方も、どうもありがとうございます。

　この巻は「嘘うそ」にまつわるお話です。

　悪意ある騙だまし、かわいげのあるごまかし、誰にも言えない秘密……登場人物たちはそれぞれ異なる種類の嘘を抱かかえていて、そしてやはり嘘には大きなしっぺ返しがつきもので。

　と、あまり書きすぎるとネタバレになってしまいそうですね。詳くわしくは本編にてご確認いただければと。

　この巻をもって皿めい次じと陽はる月つきはもう誰も及およばない高みへ上ってしまったのではないか、と、すでに読み終わった方は、感じてらっしゃるかもしれません。

　ですが、そうは問屋が卸おろさないのがこのゲームの怖こわいところ。いくら反則級の性能を備えていようとも絶対に勝てるとは限らないのです。この二人の前にいったいどんな敵が立ちはだかるのか……次巻を楽しみにお待ちいただければと思います。




　最後に謝辞を。

　担当編集のＹさま。設定やキャラについて貴重な提案をいただき感謝しております。いつか徹てつ夜やで雀じやん卓たくを囲みたい気持ちもありますが、険悪になりたくないので我が慢まんします。

　イラストの切符さん、紺野さん、素敵な絵をありがとうございます。

　また、この本の出版に関わったすべての方に深い深い感謝を。

　そして何よりも誰だれよりも読者の皆みなさまに最大級の感謝を。皿めい次じと陽はる月つき、不器用な二人の物語にいましばらくお付き合いいただければ幸いです。





三河ごーすと
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三み河かわごーすと

最近は布団が恋人。ぬくぬく。

原稿を忘れて夢の中へ旅立つことも。

なんて書くと担当さんに怒られてしまうので内緒。
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切きっ符ぷ

ふとももが大好きな絵描きです。

最近作業に集中し過ぎてトイレに行くのを忘れます。
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